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今
年
は
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に
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山
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○
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の
水
色
憂
ず
○
自
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温
泉
震
災
○
有
明
日
及
奈
川
日
の
人
夫
貨
と
物
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○
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○
含
員
通
信

會

　

　

報

○
国
饉
の
入
會
に
開
す
る
規
定
○
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○
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○
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○
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○
含
員
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追
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退
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亡
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○
交
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○
投
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規
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○
第
十
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會
豫
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英
　
文
　
欄

巻
末
附
録
と
し
て
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欄
を
添
ヽ
た
り
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八
、
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と
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形
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名
　
　
一
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、
瀑
布
　
　
一
一
、
山
脈
　
　
一
二
、
特
殊
植
物
と
珍
植
物
　
４　
一

三
、
動
物
　
　
一
四
、
温
泉
　
　
一
五
、
気
象
　
　
一
六
、
出
水
の
状
況
　
　
一
七
、
大
肇
ケ
原
山
の
正
路
と
間
道
　
　
一
八
、
登
山
案
内

一
、
端

　

が

　

き

陽
春
花
の
四
月
に
な
る
と
京
阪
神
の
観
櫻
客
は
、
小
さ
い
吉
野
鐵
道
車
内
に
屋
搾
さ
れ
な
が
ら
運
ば
れ
て
、
吉
野
瞬

で
吐
き
出
さ
れ
る
。
な
る
列
車
も
家
る
列
車
も
同
じ
様
に
し
て
、
朝
も
書
も
引
き
切
う
な
し
に
四
月
の
年
を
過
る
と
、

其
の
頃
か
ら
聖
鈴
の
響
微
か
に
、
葉
櫻
蔭
を
績
く
白
衣
の
道
者
が
秋
ま
で
毎
日
毬
り
出
さ
れ
る
。
彼
の
花
の
客
は
日
吉

野
の
里
巷
の
迎
ふ
る
客
で
あ
つ
て
、
此
の
自
衣
の
人
は
奥
吉
野
の
霊
岳
が
迎
へ
る
客
で
あ
る
。
そ
し
て
是
等
に
混
つ
て
、

春
と
云
は
ず
秋
と
云
は
ず
、
三
々
五
々
史
を
研
き
花
を
尋
ね
山
を
訪
づ
る
ゝ
客
が
吉
野
瞬
を
賑
は
し
て
ゐ
る
。
是
等
の

客
を
等
し
く
印
象
せ
し
Ｕ
る
も
の
は
、車
坂
績
き
の
丘
陵
を
上
つ
て
ト
ン
ネ
″
を
出
る
と
、窓
外
に
展
開
す
る
吉
野
川
で

あ
る
。
吉
野
畔
に
吐
き
出
さ
れ
て
、
直
に
山
と
山
と
の
間
に
一
ば
ひ
に
撰
が
つ
た
吉
野
川
を
見
た
時
に
は
、
最
張
き
印

象
を
典

へ
ら
れ
る
こ
と
ヽ
思
ふ
。
本
年
か
ら
は
花
の
客
も
山
上
岳
の
道
者
も
ｂ
瞬
頭
に
架
せ
ら
れ
た
ボ
ク
ス
ト
リ
ン
グ

式
五
段
虹
形
の
三
吉
野
橋
に
よ
つ
て
、　
一
居
そ
の
印
象
を
張
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
而
か
も
此
邊
の
川
原
を
見
る

時
に
、
水
は
清
列
で
礫
は
美
く
し
く
磨
か
れ
、
自
く
青
く
赤
く
黒
く
友
色
に
鼠
色
に
、
或
は
滑
ら
か
に
或
は
粗
く
、
火

山
岩
に
水
成
岩
に
餘
程
多
趣
多
様
に
渉
つ
て
み
る
の
に
係
ら
ず
。
附
近
の
連
丘
は
洪
積
段
丘
を
な
し
た
う
、
三
株
層
千
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枚
岩
系
に
属
し
た
う
し
て
、
此
の
川
原
と
は
全
然
別
個
の
地
質
か
ら
成
つ
て
わ
る
こ
と
に
想
到
す
る
な
ら
ば
、　
一
居
興

味
が
起
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。「
よ
し
の
に
て
櫻
見
せ
う
ぞ
檜
笠
」（芭
蕉
）
の
檜
よ
う
も
、花
見
に
な
く
て
は
な
ら
緻
芳
醇

な
灘
、
伊
丹
の
酒
に
関
係
多
き
吉
野
杉
を
想
う
て
家
る
人
が
あ
れ
ば
、
先
づ
痩
山
の
松
林
に

一
驚
す
る
様
に
、
南
無
ア

イ
ダ
ー
ヤ
の
山
上
ケ
岳
な
想
つ
て
末
る
客
に
は
、
餘
う
に
不
ん
な
山
國
で
あ
る
と
感
ぜ
ら
る
ゝ
程
、
附
近
と
吉
野
川
原

の
砂
礫
と
は
、
縁
が
遠
く
出
来
て
ゐ
る
。
そ
れ
丈
け
吉
野
の
奥
は
多
様
で
あ
う
深
遠
で
あ
る
か
ら
。
余
は
少
し
く
其
の

水
源
地
を
紹
介
し
て
見
度
い
と
思
ふ
。

二
、
吉

野

群

峰

「
山
岳
」
第
二
年
第

一
琥
に
自
井
理
學
博
士
に
よ
つ
て
紹
介
せ
ら
れ
、
故
木
本
光
三
郎
氏
の
吉
野
群
峯
に
よ
つ
て

一
段

精
細
に
偉

へ
ら
れ
、
簡
旦
時
折
本
誌
に
も
紀
行
文
を
掲
載
せ
ら
る
ゝ
吉
野
群
峯
は
．
今
や
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存

協
含
に
よ
つ
て
、
漸
く
著
し
く
な
う
始
め
て
家
た
。
其
の
主
な
る
鮎
は
高
山
な
る
が
故
で
は
な
く
て
、
深
山
幽
鉢
塵
外

の
浄
域
と
云
ふ
篤
め
で
あ
る
。
何
所
も
深
山
に
有
う
勝
ち
な
乙
と
な
が
ら
、
古
い
文
化
の
中
心
た
る
和
州
に

い
在
つ
て
、

代
陸
地
測
量
部
の
地
同
が
出
る
政
で
は
、
業
の
名
稀
や
位
置
さ
へ
不
剣
明
で
、
其
の
高
さ
の
如
き
も
順
る
曖
味
で
あ
つ

た
の
で
あ
る
。
今
―ょ
．是
等
の
乙
と
が
整
然
と
し
た
け
れ
ど
も
、
天
武
帝
の
自
鳳
年
間
以
家
、
登
岳
の
客
絶
え
ｎ
奥
吉
野

と
し
て
は
、
餘
う
に
世
上
に
現
は
れ
て
ゐ
な
い
が
、
そ
れ
丈
け
深
山
幽
谷
で
あ
り
開
放
的
で
は
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
乙

を
開
西
の
日
光
と
し
て
、
幾
多
の
珍
奇
な
植
物
を
も
蔵
し
、
異
風
奇
俗
を
も
存
し
て
ゐ
る
。
賞
際
奥
吉
野
は
共
の
高
く

突
き
出
た
群
峯
の
雄
偉
よ
う
も
、
其
の
間
に
介
在
す
る
漢
谷
、
若
し
く
は
是
等
に
よ
つ
て
哺
哉
れ
て
ゐ
る
動
植
物
や
、

吾
等
の
遠
き
旭
先
の
遺
し
家
つ
た
藝
術
或
は
管
俗
に
よ
つ
て
権
威
を
有
つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
漸
く
聞
え
ん
と
す
る

吉
野
群
峯
は
、
紀
和
竿
島
の
脊
梁
を
作
つ
て
、
南
北
に
長
く
走
つ
て
ゐ
る
。
此
の
長
大
な
脊
梁
を
中
央
に
有
し
、
四
方

亦
別
に
山
嶺
を
以
て
回
ま
れ
、
宛
も
長
方
形
の
箱
の
如
く
形
作
ら
れ
て
わ
る
も
の
は
吉
野
で
あ
つ
て
、
大
和
の
南
年
七

行 螢 月 七 年 九 正 大
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割
を
占
め
て
め
る
。
畝
傍
・橿
原
・営
肺
・
三
輪
・長
谷
な
ど
の
大
和
名
所
を
含
む
大
和
不
野
は
、
僅
に
残
る
三
割
餘
の
土

地
の
年
に
も
足
ら
ぬ
か
ら
、
廣
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
大
和
と
云
ス
は
、
賞
際
小
さ
な
部
分
で
あ
つ
て
、
大
和
の
西
北
隅
の

一
部
に
過
ぎ
な
い
。

大
和
平
野
と
吉
野
と
を
南
北
に
界
す
る
た
め
に
、
龍
門
山
脈
が
東
西
に
走
っ
て
、
高
取
山
・龍
門
岳
●
日
張
山
な
ど
が

あ
つ
て
、
東
方
伊
勢
の
國
境
に
突
死
と
し
た

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
の
高
見
山
で
終
つ
て
ゐ
る
。
此
の
高
見
山
か
ら
源
を
螢
し

て
、
龍
門
山
脈
に
平
行
し
て
西
走
し
て
ゐ
る
の
が
吉
野
川
で
、
此
の
漢
谷
は
亦
吉
野
群
峯
の
北
端
を
遮
ぎ
つ
て
ゐ
る
ｏ

吉
野
群
峯
は
此
の
河
眸
か
ら
起
つ
て
、
大
艦
に
十
字
形
の
山
脈
を
作
り
、
其
の
縦
線
は
有
名
な
吉
野
山
を
獲
端
と
し
、

南
に
向
つ
て
急
に
標
高
を
捨
し
、四
寸
岩
山
・
大
天
丼
・大
峯
山
上
ケ
岳
・小
笹
岳
・大
普
見
山
・國
見
山
・
行
者
婦
を
経
て
、

爾
山
と
な
り
、
鼓
に
吉
野
の
中
心
で
且
群
峯
の
中
心
を
作
う
、
標
高
も
亦
最
高
を
示
し
、
佛
経
岳
・佛
生
岳
・七
面
山
等

の
互
塊
を
姿
立
せ
し
め
、
更
に
南
に
走
っ
て
、
澤
迦
岳
・大
日
岳
・
天
狗
岳
・地
蔵
峠
・笠
捨
山
に
及
び
、
少
し
く
西
に
折

れ
て
、
王
置
山
か
ら
遠
く
餘
脚
を
十
津
川
・北
山
川
の
合
流
黙
に
下
し
、
國
境
と
共
に
低
夷
し
て
ゐ
る
。
此
の
間
約
四
十

里
で
あ
る
が
、
大
天
丼
か
ら
行
者
蹄
に
至
る
間
は
、
山
漢
殊
に
瞼
崚
を
極
め
、
支
脈
南
側
に
百
出
し
、
懸
崖
峻
谷
具
に

秩
父
層
の
特
色
を
遺
は
な
く
獲
揮
し
て
ゐ
る
ｏ

横
線
は
稿
北
部
に
偏
し
、
西
に
走
る
も
の
は
大
天
丼
ょ
う
起
り
、
東
に
走
る
も
の
は
大
普
見
山
よ
う
起
う
て
、
各
東

西
國
境
の
山
脈
に
結
合
し
、
縦
線
の
雨
端
が
各
川
昨
に
陵
夷
し
て
ゐ
る
の
と
趣
を
異
に
し
、
西
の
方
紀
州
に
接
す
る
も

・の
は
高
野
山
と
な
り
、
東
の
方
伊
勢
に
接
す
る
も
の
は
大
墓
ケ
原
山
と
な
う
、
共
に
そ
の
頂
上
に
不
坦
の
領
域
を
有
し
、

欝
葱
た
る
針
葉
樹
林
を
以
て
蔽
は
れ
、
亦
共
に
名
山
と
な
つ
て
ゐ
る
の
も
面
白
い
封
象
で
あ
る
。

斯
く
し
て
四
個
の
Ｅ
域
に
分
た
れ
た
吉
野
は
、
西
南
の
も
の
と
十
津
川
漢
谷
、
東
南
の
も
の
を
北
山
漢
谷
と
し
、
東

北
と
西
北
と
の
も
の
を
吉
野
川
の
本
流
漢
谷
と
支
流
丹
生
川
漢
谷
と
す
る
。
そ
し
て
山
上
岳
か
ら
大
普
見
山
に
至
る
附

近
の
潔
谷
は
、
吉
野
群
峯
中
の
深
幽
な
深
谷
で
あ
る
。
然
る
に
吉
野
川
流
域
は
夙
に
植
林
事
業
が
開
け
て
、
比
較
的
幽
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谷
の
感
を
淡
く
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
他
の
方
面
は
な
か
ノ
ヽ
深
山
の
相
を
な
し
て
ゐ
る
。

三
、
大

墓

ケ

原

山

吉
野
中
央
山
系
の
大
普
見
山
よ
う
東
に
走
う
、伯
母
ケ
岳
・本
和
田
塚
・経
ケ
塚
・大
和
岳
を
経
て
、
通
か
に
熊
野
灘
を

陣
院
し
、
脚
下
に
伊
勢
の
宮
川
を
走
ら
す
も
の
は
大
墓
ケ
原
山
で
あ
る
。
近
時
高
層
気
象
観
測
所
を
設
け
、
又
は

一
大

山
岳
遊
園
地
を
開
か
ん
な
ど
、
の
計
書
の
あ
る
山
で
あ
つ
て
、
高
さ

一
六
九
五
・
三
米
突
、全
部
秩
父
古
生
層
の
硬
砂
岩

と
角
岩
と
か
ら
出
来
て
、
其
の
頂
に
名
の
示
す
が
如
き
皇
地
が
あ
る
。

併
し
登
つ
て
見
る
と
決
し
て
皇
地
で
は
な
い
。
唯
傾
斜
の
度
が
著
し
く
緩
漫
で
、
此
の
邊
の
山
に
比
較
し
て
憂
地
と

云
ス
に
過
ぎ
な
い
。
事
ろ
此
山
の
特
徴
と
す
る
所
は
、
今
は
大
部
分
伐
つ
た
け
れ
ど
も
、
其
の
頂
を
蔽
ふ
て
わ
る
針
葉

樹
の
庭
女
林
と
、
西
南
方
に
在
る
北
山
川
の

一
支
流
東
ノ
川
の
大
深
谷
の
大
槻
で
あ
る
。
世
人
は
よ
く
東
方
日
出
ケ
岳

の
熊
野
灘
を
眺
め
た
壮
槻
や
、
殊
に
日
出
の
光
景
を
云
篤
す
る
け
れ
ど
も
、
事
ろ
大
観
と
し
て
見
る
べ
き
は
、
両
方
東

ノ
川
の
水
源
漢
谷
を
隔
て
ヽ
、
通
に
吉
野
群
峯
を
望
む
所
の
夕
映
で
あ
る
。
そ
れ
と
今

一
っ
晩
夏
初
秋
の
候
に
、
疎
ら

に
枯
れ
た
庭
女
林
の
構
を
越
え
て
、
濠
朧
た
る
熊
野
灘
の
海
氣
の
湧
き
上
る
光
景
で
あ
る
。
併
し
何
れ
を
何
れ
と
し
て

も
、
東
ノ
川
の
大
深
谷
を
大
蛇
倉
の
岩
頭
に
立
つ
て
俯
観
す
る
時
、
右
に
営
つ
て
中
の
瀧
・西
の
瀧
を
望
見
し
、正
面
千

丈
の
断
崖
を
隔
て
ゝ
、
封
岸

一
帯
婉
挺
た
る
雑
木
林
を
越
え
、
遠
く
紫
藍
に
彩
ら
れ
た
吉
野
群
峯
を
望
む
の
批
観
は
、

全
く
大
一量
ケ
原
山
の
絶
景
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
ｎ
ｏ
就
中
靭
雨

一
過
し
て
、
乱
雲
棋
の
補
を
奔
騰
し
、
谷
か
ら
も
谷

か
ら
も
濠
々
た
る
水
蒸
氣
の
湧
き
立
つ
間
に
、
夕
陽
雲
を
染
め
霧
を
形
る
大
景
は
、
大
皇
ケ
原
山
の
他
の
線
べ
て
に
値

す
る
以
上
の
光
景
で
あ
る
。

此
の
山
は
明
治
二
年
京
都
興
正
寺
よ
り
高
野
谷
三
町
四
方
の
開
拓
ヒ
試
み
て
か
ら
以
家
、
明
治
二
十
年
の
前
後
に
於

け
る
松
浦
武
四
郎
氏
の
開
螢
蓋
策
と
な
う
、
更
に
明
治
二
十
五
年
六
月
二
十
五
日
の
初
登
山
以
来
、
古
川
嵩
氏
の
籠
居

行 螢 月 七 年 九 正 大

(278)



一
ｏ

ρ

ｏ

ｏ

ｏ

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山

理申

○
吉
野
川
水
源

原
山
北
麓
　
　
宮
田

「
鰈倅

●

.婆

)申
戸熱

=干
L

芦ドだ

|!

ヽ

ミ

三

ヽ

:輝

や
い し

ン
・
百

＞
い
・

羅■

セ
ケ

耳 尊ニンド|ヽ

ヽ
[

い
〕
輌 卦卜き

"度
ι    _

9か IW卜
｀ヽ、__´ .´

´́~

]挙口~ヽ
ヽ、

・
戸ドト 、_|.、′)_

団畢静翼

(279)

.)+ *t'.({ l4

Sヽ
蝦沖

N鶏法主導叶



行 螢 月 七 年 九 正 大

ケ
原
山
北
麓
　
　
宮
田

開
螢
に
基
く
努
力
已
に
三
十
年
の
久
し
き
に
亘
り
、
今
は
大
基
教
會
の
如
き
宏
大
な
る
殿
堂
も
建
立
せ
ら
れ
て
、
登
山

者
は
菅
に
宿
泊
の
不
便
を
威
じ
な
い
の
み
か
、
衣
食
に
就
て
も
何
等
の
不
自
由
と
威
じ
な
い
ｏ
余
の
如
き
は
山
間
都
邑

生
活
に
於
て
難
し
と
す
る
海
魚
や
川
魚
，ビ
、
山
上
に
於
て
惜
氣
も
な
く
玩
味
す
る
こ
と
が
屋
あ
つ
た
ｏ
是
れ
熊
野
灘
の

近
き
と
、
北
山
川
や
吉
野
川
や
、
或
は
宮
川
の
上
流
を
有
し
て
ゐ
る
が
篤
め
で
あ
る
。

四
、
大
蔓
ケ
原
山
と
氣
象

大
皇
ケ
原
山
は
、
昔
は
山
上
に

一
大
湖
水
が
あ
る
と
誤
解
せ
ら
れ
、
今
筒
近
郷
の
人
々
に
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る
程
、
洪

水
と
風
向
と
に
関
係
を
有
し
、
或
る
風
に
は
宮
川
を
汎
濫
せ
じ
め
、
或
る
風
に
は
吉
野
川
に
、
或
る
時
は
北
山
川
に
洪

水
を
木
さ
し
む
る
の
で
あ
る
。
此
の
誤
解
の
原
因
は
後
に
説
く
と
し
て
、
此
等
三
川
の
流
域
に
関
係
あ
る
こ
と
は
、
此

の
山
が
此
等
三
川
の
水
源
地
を
な
す

の
で
、
宛
も
山
上
ケ
岳
山
彙
が
北
山
川
・
十
津
川
及
び
吉
野
川
の
三
大
源
泉
と
な

つ
た
う
、
高
野
山
が
亦
附
近
各
川
の
水
源
と
な
つ
た
う
す
る
と
同
じ
様
で
あ
る
。
そ
し
て
大
皇
ケ
原
山
は
そ
の
北
角
三

津
河
落
岳
に
於
て
、
全
く
三
川
の
集
合
突
駐
を
な
し
て
ゐ
る
。

五
、
大
蔓
ケ
原
山
と
吉
野
川

三
津
河
落
岳
は
東
南
日
出
ケ
岳
と
相
封
し
て
、
東
に
深
く
伊
勢
宮
川
の
水
源
谷
を
抱
き
、
西
南
廣
々
と
し
た
針
葉
樹

の
中
に
、
北
山
川
の
斜
面
を
控
へ
、
そ
し
て
北
方

一
帯
深
く
瞼
し
き
吉
野
川
の
水
源
漢
谷
を
有
し
て
ゐ
る
。

吉
野
川
は
此
所
に
本
流
鎌
ノ
公
谷
を
螢
し
、
御
座
所
谷
を
合
せ
、
西
北
に
流
れ
て
五
里
餘
、
川
上
村
入
之
渡
部
落
で

伯
母
谷
ヶ
・合
し
、
稿
北
流
し
て
七
里
、
新
子
で
伊
勢
園
境
高
見
山
か
ら
螢
す
る
小
川
を
加
へ
、
西
に
韓
向
し
て
遠
く
ニ

十
餘
里
、
紀
伊
の
和
歌
山
に
流
れ
て
ゐ
る
。
此
の
小
川
を
合
す
る
ま
で
の
間
が
深
谷
で
、
西
に
大
普
見
山
・龍
ケ
岳
・山

上
ケ
岳
・勝
負
塚
・
大
天
丼
の
崚
峰
を
崎
立
せ
し
め
、
東
に
自
髪
岳
・白
矢
岳
の
高
峰
を
有
し
、
此
の
間
澤
山
の
支
脈
を

(2SC))
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甕
立
せ
し
め
て
ゐ
る
。六

、
大
墓
ク
原

山
道

此
の
長
い
深
い
峡
谷
が
地
理
的
に
大
皇
ケ
原
山
の
主
要
な
通
路
と
な
つ
て
ゐ
る
。
近
末
峰
績
き
に
吉
野
山
か
ら
山
上

ケ
岳

へ
登
る
千
年
末
の
習
慣
に
倣
つ
て
、
山
上
ケ
岳
か
ら
大
墓
ケ
原
山
に
通
ず
る
尾
根
に
道
路
を
開
か
う
と
の
計
蓋
が

あ
る
が
、
是
れ
は
革
に
山
岳
の
絶
最
の
み
を
歩
く
の
に
は
好
都
合
か
も
知
ね
な
い
が
、
割
合
に
革
調
不
几
で
あ
う
。
且

つ
車
に
山
上
ケ
岳
の
如
く
に
大
皇
ケ
原
山

へ
も
道
者
を
引
き
つ
勁
警
う
と
「
る
大
一塁
ヶ
原
山
側
の
便

盆
た

る
に
過
ぎ

な
い
。
今
日
で
ヽ
吉
野
群
峰
を
跛
渉
し
た
者
は
、
程
迦
岳
か
ら
前
鬼
・
白
川
又
谷
へ
下
つ
て
、河
合
か
ら
小
橡
谷
を
大
墓

ケ
原
山
へ
登
う
、
三
津
河
落
の
胸
部
か
ら
吉
野
川
流
域

へ
下
る
か
、
或
は
吉
野
川
流
域
を
登
つ
て
、
尾
鷲
と
云
ふ
熊
野

灘
の
海
岸
に
下
る
よ
う
外
に
数
方
な
い
。

然
る
に
此
の
邊
の
漢
谷
は
、
大
部
分
秩
父
古
生
居
中
の
角
岩
・硬
砂
岩
帯
に
属
し
て
、懸
崖
飛
瀑
殆
ん
ど
登
攀
不
可
能

の
場
所
が
多
い
と
同
時
に
、
奇
峯
峻
岳
翡
鬱
た
る
針
葉
樹
と
共
に
頗
る
絶
景
に
富
ん
で
あ
る
。
而
か
も
地
層
の
関
係
上
、

最
も
峻
谷
な
北
山
川
の
方
面
の
み
は
、
大
皇
ケ
原
山
か
ら
槻
望
せ
ら
れ
る
が
、
宮
川
方
面
と
吉
野
川
方
面
と
は
、
全
く

槻
望
が
出
木
な
い
上
に
、
層
向
に
並
行
し
た
極
め
て
革
調
な
所
を
通
過
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
余
は
少
し
く
此
の
方
面

の
漢
山
の
詳
細
を
紹
介
し
て
見
度
い
と
思
ふ
。
殊
に
開
両
の
日
光
で
あ
る
と
植
物
上
の
み
か
ら
説
か
れ
た
り
、
僅
に
大

基
ケ
原
山
の
三
個
の
瀑
布
位
に
よ
つ
て
日
光
五
十
四
瀑
に
比
較
す
る
の
で
は
、餘
う
に
吉
野
の
篤
め
に
遺
減
で
あ
る
。

・

七
、
大
墓
ケ
原
山
北
麓
の
地
理

大
墓
ケ
原
山
は
東
経
百
三
十
六
度
六
分
北
緯
三
十
四
度
十
分
の
地
鮎
に
在
つ
て
、
伊
勢
と
大
和
ル
に
跨
つ
て
ゐ
て
、

其
の
西
北
角
三
津
河
落
岳
か
ら
吉
野
群
峯
の
山
上
ケ
岳

へ
績
く
大
尾
根
に
は
、
大
和
岳
・馬
鞍
岳
‘
経
ケ
塚
・木
和
田
塚
・

○
吉
野
川
水
源
地
大
憂
ケ
原
山
北
麓
　
　
宮
田
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○
吉
野
川
水
源
地
大
憂
ケ
原
山
北
麓
　
　
宮
田

伯
母
ケ
峯
な
ど
を
堀
起
し
て
、
大
普
見
山
に
結
合
し
て
ゐ
る
。
余
が
北
麓
と
稀
す
る
の
は
、
此
の
伯
母
ケ
峰
に
至
る
約

三
里
の
間
で
、
簡
大
普
見
山
に
績
く

一
帯
並
に
吉
野
川
の
川
上
村
峡
谷
の

一
部
を
も
之
に
加
へ
て
置
く
の
で
あ
る
が
、

主
と
し
て
人
に
知
ら
れ
な
い
で
、
且
多
く
の
隠
れ
た
る
或
物
を
有
す
る
三
里
の
間
の
北
方
漢
谷
を
云
ふ
の
で
あ
る
。

此
の
斜
面
を
流
下
す
る
谷
川
は
、
三
津
河
落
岳
か
ら
獲
す
る
鎌
ノ
公
谷
ヒ
初
と
し
、
大
和
岳
か
ら
の
黒
倉
又
谷
、
馬

鞍
岳
及
経
ケ
塚
か
ら
の
白
倉
叉
谷
、
本
和
田
塚
か
ら
の
黒
石
谷
、
伯
母
峯
か
ら
の
橡
谷
・人
目
谷
を
主
要
な
も
の
と
し
、

ク
テ
ス
　
ポ
　
　
コ
　

ク
チ

ス
　
ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ツ

ロ

更
に
、
黒
石
谷
・白
倉
叉
谷
の
間
の
黒
石
岳
か
ら
獲
す
る
大
口
須
保
及
小
日
須
保
雨
谷
・湯
ノ
谷
●
日
入
谷
の
小
漢
、
並
に

鎌
ノ
公
谷
の
東
方
伊
勢
の
國
境
御
座
所
か
ら
稜
す
る
御
座
所
谷
・
三
ノ
公
谷
●奥
玉
谷
と
云
ス
の
が
あ
る
。
是
等
の
漢
谷

は
本
流
と
奥
王
と
三
ノ
公
谷
と
が
、
東
か
ら
出
て
西
に
流
れ
る
の
を
除
い
て
は
、悉
く
南
か
ら
出
て
北
に
流
れ
て
ゐ
る
。

八
、
地

質
二

地

形

此
邊

一
帯
の
地
質
は
、
前
に
も
述
べ
た
通
う
秩
父
古
生
層
の
硬
砂
岩
帯
及
角
岩
帯
で
，
東
西
の
居
向
を
有
し
、
北
方

に
傾
斜
し
た
も
の
で
、
就
甲
角
岩
帯
に
は
、
岩
層
に
滑
ふ
て
廣
大
な
る
滑
落
面
が
あ
っ
て
、
深
い
快
隙
や
鏡
石
の
状
態

を
作
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
多
く
の
漢
谷
が
此
の
層
向
を
横
断
し
て
北
方
に
流
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
驚
く
べ
く
険
阻
な
漢
谷

を
作
り
、大
瀑
布
が
何
れ
の
谷
に
も
階
段
的
に
連
績
し
て
壮
観
を
極
め
て
ゐ
る
。
そ
し
て
本
流
の
南
岸
は
、　
一
般
に
四
十

度
以
上
の
斜
面
を
有
つ
て
、
標
高

一
千
尺
前
後
の
谷
か
ら
、
四
千
尺
以
上
四
千
七
百
尺
哉
で
の
斜
面
を
作
つ
て
ゐ
る
に

反
し
て
、
北
岸
は
殆
ん
ど
直
立
し
て
、
二
千
尺
位
の
屏
風
ど
建
て
た
や
う
な
状
態
を
作
つ
て
わ
る
ｏ
で
あ
る
か
ら
英
の

順
著
な
部
分
に
は
、屏
風
谷
・屏
風
岳
な
ど
の
屏
風
に
因
ん
だ
地
名
さ
へ
付
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
大
基
ケ
原
山
へ
登
る
に
は
ヽ

此
の
屏
風
の
裾
を
東
西
に
通
る
か
ら
、
屏
風
谷
や
屏
風
岳
は
仰
望
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
南
方
の
連
嶺
は
容
易
に
見

る
こ
と
が
出
家
な
い
。
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九

、
地
　
　
名

此
地
方
は
流
石
に
人
臭
い
大
和
の
内
で
も
．
久
し
く
顧
み
ら
れ
な
か
つ
た
所
だ
け
あ
つ
て
、
殆
ん
ど
地
名
が
附
せ
ら

れ
て
無
い
ｃ
僅
に
大
き
な
Ｅ
域
に
茫
漠
と
し
た
地
名
が
付
け
ら
れ
て
あ
る
ば
か
う
で
あ
る
か
ら
、
村
落
附
近
は
非
常
に

小
さ
な
字
が
あ
る
に
反
し
て
、
何
百
の
谷
に
さ
へ
何
等
の
名
稗
も
付
せ
ら
れ
ず
、
辛
く
も
前
掲
の
大
谷
川
の
み
名
構
を

有
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
つ
て
其
の
山
頂
や
瀑
布
や
岩
角
に
無
名
の
者
が
頗
る
多
い
。
否
寧
ろ
無
名
の
も
の
ば
か

と
云
つ
て
も
差
支
な
い
程
で
あ
る
。

一
〇
、
瀑
　
　
布

五
十
四
瀑
を
以
て
有
名
な
日
光
の
奥
を
未
だ
知
ら
な
い
余
に
は
、
日
光
と
比
較
す
る
こ
と
は
六
か
し
い
け
れ
ど
も
、

俄
に
大
皇
ケ
原
山
の
東
・中
・西
の
三
大
瀑
布
を
以
て
之
れ
に
封
し
や
う
と
す
る
も
の
に
は
、
余
は
黒
石
谷

一
谷
に
存
す

る
瀑
布
だ
け
で
も
之
に
附
け
加
へ
よ
と
云
ひ
度
い
。
此
谷
は
長
さ
二
里
年
程
の
谷
で
あ
る
が
、
三
十
有
餘
の
瀑
布
が
あ

り
、
小
さ
い
も
の
を
敷

へ
た
な
ら
ば
、
五
十
を
越
す
で
あ
ら
う
ｏ
就
中
大
き
な
も
の
は
、
石
ノ
塔
の
瀑
で
二
百
八
十
五

尺
あ
る
。
少
し
く
岩
角
が
突
出
し
て

一
寸
三
段
に
な
つ
て
あ
る
。
水
量
と
高
さ
と
に
於
て
此
の
方
面
の
第

一
で
あ
る
。

次
は
二
塁
に
近
き
白
倉
叉
谷
で
あ
る
。
此
谷
に
も
二
十
や
三
十
の
瀑
布
が
あ
っ
て
、
杉
の
本
の
七
釜
の
瀑
や
冷
水
の

五
重
の
瀑
な
ど
は
百
尺
に
餘
う
、
水
量
も
黒
石
谷
の
石
の
塔
に
譲
ら
ｎ
。
之
に
亜
ぐ
も
の
が
鎌
ノ
出
谷
で
次
が
黒
倉
叉

谷
で
あ
る
。
三
十
尺
や
五
十
尺
以
上
の
も
の
を
敷

へ
立
て
れ
ば
、
是
亦
何
十
と
云
ふ
程
あ
る
。

次
に
御
座
所
谷
に
入
つ
て
も
、伊
勢
の
國
境
に
近
い
所
に
大
き
な
瀑
が
あ
る
。併
し
是
等
黒
倉
又
・鎌
ノ
公
●御
座
所
の

各
谷
は
、
到
底
普
通
の
登
山
者
の
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
幽
谷
で
あ
つ
て
、
久
し
く
此
方
面
の
森
林
を
所
有
し
て
ゐ
る

人
々
で
も
、
殆
ん
ど
入
つ
た
こ
と
が
な
い
の
み
か
、
猟
師
す
ら
此
方
面
は
漢
谷
を
歩
い
た
こ
と
が
少
な
い
の
で
あ
る
。

○
吉
野
川
水
源
地
大
肇
ケ
原
山
北
麓
　
　
宮
田
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本
流
筋
で
は
僅
に
大
皇
ケ
山
道
の
通
ず
る
谷
に
大
口
須
保
瀑
と
自
橋
瀑
と
屏
風
瀑
と
黒
倉
又
入
回
の
瀑
と
鎌
ノ
公
日
の

も
の
と
よ
う
外
は
目
に
鯛
れ
な
い
。
尤
も
途
中
到
る
所
の
懸
谷
に
名
も
な
き
小
さ
い
瀑
の
垂
れ
て
わ
る
こ
と
は
此
の
数

（〕
外
で
あ
る
。
奥
玉
の
谷
に
は
本
流
に
魚
上
の
瀑
と
石
ノ
塔
の
瀑
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
層
向
を
横
断
し
て
あ
る
小

谷
の
懸
谷
に
は
、
幾
つ
も
の
瀑
が
あ
る
。
三
ノ
公
谷
は
流
域
も
長
く
Ｅ
域
も
廣
い
か
ら
、
多
く
の
瀑
が
各
谷
に
在
る
乙

と
は
、
踏
査
し
た
人
の
話
で
あ
る
が
、
直
接
大
一曇
ケ
原
山
麓
で
な
い
の
と
、
未
だ
余
は
踏
査
し
た
こ
と
が
無
い
篤
め
に

此
所
に
記
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

其
外
橡
谷
・人
目
谷
な
ど
に
も
随
分
瀑
が
多
い
が
、
未
だ

一
般
の
登
山
者
が
槻
望
に
赴
く
便
宜
な
道
を
有
し
て
ゐ
な

い
。以

上
の
地
勢
と
状
況
と
か
ら
推
し
て
、余
は
宮
川
の
上
流
水
源
地
内
に
も
多
く
の
瀑
布
が
あ
る
も
の
と
認
め
て
ゐ
る
。

（「
山
岳
」第
七
年
第
三
競
附
録
宮
川
水
源
訴
行
大
墓
ケ
原
山
登
山
記
参
照
）斯
う
云
ス
有
様
で
あ
る
か
ら
、
特
に
瀑
布
の

研
究
者
に
は
、
随
分
面
白
き
多
く
の
資
料
を
供
す
る
こ
と
ゝ
思
ふ
。

筒
ほ
二
里
餘
の
川
下
な
る
柏
木
の
近
く
に
は
鐘
乳
洞
の
中
に
水
量
の
豊
富
な
瀑
布
が
、
闇
か
ら
闇

へ
と
流
れ
落
ち
て

ゐ
る
か
ら
、
盆
好
資
料
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

一
一
、
山
　
　
脈

此
地
方
の
山
嶺
を
踏
査
す
る
人
の
篤
め
に
は
適
営
な
道
が
あ
る
。
そ
れ
は
吉
野
川
と
北
山
川
と
の
流
域
を
南
北
に
縦

貫
し
て
ゐ
る
東
熊
野
街
道
で
あ
る
。
此
の
縣
道
は
院
線
開
西
本
線
王
寺
瞬
か
ら
岐
れ
た
五
條
和
歌
曲
線
の
吉
野
口
瞬
か

ら
分
岐
し
た
吉
野
鐵
道
の
終
駐
吉
野
畔
か
ら
東
ヘ
ニ
里
蒻
の
吉
野
川
昨
の
宮
瀧
か
ら
起
つ
て
、
八
里
程
の
地
駐
で
雨
大

川
の
分
水
嶺
伯
母
峰
峠
を
越
し
て
ゐ
る
か
ら
、
此
の
峠
か
ら
東

へ
縦
走
す
れ
ば
よ
い
。

今
は
森
林
経
螢
上
の
道
仏
あ
る
。
所
々
不
通
の
所
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
の
縦
走
線
は
往
古
の
北
山
越
で
あ
つ
て
、

行 螢 月 七 年 九 正 大
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今
で
も
深
い
落
葉
の
下
に
苔
む
し
た
丈
餘
の
石
垣
の
残
つ
て
ゐ
る
個
所
が
あ
る
。
之
れ
を
辿
り
て
行
く
時
に
は
、
暫
く

は
左
に
人
目
谷
を
厳
下
し
、
程
な
く
石
楠
花
原
に
伯
母
峯
の
絶
最
煤
ケ
下
ン
の
三
角
識
に
出
る
と
、
北
に
季
谷
、
南
に

深
切
の
谷
を
控
へ
、
東

一
帯
黒
石
谷
や
、
又
は
之
れ
を
越
え
て
本
流
々
域
、
或
は
遠
く
伊
勢
の
山
々
を
眺
め
る
。
其
所

か
ら
少
し
く
南
方
に
曲
つ
て
嶺
は

一
段
低
く
な
り
、
深
切
谷
と
北
山
川
方
面
の
鞍
部
を
越
す
と
、　
一
度
菅
‥平

谷
の
界
の

突
角
に
登
り
、
其
所
か
ら
亦
少
し
く
下
り
、
辻
堂
山
の
東
肩
に
合
し
て
稽
東
に
向
ひ
、菅
ノ
不
谷
（
黒
石
谷
の
支
谷
）
水
源

地
に
至
う
、
急
に
登
つ
て
本
和
田
塚
の
三
角
鮎
と
な
る
。
此
所
に
登
る
と
東
方
黒
石
谷
の
水
源
漢
谷
を
隔
て
ゝ
、
手
を

伸
せ
ば
屈
き
そ
う
な
黒
石
岳
を
眺
め
る
ｃ
此
三
角
駐
は
此
附
近
で
の
大
き
な
眺
望
を
有
し
て
ゐ
る
が
、
い
つ
か
人
が
入

っ
た
も
の
か
、
掬
が
多
く
て
脱
界
を
遮
つ
て
ゐ
る
。
此
所
か
ら
十
町
餘
で
自
倉
又
谷
の
流
域
に
出
る
と
も　
一
帯
の
杉
檜

の
植
栽
地
と
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
比
較
的
展
望
は
よ
い
が
、
南
西

一
帯
は
柳
の
大
森
林
で
、
充
分
に
眺
望
を
恣
に
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
。

経
ケ
塚
は
慶
長
十
七
年
西
上
人
が
伯
母
峯
を
通
り
大
蔓
ケ
原
山
へ
登
る
時
、
悪
魔
を
封
じ
て
経
を
埋
め
た
と
か
云
ふ

ハ
ラ

の
で
、
標
石
が
建
つ
て
あ
る
。
此
の
邊
か
ら
南

一
帯
は
も
う
大
基
ケ
原
山
の
原
般
を
な
し
た
部
分
で
あ
る
。
但
し
千
古

の
掬
林
が
欝
葱
と
し
て
わ
る
。
馬
鞍
岳
の
三
角
識
に
登
る
と
、
北
方

一
帯
は
自
倉
又
谷
で
あ
る
け
れ
ど
、
西
に
馬
鞍
谷
．

東
に
自
倉
叉
谷
と
岐
れ
て
ゐ
る
こ

本
和
田
塚
・黒
石
岳
か
ら
秋
十
月
・十

一
月
の
頃
の
朝
は
、
微
に
富
士
を
望
む
こ
と
が
出
来
る
。
裁
頭
三
角
形
の
革
山

と
も
少
し
く
左
に
波
般
の
連
山
を
見
る
の
は
、
富
士
と
赤
石
山
系
で
あ
ら

，
ｏ
又
右
に
少
し
く
離
れ
て
小
瘤
を
見
る
の

は
天
城
で
あ
ら
ふ
ｏ
そ
し
て
是
等
を
認
め
得
る
の
は
極
め
て
清
澄
の
朝
九
時
頃
ま
で
ゞ
あ
る
。

馬
鞍
岳
か
ら
少
し
く
登
降
し
て
、
黒
倉
又
谷
の
流
域
に
出
る
と
、
地
勢
急
に
隆
起
し
て
、
掬
の
林
も
高
山
の
相
を
帯

び
、
大
和
岳
と
な
う
、
殆
ん
ど
等
高
の
連
脈
を
以
て
鎌
ノ
公
谷
の
縁
を
縫
ひ
っ
ゝ
、
三
津
河
落
岳
に
達
し
て
ゐ
る
。
三

津
河
落
か
ら
北
の
方
伊
勢
の
國
境
は
、
急
に
低
下
し
て
三
千
尺
か
ら
四
千
尺
の
間
を
上
下
し
、
特
に
名
を
付
け
る
程

の

○
吉
野
川
水
源
地

ケ
原
山
北
麓
　
　
宮
田

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山
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一
二

山
も
な
い
。
以
上
の
山
脈
の
諸
山
を
列
記
し
て
見
る
と
、
左
表
の
如
く
で
あ
る
。

三
津
河
落
岳

馬
　
鞍
　
岳

木

和

田

塚

伯

母

ケ

峯

大

普

見

山

伊
勢
國
境
方
面

御
　
座
　
所

五
、四
六
二
尺

五
、〇
四
七
尺

四
、
八
〇
四
尺

四
、
一
八

一
尺

五
、八
七
五
尺

最
低
地
よ
う
絶
頂
迄

五
千
二
百
尺
以
上
絶
頂
迄

千
尺
以
上
絶
頂
迄

千
尺
以
上
四
千
尺
迄

最
低
地
よ
う
四
千
尺
迄

四
、
一
二
六
尺

屏

風
　
岳

三
、
四
九
五
尺

一
三
、
特
殊
植
物
と
珍
植
物

大
皇
ケ
原
山
は
近
年
ま
で
、
其
東
牛
は
具
黒
な
針
葉
樹
の
密
林
で
あ
つ
て
、
西
牛
稽
低
い
部
分
は
闊
葉
樹
の
庭
女
林

で
あ
つ
た
。
同
様
に
山
麓
各
方
面
も
概
ｎ
虎
女
林
で
あ
つ
て
、
高
さ
懸
崖
と
そ
ゝ
う
立
つ
崚
峯
と
は
、
是
非
と
も
此
の

針
葉
樹
林
の
壮
観
を
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
山
岳
の
特
性
と
し
て
、
地
勢
緩
斜
で
肥
沃
な
所
は
、
間
葉

樹
が
多
い
。
而
か
も
此
方
面
の
針
葉
樹
は
其
の
種
類
極
め
て
少
く
、
僅
々
十
種
に
過
ぎ
な
い
で
、
分
布
高
度
は
左
表
の

通
う
で
あ
る
。

檜唐

　

　

檜

栂ト
ガ
ナ
フ
ラ

樅

黒 伯 辻 経 大
項準
場″  々

石 ケ 堂 ユ 和
峯  琢

岳 峠 山 山 岳

権 五 高 ピ イ
ヤ

葉 野 ク チ
シ

松 根 ン ヰ

五
、
三
大
三
尺

五
．〇
二
〇
尺

四
、
三
二
〇
尺

三
、
二
七
〇
尺

四
、
四
三
二
尺

五
千
尺
以
上
絶
頂
迄

同
　
　
　
　
上

同

　

　

　

上

二
千
尺
以
上
四
千
尺
迄

最
低
地
よ
う
三
千
尺
迄
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杉
　
　
　
　
　
　
最
低
地
よ
う
五
千
尺
迄

右
の
内
で
唐
檜
と
ビ
ヤ
ク
シ
ン
と
は
大
皇
ケ
原
山
に
限
ら
れ
、
イ
チ
ヰ
は
大
和
岳
に
集
圏
し
、
五
葉
松
・
ト
ガ
サ
フ
ラ
は

三
津
河
落
か
ら
鎌
ノ
公
谷
に
多
い
。
就
中
ト
ガ
サ
フ
ラ
は
我
國
で
は
四
國
の
安
藝
郡
と
紀
州
の

一
部
と
に
し
か
無
い
樹

で
あ
る
。

高
野
根
は
全
山
に
分
布
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
，
特
に
崚
峯
の
絶
頂
尾
根
の
岩
角
等
に
、
極
め
て
濃
厚
な
深
緑
色
の
細

長
い
補
頭
を
突
き
出
し
て
あ
る
。
秋
に
な
つ
て
満
山
紅
葉
に
燃
ゆ
る
時
、
特
に
光
澤
あ
る
深
線
を
以
て
色
彩
を
豊
富
な

ら
し
む
る
も
の
は
此
樹
で
あ
る
。
此
樹
は
分
布
の
位
置
と
云
ひ
、
樹
形
と
云
ひ
、
実
塔
状
と
な
し
て
ゐ
る
か
ら
、
よ
く

落
雷
の
災
厄
に
遇
つ
て
枯
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
此
樹
も
我
國
の
み
に
存
す
る
特
有
の
樹
で
あ
つ
て
、
其
の
特
質
を
研

究
す
る
に
は
充
分
の
資
料
を
得
る
こ
と
が
出
家
る
。
其
他
の
樹
木
は
全
山
に
散
在
し
て
ゐ
る
が
、
就
中
檜
は
峰
筋
に
殆

ん
ど
軍
純
林
を
な
し
て
、
立
派
な
森
林
を
作
つ
て
ゐ
る
。

針
葉
樹
以
外
の
樹
で
は
、
ブ
ナ
●
ミ
ゾ
ナ
ラ
・
カ
ヘ
デ
・
ト
チ
ご
ホ
ク
・
カ
ツ
ラ
・ナ
ク
ラ
●
シ
デ
●
サ
″
ダ
●
ド
ク
ダ
ン
・
セ
ン

ノ
キ
等
の
落
葉
樹
の
外
、
谷
間
に
は
カ
シ
類
・
ヤ
マ
グ
″
マ
・
サ
カ
キ
・
イ
ハ
ナ
ン
テ
ン
・石
楠
花
・
ア
セ
ビ
・
ソ
ョ
ゴ
・
ネ

ズ

ミ
モ
チ
等
の
常
緑
樹
も
あ
る
。
此
内
で
特
に
注
意
す
べ
き
は
、険
阻
な
全
山
に
常
に
多
い
石
楠
花
の
繁
茂
で
あ
る
。

街
珍
ら
し
き
樹
木
と
し
て
は
、
ャ
シ
ャ
ビ
シ
ャ
ク
の
多
い
こ
と
で
、
数
百
年
を
経
た
る
大
木
の
樹
幹
に
房
の
如
く
寄
生

し
、
形
の
愛
す
可
き
の
み
な
ら
ず
、
鯛
る
れ
ば

一
種
の
芳
香
を
放
ち
て
、
晩
秋
は
美
く
し
３
漿
菓
を
澤
山
に
つ
け
る
ｏ

ま
た
ナ
ツ
ツ
バ
キ
の
五
千
尺
以
上
に
多

い
こ
と
も
珍
ら
し
い
。

若
夫
花
ウ
美
を
見
ん
が
篤
め
に
は
、
五
月
頃
の
石
楠
花
の
浦
開
期
に
越
す
も
の
は
な
い
。
石
楠
花
の
美
に
就
て
は
、小

島
先
生
の
推
賞
も
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
登
山
家
の
等
し
く
熟
知
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
石
楠
花
に
亜
い
で
は
皐
月
の
満

開
で
あ
る
。
六
月
中
旬
か
ら
七
月
下
旬
ま
で
は
、
店
野
川
に
浩
ふ
て
十
数
里
の
間
、
河
岸
は
悉
く
紅
赤
の
花
を
以
て
彩

ら
れ
て
ゐ
る
。
筒
他
に
多
く
の
花
を
見
る
け
れ
ど
も
、
途
に
此
二
種
の
満
山
に
亘
る
美
親
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。
そ
し

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山
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野
川
水
源
地
大
憂
ケ
原
山

宮

田

て
五
千
尺
以
上
に
至
つ
て
、
八
月
の
盛
夏
に
険
く
ナ
ツ
ツ
バ
キ
の
花
の
静
寂
に
至
つ
て
は
、
之
れ
を
槻
過
す
る
こ
と
が

出
来
緻
Ｑ

菓
賞
と
し
て
の
美
麗
は
、
イ
チ
ヰ
の
漿
菓
の
具
紅
に
熟
し
た
十
月
末
で
あ
る
。
其
の
赤
味
を
帯
び
た
樹
皮
と
黒
味
を

及
び
た
葉
の
中
に
、
幾
千
萬
と
敷
知
ら
ｎ
具
紅
の
貧
を
つ
け
て
ゐ
る
美
槻
は
亦
格
別
で
あ
る
。

≡

、
動

　

物

営
山
に
は
二
三
の
猛
獣
が
ゐ
る
。
猥
と
熊
が
夫
で
あ
る
。
猥
は
容
易
に
其
の
姿
を
見
せ
な
い
け
れ
ど
も
、
三
津
河
落

の
方
面
に
は
新
ら
し
き
多
く
の
糞
を
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
其
の
棲
息
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
熊
は
よ
く
栂
の
樹
皮

を
剥
ぎ
起
し
た
う
、
又
時
折
漢
谷
に
出
て
蟹
を
漁
つ
て
わ
る
。
其
他
に
猪
・冷
羊
・鹿
・猿
猥
・
ム
す
サ
ビ
・兎
の
類
も
棲
ん

で
ゐ
る
。
稀
に
カ
ハ
フ
ソ
が
わ
る
け
れ
ど
も
、
最
も
多
い
の
は
猪
と
兎
と
で
あ
る
。

猪
は
大
正
三
四
年
の
頃
ま
で
は
、
経
ケ
塚
か
ら
大
和
岳
に
至
る
尾
根
は
、
猪
の
ヌ
タ
（
泥
淳
個
所
を
云
ス
）が
連
績
し

て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
で
は
追
々
伐
木
作
業
の
盛
に
な
る
に
従
つ
て
、
奥
の
方
へ
潜
伏
し
、
今
で
は
鎌
ノ
公
谷
か

ら
伊
勢
の
画
谷
御
料
林
内
に
集
合
し
て
ゐ
る
。
猪
は
日
中
に
も
よ
く，
踏
査
者
に
驚
い
て
、
足
元
か
ら
飛
び
出
す
こ
と
が

多
い
け
れ
ど
、
滅
多
に
抵
抗
し
て
来
る
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

猿
候
は
重
に
群
集
を
な
し
て
、
秋
十
月
か
ら
十

一
月
の
候
に
最
も
多
く
見
ら
れ
る
。
大
抵
の
集
回
は
三
四
十
疋
で
、

古
い
植
の
大
木
な
ど
に
は
群
を
な
し
て
其
の
菓
費
を
食
し
て
ゐ
る
。
適
々
人
影
を
見
る
と
暴
風
の
如
き
音
を
立
て
ゝ
、

叫
び
な
が
ら
遁
げ
去
つ
て
行
く
の
を
通
例
と
す
る
。

鹿
は
稀
で
あ
る
が
、
晩
秋
満
山
の
紅
葉
夕
陽
に
燃
ゆ
る
時
、
或
は
夜
月
光
の
冴
え
渡
る
頃
に
鳴
き
叫
ん
で
ゐ
る
。
そ

し
て
是
等
の
獣
類
が
登
山
者
を
驚
か
す
の
は
、
大
抵
夏
夕
立
の
あ
つ
た
暮
方
で
あ
る
、
斯
か
る
陰
惨
な
責
昏
に
は
、
盛

に
怪
馨
を
凌
し
た
り
彿
往
し
た
う
し
て
、
少
ら
ず
登
山
者
を
驚
愕
せ
し
む
る
こ
と
が
あ
る
。
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鳥
類
と
し
て
は
春
の
鶯
・夏
の
駒
鳥
は
最
頴
著
な
も
の
で
「
此
外
四
十
雀
・山
雀
の
鳴
禽
類
と
、鷹
も
稀
に
ゐ
る
が
、夏

の
露
螢
の
夢
を
破
つ
て
深
山
の
寂
蓼
を
味
は
し
む
る
も
の
は
、
閑
古
鳥
で
あ
る
。
余
は
未
だ
閑
古
鳥
の
具
責
何
鳥
で
あ

る
か
を
知
ら
ｎ
ｏ
害
て
何
か
で
閑
古
鳥
は
雷
鳥
で
あ
る
と
云
ふ
記
事
を
見
た
こ
と
が
あ
り
、
佛
法
信
で
あ
る
と
云
ふ
乙

と
も
聞
い
た
事
も
あ
る
が
、
未
だ
其
の
具
を
知
ら
な
い
。
唯
僅
に
関
古
鳥
が
谷
に
下
つ
て
鳴
く
時
は
夜
年
で
あ
つ
て
、

再
び
峯
に
帰
る
時
は
暁
で
あ
る
と
云
ふ
諺
の
み
を
事
賞
と
し
て
経
験
し
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。

雨
燕
は
此
の
山
中
よ
う
も
稿
下
流
に
下
つ
た
方
面
に
多
く
、　
一
朝
東
南
の
暴
風
雨
飢
雲
を
逮
つ
て
襲
家
す
る
時
は
、

中
天
高
く
飛
び
散
う
、
や
が
て
騒
雨
篠
を
つ
い
て
降
う
始
め
る
と
、
河
面
に
下
つ
て
濁
う
始
め
た
河
水
の
表
を
低
く
飛

び
か
つ
の
で
あ
る
、
此
の
暴
風
雨
と
雨
燕
と
は
宛
も
海
濱
の
暴
風
雨
に
鵬
嶋
の
飛
び
か
う
が
如
き
も
の
で
、
夫

ヽ
よ
う
も

更
に
悽
般
の
氣
を
塁
す
る
も
の
で
あ
る
。

此
外
大
皇
ケ
原
山
に
は
タ
ニ
ク
グ
と
云
ふ
大
蛙
が
居
う
、
蛇
と
嘘
蛇
と
の
わ
る
こ
と
は

一
般
に
憂
う
は
な
い
が
、
蜆

蛇
は
特
に
本
流
北
岸
の
険
峻
地
に
多
く
、
夕
立
の
翌
日
晴
天
で
あ
れ
ば
、
其
の
午
前
は
必
ず
敷
匹
の
壇
蛇
に
脅
か
さ
る

ゝ
か
ら
、
特
に
登
山
者
の
注
意
を
要
す
る
。
今

一
つ
登
山
者
の
注
意
を
要
す
る
も
の
は
、
雨
天
の
時
の
山
蛭
と
、
晴
天

の
時
の
グ
こ
と
、
ス
ス
竹
の
中
を
通
過
す
る
人
の
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
緻
ナ
ヽ
ト
デ
（
方
名
）と
云
ふ
小
豆
粒
に
も
足
ら

漁
毛
最
と
で
あ
る
。
其
内
に
て
最
も
恐
る
べ
き
危
害
を
加
へ
る
も
の
は
ず
サ
ト
デ
で
、
主
と
し
て
顔
面
又
は
頸
に
害
を

典

へ
る
。
此
の
危
害
に
遇
つ
た
時
は
、
顔
の
年
面
又
は
頸
の
牛
位
は
赤
く
は
れ
、
痒
痛
を
感
じ
、
途
に
は
烈
し
く
化
膿

し
て
、
数
日
若
し
く
は
十
数
日
間
苦
し
め
ら
る
ヽ
乙
と
が
あ
る
。
ダ
ニ
は
笹
の
中
又
は
草
原
を
通
過
す
る
際
に
よ
く
た

か
る
も
の
で
、
大
皇
ケ
原
山
へ
登
る
時
は
、
必
ず
脚
袢
に
十
敷
匹
を
附
着
せ
し
む
る
。
蛭
も
黒
倉
又
・鎌
ノ
公
谷
口
邊
に

多
い
け
れ
ど
も
、
脚
袢
草
義
足
袋
を
緊
結
し
て
ゐ
る
時
は
、
危
害
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

魚
類
は
鰻
と
ァ
メ
ノ
ク
フ
の
見
事
な
も
の
が
可
な
う
ゐ
る
ｃ
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ヽ

一
四
、
温
　
　
泉

紀
和
年
島
で
は
南
へ
寄
ら
な
け
れ
ば
温
泉
が
無
い
の
で
、
和
歌
山
縣
に
入
つ
て
は
随
分
澤
山
の
温
泉
が
あ

・
る
が
、
吉

野
で
は
稀
で
あ
る
。
そ
し
て
大
皇
ケ
原
山
麓
に
は
、
三
ノ
公
谷
紗
湯
り
谷
と
云
ふ
に
温
泉
が
あ
る
が
、
餘
り
深
山
で
人

の
行
く
所
で
は
な
い
。
人
の
行
く
所
と
し
て
微
温
の
も
の
は
、
入
ノ
波
の
硫
黄
泉
と
屏
風
谷
の
五
色
の
湯
と
い
ふ
含
硫

友
酸
泉
と
で
あ
る
、
入
ノ
波
の
硫
黄
泉
も
、
以
前
に
は
湯
屋
が
あ
っ
た
が
、
洪
水
に
流
さ
れ
て
今
は
湯
槽
の
み
残
つ
て

ゐ
る
。

五
色
の
湯
は
深
林
の
中
の
漢
谷
に
あ
つ
て
、
大
一量
ケ
原
登
山
者
は
谷
を
隔
て
ヽ
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
友
酸
泉
と
は

云
ふ
も
の
ゝ
、
硫
黄
を
含
有
し
て
ゐ
る
の
で
、
谷
筋
は
硫
黄
の
臭
に
充
ち
て
わ
る
。
此
の
鍍
泉
は
屏
風
谷
か
ら
上
流

一

町
餘
の
間
に
渉
つ
て
、
本
流
に
封
す
る
懸
谷
の
岩
隙
か
ら
流
れ
て
ゐ
る
。
此
の
鍍
泉
に
就
て
面
白
い
こ
と
は
、
疵
の
治

癒
に
効
果
あ
る
鍍
泉
と
云
ふ
丈
け
に
、
傷
つ
い
た
蛇
が
湯
治
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
夏
日
若
し
四
五
日
も
人
の
浴
し

た
氣
配
の
無
い
頃
に
行
つ
て
見
る
と
、
澤
山
の
蛇
の
皮
が
あ
つ
て
、
敷
匹
の
蛇
が
静
に
身
を
浸
し
て
ゐ
る
。

一
五
、
気

　

象

営
山
岳
地
の
気
象
は
、
雨
の
頗
る
多
い
こ
と
を
特
徴
と
し
、
時
と
し
て
は
十
日
を
越
え
て
筒
晴
れ
な
い
こ
と
も
珍
し

く
な

い
。
殊
に
入
月
か
ら
九
月
は
最
も
雨
量
の
多
い
時
で
、
従
つ
て
洪
水
の
多
い
時
で
あ
る
。
今
十
年
平
均
の
雨
量
を

示
せ
ば
次
表
の
如
く
で
あ
る
パ
雨
量
は
粍
を
以
て
示
す
。
）

月
雨
量

一
　

月 九
一。
一

二
　

月 島
〇・二一　
　
　
二
二〇・二一　
　
　
二
バ六
・〇

三
　

月

四
　

月

五
　
月

二
五ル
・先

月

四
四
九
・五

七
　

月
九
二
〇
。」

八
　

月
一（を
一一四

九
　
月

十
　
月

と
四ヽ・〇一　　　回す三・五

十
一
月

一全
二

十
二
月

一五
四
・

四
六
〓
テ
四

一
ケ
年
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而
し
て
長
雨
は
必
ず
東
南
の
風
の
時
で
、　
一
度
東
風
又
は
東
南
風
が
吹
き
初
め
る
と
、
必
ず
初
め
は
細
雨
を
件
ひ
ｔ

績
い
て
連
日
豪
雨
と
な
う
、　
一
週
日
以
上
を
経
る
を
通
例
と
す
る
。
亦
特
別
に
多
い
の
が
夕
立
で
、
八
月
盛
夏
の
候

一

度
夕
立
の
期
節
に
入
る
と
、
毎
日
午
後

一
時
か
ら
四
時
頃
ま
で
に

一
同
極
つ
た
様
に
や
つ
て
来
る
。
そ
う
し
て
夕
方
ま

で
は
雲
霧
朦
朧
と
し
て
全
山
常
に
瀑
潤
を
覺
え
る
。

氣
温
は
八
月
盛
夏
の
候
、
朝
は
六
十
度
乃
至
七
十
度
で
、
日
中
に
は
八
十
度
に
昇
る
を
常
と
す
る
。

風
は
東
南
風
の
時
は
随
分
烈
し
い
。
原
生
林
の
枷
の
大
本
が
折
れ
た
ら
根
乙
ぎ
に
な
つ
た
う
す
る
。
吉
野
川
漢
谷
は

風
裏
に
な
る
か
ら
、
始
ん
ど
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
が
、
若
し
も
そ
れ
を
幸
と
し
て
大
皇
ケ
原
山
登
山
を
思
ひ
立
つ
如
き

こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
伊
勢
方
面
の
西
谷
御
料
林
内
で
危
険
極
ま
る
災
厄
に
遇
は
ね
ば
な
ら
ね
こ
と
が
あ
る
。

一
へ

出

水

状

況

吉
野
川
の
上
流
は
我
國
に
於
け
る
無
双
の
立
派
な
森
林
地
で
あ
る
。
此
の
篤
め
に
古
末
森
林
と
洪
水
と
を
論
じ
た
記

事
な
ど
に
は
、
よ
く
吉
野
川
の
洪
水
の
害
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
書
い
て
あ
る
。
是
れ
は
頗
る
誤
つ
た
記
事
で
あ
り

見
解
で
あ
つ
て
、
吉
野
川
上
流
地
方
は
事
責
森
林
の
整
備
し
た
所
で
あ
る
が
、
前
述
の
通
う
雨
量
が
多
い
か
ら
、
常
に

洪
水
が
多
い
。
而
か
も
洪
水
の
話
の
偉
は
ら
な
い
の
は
、
幸
に
吉
野
川
は
地
層
の
縦
谷
を
溝
渠
の
如
く
流
れ
て
、
雨
岸

に
不
野
を
持
つ
て
ゐ
な
い
篤
で
、
又
吉
野
川
で
も
北
山
川
で
も
、
或
は
十
津
川
で
も
、
皆
農
耕
の
不
野
と
流
る
ゝ
こ
と

が
少
い
と
い
ふ
地
勢
上
の
開
係
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
洪
水
の
害
の
あ
る
こ
と
は
事
賞
で
あ
つ
て
、
毎
年
何
萬
回
の
木
材

を
流
失
し
て
ゐ
る
。

余
の
数
年
末
の
賞
験
に
よ
つ
て
も
っ
上
市
町
（
河
口
よ
う
二
十
里
の
上
流
）で

一
丈
四
五
尺
の
増
水
は
毎
年
あ
る
と
云

つ
て
も
よ
い
。
殊
に
此
附
近
で
有
名
な
洪
水
は
、
明
治
二
十
二
年
の
十
津
川
の
大
洪
水
で
あ
る
が
、
今
日
で
も
営
時
の

増
水
量
か
ら
四
尺
乃
至
七
尺
低
い
出
水
は
二
三
年
に

一
同
位
あ
る
。
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一
〈

一
七
、
大
墓
ケ
原
山
登
山
の
正
路
と
問
道

吉
野
川
方
面
か
ら
大
皇
ケ
原
山
に
登
る
に
は
、
既
に
記
し
た
通
う
吉
野
鐵
道
吉
野
畔
か
ら
、
宮
瀧
ま
で
の
伊
勢
街
道

約
二
里
は
、
悼
の
便
も
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
偉
を
棄
て
ヽ
東
熊
野
街
道
に
移
う
、
五
融
峠
と
云
ふ
絣
を
鍵
え
、
川
上
村

に
入
つ
て
上
多
古
又
は
柏
本
に

一
泊
し
、
其
所
か
ら
二
十
町
程
で
縣
道
と
分
れ
、
夏
に
三
十
町
で
入
ノ
波
と
云
ふ
部
落

に
入
る
。
此
の
間
は
里
道
で
あ
る
が
、
其
所
で
部
落
が
無
く
な
う
、
其
所
か
ら
四
里
牛
で
大
皇
ケ
原
山
に
達
す
る
。
宮

瀧
か
ら
柏
木
哉
で
は
五
里
張
で
、
自
韓
車
を
走
ら
す
こ
と
が
出
来
る
。

入
ノ
波
は
吉
野
川
流
域
最
奥
の
部
落
で
、
小
さ
い
な
が
ら
も
張
ひ
て
泊
る
人
に
は
宿
屋
も
あ
り
、
必
要
品
の
購
入
も

出
来
る
。
其
所
か
ら
五
十
町
で
筏
場
と
云
ふ
所
へ
着
く
と
三
四
戸
の
家
が
あ
る
。
此
所
は
吉
野
の
大
林
業
家
北
村
氏
の

林
業
労
働
者
の
部
落
で
、
其
の
子
弟
の
み
の
小
學
校
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
具
に
人
家
の
あ
る
終
駄
で
、
そ
れ
か
ら
は

一

里
程
は
漢
谷
に
滑
ふ
て
進
み
、
鎌
ノ
公
谷
の
日
か
ら
三
十
町
程
少
し
く
急
な
登
り
坂
で
、
伊
勢
の
國
境
分
水
嶺
に
出
る

と
道
が
二
つ
に
岐
れ
て
一
右
の
方
へ
五
十
町
の
爪
先
上
う
が
西
谷
御
料
林
中
の
大
皇
ケ
原
山
道
で
、
此
の
順
路
が
正
路

で
あ
る
が
、
此
所
に
余
は
同
山
登
山
者
の
篤
め
に
面
白
き
間
道
の
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。

そ
れ
は
入
ノ
波
か
ら

一
里
の
地
黙
に
黒
石
谷
と
云
ス
の
が
あ
る
。
其
合
流
黙
に

一
二
の
和
小
屋
が
あ
つ
て
、
其
所
か

ら
右
（南
方
）
へ
黒
石
谷
を
登
う
、
此
の
方
面
の
代
表
的
漢
谷
を
湖
つ
て
、
多
数
の
瀑
布
を
研
究
し
つ
ゝ
黒
石
岳
の
南
方

鞍
部
に
出
で
、
遠
く
富
士
を
望
み
、
経
ケ
塚
か
ら
右
に
大
皇
ケ
原
山
の
高
野
谷
に
出
で
、
開
拓
か
ら
教
含

へ
向
ふ
こ
と

で
あ
る
。

此
の
道
は
豪
壮
な
西
谷
御
料
林
か
ら
熊
野
灘
や
日
出
ケ
岳
を
見
る
や
う
な
批
凱
は
な
い
が
、
漢
谷
の
奇
を
探
つ
た
り

大
皇
ケ
原
山
の
開
葉
樹
林
を
見
る
の
便
宜
が
あ
る
。
里
程
は
別
段
に
正
路
と
大
差
が
な
い
。

此
の
道
を
取
る
と
、
吉
野
川
漢
谷
の
分
水
嶺
か
ら
開
拓
我
で
の
約
二
十
町
は
、
道
が
荒
巌
し
て
ゐ
る
が
、
其
他
は
完
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備
し
た
森
林
道
が
あ
る
か
ら
．
歩
行
に
は
少
し
も
不
便
が
な
い
。

一
へ

登

山

案

内

上
述
の
様
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
大
皇
ケ
原
山
登
山
客
は
、
吉
野
馨
で
下
車
し
た
な
ら
、
吉
野
山
を
見
物
し
て
上
市

町
で

一
泊
す
る
か
、
川
上
村
大
瀧
附
近
で

一
泊
し
、
翌
日
は
柏
木
で

一
泊
し
て
、
此
の
附
近
の
石
友
洞
を
見
る
必
要
が

あ
る
、
石
友
洞
に
は
水
品
窟
・不
動
窟
・菊
の
窟
・聖
天
の
窟
等
が
あ
る
が
、
就
中
菊
の
窟
と
不
動
の
窟
と
は
、是
非
入
つ

て
見
ね
ば
な
ら
漁
。
菊
の
窟
は
乾
燥
も
し
て
わ
る
し
深
く
も
な
い
け
れ
ど
も
、
不
動
の
窟
は
深
く
も
あ
り
、
中
に
大
き

い
瀧
が
あ
り
川
が
あ
る
か
ら
珍
ら
し
い
。
尤
も
此
の
方
は
入
口
が
狭
い
か
ら
、
槻
衣

一
枚
位
で
汚
れ
て
も
差
支
な
い
仕

度
で
入
ら
ね
ば
な
ら
ｎ
。
亦
附
近
に
は
舟
石
・或
は
屏
風
倉
な
ど
の
石
友
岩
の
奇
槻
が
あ
る
上
に
、後
期
南
朝
の
遺
跡
た

る
金
剛
寺
が
あ
り
、
亦
此
の
附
近
村
落
は
悉
く
南
朝
遺
臣
の
関
係
地
で
、
味
ふ
べ
き
歴
史
や
ら
御
朝
葬
式
な
ど
の
勤
王

の
遺
風
も
存
し
て
ゐ
る
。

柏
木
か
ら
は
是
非
と
む

一
氣
に
大
皇
ケ
原
山
ま
で
登
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
都
合
に
よ
つ
て
途
中
で
宿
泊
す
る
と
す

れ
ば
、
入
ノ
波
で
泊
ら
な
け
れ
ば
如
何
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

省
吉
野
瞬
か
ら
の
途
中
見
る
べ
き
も
の
は
、
上
市
町
の
妹
背
山
の
風
光
、
宮
瀧
の
柴
橋
と
云
ふ
峡
谷
、
五
祗
峠
下
の

吉
野
川
の
奮
蹟
、
大
瀧
の
瀑
布
を
下
る
筏
夫
の
巧
妙
な
操
縦
、
迫
に
於
け
る
丹
生
川
上
紳
祀
並
に
吉
野
川
浩
線
の
森
林

の
立
派
さ
等
で
あ
る
。

季
節
と
し
て
は
七
月
末
か
ら
八
月
初
が
ょ
い
。
雨
や
洪
水
の
関
係
が
少
い
か
ら
で
あ
る
が
、
若
し
特
に
紅
葉
を
稗
し

た
う
皐
月
を
見
ん
と
す
る
も
の
は
、
そ
の
時
を
撰
ぶ
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
。

大
皇
ケ
原
山
に
登
つ
て
は
ど
う
し
て
も
二
泊
の
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
山
上
は
可
な
う
廣
く
て
、
あ
ち
ら
乙
ち
ら
に

見
る
べ
き
個
所
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
完
）

○
吉
野
川
水
源
地
大
聖
ケ
原
山
北
麓
　
　
宮
田

一
九
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○
黒
部
の
秋

黒
　
部
　
の
　
秋

廣

　
瀬
　
　
一〓膏
　

雄

金
澤
―
―
三
日
市
―

‥鐘
釣
温
泉
―

猿
飛
―
―
祗
母
谷
―
―
直
父
谷
―
―
鐘
釣
―
―
新
鐘
釣
―

黒
薙
温
泉
―
―
二
見
温
泉
１

３猿
ケ
番
場
―
―

宮
林
の
音
耐
鍍
山
―
―
宮
林
山
―
―
カ
ン
薙
深
暦
谷
。
　
　
（大
正
八
年
十
月
十
七
日
―

二
十
一
日
）

一
、

前

　

　

記

黒
部
に
は
随
分
前
か
ら
憧
れ
て
ゐ
た
ｃ
何
と
か
し
て

一
度
行
つ
て
見
た
い
と
思
つ
て
ゐ
た
Э
立
山
の
上
か
ら
叉
白
馬

の
頂
き
か
ら
、
あ
そ
乙
が
黒
部
だ
と
見
下
ろ
す
だ
け
で
、。
一
度
も
行
つ
た
こ
と
が
無
い
。
汽
車
が
黒
部
川
の
鐵
橋
を
渡

る
度
毎
に
『
あ
ゝ
此
庭
だ
の
に
！
此
庭
か
ら
行
け
ば
直
ぐ
だ
の
に
！
」
と
思
つ
て
、
う
ら
め
し
い
一
瞥
を
典
へ
た
ま
ゝ
素

通
う
し
て
し
ま
う
。
殊
に
そ
の
秋
の
美
し
さ
を
よ
く
耳
に
す
る
。
今
年
行
か
な
け
れ
ば
、
も
う
永
久
に
行
け
な
い
か
も

知
れ
ん
と
思
ふ
と
、
矢
も
楯
も
堪
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
十
月
の
和
め
、
乙
ん
な
掲
示
と
擦
所
に
出
し
た
。

秋
も
更
け
た
。
風
が
無
く
と
も
本
の
葉
が
ヒ
ラ
ノ
ヽ
と
散
る
。
深
山
の
秋
は
、
ど
ん
な
に
絢
爛
な
色
彩
で
粧
は

れ
て
わ
る
で
あ
ら
う
。
峡
谷
の
奔
漏
か
ら
は
、
血
の
や
う
に
赤
い
木
の
葉
が
片
々
と
流
れ
て
下
流
の
淀
に
浮
ぶ
。

秋
の
具
最
中
だ
。

婉
々
連
る
白
馬
連
峰
と
、
自
然
の
大
城
壁
を
な
す
立
山
山
脈
と
の
間
に
、
深
く
切
う
込
ん
で
育
く
ま
れ
た
黒
部

の
大
縦
谷
は
、
双
六
山
麓
の
魔
の
谷
と
共
に
、
北
ア
／
プ
ス
の
二
大
耐
秘
境
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
懸
崖
高
く
、
断

崖
深
く
、
滴
漢
の
奔
流
は
岩
壁
に
激
越
し
て
、
山
々
は
鳴
う
、
樹
々
は
動
く
。

獣
々
と
し
て
動
く
宇
宙
の
凡
て
は
、
赤
い
日
が
西
山
に
落
る
度
毎
に
、
新
し
い
事
賞
を
創
造
し
て
行
く
。
具
賞

二
〇
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を
求
め
て
具
賞
に
達
す
る
大
自
然
の
獣
動
は
、
吾
々
に
仕
方
の
な
い
程
希
望
に
充
ム
た
現
在
を
斎
す
。

も
う
秋
の
具
ツ
最
中
だ
。
凡
て
の
物
は
静
寂
に
入
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
然
し
黒
部
の
秋
だ
け
は
奔
逸
を
極
め
て

ゐ
る
。
火
が
燃
え
て
ゐ
る
や
う
な
黒
部
の
紅
葉
は
、
か
の
眼
を
射
る
や
う
な
純
自
の
岩
石
と
、
物
凄
い
か
の
碧
渾

と
相
映
螢
し
て
、
吾
々
を
涙
の
出
る
や
う
な
威
激
に
導
く
で
あ
ら
う
。

黒
部
へ
行
け
！

黒
部
へ
行
か
う
Ｈ

應
募
者
は
二
三
十
人
あ
つ
た
。
念
々
出
残
の
前
日
に
生
徒
監
か
ら
止
め
ら
れ
て
し
ま
つ
た
ｏ
椴
令

一
日
で
も
、
學
校

を
休
ん
で
旅
行
す
る
と
い
ふ
の
は
い
け
な
い
、
と
い
ふ
理
由
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
中
止
し
て
應
募
隊
を
も
解
散
し
た
。

が
自
分
だ
け
は
十
七
日
の
旗
日
に
行
け
る
所
ま
で
行
つ
て
蹄
つ
て
来
る
、
と
い
ふ
事
を
生
徒
監
に
約
束
し
て
出
残
し
た
。

所
が
、
黒
部
の
秋
が
餘
多
美
し
く
且
つ
痛
快
で
あ
つ
た
の
で
、
約
束
も
何
も
無
説
し
て
、　
一
日
一
日
と
延
び
て
、
五
日

の
間
あ
の
峡
谷
を
さ
ま
よ
う
て
婦
つ
て
来
た
。

其
の
行
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

△
十
月
十
七
日
（祭
日
）晴
（
午
前
五
時
十
三
分
）金
澤
器
職
（
午
前
八
時
十
五
分
―
―
延
着
）
三
日
市
瞬
下
車
。
愛
本
橋
―
―
（
午
後
六
時
牛
）鐘
釣
温
泉
泊
パ
徒

歩
行
程
　
八
里
十
五
町
〕

△
十
月
十
八
日
（
土
曜
）晴
（午
前
八
時
）鐘
釣
温
泉
稜
―

　（
十

一
時
）小
黒
部
谷
‥―

猿
飛
―

　（
午
後
二
時
）
証
母
谷
温
泉
趾
―

　（
六
時
）鐘
釣
温
泉
泊
の
〔徒

歩
行
程
　
四
里
二
町
〕

△
十
月
十
九
日
（
日
曜
）晴
（
午
前
七
時
争
）鐘
釣
温
泉
職
―

　（
正
午
）票
薙
川
の
吊
橋
―
―
票
薙
温
泉
―

二
見
温
泉
跡
―
―
猿
ケ
番
場
―

　
（午
後
五
時
四

十
分
）宮
林
の
音
紳
鑽
山
油
。
〔
徒
歩
行
程
　
四
里
牛
〕

△
十
月
二
十
日
（月
曜
）晴
（
午
前
七
時
牛
）音
耐
銀
山
職
―
―
宮
林
山
―
―
カ
ン
薙
深
層
谷
―
―
岩
魚
釣
リ
ー

（午
後
五
時
）鍍
山
著
パ
徒
歩
行
程

四
里
位
〕

△
十
月
二
十
一
ロ
ハ火
曜
）
喘
（午
前
八
時
）鍍
山
壼
―
―
八
年
後

一
時
）愛
本
着
、
愛
本
―

三
日
市
（
自
動
車
Ｘ
午
後
五
時
四
十
分
）
三
日
市
輝
職

（
八
時
四
十

四
分
）金
澤
瞬
着
Ｑ

⊃
黒
部

の
飲
　
　
藍
瀬
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〇
黒
部
の

廣
瀬

二
、
愛

本

ま

で

前
夜
嬉
し
さ
に
興
奮
し
た
艦
を
寝
床
に
横
た
へ
や
う
と
し
た
時
、
砧
子
戸
に
ピ
カ
リ
と
電
光
が
映
つ
た
と
思
つ
た
。

ヽ

「

ヽ

「

ヽ

そ
し
て
遠
く
で
、
ご
ろ
ご
ろ
う
と
い
ふ
雷
鳴
が
轟
い
た
や
う
な
氣
が
し
た
。
十
七
日
の
朝
、
未
明
に
起
き
た
時
は
、
果

せ
る
哉
雷
雨
が
あ
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
暗
い
道
の
し
め
ヶ
と
、
新
し
い
草
鞍
の
裏
に
す
が
す
が
し
く
慮
じ
な
が
ら
、
辟

へ
急
い
だ
。
た
つ
た

一
人
の
旅
だ
。
登
山
仕
度
で
水
筒
や
／
ュ
ッ
ク
ナ
ッ
ク
が
艦
に
し
っ
く
り
と
く
っ
つ
い
て
わ
る
。
晴

い
裏
路
を
通
る
時
、
静
か
な
家
か
ら
少
し
早
め
の
時
計
が
五
時
を
打
つ
の
が
聞
え
た
。
騨
の
方
か
ら
は
、
ポ
ー
ツ
ポ
ー
ツ

と
い
ふ
汽
笛
の
音
が
よ
く
聞
え
た
り
し
た
。
若
し
や
乗
う
遅
れ
は
し
ま
い
か
と
思
つ
て
、
急
い
で
元
氣
よ
く
歩
い
た
。

瞬
に
は
澤
山
の
人
が
わ
た
。
構
内
は
電
燈
で
明
る
か
つ
た
。
夜
の
見
運
の
や
う
な
威
じ
が
、ち
よ
っ
と
浮
ん
だ
が
、然
し

み
ん
な
い
を
い
そ
と
し
て
嬉
し
さ
う
だ
っ
た
。
そ
の
筈
だ
。
大
低
釣
う
に
行
く
人
だ
っ
た
ん
だ
も
の
、
中
に
は
學
校
の
先

生
方
が
五
六
人
居
ら
れ
た
ｏ
大
谷
続
石
先
生
の
ス
タ
イ
／
が

一
番
印
象
的
で
あ
つ
た
。
多
辮
な
駒
井
先
生
の
前
に
立
つ

て
、
粗
末
な
シ
ャ
ツ
で
包
ん
だ
瞳
を
始
終
動
し
な
が
ら
、
温
れ
る
程
の
嬉
し
さ
を
類
に
た
ヽ
え
て
ゐ
ら
れ
る
の
が
、
そ

れ
を
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
て
見
て
ゐ
る
自
分
を
ヽ
微
笑
ま
せ
た
。

一
人
旅
の
筈
だ
っ
た
が
、
三
部
の
王
木
君
と
口
島
君
と
が
騨
で
加
は
る
事
に
な
つ
て
、
三
人
づ
れ
に
な
つ
た
。
五
時
十

三
分
に
金
澤
を
出
る
時
は
、
汽
車
は

一
ぱ
い
だ
つ
た
。
釣
う
に
行
く
人
が
大
部
分
で
あ
る
。
森
本
で
そ
れ
ら
の
人
々
は

下
う
た
。
釣
竿
や
籠
を
持
つ
た
人
が
陸
績
と
し
て
績

い
て
行
く
の
を
見
な
が
ら
、
汽
車
は
動
き
出
し
た
。
ま
だ
夜
は
充

分
明
け
さ
ら
漁
、，『
そ
れ
ぢ
や
澤
山
釣
つ
て
居
ら
つ
し
や
い
』
と
云
つ
て
お
分
れ
し
た
星
野
先
生
の
姿
も
、
大
谷
先
生
や

駒
井
先
生
ヾ
其
他
の
先
生
方
の
姿
も
、
皆
そ
の
行
列
の
中
に
沿
え
て
し
ま
っ
た
。

富
山
の
平
野
に
出
た
時
、
膚
寒
い
風
が
客
か
ら
冷
々
と
吹
き
込
ん
だ
。
其
の
時
、
加
賀
の
方
に
大
き
な
虹
が
現
は
れ
、

東
の
方
に
は
立
山
、
創
の
北
ア
／
ブ
ス
の
北
部
が
、
あ
ざ
や
か
に
冴
え
て
そ
の
厳
正
な
色
彩
に
一
種
の
威
力
と
身
震
ひ

行 獲 月 七 年 九 正 大
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と
を
恵
ぜ
し
め
ら
れ
た
。
褐
色
に
枯
れ
た
豆
が
杢

っ
ぼ
の
田
の
畦
に
、
カ
ラ
カ
ラ
と
鳴
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
向
に
は
紅
葉

し
か
け
た
木
も
見
え
る
。
冷
風
に
逆
ら
つ
て
一
国
の
小
鳥
が
汽
車
と
殆
ど
同
じ
速
度
で
飛
ん
で
わ
た
。
吾
々
の
五
官
が

澄
ん
で
ひ
き
じ
ま
つ
て
来
る
（魚
津
へ
行
つ
た
時
、
自
馬
か

。朝
日
嶽
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
白
い
山
が
見
え
た
。

八
時
過
ぎ
三
日
市
に
下
う
て
、
愛
本
ま
で
三
里
の
道
を
歩
静
出
し
た
。

も
う
秋
だ
。
何
と
云
つ
て
ヽ
秋
だ
。
散
う
か
ゝ
つ
た
コ
ス
モ
ス
や
、
長
髪
ど
振
乱
し
た
や
う
な
さ
が
自
ち
や
け
た
色

に
凋
れ
て
、
さ
わ
さ
わ
と
幽
か
な
葉
擦
の
音
を
Ｖ
て
ゝ
ゐ
る
な
ど
は
、
美
は
し
い
に
は
美
は
し
い
が
乙
の
曇
つ
た
日
に

は
寂
し
い
。
限
り
な
く
寂
し
い
。
そ
れ
で
も
、
雲
が
と
ぎ
れ
て
日
光
が
カ
ッ
ト
さ
す
時
は
、
あ
た
り
が
は
っ
き
う
と
な

る
け
れ
ど
も
、
友
色
の
雲
が
又
援
が
る
と
、
薄
暗
く
、
そ
乙
ら
が
沈
ん
で
見
え
て
、
心
細
く
お
し
つ
け
ら
れ
る
や
う
に

な
る
。
路
傍
に
は
薄
紫
の
草
花
が
た
よ
た
よ
と
険
い
て
ゐ
た
。
十

一
時
に
愛
本
に
着
い
て
排
営
を
開
い
た
。

三
、
風
光
忽
ち
改
ま
る
黒
部
の
景
観

愛
本
橋
で
俄
然
景
色
が
憂
つ
た
。
ほ
ん
と
に
忽
然
と
し
て
光
景
が
改
ま
つ
た
の
だ
ｏ
自
分
達
は
其
の
憂
化
が
、
餘
う

に
唐
突
だ
つ
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
雨
岸
が
追
つ
て
、
激
流
が
岩
脚
を
た
ヽ
き
つ
け
て
ゐ
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
が

叉
淀
に
な
つ
て
、
自
分
達
の
魂
を
吸
ひ
込
む
や
う
な
藍
色
に
流
れ
て
ゐ
る
。
『
あ
ゝ
、
こ
の
黒
部
の
水
の
色
！
』
と
呪
と
見

入
つ
″
。
藍
色
ぢ
ヾ
濃
す
ぎ
る
。
あ
さ
ぎ
で
は
な
い
。，．か
つ
い
ろ
で
は
単
純
す
ぎ
る
。石
油
の
螢
光
を
透
明
に
し
た
や
う

な
色
で
あ
る
。
玉
墨
の
甲
の
光
を
水
に
溶
か
し
た
や
う
な
色
だ
。青
員
の
光
を
水
に
溶
し
た
や
う
な
色
だ
と
も
云
へ
る
。

萬
尺
の
頂
に
注
ぐ
雨
水
や
、
雪
漢
の
滴
♭
を
集
め
て
、
紳
秘
の
世
界
を
流
れ
て
家
た
黒
部
川
の
水
は
、
盤
惑
的
な
そ

の
色
で
盆
々
そ
の
不
可
思
議
の
無
蓋
蔵
を
思
は
せ
て
ゐ
た
ｏ
こ
の
愛
本
橋
の
流
を
見
た
時

『
と
う
た
う
黒
部
へ
家
た
わ

い
。』
と
思
つ
た
ｏ
そ
し
て
内
山
村
の
方
へ
歩
き
出
し
た
時
、
黒
部
の
奥
山
へ
と
し
て
の
道
が
坦
々
た
る
大
道
で
あ
る
の

が
少
か
ら
ず
不
平
で
あ
っ
た
。
村
を
離
れ
る
と
、
結
晶
片
岩
の
岩
壁
か
ら
、
瀧
が
自
く
光
つ
て
落
ち
て
ゐ
た
。
そ
れ
は

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山

○
黒
部
の
秋
　
　
廣
瀬

r907ヽ
ヽ“υ・ ノ



行 稜 月 七 年 九 正 大

○
黒
部
の
秋
　
　
慶
瀬

二
四

大
瀧
と
い
ス
の
で
な
つ
た
。
少
し
行
く
と
愛
本
温
泉
の
建
物
が
、
段
上
の
平
地
に
見
え
た
。
自
分
は
初
め
獲
電
所
で
ゞ

も
あ
る
の
か
と
思
つ
た
。
愛
本
橋
か
ら
温
泉
ま
で
丁
度

一
時
間
。

一
歩
毎
に
景
色
は
面
白
く
な
つ
て
行
く
。
雄
大
な
偉
容
と
奥
ゆ
か
し
い
趣
数
と
は

一
足
毎
に
加
は
つ
て
行
く
。
吾
々

は
吾
々
の
艦
が
丁
度

′ヾ
ネ
仕
掛
で
で
も
あ
る
か
の
や
う
に
、
大
股
に
勇
ま
し
く
歩
る
い
て
行
つ
た
。
す
る
と
前
の
方
に

洋
服
ヶ
着
た
男
が

一
人
立
つ
て
わ
た
。
吾
々
が
近
づ
く
と
、

『
あ
な
た
方
は
何
虎
ま
で
い
ら
つ
し
や
る
ん
で
す
か
」

と
そ
の
男
は
云
つ
た
。
髯
は
餘
多
貴
族
的
な
髯
で
は
無
か
つ
た
。
酒
の
一
升
瓶
を
タ
オ
″
に
包
ん
で
、
肩
に
持
つ
て
ゐ

る
所
な
ど
見
る
と
。
そ
の
男
は

一
般
ど
ん
な
種
類
の
人
間
か
見
営
が
つ
か
な
か
つ
た
。

『鐘
釣
ま
で
で
す
』

と
、
そ
つ
け
な
く
返
事
し
て
行
き
過
ぎ
や
う
と
し
た
。

「
さ
う
で
す
か
。
私
も
そ
つ
ち
の
方
へ
行
く
ん
で
す
か
ら
、
お
件
し
ま
せ
う
。
』

と
、
追
つ
か
け
る
や
う
に
し
て
そ
の
男
は
云
つ
た
。

「
あ
、
さ
う
で
す
が
。』

と
、
返
事
は
し
た
も
の
ゝ
、
何
だ
か
誘
惑
で
も
さ
れ
る
や
う
な
威
じ
が
し
た
Ｑ

「
何
で
す
か
、
三
日
市
か
ら
歩
い
て
ゐ
ら
つ
し
た
ん
で
す
か
、
キ
ッ
イ
で
す
ね
。
私
も
三
日
市
曖
で
御

一
緒
で
し
た
よ
』

何
と
な
く
垢
ｎ
け
の
し
な
い
ア
タ
セ
ン
ト
だ
。
何
で
も
田
合
生
れ
の
人
だ
ら
う
と
思
つ
た
。
そ
れ
か
ら
色
々
話
し
て

見
た
ら
、
こ
の
人
は
橋
本
と
い
ふ
富
山
の
人
で
、
音
耐
鍍
山
を
持
つ
て
ゐ
る
人
だ
つ
た
。
黒
部
へ
初
め
て
家
た
自
分
達

に
と
つ
て
は
、
黒
部
の
知
識
を
得
る
に
は
い
ゝ
道
づ
れ
だ
つ
た
の
だ
ｃ

し
ば
ら
く
行
く
と
、
最
初
の
吊
橋
に
出
た
。
こ
れ
が
黒
部
橋
―
―
こ
の
邊
の
人
は
宇
奈
月
谷
の
附
近
に
あ
る
か
ら
、

宇
奈
丹
橋
と
云
つ
て
ゐ
る
相
だ

―
―
‐
で
あ
る
。
是
か
Ｌ
段
丘
の
不
地
は
殆
ど
な
く
、
漢
は
念
々
せ
ば
唆
つ
た
。
路
は

(298)



右
岸
。

人
の
心
を
迷
は
す
や
う
な
藍
流
が
、
断
旺
の
下
に
唸
り
を
立
て
ゝ
流
れ
て
ゐ
る
、
山
々
は
美
し
く
紅
葉
し
て
ゐ
る
、

何
れ
も
非
馳
の
打
ち
所
が
な
い
。
自
分
達
は
只
『素
的
だ
な
あ
』
と
云
ふ
よ
う
外
は
な
か
つ
た
。．
自
分
は
天
才
蓋
家
の
展

覧
會
を
見
る
や
う
だ
と
思
つ
た
。
給
窓
物
を
繰
り
振
げ
る
や
う
に
、
眼
前
に
現
は
れ
る
景
色
は

一
つ
と
し
て
駄
作
は
な

い
。
悉
く
傑
作
で
あ
る
。
胸
に
ビ
ン
と
ホ
る
中
に
は
、
あ
る
偉
大
な
凄
味
ざ
へ
持
つ
て
ゐ
る
。
自
分
は
嬉
し
く
つ
て
、

嬉
し
つ
く
て
な
ら
な
か
つ
た
。
乙
ん
な
痛
快
な
、
而
も
奥
ゆ
か
し
い
雅
味
あ
る
別
天
地
を
、
自
分
達
二
三
人
が
享
楽
す

る
丈
け
で
、
や
が
で
あ
の
何
物
を
も
容
赦
し
な
い
各
の
威
力
が
襲
う
て
家
て
、
乙
の
峡
谷
を
几
て
の
人
か
ら
密
閉
し
て

し
ま
ふ
と
い
ふ
の
は
、何
と
い
ふ
勿
冊
な
い
事
で
あ
ら
う
と
思
つ
た
。
そ
し
て
あ
ん
唆
う
な
贅
澤
で
く
や
し
い
や
う
な
、

ぢ
れ
つ
た
い
や
う
な
妙
に
張
い
威
情
の
動
揺
す
る
の
を
威
じ
た
。

一
ケ
所
断
暖
の
道
が
谷
底
に
落
ち
て
し
ま
つ
て
、
崖
を
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ｎ
所
が
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
直
ぐ
人
の

ヽ
　

ヽ
　

ヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

ち

ゐ
な
い
ほ
ほ
ざ
茶
屋
に
着
い
た
の
は

一
時
年
で
あ
つ
た
。
封
岸
の
直
立
面
に
は
目
々
た

ヽ
る
栃
の
紅
葉
が
、
花
模
様
を
大

き
く
し
た
や
う
に
燃
え
て
ゐ
る
。
乙
つ
ち
の
断
旺
ほ
亦
頭
上
に
直
角
に
、
や
け
に
高
く
突
立
つ
て
天
塞
を
三
分
し
て
、

そ
れ
が
又
封
岸
に
よ
つ
て
細
く
せ
ば
め
ら
れ
て
ゐ
る
、
足
許
は
深
く
つ
て
眼
が
眩
ふ
や

，
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
黒
部

本
流
は
自
分
勝
手
に
涼
々
と
走
つ
て
、
岩
壁
に
打
つ
か
つ
て
は
、
自
く
う
づ
を
窓
い
て
わ
る
。
大
自
然
は
息
も
つ
き
あ

へ
漁
程
趣
に
富
む
色
彩
と
、
活
動
の
姿
態
と
を
以
て
，
天
才
の
表
現
を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
し
て
わ
た
。

「
此
の
邊
の
岩
石
は
皆
大
理
石
で
す
よ
』

と
橋
本
さ
ん
は
、
其
の
専
門
の
知
識
で
説
明
さ
れ
る
。
直
角
の
断
崖
を
横
に
穴
を
堀
る
や
う
に
し
て
、
道
を
つ
け
た
所

を
通
る
自
分
は
、
／
ネ

ッ
サ
ン
ス
式
の
大
建
築
の
大
理
石
の
廊
下
を
歩
く
こ
と
を
夢
想
し
な
が
ら
、
吾
々
程
贅
澤
の
も

の
は
な
い
と
思
つ
た
。

○
黒
部
の
秋
　
　
廣
瀬
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ニ
エ

(299)



行 螢 月 七 年 九 正 大

○
黒
部
の
秋
　
　
廣
瀬

四
、
佛
一　
　
石

黒
部
の
奥
山
と
い
ス
神
秘
的
の
分
子
を
含
Ｕ
乙
の
大
崚
谷
に
、
佛
石
な
ど
と
い
ふ
人
工
的
な
も
の
が
あ
る
の
か
と
思

つ
た
自
分
は
、其
の
正
腱
を
見
る
の
に
軽
い
嫌
悪
の
情
を
持
つ
て
ゐ
た
。
自
分
達
が
佛
茶
屋
に
着
い
た
の
は
、
二
時
五
分

で
あ
つ
た
ｏ
小
屋
は
閉
ぢ
て
あ
っ
た
が
、
其
の
後
の
崖
に
そ
の
佛
石
が
あ
つ
た
。
自
分
は
、
橋
本
さ
ん
が

『
少
し
も
人

工
を
加
へ
て
は
な
い
の
で
す
ょ
』
と
言
は
れ
た
言
葉
に
可
な
り
の
疑
念
を
持
つ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
漁
程
、
そ
の
備
石

ほ
佛
ら
し
い
形
を
し
て
わ
た
。
成
程
側
へ
行
て
見
る
と
少
し
も
人
間
の
小
細
工
の
跡
は
な
い
。
全
部
方
解
石
で
出
来
上
つ

て
ゐ
る
。
自
然
の
偶
然
の
力
が
、
ょ
く
も
乙
ん
な
に
人
間
の
天
才
の
や
う
な
彫
刻
を
し
た
も
の
だ
と
威
心
す
る
よ
う
外

は
な
か
つ
た
。
詈
薬
に
魅
せ
ら
れ
た
緊
張
を
引
き
延
ば
し
た
や
う
な
情
緒
に
充
ち
て
歩
い
て
家
た
自
分
は
、
鼓
で
全
く

別
な
情
緒
に
支
配
さ
れ
た
。
自
分
は
此
の
茶
屋
の
番
人
を
自
髪
の
老
人
だ
ら
う
と
思
つ
て
見
た
。
そ
し
て
昔
か
ら
の
奇

蹟
を
有
り
難
が
つ
て
、
人
に
物
語
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
場
面
を
杢
想
し
て
見
た
。
所
が
其
の
室
想
は
、
橋
本
さ
ん
の
説

明
で
覆
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
こ
の
佛
茶
屋
の
主
人
が
皮
肉
に
も
猟
師
で
あ
つ
た
。
今
年
の
春
三
十
二
貫
も
あ
る
大
熊
を

射
と
め
て
、
そ
の
肉
を
奉
ほ
ど
の
大
さ
に
切
つ
て
、
煮
て
喰
つ
た
と
い
ふ
男
で
あ
っ
た
の
だ
）
自
分
は
フ
イ
／
ド
な
景

観
を
持
つ
て
ゐ
る
黒
部
の
峡
谷
に
、
涙
ッ
ぼ
い
樽
説
を
聞
か
な
い
の
を
痛
快
に
思
つ
た
。
此
の
佛
茶
屋
の
主
人
は
、
名

を
朝
倉
芳
次
郎
と
云
ひ
、
今
年
四
十
八
蔵
、
今
で
は
黒
部
を
中
心
に
し
た
北
ア
／
プ
ス
の
案
内
人
と
し
て
随

一
の
者
だ

と
云
ス
の
が
橋
本
さ
ん
の
説
明
で
あ
つ
た
。

佛
茶
屋
の
邊
り
か
ら
峡
谷
の
景
観
は
、
黒
部
式
に
な
つ
て
家
る
。
黒
部
式
の
語
を
用
ゐ
る
の
は
、
循
環
論
證
の
虚
儒

に
類
す
る
。
が
自
分
に
は
到
底
黒
部
を
完
全
に
説
明
す
る
事
が
出
家

，
。
と
に
か
く
黒
部
の
景
色
は
天
下

一
品
だ
。
フ

イ
／
ド
な
而
も
幽
玄
味
の
深
い
峡
谷
に
、
満
山
の
樹
木
が
色
づ
い
て
ゐ
る
。
山
の
人
の
所
謂
『山
の
色
が
出
て
ゐ
る
』
の

だ
。
里
（
い
程
濃
線
の
針
葉
樹
の
間
に
、
緋
の
や
う
な
開
葉
樹
が
、
複
雑
に
而
も
大
仕
掛
に
入
り
混
つ
て
、
鮮
明
な
極
彩

二
六
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色
に
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
乙
へ
黒
部
の
本
流
が
、
魔
の
國
の
色
の
や
う
な
青
員
色
に
な
つ
て
流
れ
る
美
し
さ
よ
。
餞
ゑ
渇

へ
た
自
分
達
の
心
は
、
痛
快
な
奔
流
の
響
き
と
、
そ
の
美
し
い
色
と
．
欝
蒼
と
し
た
関
有
林
の
眺
め
と
で
、
勿
艦
な
い

程
満
足
せ
し
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ー
ラ
ル
　
ー
ウ
ム

森
石
谷
を
越
え
て
、
五
味
手
の
殖
林
他
に
這
入
つ
た
時
、
ふ
り
返
つ
て
森
石
山
を
見
た
。
濃
井
堂
の
国
屋
根
を
大
き

く
高
く
し
た
や
う
な
Ｅ
大
な

一
つ
石
の
山
が
、
突
几
と
し
て
地
か
ら
天
に
痛
快
に
盛
う
上
つ
て
ゐ
た
。
を
し
て
五
彩
の

色
調
が
金
山
を
覆
ふ
て
ゐ
る
。
Ｅ
人
が
金
欄
の
衣
を
つ
け
て
、
天
地
の
間
に
獣
薦
し
て
ゐ
る
姿
だ
と
思
つ
た
。
自
分
は

帽
子
を
振
め
上
げ
て
飛
び
上
つ
て
喜
ん
だ
ｃ

五
味
平
に
着
い
た
の
は
三
時
で
あ
つ
た
。
物
狂
は
し
く
喜
ん
で
ゐ
だ
時
、
橋
本
さ
ん
が
、
乙
ん
な
こ
と
を
云
は
れ
た
。

『
乙
の
杉
林
に
よ
く
猿
公
が
や
つ
て
木
て
居
ま
す
０
今
日
も
と
ヽ
し
た
ら
ゐ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
大
低
二
三
十
匹
位

が

一
国
に
な
つ
て
居
ま
す
よ
。』

自
分
は
欝
然
と
し
て
生
氣
が
乙
も
つ
て
ゐ
る
こ
の
美
し
く
も
大
き
な
谷
に
、
野
猿
が
跳
梁
し
て
ゐ
る
事
は
、
如
何
に

も
似
つ
か
は
し
い
事
だ
ル
思
つ
て
歩
き
出
し
た
。
す
る
と
突
然
、
ど
ど
ど
う

‥
…
と
山
鳥
が
、
二
三
間
前
の
崖
か
ら
飛

び
出
し
た
。
そ
の
尻
尾
が
細
く
矢
の
や
う
に
横
に
飛
ん
だ
時
、一『
え
ゝ
ッ
、
び
つ
く
り
さ
せ
や
が
る
！
』
と
云
ふ
の
が
、

そ
の
響
に
應
ず
る
橋
本
さ
ん
の
馨
で
あ
つ
た
。
吾
々
が
、
鐘
釣
温
泉
と
黒
薙
温
泉
と
の
分
れ
道
に
出
た
の
は
、
そ
れ
か

。ら
直
ぐ
だ
つ
た
。

『ぢ
や
、
鼓
で
お
分
に
し
ま
す
、
お
蹄
う
に
は
是
非
私
の
鍍
山
へ
寄
つ
て
下
さ
い
ま
し
。』

と
云
つ
て
橋
本
さ
ん
は
左
へ
、

『有
難
う
ど
ざ
い
ま
し
た
。
』

と
吾
々
は
右
の
坂
道
を
下
う
た
。

Ｏ
黒
部
の
秋
　
　
薦
瀬

二
を
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廣
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ニ
ハ

五
「
七
谷
越
の
深
淵
俯
蹴

黒
部
の
萩
は
美
の
極
数
の
連
績
だ
。
是
以
上
の
美
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
位
、
自
分
達
の
美
的
情
緒
が
極
度
に
緊
張
し

た
有
様
で
、
夏
に

一
歩
進
め
ば
更
に
完
全
な
美
が
現
は
れ
る
。
此
の
黒
薙
橋
ま
で
の
美
親
に
さ
へ
帽
子
を
振
つ
て
躍
う

上
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
黒
部
の
秋
の
具
債
は
、
是
か
ら
な
の
で
あ
つ
た
。
自
分
は
人
間
の
言
葉
が
、
こ
の
や
う
な
大

自
然
に
封
す
る
時
、
餘
う
′に
力
無
い
も
の
で
あ
る
こ
と
と
嘆
い
た
。
最
上
級
の
連
績
で
も
ま
だ
足
ら
漁
ｏ
最
上
級
の
堆

積
を
績
け
て
も
追
ツ
付
か
緻
。

蓋
家
な
ら
ば
、
只
も
う
自
然
の
美
が
餘
り
に
雄
大
で
あ
う
強
烈
で
あ
る
の
に
惑
乱
さ
れ
て
し
ま
つ
て
、
其
の
給
筆
を

ヘ
ン
折
つ
て
、
人
間
の
藝
術
が
如
何
に
無
能
で
あ
り
、
又
そ
の
表
現
能
力
が
如
何
に
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
か
を
思
ひ

泣
き
出
す
だ
ら

，
ｏ
文
學
者
や
詩
人
な
ら
ば
、
人
間
の
美
辞
麗
句
も
、
描
篤
の
妙
を
極
め
た
表
現
様
式
も
、
如
何
に
力

の
な
い
基
漠
な
も
の
で
あ
る
か
と
、
痛
切
に
威
ず
る
で
あ
ら
う
ｏ

黒
部
の
秋
は
も
う
命
が
け
の
美
し
さ
だ
。
荘
巌
な
巌
粛
な
華
麗
な
美
だ
。
遊
戯
的
分
子
の
ち
つ
と
も
な
い
、
崇
高
な

深
甚
な
美
だ
。
自
分
達
は
そ
の
黒
薙
橋
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
家
も
忘
れ
學
校
も
忘
れ
、自
分
自
身
さ
へ
忘
れ
て
了
つ
て
、

全
く
大
自
然
の
華
麗
に
同
化
し
て
し
ま
つ
た
。
只
歓
喜
そ
の
物
が
、
奥

へ
奥

へ
と
進
ん
で
行
く
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て

涙
を
流
し
な
が
ら
『
黒
部
へ
家
な
い
奴
は
馬
鹿
だ
。
阿
果
だ
。」
と
呟
く
の
で
あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
タヽ
ヒラ

黒
薙
川
に
架
け
ら
れ
た
吊
橋
は
矢
張
、左
右
前
後
に
ゆ
れ
た
の
橋
を
渡
つ
て
ジ
ッ
グ
ザ
ッ
グ
の
路
を
登
る
と
、・
笹
平
に

出
た
。
そ
乙
に
は
漁
師
が
館
を
カ
マ
ス
に
入
れ
て
休
ん
で
ゐ
た
。

『
捕
れ
た
ね
。』

『
い
ゝ
え
、
少
し
で
す
ち
や
。』

自
分
達
も
を
乙
へ
腰
を
も
ろ
し
た
ｏ
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漁
師
は
四
十
位
で
、
山
の
人
特
有
の
質
朴
さ
を
身
邊
に
漂
は
し
て
ゐ
る
。
自
分
は
か
う
い
ふ
人
達
と
話
す
る
の
を
面

白
い
と
思
つ
た
。

『熊
は
ゐ
な
い
か
ね
、』

『
今
年
は
楢
の
賞
が
少
い
か
ら
餘
う
見
ま
せ
ん
ち
や
。
毎
年
こ
の
邊
の
本
に
登
つ
て
楢
の
費
を
喰
つ
て
ゐ
る
の
で
す
け

れ
ど
も
。』

喩
快
な
返
事
だ
。
熊
が
木
登
う
し
て
賞
を
喰
つ
て
ゐ
る
。
黒
部
の
自
然
を
飾
る
に
は
、
何
と
ふ
さ
は
し
い
も
の
だ
ら

う
。

『
猿
は
？
』

『
猿
な
ん
か
毎
日
で
も
出
ま
す
ち
や
。
二
十
で
も
三
十
で
も
出
ま
す
ち
や
。
猿
ツ
て
い
奴
は
何
十
匹
も

一
所
に
居
る
も

ん
で
あ
り
ま
す
ち
ゃ
。』

話
好
き
ら
し
い
こ
の
男
は
、
相
手
を
信
頼
し
き
つ
た
や
う
な
素
直
ほ
さ
を
示
し
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
話
し
出
し
た
。

『
何
十
匹
も

一
緒
に
本
に
登
つ
て
盛
ん
に
本
の
賃
を
食
っ
た
多
、
本
の
皮
を
む
い
た
り
し
て
わ
ま
す
が
、
必
ず

一
匹
は

高
い
所

へ
登
つ
て
見
張
う
番
を
し
て
ゐ
ま
す
ち
や
。
人
間
が
近
づ
く
と
、其
の
奴
が
本
の
上
で
キ
ャ
キ
ャ
ッ
と
云
ひ
ま

す
ち
や
。
す
る
と
み
ん
な

一
所
に
逃
げ
て
し
ま
ひ
ま
す
ち
や
。
猿
み
た
い
に
利
巧
で
贅
澤
な
奴
は
ゐ
ま
せ
ん
ち
や
。

木
の
賓
な
ん
か
は
、
み
ん
な
ど
ん
な
小
さ
い
も
の
で
も
皮
を
む
い
て
か
ら
喰
ふ
も
ん
で
あ
多
ま
す
ち
や
．＞』

話
電
ヽ
く
ら
で
も
顎
Ｘ
。
自
分
は
地
日
を
膝
の
上
に
廣
げ
て
見
て
ゐ
た
が
、

「
祀
母
谷
だ
の
、
祀
父
谷
だ
の
つ
て
妙
な
名
が
あ
る
ね
。
ど
う
い
ふ
課
だ
ね
じ』

と
聞
い
た
。

『
そ
れ
は
昔
、
片
員
の
方
か
ら
祀
父
が
逃
げ
て
来
た
ら
、
祀
母
が
し
つ
ッ
乙
く
追
つ
か
け
て
来
た
と
云
ひ
ま
す
ち
や
。

祀
父
が
這
入
つ
た
谷
を
祀
父
谷
と
云
ひ
、
租
母
が
這
入
つ
た
谷
を
祀
母
谷
と
云
ひ
ま
す
ち
や
。
そ
し
て
雨
方
と
も
地

∩
票
部
の
秋
　
　
廣
瀬

二
九

(303)
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三
〇

獄
谷

メヘ
，レ．．機
ン入
つ
た
が
、
租
母
の
方
が

一
番
熱
い
地
獄
で
あ
り
ま
し
た
ち
や
。』

ま
る
で
御
伽
噺
を
聞
い
て
ゐ
る
や
う
だ
、
何
を
し
て
逃
げ
て
家
た
の
か
、
何
の
馬
に
こ
ん
な
谷
ま
で
追
ひ
か
け
て
来
た

の
か
、
叉
其
の
後
二
人
の
運
命
は
ど
う
な
つ
た
か
、
そ
の
邊
は

一
切
曖
昧
に
ぼ
か
さ
れ
て
ゐ
る
。
自
分
達
が
童
話
の
世

界
に
引
き
入
れ
ら
れ
て
ゐ
た
時
、
話
は
叉
現
費
界
に
も
ど
つ
て
木
た
。

『
祀
母
谷
の
奥
は
凄
い
で
す
ぞ
。
祀
母
谷
温
泉
か
ら

一
里
も
奥

へ
行
く
と
、
草
軽
を
穿
い
て
も
ゐ
ら
れ
な
い
位
で
す
ち

や
。
夜
な
ど
に
な
る
と
、
ボ
ッ
ポ
ク
、
ボ
ッ
ポ
ク
、
パ
ア
ン
、
バ
ア
ン
と
い
つ
て
ゐ
ま
す
ち
や
。』

話
は
い
く
ら
で
も
出
る
。
而
も
面
白
く
な
つ
て
行
く

、．”
が
今
日
の
目
的
地
唆
で
行
か
な
い
内
に
日
が
暮
れ
や
し
ま
い

か
と
心
配
に
な
つ
て
来
た
。
ｍ
母
谷
の
樽
説
な
ど
を
聞
い
て
ゐ
た
の
で
三
四
十
分
を
休
ん
で
し
ま
つ
た
。

『
ど
う
れ
、
婦
る
か
ね
。
』

と
、
そ
の
漁
師
が
獨
言
を
い
つ
て
立
ち
上
る
時
、
自
分
達
は
黒
部
本
流
の
右
岸
を
行
つ
た
。
封
岸
は
加
嘉
堂
山
で
、
黒

部
式
の
美
し
さ
で
あ
る
。
自
分
達
は
ど
う
し
た
つ
て
黒
部
に
倦
き
る
事
は
出
家
な
い
。
駐
喜
の
連
績
の
理
に
躍
る
や
う

に
し
て
、
出
ノ
不
も
過
ぎ
、
筒
ほ
も
給
窓
物
を
繰
♭
撰
げ
る
や
う
に
、
憂
化
極
♭
の
な
い
黒
部
の
峡
谷
が
、物
語
ら
う
と

す
る
神
秘
な
幸
頑
な
意
味
を
、
受
動
的
に
几
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
餘
裕
の
あ
る
の
を
楽
ん
だ
。
自
分
の
心
は
全
く
塞
々

寂
や
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
魂
全
腱
が
全
く
大
自
然
の
旋
律
と
共
鳴
う
し
て
ゐ
る
の
を
、
自
分
で
威
じ
な
い
程
幸
面
の

絶
頂
に
あ
る
没
我
の
境
を
非
常
に
喜
ん
だ
、
四
時
年
頃
腹
が
す
い
て
来
た
の
で
、用
意
の
バ
ン
を
出
し
て
喰
び
出
し
た
。

勤
岸
に
は
権
現
が
胸
を
張
り
出
し
て
、
突
死
と
し
て
延
び
上
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
頭
は
針
葉
樹
の
濃
線
の
中
に
、
赤
と
黄

の
絞
り
出
し
給
の
具
を
な
す
多
つ
け
た
や
う
に
鮮
か
に
開
葉
樹
の
紅
葉
で
飾
ら

れ
て

ゐ
た
。
駒
ケ
嶽
・
三
名
引
の
頭
に

は
、
も
う
薄
す
ら
と
雪
が
木
て
ゐ
た
。
そ
れ
ら
の
様
子
が
氣
に
入
つ
て
、
下
手
な
ス
ケ
ッ
チ
を
や
つ
て
見
た
。

我
々
が
七
谷
越
え
に
行
つ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
だ
つ
た
ｏ
不
国
下
を
見
た
時
に
、
悸
と
し
て
覗
き
込
ん
だ
。
峡

谷
の
縦
観
、
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
。
雨
岸
の
山
脚
が
壁
の
や
う
に
裁
う
立
つ
て
ゐ
る
。
所
謂
黒
部
の
廊
下
が
幾
曲
う
に
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も
曲
夕
、
上
流
の
絶
壁
か
ら
素
早
く
走
多
出
し
た
藍
色
の
峡
流
が
、
こ
の
岸
壁
に
握
き
営
つ
て
は
、
自
く
泡
立
つ
て
燿

り
狂
つ
て
ゐ
る
。
深
淵
の
情
敵
、
そ
れ
た
け
で
も
自
分
の
魂
は
烈
し
い
旋
律
を
起
す
。
だ
の
に
雨
方
の
断
崖
は
、
黒
部

式
に
五
彩
に
輝
い
て
ゐ
る
。
自
分
は
ど
う
し
て
い
ゝ
の
か
分
ら
な
か
つ
た

。り
で
下
手
な
ス
ケ
ッ
チ
を
や
る
の
は
、
オ
ソ

デ
ナ
ル
の
黒
部
を
害
す
る
や
う
な
不
安
に
襲
は
れ
な
が
ら
、
兎
に
か
く
や
つ
て
見
た
。

六
、
廊
　
　
下

自
分
は
妓
に
黒
部
の
廊
下
に
就
い
て
簡
単
な
説
明
を
し
た
い
。
廊
下
と
い
ス
と
、
不
坦
な
歩
き
よ
い
岩
の
路
で
も
意

味
す
る
か
の
や
う
に
聞
え
る
ｏ
が
賞
は
全
く
反
封
で
、
雨
岸
が
山
に
追
ら
ね
て
、
と
云
ふ
よ
り
も
山
を
二
つ
に
挽
き
割

つ
た
や
う
な
直
立
の
細

い
深
い
断
崖
で
、
通
過
不
可
能
の
所
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
黒
部
が
日
本
に
比
類
が
無
い
典
型
的

の
販
晰
を
な
し
て
ゐ
る
と
云
は
れ
る
の
は
、
全
く
こ
の
廊
下
が
あ
る
が
ら
で
あ
る
。

鷲
物
岳
の
北
方
小
鷲
と
祀
父
岳
と
の
間
に
湯
渡
た
る
産
聾
を
あ
げ
て
、
日
本
北
ア
″
プ
ス
の
原
始
地
帯
を
北
走
す
る

こ
と
三
十
里
。

白
泡
を
噴
い
て
躍
り
狂
ふ
奔
滞
と
、
大
地
を
震
蕩
す
る
瀬
の
音
と
を
．
静
か
な

日
本
海
に
納
め
る
間

に
，
凡
そ
廊
下
が
三
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
奥
廊
下
、
中
廊
下
、
下
廊
下
が
そ
れ
で
あ
る
。
奥
廊
下
中
廊
下
と
は
共
に
上

流
の
葉
師
岳
と
赤
牛
岳
と
の
間
を
突
き
抜
け
る
時
の
峡
谷
で
、
下
廊
下
は
黒
部
別
山
の
結
果
い
制
壁
に
撞
き
営
る
邊
多

か
ら
下
流
十
数
里
、
黒
部
橋
の
邊
り
ま
で
の
峡
谷
で
あ
る
。
只
鐘
釣
温
泉
の
附
近
か
ら
は
、
段
丘
が
や
ゝ
螢
達
し
て
路

が
そ
の
上
に
通
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

自
分
達
は
、
乙
の
下
廊
下
の
痛
快
さ
と
、
漢
谷
の
深
林
の
美
し
い
色
と
に
、
チ
ヤ
ー
ム
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。

猫
叉
谷
の
吊
う
橋
を
渡
る
時
は
、
六
時
で
あ
つ
た
。
深
谷
の
夕
暮
は
早
い
。
責
昏
の
蒻
い
光
鍛
が
Ⅶ
程
窯
凛
ｕ
初
め

た
が
、
そ
れ
で
ヽ
山
の
輪
廓
だ
け
は
、
ま
だ
く
つ
き
り
た
薄
晴
い
中
に
描
き
出
さ
れ
て
ゐ
た
υ
狩
谷
や
小
便
谷
は
、
急

い
で
前
ば
か
う
に
氣
を
向
け
て
ゐ
た
の
で
、
何
時
通
つ
た
の
か
知
ら
な
か
つ
た
。
周
園
は
ど
ん
ど
ん
晴
く
な
つ
て
行
く
。

○
黒
部
の
秋
　
　
廣
瀬

三
一

(30o)
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〇
黒
部
の
秋
　
　
廣
瀬

連
の
二
人
は
あ
と
何
十
町
位
あ
る
か
と
不
安
さ
う
に
尋
ね
る
。
自
分
は
地
岡
を
見
て
十
町
と
答
へ
た
。
峡
谷
は
大
風
が

吹
か
す
さ
ぶ
や
う
な
水
の
音
で
鳴
う
轟
い
て
ゐ
る
。
自
分
は
物
凄
く
な
つ
て
ブ
ク
ブ
ク
し
て
来
た
。
と
前
に
忽
然
と
し

て
黒
い
三
人
が
陣
つ
て
ゐ
る
や
う
な
Ｅ
大
な
も
の
が
立
ち
は
だ
か
つ
た
。
そ
れ
は
高
さ
七
十
丈
に
も
餘
る
東
鐘
釣
山
だ

つ
た
。
花
闇
岩
の
全
石
か
ら
な
る
絶
大
の
釣
鐘
だ
。

、自
分
達
は
急
い
だ
。
随
分
急
い
だ
。
そ
の
時
自
分
は
こ
ん
な
事
を
思
つ
た
。
人
の
信
念
と
云
ふ
も
の
は
不
思
議
の
も

の
だ
。
若
し
自
分
達
の
行
く
先
き
十
町
ば
か
り
の
所
に
温
泉
場
が
あ
る
と
い
ふ
信
念
が
、　
一
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
つ
た

ら
ど
う
し
や
う
ｏ
あ
る

一
つ
の
謬
想
に
囚
は
れ
て
、
こ
ん
な
所
に
今
時
分
乙
ん
な
に
し
て
歩
い
て
わ
る
と
し
た
ら
ど
う

し
や
う

。…
。
突
然
、
左
の
岸
壁
の
中
か
ら
轟
々
た
る
響
き
が
聞
え
て
木
た
、
オ
ヤ
ッ
と
足
を
と

め
た
。
あ
た
り
は
暗

く
な
つ
て
行
く
。
丁
度
石
の
中
に
も
う

一
つ
の
黒
部
川
が
流
れ
て
ゐ
る
か
の
や
う
に
、
轟
々
た
る
音
が
依
然
と
し
て
東

鐘
釣
の
根
の
中
か
ら
聞
夕
た
。
反
響
だ
と
氣
が
付
く
と
物
も
云
は
ず
に
ど
ん
ど
ん
歩
き
出
し
た
。
不
蹄
谷
は
何
時
通
つ

た
か
氣
が
付
か
な
か
つ
た
。

『
家
た
、
家
た
ッ
！
」
と
．
先
の
者
が
叫
ん
だ
。
嬉
し
い
光
明
が
闇
の
中
か
ら
眼
を
射
つ
た
の
だ
。
腫
孔
の
極
度
に
大
き

く
な
つ
た
眼
で
注
意
し
な
が
ら
、
だ
ら
だ
ら
と
走
う
下
る
と
、
レ
き
な
り
雷
の
や
う
な
瀬
の
音
が
脚
も
と
か
ら
起
つ
て
、

闇
の
中
に
吊
橋
が
現
れ
た
。
自
分
は
マ
ッ
チ
を
擦
つ
て
『
元
鐘
釣
温
泉
道
、
四
町
」
と
い
ふ
字
と
讀
ん
だ
、
二
人
の
連
は
、

直
ぐ
眼
の
前
に
光
が
見
え
る
新
鐘
釣
温
泉

へ
行
き
た
い
ら
し
か
つ
た
。
自
分
は
乙
の
吊
橋
を
渡
る
ん
だ
と
云
つ
て
、先
に

な
つ
て
静
か
に
渡
り
出
し
た
。
左
右
に
ゆ
れ
る
事
甚
だ
し
い
。
漸
く
渡
り
恭
す
と
直
ぐ
岩
壁
の
道
だ
。
何
だ
か
敵
國
の

城
に
で
も
忍
び
寄
ら
う
と
す
る
者
の
や
う
な
悲
批
の
感
じ
に
襲
は
れ
た
．
四
町
と
は
言
ひ
仲
々
遠
い
四
町
で
あ
つ
た
。

漸
く
鐘
釣
温
泉
の
燈
火
が
障
子
に
映
る
の
を
見
た
時
、
思
は
ず
萬
蔵
を
叫
ん
だ
。

七
「
鐘
釣
温
泉
の
夜
と
朝

三
二
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無
人
島
の
漂
流
者
が
通
行
の
船
を
見
付
け
た
時
の
や
う
な
駆
び
を
以
て
、
吾
々
三
人
は
鐘
釣
温
泉
の
燈
人
に
近
寄
つ

た
。
温
泉
の
人
々
は
突
然
の
家
客
に
、
び
ッ
く
う
し
た
や
う
な
顔
を
し
た
が
、
直
ぐ
離
れ
の
八
盤
ヘ
ラ
ン
プ
を
持
つ
て

案
内
し
た
。
自
分
達
が
草
軽
の
紐
を
解
い
て
ゐ
る
時
、

『
貴
方
方
は
何
し
に
い
ら
し
つ
た
ん
で
す
か
。』

と
質
朴
な
女
中
が
、
素
直
に
開
け
放
し
の
問
ひ
を
投
げ
か
け
た
。

『
遊
び
に
来
た
の
さ
。
』

と
答
へ
る
と
、
其
の
話
尾
を
奪
ひ
取
る
様
に
し
て
、

『
遊
び
に
ッ
？
乙
ん
な
山
中
へ
何
を
見
に
い
ら
し
っ
た
ん
で
す
か
？

寒
い
の
に
！
私
等
は
も
う
み
ん
な
里
へ
蹄
る
ん
で

す
よ
。』

と
、
そ
の
女
申
は
云
つ
た
。

『
よ
う
か
へ
？
で
も
、
こ
の
次
の
日
曜
に
は
、
金
澤
か
ら
大
勢
木
る
ん
だ
ぜ
。』

『
家
ら
れ
ち
や
い
ゝ
迷
惑
で
す
ち
や
。
私
等
は
里
へ
出
る
ん
で
す
よ
。』

そ
の
女
中
は
、
血
色
の
い
ゝ
膚
の
細
か
な
つ
や
つ
や
し
た
白
い
顔
の
女
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
物
の
云
ひ
振
う
に
は
、
都

含
の
女
に
見
る
や
う
な
、
氣
ど
つ
た
所
や
、
肉
慮
的
な
嬌
態
が
な
く
、全
く
シ
ン
プ
／
に
嫌
味
な
く
云
つ
て
わ
る
の
が
、

黒
部
奥
山
の
女
に
如
何
に
ふ
さ
は
し
い
も
の
で
あ
つ
た
ら
う
？

湯
に
行
く
と
云
つ
た
ら
、
草
履
を
三
足
持
つ
て
末
て
呉
れ
た
。
そ
し
て
温
泉
の
主
人
が
、鐘
釣
温
泉
と
黒
く
書
い
た
、

赤
條
入
り
の
典
市
兵
衛
提
灯
を
下
げ
て
案
内
し
て
く
れ
た
。

『
鼓
を
下
う
て
、
河
原
を
左
の
方
へ
行
く
の
で
す
。』

と
、
晴
い
轟
々
た
る
音
の
す
る
谷
を
指
差
し
て
、
録
つ
て
行
つ
た
。
封
岸
の
屏
風
の
や
う
な
岩
壁

い
も
の
と
見
え
る
。
黒
く
前
に
立
ち
塞
が
つ
て
ゐ
る
の
で
、
天
の
星
を
見
る
に
は
顎
を
伸
ば
し
て

よ

、
ぼ
ん
の

、

項

す
ば
ら
し
く
高

ぐ
ぽが

痛
い
ほ
ど
顔
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黒
部
の
秋
　
　
廣
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四

を
基
げ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
唸
り
を
持
つ
た
奔
流
の
響
が
寒
い
夜
の
基
氣
を
動
乱
さ
せ
て
衝
き
上
つ
て
来
る
。
活
動
篤

具
に
あ
る
凄
い
場
面
で
も
演
じ
て
ゐ
る
か
の
や
う
に
、
自
分
達
は

一
の
提
灯
で
、
小
さ
く
足
許
を
照
し
な
が
ら
、
Ｅ
岩

の
間
を
探
る
や
う
に
歩
い
た
。

いわ

み

一
日
に
四
千
石
も
出
る
と
い
ふ
湯
は
、
岩
壁
の
下
か
ら
だ
ぷ
だ
ぶ
湧
き
出
し
て
、
清
浄
な
砂
を
底
に
し
た
天
然
の
岩

槽
に
湛

へ
ら
れ
て
は
、
流
れ
出
し
て
ゐ
た
。
乙
の
霊
泉
に
頸
哉
で
す
つ
ぼ
♭
浸
か
っ
て
、
間
を
見
つ
め
た
ρ
奔
流
の
響

き
が
提
灯
の
光
を
、
ほ
か
ほ
か
震
は
せ
て
ゐ
る
き
う
だ
。
小
兄
が
母
の
乳
房
に
し
が
み
つ
く
時
の
や
う
に
、
吾
々
は
大

自
然
の
慈
愛
が
胸
に
喰
ひ
入
る
や
う
な
深
い
喜
び
を
威
じ
た
。

湯
か
ら
蹄
つ
て
次
の
や
う
な
文
句
を
友
達
に
や
る
葉
書
に
し
る
し
た
。

黒
部
へ
末
た
。
今
夜
は
鐘
釣
に
泊
る
。
秋
は
素
的
な
も
の
だ
ｃ
世
界
中
ど
乙
を
探
し
た
つ
て
、
こ
ん
な
痛
快
な
、

而
も
華
麗
な
峡
谷
が
あ
る
も
ん
か
い
。

黒
部
の
秋
を
見
な
い
者
は
、
不
圭
者
だ
。
此
庭

へ
家
ら
れ
な
い
者
は
不
運
の
者
だ
。
黒
部
の
谷
は
力
の
谷
だ
ょ
。

ぐ
ん
ヾ
ん
奥
へ
引
つ
張
り
込
ま
れ
る
。
明
日
は
租
母
谷
で
蹄
る
つ
も
う
だ
が
、
と
も
す
る
と
大
果
鍍
山
か
ら
信
州

へ
出
る
か
も
知
れ
ん
。
或
は
此
の
谷
に
雪
が
降
る
ま
で
ゐ
る
か
も
知
れ
漁
。

此
の
谷
で
死
漁
な
ら
惜
し
い
と
は
思
は
な
い
。

静
か
な
熟
睡
の
夢
が
破
ら
れ
て
、
暴
風
雨
の
襲
家
か
と
怪
し
ん
だ
の
は
、
黒
部
奔
流
の
轟
々
た
る
響
き
で
あ
つ
た
。

障
子
の
骨
が
ぼ
ん
や
う
見
た
る
位
、
夜
は
明
け
か
け
て
ゐ
た
。
何
時
の
間
に
か
再
び
ね
む
つ
て
、
本
営
に
目
が
醒
め
た

時
は
、
も
う
明
る
く
な
つ
て
ゐ
た
。

楊
子
と
く
は
へ
て
昨
夜
の
岩
槽
に
行
つ
た
。
ぐ
わ
あ
ッ
と
い
ス
す
さ
哉
じ
い
早
瀬
の
言
と
は
反
封
に
、
静
か
に
白
い

湯
氣
が
、
ほ
が
ら
ほ
が
ら
と
天
然
の
洞
窟
か
ら
立
ち
の
ぼ
つ
て
ゐ
た
。
湯
元
か
ら
だ
ぶ
ん
ヽ
と
湧
き
出
て
、
ひ
と
う
で

に
洞
窟
の
中

へ
流
れ
込
ん
で
．　
一
の
大
き
な
浴
槽
と
な
る
。
自
分
達
は
人
の
居
な
い
こ
の
湯
へ
、
す
つ
ぼ
う
頸
ま
で
２
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か
つ
た
。
可
な
う
熱
い
湯
だ
。

湯
本
は
こ
の
岩
槽
か
ら
三
四
間
離
れ
て
、
湯
氣
が
立
つ
て
ゐ
た
。
綺
麗
な
お
湯
が
、
底
の
方
か
ら
震
へ
る
や
う
に
湧

き
出
す
と
、
細
か
い
小
石
が
ぷ
く
ぶ
く
持
ち
上
げ
ら
れ
、
不
規
則
な
凸
面
ま
で
層
か
な
い
中
に
、
わ
き

へ
そ
れ
て
沈
ん

で
し
女
う
。
小
さ
い
柄
杓
で
汲
ん
で
飲
ん
だ
う
し
た
。
炭
酸
泉
で
美
味
い
と
い
ス
事
は
、
何
と
い
ふ
有
多
難
い
賜
物
だ

ら
う
ｏ

浴
後
三
人
と
も
奔
流
の
岸
に
あ
る
大
き
な
花
同
岩
に
這
ひ
上
つ
て
、
激
流
の
し
ぶ
き
を
し
ば
ら
く
眺
め
て
ゐ
た
。
見

上
げ
る
と
、
谷
の
塞
は
雨
方
か
ら
の
し
か
ゝ
る
岩
壁
と
岩
壁
と
に
Ｅ
切
ら
れ
て
、
戸
の
す
き
間
の
や
う
に
細
長
い
ｃ
碧

塞
が
朝
の
光
線
を
吸
ひ
込
ん
で
ゐ
る
。
塞
は
細
長
い
筈
だ
。
向
ふ
岸
に
は

一
千
九
百
七
十
米
の
百
貫
山
の
断
崖
が
、
慶

し
付
け
る
や
う
に
近
く
立
つ
て
ゐ
て

〓、
頚
生
の
発
動
を
見
る
に
は
首
が
背
中
へ
く
つ
着
く
程
も
仰
向
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ん
だ
も
の
。
そ
れ
に
と
つ
ち
は
似
合
谷
と
塞
谷
の
頭
が
延
び
て
西
鐘
釣
山
と
な
つ
た
岩
壁
が
、
前
の
百
貫
山
と
封

立
し
て
ゐ
る
ん
だ
も
の
。
自
分
は
昨
年
の
夏
、
披
か
ら
十
数
里
上
流
の
温
谷
で
野
螢
し
た
朝
を
思
ひ
出
し
た
。

朝
飯
を
す
ま
せ
て
、
仕
度
を
し
や
う
か
と
云
つ
て
わ
る
時
、
昨
夜
乙
の
温
泉
に
泊
多
合
は
せ
た
只

一
人
の
小
林
Ｅ
の

横
山
さ
ん
は
、
『左
様
な
ら
』
を
云
つ
て
行
つ
て
し
ま
つ
た
。
此
の
人
に
昨
夜
聞
い
た
通
多
、
今
日
は
祀
母
谷
か
ら
大
黒

鍍
山
に
行
つ
て
信
州
へ
抜
け
る
か
、
そ
れ
と
も
南
越
を
登
つ
て
餓
鬼
平
で
蹄
つ
て
く
る
か
と
い
ス
計
蓋
は
、
未
決
定
の

曖
ゝ
で
あ
つ
た
。
自
分
達
は
周
章
る
必
要
も
な
け
れ
ば
、
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
漁
事
情
も
な
い
の
だ
。
ど
う
せ
遊
び
に

な
た
ん
だ
も
の
と
い
ふ
腹
で
、
ゆ
つ
く
り
構

へ
て
、
念
々
出
螢
し
た
の
は
八
時
を
過
ぎ
て
ゐ
た
。

八
、
鐘
釣
の
上
流
猿
飛
ま
で

黒
部
の
峡
谷
に
於
け
る
こ
の
二
日
目
か
ら
の
自
分
達
の
行
動
は
、
全
く
夢
遊
病
者
の
そ
れ
の
如
く
、
全
然
無
計
蓋
の

も
の
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
ｏ
只
も
う
大
自
然
の
美
と
い
ふ
光
と
、
愛
と
い
ふ
力
と
に
支
配
さ
れ
て
、
自
己
の
生
命
の
躍
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六

動
を
威
ず
る
許
う
で
あ
つ
た
。
大
自
然
の
精
耐
が
偉
大
な
力
と
な
つ
て
、
石
に
動
き
、
本
に
躍
る
の
を
意
識
す
る
許
，９

な
の
だ
。
山
の
中
で
よ
く
威
ず
る
未
泰
に
横
は
る
色
々
の
危
難
や
困
苦
や
を
思
び
出
す
事
は
始
ど
な
く
、
只
幸
頑
な
散

喜
の
豫
威
で
充
ち
て
わ
た
。

林
道
は
依
然
と
し
て
左
岸
に
通
じ
て
わ
た
が
、
昨
日
の
や
う
な
比
較
的
平
坦
な
道
で
な
い
の
が
嬉
し
か
つ
た
。
如
何

に
も
奥
山
へ
の
道
ら
し
く
、
狭
く
燥
氣
を
含
ん
だ
石
道
を
、
カ
サ
ノ
ヽ
と
褐
色
の
落
葉
を
踏
ん
で
紅
葉
し
た
樹
々
の
間

を
抜
け
る
の
が
、
突
き
上
げ
ら
れ
る
や
う
な
勇
燿
を
覺
え
じ
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
ｏ
忽
ち
崖
下
に
黒
部
川
の
奔
滞

が
現
は
れ
て
、
白
い
花
間
岩
の
岩
脚
を
、
叩
き
つ
け
な
が
ら
轟
々
と
走
つ
て
わ
る
の
が
見
え
た
。

カ
ラ
ダ

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ヒ
ラ

室
谷
を
過
ぎ
て
、桂
・柳
の
大
木
の
多
い
興
平
に
出
る
と
、
池
ノ
不
山
績
き
の
山
（
一秋

ツ吠
一七
米
、
無
名
）が
、
鮮
か
な

・紅
葉
で
先
づ
自
分
達
の
肌
線
を
引
き
つ
け
た
。
右
の
方
に
は
初
雪
斑
ら
な
小
黒
部
の
前
剣
と
、そ
の
後
に
創
の
肩
と
が
、

各
の
襲
ホ
の
先
駆
者
の
や
う
に
立
つ
て
わ
た
。

自
分
達
が
百
貫
谷
の
前
に
立
つ
て
、
百
貫
山
と
名
剣
山
と
を
連
ね
る
急
峻
な
山
稜
に
不
思
議
に
美
し
い
色
と
光
と
を

螢
し
て
ゐ
る
の
を
、
頭
上
に
仰
い
だ
時
、
猛
烈
な
線
が
表
現
す
る
力
の
威
じ
と
、
吾
々
の
美
的
快
威
と
の
他
満
の
情
に

堪

へ
な
か
つ
た
ｃ
い
く
ら
嘆
賞
し
て
も
倦
き
な
い
眺
め
で
あ
る
。
大
自
然
の
殿
堂
の
如
く
大
き
く
、
華
麗
な
劇
場
の
如

く
輝
い
て
、
自
龍
の
登
る
や
う
な
岩
石
に
、
匂
ふ
花
輪
の
や
う
な
紅
葉
が
、
プ
リ
ズ
ム
の
光
の
や
う
に
、虹
の
や
う
に
、

オ
ー
ロ
ラ
の
や
う
に
、
入
り
飢
れ
て
光
り
輝
い
て
ゐ
る
。
大
軍
の
突
撃
す
る
や
う
に
、
黒
部
の
流
れ
が
響
く
の
は
、

丁
度
指
揮
者
の
合
国
に
連
れ
て
、
け
た
ヽ
ま
し
く
鳴
る
管
絃
業
の
詈
の
や
う
だ
。
自
然
の
大
演
劇
よ
！
自
然
の
大
藝
術

しよ
―
・

自
然
の
美
が
、
是
程
ま
で
魁
偉
な
線
と
、
豊
麗
な
色
と
、
大
地
の
底
か
ら
天
上
へ
踊
う
上
る
や
う
な
響
と
が
、
こ
ん

な
に
完
全
に
調
和
し
て
現
は
れ
た
事
が
あ
つ
た
だ
ら
う
か
？
プ
ラ
ト
ー
ン
の
藝
術
業
と
哲
學
と
の
親
密
な
統

一
、
と
云

つ
て
も
是
ほ
ど
ま
で
に
な
る
だ
ら
う
か
？
到
底
無
開
心
に
通
る
こ
と
の
出
家
緻
自
然
の
大
藝
術
だ
。
崇
高
な
基
麗
な
自

行 螢 月 七 年 九 正 大
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然
の
賓
相
だ
。
讀
者
よ
。
乙
れ
ら
が
賞
際
よ
う
も
記
述
が
逸
か
に
ま
づ
い
事
を
咎
め
給
ス
な
。
人
間
の
言
葉
で
、
黒
部

の
秋
の
具
相
を
俸

へ
や
う
と
企
て
る
の
が
、
既
に
僣
越
な
の
だ
。
黒
部
の
美
を
冒
渡
す
る
も
の
だ
。
０
（し
て
文
筆
に
は

全
然
素
人
の
自
分
が
、
づ
う
づ
う
し
く
も
筆
を
と
る
な
ど
は
以
て
の
外
な
ん
だ
か
ら
。
自
分
は
人
間
の
表
情
の
無
能
を

み

　

つ

嘆
い
た
。
失
耐
し
た
や
う
に
夢
と
現
と
の
界
に
責
ぢ
／
ヽ
と
四
邊
を
疑
説
め
る
だ
け
だ
つ
た
。

フ

エ
ー
ア
リ
イ

ラ

ン
ド

自

分

達

は

仙

　

境

の

刹

那

の

享

楽

を

績

け

て

、

横

合

か

ら

不

意

に

落

ち

て

な

る

幾

つ

か

の

支

谷

を

越

え

た

。

ウ

ド

谷

、

コ
　

ヤ
　
　
　
　
　
　
カ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

ヤ
　
ダ

ヒ
ラ

小
屋
ノ谷
、
影
ノ谷
な
ど
が
そ
れ
だ
。
小
屋
不
は
泣
き
出
し
た
い
位
、素
的
な
眺
め
だ
つ
た
。
が
小
黒
部
谷
に
近
付
く
に
つ

れ
、
黒
部
式
の
景
観
は
痛
快
を
極
め
て
木
る
。
自
分
は
雨
手
を
振
り
上
げ
て
、
躍
う
な
が
ら
狂
態
を
演
じ
て
進
ん
だ
。

『
今
や
つ
と
滋
へ
ゐ
ら
し
つ
た
ん
で
す
か
？
』

と
云
つ
た
の
は
、
鐘
釣
温
泉
の
若
い
主
人
で
あ
つ
た
。
岩
魚
を
七
八
匹
、
本
の
枝
に
ぶ
ら
下
げ
て
奥
の
方
か
ら
や
つ
て

家
た
の
だ
。
自
分
達
は
時
々
立
ち
止
ま
つ
て
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
ゐ
た
の
で
、
意
外
に
時
間
を
費
や
し
た
の
で
あ
つ
た
ｏ

主
人
は
に
乙
／
ヽ
し
な
が
ら
、

『
乙
の
分
で
は
祀
母
谷
ま
で
行
つ
て
蹄
ら
れ
た
ら
丁
度
い
ゝ
で
せ
う
。
』

と
云
つ
て
、
そ
の
邊
の
地
理
を
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
た
。

『
と
に
か
く
、
此
の
邊
か
ら
猿
飛
の
邊
ま
で
が
、
一
等
景
色
が
よ
う
ご
ざ
ん
す
。
一
年
の
内
で
も
今
が

一
番
綺
麗
で
す
。』

と
、
親
切
さ
う
な
眼
付
き
で
物
を
云
つ
て
わ
た
が
、『
も
う
工
場
所
釣
ら
な
き
や
…
…
』
と
云
つ
て
下
へ
行
つ
た
し

九
、
猿
飛
の
壮
観
と
租
母
谷

小
黒
部
谷
へ
着
い
た
の
は

十
一
時
過
ぎ
だ
つ
た
。
山
の
裾
と
裾
と
が
、
ぶ
っ
つ
か
う
合
つ
て
ゐ
る
間
を
、
水
は
深
く

穿
つ
て
落
ち
る
や
う
に
黒
部
の
本
航
卜
徒
つ
て
ゐ
た
。
吊
橋
を
渡
う
、
危
な
つ
か
し
い
崖
の
縁
を
少
し
登
る
と
、
山
腹

に
小
黒
部
鍍
山
へ
の
征
が
岐
れ
る
。
欅

手
を
少
し
行
く
と
、
右
手
に
古
い
林
道
が
あ
る
。
是
が
今
年
の
夏
、
本
暮
さ
ん

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山
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○
黒
部
の
秋
　
　
廣
瀬

達
が
黒
部
探
険
を
さ
れ
た
道
な
ん
だ
。
自
分
達
は
、
そ
の
天
下
の
耳
目
を
引
い
た
道
へ
吸
ひ
込
ま
れ
る
前
に
、
猿
飛
の

奇
岐
に
魂
を
吸
ひ
込
哉
れ
ス
運
命
を
持
つ
て
ゐ
た
。

轟
惑
的
な
洪
迭
秘
奥
の
深
山
特
有
の
氣
分
と
情
調
と
が
、
多
分
に
漂
う
て
あ
る
上
に
、
紅ヽ
葉
で
美
し
く
粧
は
れ
た
林

道
を
登
う
詰
め
て
、
更
に
降
つ
た
時
、
自
分
達
は
猿
飛
の
奇
峡
に
先
づ
魂
を
奪
は
れ
た
。

名
剣
と
奥
鐘
山
と
欅
不
の
山
裾
と
が
、
三
方
か
ら
押
し
寄
せ
て
、
危
く
黒
部
川
を
堰
き
止
め
や
う
と
す
る
三
三
間
の

狭
い
所
を
、
奔
流
は
祀
母
谷
川
の
援
助
を
得
て
、
上
流
か
ら
ワ
ー
ツ
と
関
の
馨
を
あ

げ
な
が
ら
、
岩
石
と
燿
う
越
え
飛

び
越
え
し
て
、
天
丼
の
抜
け
た
甚
深
の
峡
底
を
決
ぐ
り
込
む
や
う
に
突
貫
し
て
躍
り
込
む
。
そ
こ
で
激
戦
の
や
う
な
白

泡
と
噛
ん
で
激
越
し
な
が
ら
猛
う
狂
ふ
。
岩
壁
は
又
岩
壁
で
、
其
の
躍
う
狂
ふ
響
に
應
じ
て
、花
商
岩
の
白
い
壁
面
に
、

轟
々
た
る
響
音
を
螢
す
る
。
そ
れ
に
今
は
秋
の
具
つ
最
中
だ
。
雨
岸
か
ら
身
を
伸
ば
し
、
手
を
伸
ば
し
て
ゐ
る
満
漢
の

紅
葉
は
、
狸
々
緋
の
や
う
に
燃
え
な
が
ら
、
奔
滞
の
激
越
に
震
へ
て
ゐ
る
。
ネ
ゾ
コ
の
黒
い
枝
も
、
反
響
に
よ
つ
て
起

る
谷
風
に
格
う
動
か
さ
ね
て
ゐ
る
。
奔
流
は
筒
ほ
猛
う
狂
ふ
て
、
前
面
の

一
大
岩
壁
に
つ
き
営
う
、
直
角
に
折
り
曲
げ

ら
れ
、
そ
れ
が
更
に
又
次
の
岩
曇
に
突
貫
す
る
。
然
上
′、
じ
っ
と
静
哉
つ
て
ゐ
る
塞
は
、
入
江
の
や
う
に
細
く
長
く
碧

々
と
し
て
、
ま
る
で
大
き
い
力
が
通
り
過
ぎ
た
跡
の
や
う
だ
。

さ
ら
め
く
や
う
な
鮮
色
の
美
と
、
人
の
心
を
ゆ
す
ぶ

味
と
が
、
渾
然
と
し
て
融
合
し
た
紳
秘
の
世
界
だ
。
霊

”
姓
万
る
や
う
な
響
き
の
快
と
　
周
国
に
漂
ふ
原
始
の
香
の
妙

威
の
領
域
だ
。
又
大
き
な
力
の
具
騰
化
だ
。

自
分
は
も
う
止
め
よ
う
。
猿
飛
の
壮
親
と
雄
麗
と
に
就
い
て
記
述
す
る
力
の
な
い
こ
と
を
痛
威
す
る
。
拙
い
記
述
を

是
以
上
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
丈
け
自
然
ゆ
大
藝
術
の
オ
リ
デ
ナ
″
を
損
ス
も
の
だ
。
自
分
は
永
劫
の
沈
獣
に
耽
つ
て
、

讀
者
諸
君
の
静
か
な
獣
想
に
訴
へ
る
こ
と
が

一
番
臥員
明
な
態
度
で
あ
る
と
思
ふ
。
そ
し
て
若
し
英
の
獣
想
の
結
果
、
渇

き
憧
れ
て
黒
部
の
奥

へ
行
き
、
其
の
秋
の
魅
麗
を
楽
ま
れ
る
諸
君
が
出
ら
れ
る
な
ら
ば
、
自
分
は
共
鳴
者
の
増
加
す
る

の
を
儀
倖
の
ギ
頑
と
し
て
喜
ぶ
。
自
然
と
技
巧
化
し
た
く
な
い
。
只

一
人
で
、
此
庭
を
思
ひ
返
し
て
夢
幻
の
威
覺
に
導

(3121)



琥 三 第 年 四 十 第 岳 山

き
入
れ
ら
れ
る
甘
美
に
、
自
分
の
胸
を
フ
ク
フ
ク
さ
せ
て
居
れ
ば
よ
い
の
だ
。
他
人
ま
で
そ
の
境
地
に
引
き
込
唆
つ
と

す
る
の
は
徒
勢
だ
か
ら
。
絶
封
に
不
可
能
だ
か
ら
（『
表
現
し
た
い
事
に
、
大
つ
ぴ
ら
に
表
現
し
て
見
せ
る
の
は
、
溜
飲

の
下
が
る
事
だ
。」
と
、
デ
ヤ
ン
ウ
フ
ラ
ン
ソ
ア
●
ミ
ン
ー
が
云
つ
て
も
、自
分
に
は
そ
れ
が
出
木
な
い
の
を
ど
う
し
や
う
。

自
分
達
が
書
飯
に
し
た
の
は
ｂ
此
の
黒
部
谷
に
這
入
つ
て
か
ら
、
第
六
番
目
の
吊
橋
を
渡
つ
て
か
ら
だ
つ
た
ｏ
即
ち

黒
部
峡
谷
を
横
ぎ
つ
て
、
祀
母
谷
へ
這
入
つ
て
か
ら
だ
つ
た
。
吾
々
は
矢
張
り
限
う
な
く
現
は
れ
る
痛
快
な
憂
化
ヶ
・楽

ぢ

し
み
な
が
ら
、
祀
母
谷
を
奥

へ
奥

へ
と
進
ん
で
行
つ
た
。
大
昔
、
地
名
も
何
も
無
か
つ
た
時
代
に
、
片
員
の
方
か
ら
老

ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
　
ゞ

爺
が
走
つ
で
老
姐
が
追
つ
か
け
た
と
い
ふ
偉
説
の
あ
る
所
と
し
て
は
、
断
崖
が
餘
う
急
崚
過
ぎ
る
。
周
園
が
餘
多
幽
絶

過
ぎ
る
。
途
中
丸
木
で
作
つ
た
梯
子
で
岩
壁
を
攀
ぢ
登
る
所
や
、
道
が
谷
底
へ
抜
け
落
ち
て
這
つ
て
進
む
所
な
ど
が
あ

る
の
が
、
原
始
を
慕
ふ
自
分
達
を
何
庭
ま
で
も
喜
ば
せ
た
。

し
ば
ら
く
行
く
と
、
租
母
谷
温
泉
の
荒
巌
し
た
建
物
に
着
い
た
。
熱
湯
は
石
の
間
か
ら
、
・弗
々
と
し
て
湧
き
出
て
ゐ

た
。
浴
槽
の
跡
も
、
木
の
葉
が
飛
び
込
ん
だ
ま
ゝ
、
又
砂
が
流
れ
込
ん
だ
哉
ゝ
、
豊
富
の
湯
は
波
々
と
し
て。杢
し
く
流

れ
去
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
邊
隈
も
う
河
原
を
歩
い
て
行
け
る
程
に
、
上
流
の
開
け
た
景
色
に
な
つ
て
ゐ
た
。
祀
父
谷
の
方

へ
少
し
這
入
つ
て
見
た
け
れ
ど
も
、
鐘
釣
温
泉

へ
蹄
る
の
に
は
、
三
時
間
か
ゝ
る
筈
だ
つ
た
か
ら
引
き
返
し
た
。
祀
母

谷
の
奥
に
は
餘
程
の
熱
湯
が
出
て
ゐ
る
も
の
と
見
え
、
白
い
湯
氣
が
濠
々
と
立
ち
上
る
の
を
見
た
。

午
後
三
時
、
祀
母
谷
温
泉
か
ら
、
も
と
家
た
道
を
歩
き
出
し
た
。
黒
部
本
流
に
か
け
て
あ
る
吊
橋
に
来
た
時
、
自
分

達
は
再
び
技

へ
木
る
事
が
出
来
る
か
ど
う
か
と
思
ス
と
、
非
常
に
名
残
惜
し
い
威
じ
が
し
た
。
そ
し
て
其
の
雄
大
に
も

壮
麗
な
、
人
跡
稀
な
幽
絶
鏡
の
片
鱗
な
う
と
も
、
何
等
か
の
形
で
自
分
に
止
め
て
置
き
た
い
と
い
ふ
衝
動
か
ら
、
其
の

釣
橋
の
上
に
恐
る
恐
る
坐
つ
て
、
上
流
の
廓
下
を
ス
ケ
ツ
チ
し
た
。

猿
飛
も
過
ぎ
、
小
黒
部
谷
ヽ
過
ぎ
た
頃
、
暮
れ
易
い
峡
谷
に
は
早
く
も
夕
の
色
が
現
は
れ
た
。
自
分
達
は
そ
れ
か
ら

急
い
だ
。
し
ま
ひ
に
は
フ
／
ス
ピ
ー
ド
で
歩
い
た
。
が
夜
の
足
は
吾
々
の
足
よ
う
も
早
か
つ
た
。
鐘
釣
温
泉
を
晴
の
中

∩
黒
部
の
秋
　
　
廣
瀬

二
九
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○
黒
部
の
秋
　
　
廣
瀬

に
見
出
す
ま
で
、
吾
々
は
足
許
に
少
か
ら
ざ
る
不
安
を
威
じ
な
け
れ
ば
な
ら
緻
路
を
永
く
歩
い
た
。

一
〇
、
鐘
釣
温
泉
か
ら
黒
薙

へ

自
分
達
の
初
め
の
計
書
は
、
こ
の
鐘
釣
か
ら
金
澤
へ
一
氣
に
蹄
る
つ
も
う
だ
つ
た
の
だ
。
が
黒
部
の
精
に
憑
か
れ
た

吾
々
は
、
何
時
ま
で
も
、
こ
の
谷
の
中
に
紡
往
つ
て
ゐ
た
か
つ
た
ｏ
雪
が
降
う
積
も
つ
て
居
ら
れ
な
く
な
る
ま
で
ヽ
も

ゐ
た
か
っ
た
。
今
後
再
び
此
庭

へ
来
る
機
含
が
、
幸
に
も
あ
る
も
の
と
椴
定
し
て
も
、
秋
に
乙
の
素
晴
ら
し
い
秋
に
、

再
び
末
る
事
が
出
来
る
か
ど
う
か
は
、
全
く
疑
間
で
あ
る
。
自
分
達
は

一
日
で
も
永
く
こ
の
峡
谷
に
居
る
こ
と
が
出
来

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
丈
の
幸
扁
と
歎
喜
と
が
得
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
た
。
吾
々
の
行
動
は
瞬
間
の
情
緒
に
よ
つ
て
支
配

さ
れ
た
ｏ
そ
し
て
そ
れ
が
聰
明
な
裁
決
で
ヽ
も
あ
る
か
の
や
う
に
、
何
等
の
不
安
も
な
く
振
舞
つ
た
。『
人
の
生
涯
と
そ

の
運
命
全
般
を
決
す
る
の
は
、
た
だ
瞬
間
の
み
で
す
ｏ
長
い
相
談
を
し
て
見
て
も
、
一
つ
一
つ
の
決
定
と
い
ふ
も
の
は
、

皆
瞬
間
の
仕
事
で
す
。』
と
、
グ

エ
テ
が
『
へ
／
マ
ン
と
ド
ー
ノ
ア
」
の
中
に
云
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
吾
々
の
行
動
は
、
全

く
瞬
間
に
支
配
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

朝
の
冷
氣
の
理
に
、
鐘
釣
温
泉
の
湯
は
、
人
も
ゐ
な
い
の
に
波
々
と
無
限
に
湧
き
出
て
は
、
其
の
爽
快
な
友
酸
の
味

費
吟
ん
だ
峻
ゝ
黒
部
の
流
れ
に
基
し
く
な
つ
て
行
く
。
湯
氣
の
立
つ
タ
オ
″
を
下
げ
て
蹄
つ
た
時
、
女
申
は
い
き
な
り

倉
め
る
様
に

「
何
時
ま
で
お
湯
に
居
る
ん
で
す
か
』

と
、
云
つ
た
。

『
面
白
い
な
あ
ｏ
あ
ん
な
湯
ｏ

一
日
中
漬
か
つ
て
わ
て
も
倦
き
な
い
ね
』

地
球
の
漁
く
も
り
を
、
赤
い
皮
膚
に
威
じ
な
が
ら
、
答
で
な
い
獨
言
の
や
う
に
云
つ
た
。

吾
々
が
鐘
釣
温
泉
を
立
つ
時
は
、大
分
太
陽
が
高
く
な
つ
て
ゐ
る
ら
し
か
つ
た
ｏ今
日
も
上
天
氣
で
あ
る
ｏ
初
め
の
日

四
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に
愛
本
温
泉
の
附
近
か
ら

一
所
に
な
つ
た
橋
本
さ
ん
の
鍍
山
へ
行
く
こ
と
に
決
め
た
。
そ
れ
も
、
ほ
ん
の
出
螢
す
る
間

際
、
草
軽
を
は
き
な
が
ら
決
定
し
た
事
だ
つ
た
。

新
鐘
釣
温
泉
が
見
え
る
封
岸
に
行
つ
た
時
。　
一
昨
日
闇
の
中
に
吾
々
の
行
手
を
阻
む
Ｅ
人
の
や
う
に
立
っ
て
ゐ
た
東

鐘
釣
山
が
、
大
釣
鐘
を
伏
せ
た
や
う
に
、
七
十
丈
も
碧
杢
を
立
ち
割
つ
て
饗
え
て
ゐ
た
。
優
麗
な
色
彩
で
覆
は
れ
た
、

厳
粛
典
整
な
花
商
石
の
全
石
だ
。
大
き
な
花
輪
を
天
基
に
捧
げ
て
ゐ
る
や
う
。
ド
ツ
シ
リ
し
た
Ｉ
大
な
石
の
頂
き
に
は
、

針
葉
樹
の
間
に
紅
葉
し
た
間
葉
樹
が
入
う
混
じ
つ
て
ゐ
る
ｏ
胸
の
あ
た
う
は
開
け
撰
げ
て
、
長
く
試
練
を
受
け
た
水
夫

の
肌
を
思
は
す
や
う
な
、
里
（
い
岩
肌
を
露
は
し
て
、
所
々
朱
を
な
す
う
っ
け
た
や
う
に
赤
錆
び
て
ゐ
た
。
腰
の
あ
た
り

は
、
又
美
麗
な
紅
葉
で
ぐ
る
う
と
数
う
ま
か
れ
て
ゐ

くる
節
い
岩
脚
は
や
け
に
力
張
く
、
黒
部
の
奔
端
に
突
つ
込
ん
で
ゐ

る
。
そ
し
て
新
鐘
釣
温
泉
の
三
階
建
は
、
そ
の
岩
脚
の
躁
の
邊
に
、
新
し
く
立
て
ヽ
あ
る
。
乙
つ
ち
か
ら
は
、
蜘
味
の

絲
の
や
う
な
釣
橋
が
か
け
て
あ
る
。
自
然
は
人
間
の
作
業
を
軽
侮
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
大
き
く
威
張
つ
て
、
而
も
美
装

を
凝
ら
し
て
わ
る
。
自
分
は
、
自
然
の
威
力
を
、
痛
快
の
威
じ
を
以
て
眺
め
た
。

人
間
は
、
こ
つ
ぢ
側
の
河
原
の
石
の
間
か
ら
湧
き
出
る
湯
を
、
水
車
仕
掛
の
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
て
、
畏
る
畏
る
樋

で
川
の
向
ふ
へ
導
い
て
ゐ
る
。
温
泉
場
と
し
て
は
、
周
国
が
餘
う
崚
烈
だ
。
フ
イ
／
ド
だ
ｏ
が
、
そ
れ
だ
け
痛
快
で
あ

る
。
吾
な
は
針
金
に
つ
か
ま
う
な
が
ら
、
そ
ろ
う
そ
ろ
う
と
釣
橋
を
渡
つ
て
、
新
鐘
釣
温
泉

へ
行
っ
た
。
そ
乙
で
澁
茶

を
呑
ん
で
キ
ヤ
ラ
メ
″
を
食
ひ
な
が
ら
休
ん
だ
ｏ

吾
々
が
新
鐘
釣
温
泉
を
出
て
、
封
岸
の
似
合
谷
の
頭
の
美
観
に
見
と
れ
て
ゐ
た
時
、
向
ス
か
ら
荷
を
か
つ
い
だ
爺
さ

ん
が
や
つ
て
家
た
ｏ
そ
し
て
る
く
に
挨
拶
も
し
な
い
で
、
何
庭
か
ら
木
た
、
何
虎

へ
行
っ
て
来
た
、
此
か
ら
何
庭

へ
行

く
と
、
ま
る
で
犯
人
を
調
べ
る
巡
査
の
や
う
に
詳
し
く
吾
々
に
聞
い
て
も
っ
乙
の
人
氣
の
な
い
山
奥
で
は
、
却
つ
て
嬉

し
い
質
問
で
あ
つ
た
ｏ
又
こ
っ
ち
か
ら
地
理
を
聞
く
と
、
親
切
に
説
明
し
て
く
れ
る
。
山
で
は
几
て
の
人
が
澤
化
さ
れ

る
の
だ
。

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山
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行 螢 月 七 年 九 正 大

〇
黒
部
の
秋
　
　
膚
瀬

黒
薙
の
釣
橋
に
行
つ
た
の
は
、
午
後

一
時
過
ぎ
だ
つ
た
。
自
分
達
は
も
う
今
で
は
釣
橋
に
全
く
馴
れ
て
し
ま
つ
た
。

釣
橋
の
上
で
飯
を
食
ス
と
い
ス
事
は
、
黒
部
の
印
象
を
深
く
す
る
重
要
な
手
段
で
ゞ
も
あ
る
か
の
や
う
に
、
三
人
と
も

危
つ
か
し
い
橋
の
上
で
書
飯
に
し
た
。

黒
薙
温
泉
は
、
そ
の
黒
薙
川
と
黒
部
川
と
、
落
ち
合
ス
所
か
ら
十
二
町
し
か
な
い
。
吾
々
は
音
耐
鍍
山
へ
行
く
途
中

だ
つ
た
か
ら
、
こ
の
温
泉
に
立
ち
寄
つ
て
葉
書
を
書
い
た
り
し
た
。

一
一
、
黒
薙
温
泉
か
ら
舌
神
鍍
山
へ

黒
薙
温
泉
の
主
人
は
面
白
い
男
だ
。

『
滑
ら
つ
し
や
ん
な
ッ
。
是
か
ら
鍍
山
ま
で
の
道
は
悪
い
が
、
滑
ら
つ
し
や
ん
な
。』

と
、
語
尾
の
し
や
ん
な
が
、
主
人
の
日
か
ら
出
る
時
、
限
が
し
く
し
く
と
動
く
。
慈
愛
に
富
む
爺
さ
ん
が
、
孫
を
膝
下

に
寄
せ
て
、
お
話
を
き
か
せ
る
や
う
な
態
度
で
『
滑
ら
つ
し
や
ん
な
』
と
、
幾
度
と
な
く
云
ム
の
が
、
自
分
に
は
親
し
み

易
い
な
つ
か
し
さ
で
、
く
す
ぐ
ら
れ
る
や
う
な
感
じ
が
し
た
ｏ

二
見
温
泉
は
こ
の
黒
薙
か
ら
僅
か
五
町
し
か
な
い
。
五
十
六
百
間
の
本
樋
で
湯
を
導
い
て
、
下
流
に
愛
本
温
泉
を
開

い
た
の
で
、
今
は
荒
盾
し
て
ゐ
る
ｃ
草
が
芥
々
と
生
へ
て
、
建
物
は
淋
し
く
立
つ
て
ゐ
た
。
此
の
邊
か
ら
道
が
深
山
ら

し
く
な
つ
て
ゐ
る
。
苔
む
し
た
Ｅ
岩
の
間
に
、
本
の
葉
は

，
づ
高
く
積
つ
て
ゐ
る
。
自
分
達
は
そ
の
色
づ
い
た
原
始
的

の
道
を
行
く
の
と
楡
快
に
思
つ
た
。

や
が
て
吾
々
は
、
ジ
ッ
グ
ザ
ッ
グ
の
急
崖
を
、
藤
蔓
に
つ
か
ま
う
な
が
ら
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
道
を

登
う
つ
め
た
時
、
初
め
て
こ
の
黒
薙
川
の
痛
快
さ
を
悟
つ
た
ｏ
そ
し
て
こ
の
黒
部
と
い
ふ
谷
は
、　
一
瞳
ど
乙
竣
で
痛
快

に
出
来
て
あ
る
ん
だ
ら

，
。
耐
秘
の
底
は
ど
乙
ま
で
績
い
て
ゐ
る
ん
だ
ら
う
、
吾
々
は
そ
の
無
誰
蔵
に
驚
く
許
う
で
あ

つ
た
。
乙
の
廊
下
は
猿
ケ
番
場
と
云
つ
て
ゐ
る
所
で
、
こ
つ
ち
の
瘤
杉
山
の
急
崖
が
、
前
の
鶏
冠
山

（陸
地
測
量
部
の
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五
萬
分
の

一
日
に
は
突
坂
山
と
な
つ
て
ゐ
る
）
の
急
斜
面
と
ぶ
っ
っ
か
り
さ
う
に
近
く
な
つ
て
、
漢
群
は
地
の
底
か
ら

の
や
う
に
深
い
所
に
聞
え
る
。
乙
の
黒
薙
谷
は
租
母
谷
よ
う
敷
等
痛
快
な
谷
だ
。
租
母
谷
は
温
泉
の
附
近
に
行
く
と
、

も
う
景
色
が
開
け
、
谷
は
洩
く
な
つ
て
平
几
に
な
る
が
、
此
の
谷
は
い
く
ら
奥

へ
行
つ
て
も
凄
い
形
相
だ
。
北
叉
谷
で

も
柳
叉
谷
で
も
六
兵
衛
谷
で
も
、
到
る
所
廊
下
に
な
つ
て
ゐ
る
。
叉
此
の
猿
ケ
番
場
は
、
此
の
谷
の
あ
と
ひ
き
よ
う
も

痛
快
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネξ

吾
々
は
、
こ
の
猿
ケ
番
場
の
上
で
、栂
や
機
が
澤
山
生
へ
て
ゐ
る
如
何
に
も
深
山
幽
谷
ら
し
い
景
観
を
味
つ
て
か
ら
、

急
斜
面
の
路
を
上
つ
た
り
下
つ
た
り
し
て
、
癌
杉
谷
も
越
え
た
。
自
分
達
は
昨
日
の
や
う
に
又
一
昨
日
の
や
う
に
、
晴

く
な
つ
て
か
ら
こ
の
瞼
悪
な
山
道
を
歩
く
の
を
恐
れ
て
急
い
だ
。
人
の
家
な
い
所
だ
け
に
、
極
め
て
危
な
つ
か
し
い
釣

橋
を
渡
つ
て
か
ら
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
鍍
山
事
務
所
の
光
が
見
え
た
。
五
時
四
十
分
で
、
も
う
を
ろ
そ
ろ
暮
色
が
襲

ひ
か
け
て
ゐ
た
り
事
務
所
と
云
つ
て
も
ま
だ
堀
立
小
屋
だ
つ
た
。

『
今
晩
は
。
末
ま
し
た
ょ
！
』

と
、
そ
の
小
屋
へ
這
入
る
な
り
云
つ
た
。
橋
本
さ
ん
は
初
め
乙
の
突
然
の
関
入
者
に
び
つ
く
り
し
た
や
う
な
表
情
を
さ

れ
た
が
、
直
ぐ
、

『
さ
あ
、
よ
く
入
ら
つ
し
や
い
我
し
た
。』

と
愛
懇
よ
く
云
は
れ
た
。
四
五
人
の
工
夫
は
燿
側
に
け
ゞ
ん
な
顔
を
し
て
ゐ
た
。

自
分
達
は
そ
れ
か
ら
、
勘
め
ら
れ
る
ま
ゝ
、
河
原
に
下
め
て
風
呂
に
は
入
つ
た
。
周
国
に
よ
く
調
和
し
た
面
白
い
風

呂
で
あ
つ
た
。
夕
飯
に
は
葡
萄
酒
な
ど
御
馳
走
に
な
つ
た
り
し
た
。
山
小
屋
の
憾
の
人
は
、
都
含
の
者
が
想
像
す
る
事

も
出
木
緻
位
、
痛
快
な
贅
澤
な
も
の
で
あ
つ
た
。
長
さ

一
間
位
な
本
は
普
通
だ
。
中
に
は
二
間
餘
り
も
あ
る
大
き
な
木

も
、
そ
の
ま
ゝ
燒
に
寝
か
し
て
焚
く
の
で
あ
る
。
木
は
そ
の
厚
い
皮
を
ピ
チ
バ
チ
云
は
せ
て
燃
え
上
る
。
面
白
く
見
て

ゐ
る
と
、

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山
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行 螢 月 七 年 九 正 大

○
黒
部
の
秋
　
　
磨
瀬

『
全
く

の
浮
３
世
離
れ
た
奥
山
住
ひ
で
、　
一
年
中
人
ツ
子

一
人
訪
ね
て
木
る
な
ん
て
云
ふ
乙
と
は
あ
う
ま
せ
ん
で

ね
。』

と
、
橋
本
さ
ん
は
話
し
か
け
ら
れ
た
。

『
賞
に
面
白
い
ぢ
や
あ
う
ま
せ
ん
か
。
鹿
の
鳴
く
聾
で
音
を
思
ひ
出
し
た
ら
、
な
ほ
風
流
で
は
あ
う
ま
せ
ん
か
。』

『
い
え
、
ウ
ン
ザ
ソ
し
ま
す
よ
０
初
め
て
入
ら
し
つ
た
方
は
面
白
く
も
思
は
れ
る
で
せ
う
け
れ
ど
も
、
此
庭
に

一
月
な

う
二
月
な
り
居
な
け
れ
ば
な
ら
緻
と
な
る
と
、
や
り
さ
れ
ま
せ
ん
ね
。
毎
日
同
じ
事
を
し
て
ゐ
る
と
、
退
屈
す
る
の

で
す
。
新
聞
や
雑
誌
を
持
つ
て
家
て
も
讀
ん
で
し
ま

へ
ば
、
そ
れ
つ
き
う
で
す
か
ら
ね
ｏ
だ
か
ら
か
う
訪
ね
て
家
て

下
さ
る
方
が
あ
る
と
、
非
常
に
嬉
し
い
の
で
す
。』

何
と
熱
烈
な
歎
迎
の
鮮
で
あ
ら
う
ｏ
自
分
は
是
ほ
ど
嬉
し
い
歎
迎
を
受
け
た
事
が
な
い
。

『
療
に
障
つ
た
ど
て
、
プ
イ
と
隣
う
の
家
へ
行
く
っ
て
い
課
に
も
行
き
曖
せ
ん
し
、
米
が
無
く
な
つ
た
か
ら
と
て
直
ぐ

米
屋
に
持
つ
て
木
さ
す
課
に
も
行
か
な
い
の
で
す
。』

山
小
屋
の
火
に
顔
を
ほ
て
ら
し
な
が
ら
、
夜
十

一
時
頃
我
で
、
色
々
な
話
を
し
た
う
、
具
珈
な
山
の
生
活
を
聞
い
た
う

し
た
。

〓

ヽ

カ

シ
薙

深
層

谷

朝
は
流
石
に
寒
む
か
つ
た
。
木
の
枕
は
頭
が
痛
か
つ
た
。
ア
セ
チ
ソ
ン
瓦
斯
の
光
に
照
さ
れ
て
眠
つ
た
吾
々
は
、
工

夫
達
が
起
き
上
つ
た
時
、　
一
緒
に
起
き
た
。
下
の
河
原
へ
楊
子
を
く
は
へ
て
降
多
て
、
冷
た
い
水
で
顔
と
洗
つ
た
。

工
夫
達
が
道
具
を
持
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
穴
へ
出
掛
け
る
時
、
吾
々
は
橋
本
さ
ん
の
好
意
で
佛
茶
屋
の
芳
次
郎
さ
ん
の

せ
が
れ

枠
の
、
今
年
十
六
に
な
る
一
少
年
に
案
内
さ
れ
て
宮
林
の
山
を
登
つ
た
。
金
澤
に
は
餘
う
紅
葉
も
見
え
な
い
十
月
十
日

に
乙
の
黒
薙
川
の
奥
は
紅
葉
が
過
ぎ
て
ゐ
た
。
葉
の
落
ち
蓋
し
た
樹
々
は
、
各
の
戒
律
の
や
う
に
所
々
立
つ
て
ゐ
た
。

四
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大
部
峻
し
い
山
を
体
み
休
み
登
つ
て
行
く
と
、
石
楠
の
叢
林
に
家
た
。
自
分
は
、
ま
だ
乙
ん
な
澤
山
の
石
楠
が
、
乙
ん

な
に
大
き
く
な
つ
て
ゐ
る
所
を
見
た
事
が
な
い
。
　
ス
テ
ッ
キ
に
な
る
や
う
な
の
が
澤
山
あ
る
。
自
分
達
は
あ
れ
や
こ
れ

や
と
探
し
て
、
案
内
に
家
た
少
年
の
鍵
で
二
三
本
形
の
い
ゝ
の
を
切
つ
た
。
其
の
内

一
番
太
い
の
は
、
金
澤
へ
婦
つ
て

か
ら
、
持
つ
て
見
る
と
、
大
殺
棒
な
ど
よ
う
も
太
い
も
の
で
あ
つ
た
。
然
し
乙
の
大
い
石
楠
の
ス
テ
ッ
キ
で
、
敷
石
を

叩
く
時
の
音
は
カ
チ
ー
ン
と
い
ふ
い
ゝ
詈
だ
り
是
が
黒
部
の
音
だ
と
友
達
に
誇
つ
て
ゐ
る
。

黒
薙
川
は
大
き
く
／
１
プ
し
て
ゐ
る
の
で
，
こ
の
山
を
越
え
る
と
再
び
河
原
へ
出
た
。
そ
の
山
を
越
え
な
け
れ
ば
、

到
底
こ
の
河
原
に
出
ら
れ
な
い
の
だ
。
そ
れ
程
恐
ろ
し
い
断
崖
に
な
つ
て
、
こ
の
川
は
山
の
間
を
ぐ
る
う
と
彎
曲
し
て

流
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

吾
々
は
此
の
河
原
で
幾
時
間
も
休
ん
だ
。
そ
し
て
少
年
が
持
つ
て
家
た
釣
針
で
岩
魚
を
釣
つ
た
う
し
て
遊
ん
だ
。
吾

を
は
岩
魚
を
釣
う
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
奥
の
方
へ
進
ん
で
カ
シ
薙
深
層
谷
ま
で
行
つ
だ
。
途
中
の
岩
壁
を
横
に
這
つ
て

行
く
所
な
ど
は
、
篤
具
に
で
も
撮
つ
て
ヽ
き
た
か
つ
た
。

一
時
年
頃
元
の
所
へ
戻
つ
て
来
て
、
火
を
焚
い
て
飯
を
食
つ
た
。
釣
つ
た
二
匹
の
岩
魚
を
木
の
枝
に
ぶ
ら，
下
げ
て
、

朝
越
え
た
山
を
再
び
越
え
た
。
紅
葉
の
す
が
れ
よ
！
何
と
い
ふ
眺
め
だ
ら

，
！
胸
が
か
き
む
し
ら
れ
る
や
う
だ
。
葉
の
落

ち
蓋
し
た
樹
で
あ
る
が
、
ガ
サ
ゴ
ソ
登
つ
て
行
く
時
、
人
の
顔
が
赤
く
照
う
映
え
る
紅
葉
も
あ
る
。
登
う
き
つ
た
時
、

猫
又
や
清
水
の
山
々
が
見
え
た
。
途
中
に
置
い
て
行
つ
た
石
楠
の
ス
テ
ッ
キ
を
大
事
さ
う
に
か
ゝ
へ
て
、崚
し
い
下
多
を

降
う
て
小
屋
に
帰
つ
た
。

夕
暮
近
か
つ
た
の
で
工
夫
達
も
ぼ
つ
ぼ
つ
帰
つ
て
来
た
。

そ
し
て
自
分
達
が
不
馴
れ
の
手
つ
き
で
、
石
楠
の
ス
テ
ッ

キ
を
銘
で
切
っ
て
ゐ
る
の
を
手
樽
つ
て
く
れ
た
。

芳
次
郎
さ
ん
も
荷

物
の
上

に
鐵
砲
を
横
に
か
つ
い
で
婦
つ
て
家

＞」Ｏ

↓
ノ

タ
食
後
吾
々
は
ス
テ
ッ
キ
の
製
造
に
大
部
時
間
を
費
し
た
。
痛
快
に
燃
え
よ
る
山
小
屋
の
人
の
中
へ
、
石
楠
と
突
つ
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廣
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込
ん
で
は
、
其
の
燒
け
具
合
を
見
た
。

『
あ
な
た
方
は
山
に
エ
ラ
イ
楽
み
が
あ
う
０
へす
ね
」

と
、
芳
次
郎
さ
ん
が
云
つ
た
。

『
タ
ン
ト
の
お
金
を
使
っ
て
、
加
賀
の
金
澤
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
乙
ん
な
山
奥
唆
で
木
ら
れ
る
て
あ
、
よ
っ
程
山
が
お
好
き

な
の
で
あ
う
ま
す
ち
や
』

す
る
と
横
か
ら

一
人
の
工
夫
が
こ
ん
な
意
味
の
事
を
云
つ
た
ｏ
金
澤
に
は
日
本
三
大
公
園
の

一
つ
の
条
六
公
園
が
あ

る
。
そ
の
美
し
い
公
園
に
倦
き
て
黒
部
へ
家
る
と
い
ふ
の
は
、
丁
度
絶
世
の
美
人
を
妻
君
に
し
て
置
い
て
、
道
業
す
る

や
う
な
も
の
だ
と
。

自
分
は
只
笑
つ
て
わ
た
。

其
の
晩
は
、
芳
次
郎
さ
ん
か
ら
黒
部
の
地
理
を
色
々
と
詳
し
く
聞
い
た
。
元
末
が
猟
師
で
、
夏
に
は
仲
語
（
山
案
内
）

に
な
つ
て
山
を
歩
く
の
だ
か
ら
、針
ノ
木
以
北
、
特
に
黒
部
の
地
理
は
非
常
に
詳
し
い
も
の
だ
ｏ
助
七
さ
ん
が
五
十
五
の

老
年
期
に
は
入
っ
て
、
精
碩
勢
が
見
え
る
今
で
は
、
費
際
の
所
乙
の
芳
次
郎
さ
ん
が
、
北
ア
／
プ
ス
の
黒
部
附
近
の
案

内
者
と
し
て
は
階

一
の
も
の
で
あ
ら
う
。

自
分
達
は
笙
日
金
津
へ
婦
る
か
、
そ
れ
と
も
小
川
温
泉

へ
行
つ
て
、
も
う

一
日
延
ば
す
か
と
い
人
問
題
で
し
ば
ら
く

迷
っ
た
。
も
う
技

へ
二
度
と
家
る
事
が
出
来
る
か
ど
う
か
疑
間
で
あ
る
と
思
ム
と
、
こ
の
絶
好
の
機
含
を
利
用
し
て
行

っ
て
見
た
い
と
い
ふ
氣
が
む
ら
む
ら
と
起
る
。
が
金
澤
を
出
て
か
ら
大
部
長
く
な
る
。
と
も
し
た
ら
學
校
で
心
配
し
て

ゐ
る
か
も
し
れ
ん
、
と
い
ふ
微
か
な
豫
威
も
す
る
。
田
島
君
は
小
川
温
泉
へ
行
か
う
と
初
め
云
つ
た
。
玉
木
君
は
餘
う

永
く
な
る
か
ら
蹄
ら
う
と
云
っ
た
。
そ
し
て
自
分
は
其
の
婦
る
方
に
賛
成
し
た
。

一
三
、
一晋
耐
鍍
山
‐―
三
日
市
―
金
澤

四
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今
日
は
金
澤
へ
蹄
る
の
か
と
思
ス
と
、
叉
別
の
緊
張
を
威
じ
た
。
た
つ
た

一
日
で
、
こ
の
太
古
の
世
界
か
ら
現
代
の

都
含

へ
達
す
る
事
が
出
来
る
と
い
ふ
事
が
、
妙
な
謎
の
や
う
な
氣
が
し
た
り

朝
起
き
る
と
直
ぐ
昨
夜
の
石
楠
の
ス
テ
ッ
キ
蛯
一細
邊
に
持
つ
て
行
つ
て
砂
で
磨
い
た
。
皆
と

一
緒
に
朝
飯
を
す
ま
す

と
。
工
夫
達
は
そ
れ
そ
れ
仕
度
を
し
出
し
た
。
輔
の
所

へ
行
つ
て
金
物
を
赤
く
し
て
は
カ
チ
ン
カ
チ
ン
と
道
具
を
な
ほ

し
て
わ
た
。

自
分
達
は
八
時
頃
小
屋
を
辞
し
た
。
愛
本
の
自
働
車
を
利
用
し
て
出
来
る
丈
け
早
く
金
澤
に
着
く
や
う
に
と
、
吾
々

は
急
い
で
歩
い
た
。

一
昨
日
は
猿
ケ
番
場
の
上
の
道
を
通
つ
た
が
、
今
日
は
下
を
通
っ
た
。
雨
岸
が
く
つ
つ
き
相
に
狭

く
な
つ
て
い
ン
グ
●
オ

ヴ
ア
し
て
わ
る
の
だ
ｃ
そ
の
断
崖
の
具
下
の
所
に
梯
子
が
造
ら
へ
て
あ
つ
た
。
吾
々
が
そ
の
丸

木
の
梯
子
を
降
う
る
と
、
水
の
中
に
材
本
が
浮
か
せ
て
あ
る
。
そ
の
上
を
渡
る
の
で
あ
る
。
材
本
は
流
失
し
な
い
や
う

に
針
金
で
岩
に
く
つ
つ
け
て
あ
る
。

是
が
若
し
黒
部
で
無
く
し
て
他
所
に
あ
る
の
で
あ
つ
た
ら
、
そ
れ
は
非
常
な
呼
び
物
と
な
つ
た
で
あ
ら
う
ｏ
あ
の
案

外
つ
曖
ら
な
い
耶
馬
漢
が
、
誇
張
し
た
山
陽
の
文
筆
に
よ
つ
て
有
名
に
な
つ
た
様
に
。
自
分
は
、
此
の
猿
ケ
番
場
は
猿

飛
に
次
い
で
痛
快
な
所
だ
と
思
つ
た
。

二
見
、
黒
薙
の
温
泉
も
素
通
う
に
し
て
、
吾
々
は
ど
ん
ど
ん
急
い
だ
。
滋
味
に
富
む
御
馳
走
を
う
ん
と
食
は
さ
れ
た

後
の
や
う
に
、
ユ
ニ
ー
タ
の
黒
部
の
奥
の
景
を
眺
め
て
来
た
者
の
眼
に
は
、帽
子
を
振
上
げ
、飛
び
上
つ
て
喜
ぶ
や
う
な

刺
戦
の
張
い
所
は
無
く
な
つ
て
ゐ
た
。
『
蹄
う
に
は

つ
哉
ら
な
く
な
る
相
だ
』
と
「
自
分
も
年
信
学
疑
で
云
つ
て
通
つ

た
所
も
、
成
程
不
几
に
な
う
つ
ゝ
あ
つ
た
ｃ
天
才
書
家
の
展
覧
含
を
見
る
や
う
だ
と
激
賞
し
て
通
つ
た
敷
日
前
の
自
分

は
、
如
何
に
程
度
低
く
天
才
を
評
債
じ
や
う
と
し
た
か
。
本
営
の
大
自
然
の
天
才
に
面
接
し
た
時
、
自
分
は
何
と
も
云

ふ
事
が
出
来
な
か
つ
た
で
は
な
い
か
。
只
あ
ヽ
と
云
っ
て
、
涙
ぐ
ま
し
い
よ
ろ
乙
び
に
充
ち
た
丈
け
で
あ
つ
た
で
は
な

い
か
。
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自
分
達
が
愛
本
温
泉
に
着
い
た
時
は
ま
だ
十
二
時
前
だ
つ
た
。
二
時
の
自
動
車
で
直
ぐ
三
日
市
へ
行
つ
て
夕
方
五
時

頃
に
は
金
澤
へ
着
く
豫
定
で
急
い
だ
。
愛
本

へ
着
い
た
の
は
、
丁
度
豫
定
の
時
間
で
あ
つ
た
。
が
不
幸
に
し
て
自
動
車

は
貸
切
に
な
つ
て
ゐ
て
、
乗
れ
な
か
つ
た
。
そ
れ
て
三
時
過
ぎ
の
自
動
車
に
乗
つ
て
、
丁
度
雨
が
降
う
出
し
て
寒
く
な

つ
た
所
を
三
日
市
ま
で

一
走
う
に
走
う
着

い
た
。

十
月
二
十

一
日
の
午
後
八
時
過
ぎ
、
吾
々
は
意
氣
揚
々
と
し
て
、
金
澤
瞬
に
下
り
立
つ
た
。
電
車
の
中
で
見
た
美
人

な
ど
も
、
妙
に
ふ
や
け
た
生
氣
の
な
い
も
の
に
見
え
た
。

自
分
は
豫
定
よ
う
も
、
ず
う
と
日
数
が
延
び
た
か
ら
、
と
も
す
る
と
學
校
で
心
配
し
て
は
ゐ
は
し
な
い
だ
ら
う
か
、

と
い
ふ
考
が
浮
か
ん
で
わ
た
。
そ
れ
で
下
宿

へ
蹄
る
前
に
、
學
校

へ
行
つ
で
見
た
ら
、
果
し
て
大
騒
ぎ
が
起
う
和
め
て

ゐ
た
。

自
分
は
そ
れ
か
ら
生
徒
監
相
良
先
生
の
所
へ
行
つ
た
。
奈
良
ケ
嶽
で
吾
々
の
先
輩
二
人
が
、
行
方
不
明
に
な
つ
て
か

ら
、
丁
度
十
年
目
だ
相
だ
。
而
か
も
十
年
前
の
丁
度
今
頃
だ
つ
た
相
だ
。
自
分
が
五
日
も
蹄
ら
な
か
つ
た
の
で

『
色
々

の
場
合
を
想
像
し
て
見
た
が
、
堪

へ
ら
れ
な
く
な
つ
て
、
父
兄
へ
「
蹄
う
は
せ
緻
か
」
と
電
報
を
打
つ
た
。」
と
云
は
れ

た
。
自
分
は
悪
る
い
事
を
し
た
と
思
つ
た
。
そ
の
後
二
三
日
た
つ
て
、　
一
部
會
の
席
上
で
自
分
は

一
部
に
封
す
る
希
望

や
ら
何
や
ら
を
し
や
べ
つ
た
後
、黒
部
の
事
を
話
し
て
壇
を
下
つ
た
。
す
る
と
溝
淵
校
長
が
壇
に
立
た
ゝ
れ

て
、「
廣
瀬

君
は

一
向
そ
れ
程
に
も
思
つ
て
ゐ
な
い
様
だ
が
、
賃
は
學
校
で
は
非
常
に
心
配
し
た
の
で
あ
つ
た
り
若
し
も
う

一
日
掃

う
が
お
く
れ
た
ら
、
捜
索
除
を
出
し
た
か
も
知
れ
ん
。」
と
云
は
れ
た
後
、是
が
例
に
な
つ
て
、
學
校
を
休
ん
で
旅
行
す

る
な
ど
ヽ
い
ふ
事
が

一
枚
の
風
に
な
ら
緻
や
う
に
皆
に
戒
め
ら
れ
た
ｏ

一
四
、
結

　

末

『
黒
部
の
秋
』
の
稿
を
結
ぶ
に
営
つ
て
、
是
非
書
か
ね
ば
な
ら
漁
重
要
な
事
が
あ
る
の
此
の
谷
に
水
力
電
気
の
會
祀
が
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建
た
う
と
し
て
ゐ
る
事
が
第

一
の
そ
れ
だ
。

鷲
物
岳
に
平
和
な
産
馨
を
あ
げ
た
黒
部
川
は
、
五
色
ケ
原
■
雲
手
の
天
國
の
雪
の
滴
り
を
集
め
て
、
だ
ん
ノ
ヽ
深
い

山
懐
か
負
奥
廊
下
の
急
崚
な
制
壁
の
間
に
進
む
に
つ
れ
て
、
奔
放
の
勢
を
遥
し
て
来
る
。
そ
し
て
断
崖
が
絶
瞼
を
極
め

た
下
廊
下
に
至
多
、
三
里
の
間
に

一
千
尺
以
上

の
落
差
を
示
し
て
、
激
流
奔
逸
、
人
跡
未
到
の
耐
秘
境
を
な
し

て
ゐ

る
。
三
共
に
下
流
の
権
利
を
占
め
ら
れ
た
古
河
は
、
こ
の
多
く
の
人
が
駄
目
だ
と
見
込
ん
で
放
棄
し
た
上
流
ヘ
ロ
を

付
け
て
、
今
年
の
夏
も
探
険
除
を
出
し
て
水
力
電
気
の
調
査
に
着
手
し
た
が
、
ま
ん
ま
と
失
敗
し
て
し
■
つ
た
。
自
分

は
此
の
失
敗
を
痛
快
に
思
つ
た

「
そ
ん
な
に
容
易
く
、
黒
部
の
凡
て
が
露
か
れ
て
た
ま
る
も
の
か
い
！
」
と
、

一
人
で

哺
い
た
の
で
あ
る
。

吾
々
が
黒
部
に
限
う
な
い
興
味
を
起
す
の
は
、
其
の
自
然
が
大
き
く
痛
快
で
あ
る
ば
か
う
で
な
く
、
か
く
不
可
解
の

世
界
が
、
奥
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
原
始
の
ま
ゝ
几
て
が
太
古
の
貌
で
大
正
の
時
代
に
、
力
張
く
も
堂
々
と
出
現
し
て

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

自
分
は
何
時
ま
で
も
、
こ
の
黒
部
谷
に
不
可
解
の
天
地
を
保
存
し
て
置
き
た
い
。
何
時
ま
で
も
原
始
の
貌
で
経
績
さ

せ
て
置
き
た
い
。
吾
々
の
興
味
に
奥
行
が
あ
夕
、
威
覺
に
深
み
が
あ
る
篤
に
。
然
し
物
質
文
明
の
大
き
な
波
動
は
必
ず

近
い
落
家
に
は
、
此
の
幽
絶
境
に
も
及
ぶ
だ
ら
う
ｏ
既
に
今
年
の
夏
の
古
河
探
瞼
隊
が
、
黒
部
の
本
流
を
調
査
し
た
の

に
競
争
し
て
、
三
共
が
特
別
の
努
力
を
以
て
今
支
流
の
猫
又
川
の
調
査
に
着
手
し
て
ゐ
る
。
今
年
の
雪
が
降
う
積
る
ま

で
に
は
、
或
は
大
鎧
の
調
査
が
す
む
か
ヽ
知
れ
漁
。
を
し
て
来
年
あ
た
り
に
は
黒
部
に
、
電
柱
が
に
よ
き
に
よ
き
立
つ

か
も
知
れ
ｎ
。
自
分
は
そ
れ
が
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
自
分
の
勢
力
以
外
の
事
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
ｏ

第
二
は
此
庭
の
鍍
物
で
あ
る
。
専
門
家
は
此
庭
の
鍍
石
の
種
類
の
多
い
駐
か
ら
黒
部
の
谷
は
無
限
の
質
庫
で
あ
る
と

云
つ
て
ゐ
る
。
凱
に
世
に
知
ら
れ
た
も
の
に
大
黒
鍍
山
が
あ
り
、
小
黒
部
鍍
山
が
あ
る
。
自
分
達
が
訪
ね
た
詈
耐
鍍
山

が
あ
る
。
尤
も
軌
れ
も
小
規
模
の
も
の
で
、
小
黒
部
鍍
山
の
如
き
は
今
は
康
鍍
同
様
で
あ
う
、
其
他
も
落
来
の
大
螢
展
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Ｏ
高
庭
の
氣
象
現
象
に
就
て
　
　
藤
原

は
疑
間
で
あ
る
が
、
然
し
試
堀
中
の
も
の
が
数
多
あ
る
と
い
ふ
。
電
気
含
祗
が
創
設
さ
れ
、
鍍
山
が
開
け
て
行
け
ば
、

自
然
と
此
の
黒
部
も
俗
化
し
て
木
る
。
俗
化
す
れ
ば
便
利
に
な
る
か
も
知
れ
緻
。
が
そ
れ
だ
け
債
値
は
下
が
る
の
だ
。

だ
か
ら
黒
部
へ
行
く
人
は
早
く
行
つ
た
方
が
い
ゝ
。

一
年
で
も

一
ヶ
月
で
も
早
い
丈
い
ゝ
。

夏
の
碧
室
に
高
く
冴
え
て
輝
く
雪
の
光
や
、
千
古
の
森
に
漂
ふ
不
思
議
の
香
う
に
憬
れ
て
、
叉
秋
の
蒼
省
に
絶
大
な

花
輪
を
美
し
く
捧
げ
連
ね
た
や
う
な
満
山
の
紅
葉
と
、
人
の
魂
を
も
吸
ひ
込
Ｕ
や
う
な
碧
渾
の
色
を
慕
つ
て
、
ア
／
ペ

ン
ス
ト
ッ
ク
を
指
い
だ
人
や
、
鍔
の
廣
い
帽
子
ケ
・冠
つ
た
婦
人
な
ど
が
、
年
々
歳
々
幾
千
人
幾
萬
人
と
な
く
、
こ
の
黒

部
の
谷

へ
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
陸
績
と
し
て
押
懸
け
て
家
る
の
は
、
餘
ｂ
遠
い
未
家
で
は
な
か
ら
う
ｏ
そ
し
て
そ
の

崇
高
な
大
自
然
に
接
し
て
人
々
が
皆
澤
化
さ
れ
、
元
氣
づ
け
ら
れ
て
意
氣
揚
々
と
し
て
、
再
び
銘
々
の
生
活
に
勇
ま
し

く
進
む
で
あ
ら
う
。

高

虎

の

気

象

現

象

に

就

て

藤
　
原

　

険
　
干

】

気
温
　
氣
温
は
誰
も
知
る
通
り
高
く
な
る
程
冷
た
く
な
る
。
其
割
合
は
時
と
場
庭
に
よ
り
て
相
違
が
あ
る
。
大
般

に
於
て
は
海
面
上
四
千
米
位
迄
は
百
米
突
に
就
き
撮
氏
〇
・五
度
位
づ
ゝ
減
つ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、其
庭
か
ら
九
千
米

位
迄
は
次
第
に
減
る
割
合
が
増
し
て
百
米
突
に
封
し
て
約

一
度
と

云
ふ
所
謂
乾
燥
断
熱
の
透
減
卒

（Ｆ
Ｃ
お
〓
ざ
）
に

近
づ
く
。
叉
四
千
米
以
下
は
此
平
均
の
値
か
ら
の
偏
差
が
時
に
よ
つ
て
著
し
↑
、
乾
燥
断
熱
に
近
く
な
る
事
も
あ
れ
ば

又
逆
に
其
値
が
小
さ
く
な
つ
て
途
に
上
も
下
も

一
様
の
温
度
に
な
り
途
に
は
却
つ
て
上
の
方
が
温
度
が
高
く
な
る
様
の

事
さ
へ
も
起
る
。
此
場
合
は
返
減
卒
は
負
と
な
つ
た
も
の
で
、
所
謂
氣
温
逆
韓
と
名
付
け
る
現
象
で
あ
る
。

五
〇
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山
に
於
て
の
氣
温
の
下
う
具
合
も
大
艦
は
右
に
述
べ
た
様
な
も
の
で
我
筑
波
山
に
於
て
の
観
測
の
結
果
は
返
械
卒
は

百
米
に
封
し
て
〇
・六
度
と
云
ふ
事
に
な

つ
た
。

氣
温
の
逆
韓
は
各
に
於
て
主
と
し
て
起
る
Э
各
の
夜
間
は
逆
轄
が
普
通
で
あ
る
。
霜
が
低
部
に
は
降
う
て
も
高
庭
に

は
降
う
な
い
場
合
の
あ
る
の
は
此
篤
で
あ
る
。

温
度
日
憂
化
は
不
地
で
は
午
前
六
時
頃
最
低
午
後
二
時
頃
最
高
で
あ
る
が
山
に
上
る
に
従
ひ
最
高
の
起
る
時
刻
が
次

第
に
後
れ
る
。
叉
最
高
と
最
低
の
差
印
振
幅
も
次
第
に
減
る
。
佛
國
巴
里
の
エ
ッ
フ
ェ
″
塔
は
高
さ
三
百
米
で
あ
る
が
、

最
高
の
時
間
は

一
時
間
後
れ
、
振
幅
は
年
減
す
る
。
米
國
加
州
イ
ン
デ
ベ
ン
デ
ン
ス

（
一
一
九

一
米
）
で
は
振
幅
が
十

五
度
三
で
最
高
が
午
後
二
時
に
起
う
更
に
高

い
ホ
ィ
ト
ニ
ー
山
頂
（
四
四

一
〇
米
）で
は
振
幅
は
五
度
に
減
多
、
最
高
は

午
後
三
時
に
起
る
。
然
る
に
自
由
大
氣
で
は
或
高
さ
以
上
は
最
高
最
低
の
起
る
時
刻
が
逆
に
な
る
。
振
幅
は
山
と
同
様

に
減
る
、
米
國
マ
ウ
ン
ト
ウ
‥エ
ザ
ー
に
於
て
の
成
績
に
よ
れ
ば
山
上

（
五
五
三
米
）
で
は
日
中
最
高
が
起
う
日
出
少
し

前
に
最
低
が
起
る
が
、
夏
期
な
ら
ば
海
面
上
二
千
米
以
上
で
は
最
高
が
朝
の
七
時
に
現
は
れ
る
。
各
は
千
五
百
米
か
ら

己
に
此
様
な
調
子
と
な
る
。
叉
高
い
虜
で
は

一
日
二
同
の
最
高
が
起
る
。

低
氣
屋
の
中
で
は
氣
温
は

一
般
に
低
い
、
海
面
上
千
米
位
か
ら
九
千
米
位
迄
は
普
通
の
場
合
に
較
べ
て
約
五
度
低
い
。

九
粁
以
上
は
次
第
に
低
氣
屋
の
方
が
温
度
が
高
く
な
る
。
此
関
係
は
従
前
の
温
度
が
高
く
て
低
氣
屋
が
出
木
る
と
云
ふ

考
へ
を
根
本
よ
う
打
ち
壊
す
も
の
で
あ
る
。
此
冷
氣
の
篤
に
特
に
暴
風
の
際
凍
死
者
な
ど
が
出
来
易
い
事
と
思
ふ
。

〓
　
気
歴
　
氣
屋
の
減
う
方
は
次
の
式
で
表
は
さ
れ
る
。

【０帳τ＝＝】○∞ｏｃ‐・　・‐「Ⅵ周¶”村劇馴釧劇Ⅵ

此
Ｐ
と
Ｐ
ｏ
と
は
高
庭
と
低
虜
の
氣
歴
を
水
銀
の
粍
で
示
し
た
も
の
、
其
雨
虎
の
高
さ
の
差
は
ｈ
で
あ
る
。
ｔ
は
雨
所

の
平
均
温
度
、
α
は
〇
、
○
〇
三
六
六
と
云
ふ
常
数
で
あ
る
。

○
高
庭
の
気
象
現
象
に
就
て
　
　
藤
原
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○
高
庭
の
気
象
現
象
に
就
て
　
　
藤
原

氣
屋
が
低
く
な
れ
ば
人
間
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
例
へ
ば
豚
禅
敷
、
呼
吸
敷
等
が
憂
は
る
、
其
開
係
は
如
何
様
の
‘も

の

か
と
云
ふ
に
昔
か
ら
澤
山
の
研
究
が
あ
り
、
電
車
や
風
船
で
高
虎
に
昇
る
場
合
と
自
分
で
歩
い
て
上
る
場
合
と
で
差
が

あ
う
、
又
短
時
間
で
昇
つ
た
の
と
、
高
虎
及
低
庭
に
永
住
し
て
居
る
人
々
に
封
す
る
の
と
で
夫
れ
夫
れ
差
が
あ
る
。
叉

山
登
う
に
馴
れ
た
人
と
馴
れ
な
い
人
と
で
は

一
緒
に
昇
つ
て
も
其
受
け
る
影
響
に
相
違
が
あ
る
。
是
等
は
皆
夫
れ
／
ヽ

調
査
が
あ
る
が
、
人
種
で
も
差
が
あ
り
、
天
候
如
何
で
も
違
ひ
、
仲
々
根
氣
よ
く
統
計
で
も
取
る
の
で
な
く
て
は

一
定

の
値
に
到
達
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
滋
で
は
英

一
例
と
し
て
長
谷
川
氏
が
富
士
山
で
測
つ
た
も
の
を
示
せ
ば
、
氣
隧

が
須
走
で
約
六
十
八
糎
六
合
日
で
約
五
十
五
糎
、
之
に
封
し
て
呼
吸
が

一
分
二
十
四
か
ら
三
十
に
増
し
、
脈
縛
が

一
分

七
十
八
か
ら
九
十
八
に
増
し
て
居
る
。

人
間
の
昇
つ
た
最
高
の
記
録
は
べ
″
ソ
ン
及

ジ
ュ
ー
ソ
ン
グ
の
雨
入
が
風
船
で

一
九
〇

一
年
に

一
〇
八
〇
〇
米
迄
上

昇
し
た
の
で
あ
る
、
此
時
に
も
及
其
前
同
上
昇
の
時
に
も
、
九
千
米
邊
か
ら
は
非
常
の
困
難
で
酸
素
吸
入
を
し
た
に
も

拘
は
ら
ず
人
事
不
省
と
な
つ
た
。

山
酢
い
は
通
常
五
千
米
か
ら
運
動
で
も
す
れ
ば
四
千
米
位
か
ら
も
起
る
。
八
千
六
百
米
に
於
て
は
既
に
生
命
危
険
を

件
ふ
。

三
　
風
　
風
は
同
じ
氣
流
に
属
す
る
限
う
は
高
く
な
る
程
張
さ
を
増
す
。
地
物
の
影
響
の
な
い
上
塞
で
は
所
調
流
量
不

憂
の
方
則
が
な
う
立
つ
、
換
言
す
れ
ば
風
速
は
密
度
に
逆
比
例
す
る
。
下
層
で
は
プ
ラ
ト
ケ
の
式

Ｊ
「　
・＝
＝
　
ド
ｏＮ
　
革
‐　
ド
・『
Ｏ
Ｆ
？
ｃ減
Ｑ
　
ヽ

が
極
め
て
最
近
の
式
で
あ
る
。
平
地
で
は
大
艦
圭
二間
に
風
が
張
く
夜
は
比
較
的
蒻
い
。
山
上
で
は
逆
に
夜
に
な
る
と
張

く
な
る
。
又
風
の
方
向
は
高
庭
程
右
に
ソ
ン
／
。
日
本
附
近
の
緯
度
で
は
二
三
千
米
か
ら
上
層
に
は
常
に
大
循
環
に
属

す
る
西
風
が
吹
い
て
居
る
。
大
き
な
随
風
で
も
あ
る
と
時
々
東
方
に
憂
は
る
。
叉
赤
道
附
近
で
は
大
き
な
東
風
が
不
断

に
吹
い
て
居
る
。
低
氣
歴
随
風
の
際
山
上
は
特
に
荒
れ
る
。
生
命
の
危
険
を
件
ふ
事
は
人
の
知
る
虎
で
あ
る
。

三
二
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四
　
雨
　
雨
は
高
い
虎
程
張
く
多
く
降
る
。
併
し
高
山
の
頂
上
は
却
つ
て
少
い
。
八
合
目
の
邊
に
降
雨
最
多
の
庭
が
あ

る
。

五
　
雲
と
霧
　
山
の
霧
は
非
常
に
濃
く
な
る
事
が
あ
る
。
海
で
船
が
自
由
に
航
海
の
出
来
な
い
様
な
濃
霧
で
も
山
の
霧

に
比
べ
る
と
ま
る
で
封
手
に
な
ら
な
い
程
薄
い
も
の
で
あ
る
。
海
上
で
は
百
米
向
ス
の
地
物
が
見
え
な
く
な
る
の
は
可

也
の
濃
霧
で
あ
る
が
、
山
で
は
三
四
尺
の
向
ふ
が
見
え
な
く
な
る
事
が
あ
る
。
此
相
違
は
何
に
依
つ
て
起
る
か
と
云
ふ

に
山
の
霧
は
上
昇
氣
流
で
起
り
、
海
の
霧
は
冷
た
い
海
水
面
上
に
曖
氣
流
が
家
て
冷
え
る
篤
に
起
る
の
で
あ
る
か
ら
前

者
は
水
滴
の
疑
結
が
盛
で
後
者
で
は
夫
れ
程
で
な
い
篤
で
あ
る
。

山
で
濃
霧
の
篤
に
途
を
失
ふ
て
俄
死
す
る
と
云
ふ
様
な
事
が
往
々
あ
る
が
、
自
分
等
も
時
々
霧
に
窓
か
れ
た
経
験
が

あ
る
、
前
に
行
く
同
行
者
の
笠
が
竿
分
し
か
見
え
な
い
様
な
事
が
あ
る
、
少
し
離
れ
る
と
必
ず
馨
を
か
け
合
ふ
て
居
な

い
と
は
ぐ
れ
て
し
ま
う
。
近
頃
は
登
山
者
は
き
つ
と
磁
石
を
持
つ
て
居
る
か
ら
方
角
の
解
ら
な
く
な
る
様
な
事
は
あ
る

ま
い
が
、
山
間
の
住
民
は
霧
に
な
か
れ
た
な
ら
草
の
菫
の
色
を
見
て
黒
い
方
が
南
．
白
い
方
が
北
を
示
す
と
云
ふ
事
責

を
知
つ
て
居
る
。
火
山
地
方
で
磁
石
の
狂
る
ふ
た
場
合
な
ど
に
は
現
今
で
も
此
方
法
が
有
力
で
あ
ら
う
。

雲
の
中
で
山
と
特
に
関
係
の
あ
る
の
は
先
づ
第

一
に
山
の
横
雲
で
あ
ら

，
。
此
雲
は
天
氣
の
悪
る
く
な
る
前
又
は
天

氣
の
よ
く
な
う
ぎ
は
に
山
の
横
に
帯
の
様
に
か
ゝ
る
、
又
秋
か
ら
各
に
な
る
と
朝
な
朝
な
天
氣
の
良
い
時
に
も
か
ゝ
る
。

學
術
的
に
は
此
雲
を
層
雲
と
云
ふ
、
天
氣
の
悪
る
い
の
に
開
係
の
あ
る
場
合
の
横
雲
は
此
雲
の
上
と
下
と
で
基
氣
の
温

度
に
相
違
が
あ
夕
、
冷
た
い
方
の
層
の
影
響
で
曖
か
い
方
の
居
の
水
蒸
氣
が
凝
結
し
て
雲
と
な
る
も
の
で
、
氣
界
の
箱

混
乱
し
て
居
る
の
を
示
す
。
叉
天
氣
の
良
い
時
に
起
る
も
の
は
主
と
し
て
夜
間
の
放
冷
の
篤
に
起
る
の
で
あ
る
。
古
語

に
は
是
等
を
遠
山
か
つ
ら
島
山
か
つ
ら
等
と
呼
び
な
し
た
相
で
あ
る
。

次
に
は
積
雲
が
著
し
い
。
豊
間
谷
風
と
な
つ
て
上
昇
す
る
氣
流
中
に
は
自
然
雲
を
生
ず
る
。
遠
く
是
を
望
め
ば
綿
が

山
頂
を
包
ん
だ
様
な
Ｕ
く
ノ
ヽ
と
し
た
状
況
を
呈
す
る
。
山
上
で
是
を
見
れ
ば
最
初
は
岩
角
や
谷
問
か
ら
湧
き
起
る
雲

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山
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Ｏ
高
慮
の
気
象
現
象
に
就
て
　
　
藤
原

霧
で
あ
る
が
、
（朝
凡
そ
時
刻
が
き
ま
つ
て
居
る
。
山
に
馴
れ
た
者
は
夫
れ
を
知
つ
て
居
る
。
行
者
が
霧
を
起
す

と
云

ス
の
も
時
刻
を
計
つ
て
所
る
具
似
を
す
る
の
で
山
岳
の
初
心
者
等
に
封
す
る
示
威
と
し
て
は
充
分
で
あ
ら
う
）
午
後
に

な
る
と
濠
々
と
し
て
周
回
″
取
り
な
く
霧
と
な
る
。
此
篤
に
登
山
者
が
多
く
は
限
界
を
遮
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
著
し
い
の
は
笠
雲
で

あ

る
。
此
雲
は
水
不
な
氣
流
が
山
に
會
し

て
幾
分
押
し
上
多
、
山
を
越
す
と
幾
分
叉
下

，
、
時
に
は
恰
か
も
浅
瀬
の
漣
波
が
小
石
の
様
な
地
物
で
起
る
と
同
様
に
山
か
ら
風
下
に
二
三
の
波
形
を
生
ず
る
。
此

際
此
水
平
氣
流
の
上
方
に
別
の
氣
層
が
あ

れ
ば
此
氣
層
の
底
面
は
山
を
越
す
氣
流
の
篤
に
山
の
形
に
押
し
上

げ
ら
れ

る
。
其
篤
に
此
上
つ
た
部
分
に
雲
を
生
ず
る
の
で
、
其
雲
た
る
や
特
長
と

し

て
上
面
が
滑
か
で
、
笠
と
か
ン
ン
ズ
と

か
、
海
月
と
か
で
形
容
せ
ら
れ
る
様
な
形
を
し
て
居
る
。
此
笠
雲
は
氣
流
の
憂
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
昔
し
か
ら

農
漁
等
の
人
々
に
よ
う
て
注
意
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

雲
の
海
は
風
船
な
ど
か
ら
見
た
場
合
に
は
、
種
．々

の‐
層
状
雲
を
上
面
か
ら
見
れ
ば
毎
も
雲
の
海
の
観
を
呈
す
る
が
、

山
は
普
通
大
し
て
高
く
な
い
篤
に
山
上
で
見
得
る
．雲
の
．海
は
大
概
は
前
述
の
居
雲
の
上
面
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
雲
の

海
は
名
の
様
に
雲
が
海
の
様
な
有
様
を
呈
し
、
大
波
小
波
が
あ
り
、
特
に
庭
々
高
峯
が
雲
の
海
を
貫
い
て
居
る
場
合
に

は
夫
れ
が
島
で
あ
る
か
の
様
に
見
え
甚
壮
大
の
観
を
興
へ
る
事
は
山
岳
含
員
の
沿
ね
く
知
る
庭
と
思
ふ
、
此
雲
海
の
中

と
外
と
で
は
氣
温
に
逆
韓
の
あ
る
の
を
普
通
と
す
る
じ

六
　
光
象
　
イ
下
た
日
　
是
れ
は
氷
う
の
雲
が
下
方
に
あ
る
時
に
日
が
其
雲
に
映
つ
て
見
え
る

の
で
、
下
の
方
に
見

′Ｉ
、
ｔ
た
び

え
る
か
ら
俄
に
下
日
と
云
ふ
と
云
ス
た
の
で
あ
る
。
山
で
見
え
る
事
は
稀
で
あ
る
。

口
風
船
の
陰
映
　
風
船
の
陰
映
が
、
下
方
の
需
に
映
じ
て
前
方
に
頂
鮎
が
あ
り
向
ふ

へ
横
が

つ
た

三
角
形
に
見
え

る
。
此
理
由
は
餘
う
明
瞭
に
は
■
だ
解
ら
な
い
。

‘′、
プ
ロ
ッ
ケ
ン
の
ち
化
　
山
上
か
ら
見
る
と
人
物
の
影
が
雲
に
映
つ
て
大
き
な
化
者
の
様
に
見
え
る
事
が
あ
る
と
云

ふ
。
此
理
由
も
ま
だ
充
分
明
で
な

い
か
ら
御
覧
に
な
つ
た
方
は
ど
う
ぞ
其
時
の
状
況
を
細
大
洩
さ
ず
其
場
で
御
記
し
あ

五
四

(:3281)



続 三 第 年 四 十 第 岳 山

つ
て
御
螢
表
を
願
ひ
た
い
。

二＞
御
家
迎
（
ご
ら
い
え
う
）
　

光
環
哉
ば
ゆ
き
中
に
人
物
が
見
え
る
の
で
、
佛
の
御
迎
と
も
考
へ
又
は
臨
終
の
時
極

業

へ
行
く
相
だ
と
も
構

へ
叉
プ
ロ
ッ
ケ
ン
山
で
は
矢
張
り
も
化
け
の
仲
間
に
入
れ
て
あ
る
。
此
現
象
は
霧
滴
の
篤
に
大

陽
光
線
が
廻
折
作
用
を
受
け
て
反
射
し
家
る
も
の
で
、
自
分
の
影
法
師
の
ま
は
り
に
の
み
見
え
る
。
鮮
な
色
合
を
持
ち

青
が
中
赤
が
外
で
あ
る
ｃ
二
舌
又
は
三
重
に
見
え
る
畢
も
あ
る
。
此
現
象
と
親
類
な
の
は
太
陽
の
周
う
に
年
征
二
三
度

の
環
と
し
て
見
え
る
光
環
で
あ
る
。
此
光
環
は
氷
品
の
雲
に
も
見
え
る
や
否
や
が
近
木
少
し
く
問
題
に
登
つ
た
ｃ
も
し

氷
晶
雲
（
又
は
霧
）に
現
は
れ
た
光
環
又
は
御
家
迎
を
御
観
測
の
方
が
あ
つ
た
ら
成
る
可
く
詳
し
い
記
事
を
添
へ
て
御
知

ら
せ
を
願
へ
れ
ば
好
都
合
で
あ
る
。

ホ＞
蜃
氣
模
的
現
象
　
此
現
象
の
中
に
は
遠
近
の
疑
と
云
つ
て
遠
い
虎
が
近
く
見
え
る
事
又
は
近
い
庭
が
遠
く
見
え
る

事
な
ど
が
あ
る
。
敷
里
の
外
に
あ
る
も
の
が
手
に
取
る
如
く
に
見
え
る
事
が
あ
る
と
云
ふ
。
叉
憂
相
と
云
ふ
て
長
い
も

の
が
短
か
く
見
え
た
り
細
い
も
の
が
太
く
見
え
た
０
す
る
事
も
あ
る
。
飛
騨
の
山
中
に
は
日
の
営
う
工
合
か
ら
此
様
に

見
え
る
谷
間
が
あ
る
と
云
ふ
。
叉
怪
光
と
云
ム
の
は
夜
憂
な
光
う
の
見
え
る
事
で
あ
る
。
例
へ
ば

一
の
光
う
の
上
に

一

直
線
に
無
数
の
光
り
が
見
え
た
り
な
ど
す
る
。
此
等
は
皆
多
く
山
地
で
見
ら
れ
る
蜃
氣
模
的
現
象
で
あ
る
。
叉
日
月
が

出
浅
の
際
に
構
形
し
て
見
え
る
の
も

一
種
の
蜃
氣
模
的
現
象
で
山
で
は
殊
に
見
え
易
い
Э

其
他
山
上
で
は
室
の
色
が
濃
く
朝
夕
燒
も
鮮
で
あ
る
是
は
山
で
は
塵
埃
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
塵
埃
は
朝
夕
燒
な

ど
の
色
を
悪
る
く
す
る
。

ｔ
　
電
気
現
象
　
山
で
は
落
雷
は
特
に
多
く
叉
激
し
い
事
も
あ
る
。
山
の
電
話
線
を
樽
つ
て
落
雷
が
岩
室
や
人
家
に
入

り
害
を
し
た
事
が
あ
る
。
今
年
四
月
二
十
二
日
筑
渡
山
頂
の
落
雷
は
可
也
劇
し
い
も
の
で
あ
つ
た
、
数
ヶ
虎
地
を
掘
起

し
た
り
、
持
ち
上
げ
た
う
鐵
線
電
線
を
溶
か
し
た
り
燃
や
し
た
う
し
、
建
物
が
ら
は
盛
に
工
／
モ
火
を
獲
し
た
。
落
雷

は
前
後
三
同
起
つ
た
が
、五
亭
か
ら
見
て
居
る
と
火
の
王
が
電
線
に
浩
ふ
て
敷
個
頂
上
か
ら
下
る
の
が
見
え
た
と
云
ふ
。

○
高
進
の
気
象
現
象
に
就
て
　
　
藤
原

二
五
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○
高
庭
の
気
象
現
象
に
軌
て
　
　
藤
原

山
上
で
雷
に
含
ふ
た
な
ら
ば
打
た
れ
緻
様
注
意
す
る
が
肝
心
で
あ
る
。

八
　
一霧
氷
　
霧
氷
は
各
期
山
上
の
二
偉
槻
た
る
を
失
は
ｎ
。
九
州
で
は
花
ボ
”
と
云
ひ
。
四
國
で
は
吹
き
つ
け
ど
云
ふ
。

伊
吹
で
は
電
話
線
を

一
と
各
の
間
に
す
つ
か
ら
切
断
さ
れ
た
。
何
し
ろ

一
尺
か
ら
氷
が
つ
く
の
で
迪
も
た
ま
る
も
の
で

は
な
い
。
此
現
象
は
高
虎
に
は
大
概
は
起
う
風
船
が
此
鶯
に
苦
し
め
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
併
し
基
氣
の
割
合
に
乾
い
た

虜
で
は
起
つ
て
も
大
害
を
呈
す
る
に
は
至
ら
ｎ
様
子
で
あ
る
。
三
峯
山
な
ど
で
は
電
話
線
が
害
を
受
け
な
い
ｏ

（大
正
九

年
五
月
）

行 螢 月 七 年 九 正 大

五
六

(3301)
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続 三 第 年 四 十 第 岳 山

○
仙
墓
附
近
の
山
々

一　
仙
皇
近
郊

奥
州
仙
皇

一
名
森
の
都
と

い
ふ
。
成
程
本

の
多

い
街

で
、
廣
瀬
川
の
橋
を
渡
つ
て
向
山
に
上
つ
て
見
る
と
、　
一

寸
見
て
は
街
筋
も
分
ら
な
い
位
色
々
の
樹
木
が
繁
り
合
つ

て
、
青
く
美
し
く
、
夕
方
と
も
な
れ
ば
、
森
の
蔭
か
ら
亜

炭
の
煙
が
静
か
に
暮
れ
行
く
室
に
立
上
る
。
市
の
先
は
宮

城
野
の
不
野
が
二
三
里
績
い
て
、
直
に
太
季
洋
の
大
海
原

と
な
る
。
春
の
霞
の
頃
、
時
鳥
の
暗
く
頃
、
も
み
ぢ
す
る

頃
、
何
れ
の
時
に
於
て
も
此
庭
に
立
つ
人
は
、
何
等
喧
騒

の
馨
な
く
過
ぎ
る
不
和
の
氣
ヒ
泌
々
と
威
ず

る
で

あ

ら

う
。
然
も
同
時
に
、
東
北
の
方
に
根
を
張
つ
た

一
群
の
山

々
に
眼
を
と
め
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
此
の
船
形

ウ
シ
ロ
シ
ラ
ヒ
ケ

山
績
き
、
泉
、
三
峰
、後
白
髪
の
一
脈
が
、
如
何
に
、一‐丘
陵

を
負
ひ
森
林
に
包
ま
れ
た
都
」
の
自
然
に
調
和
を
典

へ
て

維
　
　
鏃
　
　
○
仙
憂
附
近
の
山
々

ゐ
る
か
と

い
ふ
事
は
、
見
る
人
の
鵬
裏
に
深
く
刻
曖
れ
る

に
相
違
な
い
。
若
し
吾
々
の
主
義
に
従
つ
て
更
に
多
く
の

山
を
見
や
う
と
す
る
な
ら
ば
、
今
立
つ
岡
を
奥

へ
（
北
へ
）

散
歩
を
績
け
て
、
八
丁
不
と
い
ス
皇
地
の
任
意
の
地
黙
に

立
つ
が
よ
か
ら
う
ｏ
又
鈴
蘭
に
名
を
得
た
一壼
ノ
原
の
松
の

岡
に
駈
け
上
る
も
よ
い
。
さ
う
す
る
と
泉
岳
、
後
白
髪
山

等
の
他
に
、
向
山
で
は
見
え
な
か
つ
た
敷
王
、
屏
風
の
雄

姿
を
始
め
、
國
援
に
連
亘
す
る
山
々
の
飛
舞
す
る
が
如
き

面
白
き
山
貌
を
眺
め
る
事
が
出
来
る
。
此
等
が
私
の
在
仙

三
年
間
、
機
含
あ
る
毎
に
探
つ
て
見
た

「
貴
き
氣
分
の
源

泉
」
で
あ
っ
た
。

斯
様
に
し
て
仙
皇
と
゛
ふ
所
は
、
信
濃
甲
斐
越
中
何
れ

の
國
の
都
に
も
見
ら
れ
漁
、
大
小
様
々
の
自
然
の
恵
み
に

豊
富
な
所
で
あ
る
。
二
三
日
の
体
み
に
草
軽
が
け
で
出
か

け
る
に
恰
好
な
谷
や
山
が
少
く
な
い
上
に
、
叉
學
校
の
縮

う
や
食
後
の
散
歩
に
ぶ
ら
ん
ヽ
歩
く
に
便
利
な
場
所
は
到

る
虜
に
あ
る
。
其
時
々
に
私
達
は
、
東
京
在
住
の
人
々
が

難
木
林
の
外
れ
か
ら
遠
く
丹
澤
山
、
秩
父
山
、
赤
城
、
日

光
乃
至
上
越
國
境
の
山
脈
の
あ
た
り
を
グ
ラ
ス
の
影
に
認

め
る
よ
う
以
上
に
、
抱
擁
さ
れ
た
唆
さ
心
持
を
以
て
山
に

雑

録

二
七
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維
　
　
録
　
　
○
仙
墓
附
近
の
山
々

二
〈

行 職 月 七 年 九 正 大

封
す
る
事
が
出
来
た
。
嬉
し
さ
に
堪
え
ら
れ
な
く
て
、
同

好
の
先
輩
に
手
紙
を
出
し
て
、
山
岳
巡
濃
の
昔
話
を
長
い

返
事
に
楽
し
む
事
も
あ
つ
た
。
そ
れ
や
乙
れ
と
思
出
す
ま

ゝ
を
書
け
ば
、
仙
皇
市
か
ら
二
町
も
離
れ
な
い
で
、
い
ゝ

加
減
な
頁
敷
を
占
め
さ
う
だ
。
夫
で
は
山
岳
と
い
ス
名
に

封
し
て
餘
う
に
僣
越
過
ぎ
る
嫌
が
あ
る
か
ら
、
ぼ
つ
ノ
ヽ

山
道
に
分
け
入
る
事
に
す
る
。

仙
皇
附
近
は
地
質
學
の
立
場
か
ら
い
ス
と
大
憂
面
白
い

虎
な
ん
だ
さ
う
で
、
其
方
面
に
志
す
友
人
や
、
先
輩
の
理

科
大
み
の
人
達
に
よ
く
講
澤
を
聞
か
さ
れ
た
も
の
だ
が
ゝ

今
は
大
抵
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
然
し
漫
然
と
仙
壺
背
後
の

墓
地
を
歩
く
丈
で
も
可
成
楡
快
だ
。
向
山
か
ら
餘
り
高
低

も
無
し
に
三
里
も
歩
く
と
、
各
は
銀
白
色
の
蔵
王
・屏
風

ウ
ド
ガ
　
モ
リ
　
　
バ
ン
ザ

ン

を
眺
め
た
り
、
太
白
山
や
蕃
山
を
見
た
り
、
樅
の
林
の
傍

を
通
つ
た
う
し
て
、
何
時
の
間
に
か
年
園
を
蓋
い
て
、
イ

ハ
ウ
チ
ハ
に
名
高
い
範
岡
八
幡
の
岡
に
ホ
て
し
ま
ふ
。
向

を
見
る
と
國
見
峠
の
丘
陵
が
此
方
と
は
違
つ
て
ゆ
つ
た
り

し
て
、
南
に
低
下
す
る
と
皇
ノ
原
の
温
漁
地
が
開
け
る
。

其
丘
陵
を
越
し
て
泉
岳
や
又
鮫
の
歯
を
植
ゑ
つ
け
た
様
な

七

ッ
森
の
奇
峰
が
散
ら
ば
う
、
筒
よ
く
晴
れ
た
日
に
は
遠

く
、
粟
駒
山
の
な
だ
ら
か
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
心
待
ち
の

眼
に
映
じ
て
家
る
。
か
う
し
て

一
つ
所
か
ら
他
の
山
岳
や

丘
陵
を
見
る
と
、
其
庭
が
叉
ど
ん
な
に
優
れ
た
眺
望
だ
ら

う
と
限
う
な
く
想
像
さ
れ
て
ハ
久
の
日
曜
を
期
待
す
る
の

が
例
で
あ
つ
た
。

せ
い
た
ヽ

一
千
尺
許
の
庭
で
甚
だ
恐
縮
す
る
が
、
二
つ

三
つ
散
歩
の
思
出
を
記
し
て
見
る
。

今
云
つ
た
様
に
入
丁
平
の
皇
地
は

一
番
近
い
散
歩
の
場

所
で
あ
る
が
、
此
皇
地
の
具
中
に
は
、
値
ほ
辰
ノ
ロ
と
い

ふ
、
特
殊
の
興
味
を
そ
ゝ
る

一
つ
の
澤
が
あ
る
。
出
日
は

天
守
皇
の
西
方
に
廣
瀬
川
に
開
い
て
ゐ
る
が
、
第
三
紀
層

の
化
石
が
出
る
と
い
ス
の
で
探
集
に
入
る
者

が
少
く
な

い
。
入
日
か
ら
す
で
に
雨
岸
切
り
立
つ
如
く
な
る
の
み
な

ら
ず
、
脆
い
地
居
で
あ
る
か
ら
、
手
が
か
ら
や
足
場
も
危

い
の
で
、　
一
度
澤
に
入
つ
た
者
は
復
た
入
口
に
戻
る
か
、

或
は
中
頃
ま
で
湖
つ
て
工
兵
の
つ
け
た
道
に
上
る
か
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
澤
の
幅
は
入
口
で

一
二
間
、
進
む
に

従
つ
て
狭
く
、
夕
／
の
あ
る
庭
等
は
雨
岸
に
手
足
を
突
張

つ
て
渡
つ
た
り
す
る
。
決
し
て
恐
し
い
所
で
は
な
い
が
、

ゴ

ル
ジ

市
の
近
く
に
か
つ
い
ふ
院
谷
を
見
る
事
は
案
外
な
思
が
す

(.332)
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る
。
尤
も
地
居
が
蒻
い
か
ら
河
床
の
様
子
が
頻
繁
に
憂
つ

て
、　
一
度
な
ど
大
き
な
池

（
堰
止
湖
）
が
出
来
て
氷
が
張

ら
な
け
れ
ば
通
れ
な
い
事
も
あ
つ
た
。
次
に
行
つ
て
見
る

と
も
う
池
は
清
え
て
し
ま
つ
て
、
へ
つ
う
や
徒
渉
の
危
険

も
な
く
な
つ
た
事
に
氣
が
付
い
た
。
遠
く
か
ら
見
る
と
平

べ
つ
た
い
稽
か
な
丘
陵
も
、
近
づ
い
て
吟
味
す
る
と
こ
ん

な
虎
も
あ
つ
て
中
々
見
捨
て
る
事
が
出
来
な
い
。

丁
度
秋
の
初
で
あ
っ
た
。
辰
ノ
ロ
澤
を
奥
ま
で
上
り
つ

め
て
大
白
山
へ
遠
足
し
た
事
が
あ
る
。
例
に
よ
つ
て
膝
か

ら
下
は
ゾ
ブ
濡
れ
に
な
つ
て
、
最
初
十
町
許
は
遺
憾
な
く

四
肢
を
乙
き
使
つ
て
ゆ
く
。
中
程
の
橋
の
あ
る
庭
で
澤
は

二
つ
に
分
れ
た
か
ら
左
の
方
を
湖
る
と
も
う
危
い
所
は
な

く
、
川
床
の
一
枚
岩
の
上
を
び
し
や
ノ
ヽ
歩
い
て
ど
ん
詰

の
藪
を
く
ぐ
ら
豫
け
て
ほ
つ
と
息
を
つ
く
。
入
日
か
ら
几

二
十
町
程
で
あ
ら
う
。
妙
に
窮
屈
な
谷
か
ら
離
れ
て
明
い

氣
持
に
な
う
乍
ら
、
今
度
は
皇
地
の
西
端
の
モ
ミ
、
カ
ヤ

の
森
林
を
下
つ
て
蕃
山
の
麓
に
出
た
。
此
の
下
り
道
か
ら

太
白
山

（
海
抜
三
百
二
十

一
米
）
を
見
る
と
、
頭
に
毛
の

生

へ
た
様
に
木
が
茂
つ
て
ゐ
る
の
が
氣
に
な
る
が
、
丁
度

鎗
ケ
岳
の
や
ら
に
実
つ
て
居
て
、
見
た
慮
傾
斜
四
十
五
度

雑
　
　
録
　
　
○
仙
肇
附
近
の
山
々

に
近
い
っ
此
時
は
太
白
山
と
初
見
参
だ
つ
た
の
で
す
つ
か

ら
喜
ん
で
し
ま
つ
た
。
何
で
も
早
く
登
つ
ち
ま
は
う
と
い

ス
の
で
．
蕃
山
の
麓
か
ら
長
い
坂
や
ト
ン
ネ
／
等
を
通
つ

て
佐
保
山
と
い
ふ
庭
に
出
る
。
其
か
ら
鳥
居
、
石
段
、
本

祗
と
上
つ
て
其
後
か
ら
急
な
道
を

一
気

に
上
つ
て
し
ま

ふ
。
頂
上
は
主
に
檜
で
あ
つ
た
と
思
ふ
が
、　
一
間
位
の
高

さ
に

一
杯
木
が
生
へ
て
ゐ
て
、
其
間
に
は
安
山
岩
、？
）
の

石
塊
が
ご
ろ
ノ
ヽ
韓
う
、
小
さ
な
石
の
祠
が
そ
の
中
に
鎮

座
し
て
ゐ
る
。
多
少
木
立
が
邪
魔
に
な
る
が
、
其
で
も
鼠

色
の
國
境
山
脈
、
山
下
の
幾
重
か
の
丘
陵
、
名
取
川
の
水

田
、佐
保
山
の
針
葉
樹
林
な
ど
眺
め
ら
れ
て
、威
じ
の
悪
い

所
で
は
な
い
ｃ
日
本
山
岳
志
に
も
出
て
ゐ
る
が
，
海
上
の

漁
舟
は
此
山
を
陸
地
の
目
標
と
す
る
と
云
ふ
。
太
白
山
は

共
に
上
る
の
も
、
山
下
の
五
つ
の
池
を
探
る
の
も
、
又
佐

保
山
の
森
林
を
逍
通
す
る
の
も
、
興
味
の
深
い
事
で
あ
つ

た
か
ら
、
四
季
を
通
じ
て
よ
く
遊
び
に
行
つ
た
。
秋
は
秋

で
カ
ラ
マ
ツ
の
責
葉
が
氣
持
よ
か
つ
た
。
各
は
山
の
眺
め

と
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
（樅
）
の
雪
景
色
、
初
夏
は
若
葉
と

ン
ン
グ
ツ
ヽ
ジ
、
ヤ
マ
ト
キ
サ
ク
の
花
が
眼
も
さ
め
る
ば

か
う
で
あ
つ
た
っ
仙
皇
か
ら
往
復
六
里
位
で
、長
町
か
ら
鐵

二
九

(“ 3)
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六
〇

宕
山
、
鹿
ノ
上
と
い
ふ
同
じ
様
に
実
つ
た
小
山
が
績
い
て

ゐ
る
。

一
般
仙
憂
附
近
、
廣
く
言

へ
ば
東
北
地
方
に
は
、

か
う
Ｌ
た
実
形
の
小
峯
が
可
成
多
い
の
で
、
其
多
く
は
ト

ロ
イ
デ
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
中
に
も
山
名
に
モ
リ

と
い
ふ
稀
呼
を
持
つ
た
も
の
が
特
に
注
意
さ
れ
る
。
地
質

學
的
に
此
等
の
特
異
な
地
形
を
説
明
し
た
な
ら
ば
面
白
い

事
と
思
ス
が
、
遺
憾
乍
ら
十
分
な
研
究
は
未
だ
さ
れ
て
ゐ

な
い
様
に
聞
い
た
。「
モ
リ
」
は
古
代
ア
イ
ス
語
の
山
（？
）

な
る
語
の
韓
化
で
あ
る
と
い
ス
人
も
あ
つ
た
が
、
此
事
は

未
だ
深
く
調
べ
て
見
な
い
。
特
志
の
方
に
御
教
示
を
願
ひ

た
い
も
の
で
あ
る
。

バ
ン
ザ
ン

太
白
山
の
東

一
里
許
の
距
離
に
蕃
山

（
又
は
盤
山
）
と

い
ふ
多
小
尾
根
を
張
つ
た
山
が
あ
る
。
海
抜
三
五
六
米
で

あ
る
か
ら
、
未
だ
丘
陵
の
域
を
脱
し
て
ゐ
な
い
の
だ
が
、

仙
皇
附
近
で
は

一
寸
山
ら
し
い
氣
の
す
る
庭
だ
。
山
腹
に

無
人
の
荒
寺
が
あ
る
事
や
、
近
い
音

′ヾ
ン
ズ
バ
ン
三
郎
と

い
ス
山
賊
が
棲
ん
で
居
た
と
い
ふ
巷
説
を
聞
く
こ
と
が
、

南
方
の
明
く
開
け
た
都
か
ら
家
た
私
ど
も
に
と
つ
て
見
逃

す
こ
と
の
出
来
な
い
興
味
で
あ
っ
数
¨
秋
は
も
み
じ
が
美

し
い
、　
一
里
許
も
尾
根
を
歩
い
て
西
風
蕃
山
（
三
七
三
米
）

道
馬
車
の
便
も
あ
る
の
で
、
市
の
人
々
殊
に
學
生
な
ど
は

３
つ
と
出
か
け
る
虜
だ
。
あ
ゝ
い
ふ
場
所
が
東
京
附
近
に

あ
つ
た
ら
と
っ
よ
く
出
家
な
い
相
談
を
塞
想
の
耐
に
持
か

け
て
見
る
。

仙
皇
か
ら
見
え
る
近
い
山
で
大
白
山
の
も

一
つ
向
に
、

同
じ
様
に
傾
斜
の
急
磁
菰
ケ
森

宛́
字
）
と
い
ス
の
が
あ

る
。
名
取
川
の
傍
．
秋
保
温
泉
の
手
前
の
赤
石
と
い
ふ
庭

に
あ
る
。
太
自
山
よ
う
も
少
し
く
高
く

（
三
四
四
米
）
見

た
形
も
特
徴
が
あ
る
が
、
山
名
を
知
つ
て
る
人
も
な
い
位

で
、
何
虜
か
ら
登
る
か
分
ら
な
か
つ
た
ｏ
け
れ
ど
も
坊
主

山
だ
し
多
分
眺
望
が
い
ヽ
だ
ら
う
と
友
達
を
誘
つ
て
出
か

け
る
。
赤
石
で
馬
車
を
下
う
て
、
百
姓
に
教
へ
ら
れ
た
通

う
、
カ
ヤ
を
刈
つ
た
山
腹
を
い
き
な
う
登
る
。
丁
度
四
月

の
終
で
あ
つ
た
か
ら
、
草
の
根
株
の
間
か
ら
は
タ
チ
ツ
ボ

ヌ
ミ
ン
、
ニ
ホ
ヒ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
ン
等
可
愛
ら
し
い
花
が

盛
に
険
き
出
て
居
る
、
此
山
の
傾
斜
度
も
太
白
山
に
優
る

と
も
劣
う
は
な
い
。
や
が
て
瓶
底
の
頭
に
立
つ
て
見
る
と
、

成
程
開
け
て
ゐ
て
晴
々
す
る
。
丁
度
天
氣
が
曇
つ
て
高
い

山
は
見
え
な
か
つ
た
が
、
さ
う
で
な
か
つ
た
な
ら
絶
好
の

展
望
皇
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
此
山
の
北
鄭
に
は
荷
愛
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か
ら
度
瀬
川
に
下
う
て
、
三
瀧
の
栗
飯
を
食
つ
て
婦
る
。

春
の
頃

一
人
ぶ
ら
ノ
ヽ
出
か
け
て
行
つ
て
樅
の
林
の
下
に

大
き
な
マ
ヒ
ゾ
″
サ
ウ
を
見
付
け
た
時
は
、
北
の
國
は
有

難
い
な
と
思
つ
た
。

仙
皇
近
郊
で
散
歩
の
場
所
と
い
へ
ば
、
ゆ
だ^
此
他
に
権

現
森
と
園
見
峠
の
丘
陵
が
あ
る
。
権
現
森
は
海
抜
二
九
六

米
、
作
並
街
道
の
落
合
附
近
か
ら
上
る
と
都
合
が
い
ゝ
。

山
道
ら
し
い
じ
め
ノ
ヽ
し
た
林
の
中
を
上
つ
て
ゆ
く
、
頂

上
は
太
自
山
の
様
に
狭
い
が
立
派
な
堂
が
立
つ
て
ゐ
る
。

山
下
の
景
色
は
太
自
由
の
方
が
奥
深
い
感
が
す
る
が
、
遠

山
の
眺
め
は
此
方
が
い
ゝ
様
だ
。
頂
上
か
ら
南

へ
下
り
る

と
大
石
ケ
原
と
い
ふ
所
に
出
る
、
之
か
ら
國
見
峠
を
越
え

て
市
に
入
つ
て
行
く
の
が
い
か
に
も
氣
持
の
よ

い
散

歩

だ
。
此
の
峠
だ
の
、
根
ノ
白
石
に
通
ス
中
山
峠
だ
の
は
、

夕
暮
に
霞
む
山
を
見
な
が
ら
、
炭
を
積
ん
だ
駄
馬
を
避
け

ひ
た

な
が
ら
、
懐
古
的
な
寂
し
い
氣
分
に
浸
つ
て
歩
く
に
ふ
さ

は
し
い
。

一
度
シ
ラ
ネ
ア
フ
ヒ
を
捜
し
に
家
て
、
道
を
外

れ
て
無
暗
に
歩
い
た
時
、
肝
心
の
も
の
は
見
付
か
ら
な
い

で
、
コ
バ
ノ
ト
ネ
ソ
コ
の
花
の
匂
が
何
と
も
な
つ
か
し
く

て
な
ら
な
か
つ
た
記
憶
が
あ
る
。

難
　
　
鉄
　
　
○
仙
璽
附
近

の
山

々

さ
て
以
上
で
山
を
背
景
と
し
た
近
郊
の
話
は
打
切
う
と

す
る
。

二
　
七
ツ
森

低
い
割
に
特
異
な
山
容
を
有
し
て
み
る
の
で
日
に
立
つ

山
だ
。
此
山
は
日
本
山
岳
志
に
も
記
文
が
載
っ
て
ゐ
て
、

誰
か
の
漢
詩
な
ど
も
あ
つ
た
が
、
昔
か
ら
得
て
か
う
い
ふ

孤
立
し
た
奇
峰
は
人
の
眼
を
ひ
く
と
見
え
る
。
地
形
国
吉

岡
固
幅
を
見
て
も
分
る
通
り
、
山
瞳
は
小
さ
い
も
の
で
、

山
地
な
ら
ば
革
に
隆
起
の
集
合
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら

，
。

然
し
船
形
火
山
脈
の
最
東
端
で
、
比
較
的
低
夷
な
丘
陵
上

に
堀
起
し
て
ゐ
る
丈
、
数
字
の
示
す
高
さ
以
上
に
著
し
く

見
え
る
の
で
あ
る
。
今
最
南
か
ら
順
次
に
記
し
て
見
る
と

次
の
や
う
で
あ
る
。

五
〇
六
米

二
九

一
米

約
三
六
〇
米

約
三
二
〇
米

約
二
八
〇
米

約
三
〇
〇
米

三
〇
七
米

途身鎌 鉢 大 撫事松 笹

倉 倉 倉 倉 倉 倉 倉

lll lコ  lЦ  lll ユl lll lЦ

六
一
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羅
　
　
録
　
　
○
仙
菫
附
近
の
山
々

六
二

ふ
。
其
左
に
は
例
の
北
泉
岳
が
威
じ
の
よ
い
ス
ロ
ー
プ
を

長
く
ノ
ヽ
引
張
つ
て
、
山
般
の
上
下
が
自
と
黒
に
染
め
分

け
ら
に
て
ゐ
る
の
も
何
時
に
な
く
面
白
い
。
泉
岳
は
此
庭

か
ら
見
た
庭
、
頂
上
下
の
爆
裂
火
口
（？
）
の
壁
が
具
正
面

に
見
え
る
故
か
、
誠
に
奇
怪
な
姿
で
あ
る
。
田
園
を
横
切

つ
て
白
湯
山
を
右
に

一
ま
は
う
す
る
と
。
七
ツ
森
最
高
の

笹
倉
山
が
雪
を
澤
山
残
し
て
．
恐
し
く
急
に
高
省
す
る
。

先
づ
第

一
番
は
自
湯
山
と
鎌
倉
山
と
の
間
に
入
る
。
美
事

な
栗
林
に
分
け
入
る
と
道
は
忽
ち
友
燒
小
屋
に
ぶ

つ
か

％
。
之
か
ら
先
怪
し
げ
な
急
な
路
を
ぐ
ん
ノ
ヽ
上
る
と
、

直
き
に
鞍
部
に
出
て
し
ま
つ
た
。
始
め
は
ピ

ー
タ
・
ハ
ン

タ
ー
を
極
め
乙
ん
で
、
七
ツ
の
峰
を
残
ら
ず
片
附
け
る
積

う
で
あ
つ
た
が
、
家
て
見
る
と
馬
鹿
々
々
し
い
の
で
、
木

に
包
ま
れ
た
高
い
途
倉
山
を
背
後
に
し
て
、
低
い
方
の
鎌

倉
山
に
登
る
。
尾
根
に
は
小
征
が
つ
い
て
居
て
、
途
中
に

薬
師
か
何
か
の
石
像
が
あ
つ
た
。
頂
上
は
さ

，
廣
く
な
い
、

本
は
餘
う
生

へ
て
居
な
い
の
で
見
晴
し
は
悪
く
は
な
い
。

中
で
も
撫
倉
山
は
ト
ロ
イ
デ
と
も
思
へ
緻
美
事
な
尾
根
を

持
つ
て
ゐ
る
の
が
氣
に
入
つ
て
し
ま
ひ
、
泉
岳
や
其
他
の

山
は
其
頂
上
か
ら
飽
く
求
で
見
る
こ
と
に
し
よ
う
と
相
談

筒
此
最
北
に
自
湯
山
と
い
ふ
小
峰
が
附
属
し

て́

ゐ
る

が
、
此
は
仙
壺
か
ら
は
見
え
な
い
。

私
が
此
を
探
つ
て
見
た
の
は
十
二
月
末

の
事
で
あ

つ

た
。
友
と
二
人
で
七
北
田
街
道
を
北
行
し
て
、
其
夜
は
吉

岡
町
に

一
泊
す
る
。
此
迄
の
道
は
平
凡
だ
が
山
の
眺
め
は

徐
々
に
憂
つ
て
。
泉
岳
は
段
々
丸
く
な
り
北
泉
岳
の
山
瞳

が
次
第
に
現
は
れ
て
、
其
北
向
き
の
長
い
裾
野
が
は
つ
き

う
と
眼
に
入
つ
て
家
る
。
七
ツ
森
は
亦
近
づ
く
せ
い
だ
か
、

恐
し
く
し
や
ち
乙
ば
つ
て
、
仙
蔓
で
見
る
様
な
美
し
さ
が

な
く
な
つ
て
来
る
。
吉
岡
の
宿
屋
の
三
階
か
ら
は
、
七
ツ

の
内
北
の
一
群
が
今
度
は
多
少
面
白
く
見
ら
れ
る
。
其
上

に
泉
岳
、
叉
右
に
三
ツ
峰
と
船
形
山
が
ま
つ
白
に
光
つ
て

ゐ
た
。

次
の
日
は
よ
く
晴
れ
た
。
約

一
里
許
西
方
に
歩
い
て
、

時
々
ス
ケ
ッ
チ
や
篤
具
を
取
る
篤
に
思
は
ｎ
長
休
み
を
す

る
。般
形
山
は
松
島
彎
で
見
る
様
に
、其
名
に
背
か
ず
逆
さ

に
し
た
船
形
を
少
し
右
に
（
北
に
）傾
け
て
具
白
に
輝
く
、）

三
峰
は
仙
墓
で
見
る
方
向
と
直
角
の
位
置
に
見
る
篤
に
、

餘
程
失
つ
て
三
ツ
の
頭
も
重
つ
て
見
え
る
。
何
だ
か
欧
羅

巴
の
山
で
も
見
る
様
な
氣
が
し
て
う
つ
ど
う
し

て
し
ま

(b〔
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し
て
、
ま
つ
し
ぐ
ら
に
駈
け
下
多
る
。
そ
し
て
小

一
時
間

も
し
て
撫
倉
の
麓
に
達
し
て
見
る
と
、
あ
る
べ
き
筈
の
小

路
が
い
つ
の
ま
に
か
沿
え
て
し
ま
ふ
。
そ
れ
で
も
草
は
枯

れ
て
ゐ
る
か
ら
、
さ
し
て
苦
し
み
も
せ
ず
に
上
つ
て
ゆ
く
Ｄ

鎌
倉
山
よ
り
高
い
丈
、
中
々
頂
上
に
着
か
な
い
で
　
所
々

ラ
バ
見
た
い
な
岩
の
上
で
息
を
入
れ
る
ｃ
終
に
尾
根
に
上

つ
て
頂
上
に
立
つ
と
、
も

一
つ
先
に
小
さ
な
岩
の
峯
が
あ

る
。

一
寸
尾
根
が
窓
の
様
に
な
つ
て
わ
て
、
何
だ
か
其
方

が
高
さ
う
に
見
え
る
の
で
、
お
ろ
し
た
荷
を
取
り
上
げ
て

其
庭

へ
行
く
。
岩
上
か
ら
北
方
を
見
る
と
尾
根
は
急
傾
斜

で
、
松
の
美
し
い
大
倉
山
の
方
へ
下
つ
て
ゆ
く
。
（
此
庭
は

蟻
の
戸
渡
う
と
い
つ
て
、
七
ツ
森
中
の
難
所
で
あ
る
さ
う

だ
。
）さ
て
時
計
を
見
る
と
、
午
前
中
ゆ
つ
く
う
し
て
ゐ
た

の
で
、
も
う
五
時
頃
で
あ
つ
た
。
そ
乙
で
遠
く
の
山
も
そ

乙
ノ
ヽ
に
眺
め
て
、
立
ち
上
る
。
今
度
は
上
つ
た
庭
を
右

に
見
て
尾
根
通
り
南
端
ま
で
行
つ
て
、
山
腹
を
滑
る
様
に

下
多
る
。
麓
の
森
林
に
入
つ
て
道
を
捜
し
た
が
、ど
う
し
て

も
分
ら
な
い
。
も
う
晴
く
な
つ
て
、
藪
の
中
は
盆
々
足
掻

が
と
れ
な
く
な
る
。
結
局
小
さ
な
澤
を
下
つ
て
や
つ
と
水

田
の
縁
に
出
ら
れ
た
。
（
澤
の
内
に
何
の
ま
じ
な
ひ
か
知
ら

ｎ
が
，
大
き
な
名
が
岩
面
に
描
か
に
て
あ
つ
た
）。
夫
か
ら

一
里
許
進
ん
で
宮
床
村
の
あ
る
豪
農
の
家
に
泊
め
て
も
ら

つ
た
。
恐
ら
く
八
時
頃
で
あ
つ
た
ら
う
。
其
夜
私
は
疲
勢

の
篤
で
あ
つ
た
か
大
憂
魔
さ
れ
て
、
眼
が
醒
め
て
も
憂
で

あ
つ
た
が
、
其
家
の
内
儀
さ
ん
が

「
客
人
ど
う
な
さ
つ
た

か
」
と
云
つ
て
、
賓
舟
に
似
た
家
樽
の
妙
薬
を
持
つ
て
末

て
呉
れ
た
の
は
有
難
か
つ
た
。

墾
朝
其
家
の
老
分
か
ら
色
々
と
山
の
話
を
聞
い
た
。
別

に
手
帳
に
も
記
し
て
置
か
な
か
つ
た
の
で
、
大
分
忘
れ
て

し
ま
つ
た
が
、
何
で
も
船
形
山
に
は
昔
切
支
丹
件
天
連
の

妙
術
を
使
ふ
山
伏
が
棲
ん
で
居
た
が
、
北
條
時
頼
入
道
巡

遊
の
折
に
終
に
祗
領
取
上
げ
の
追
放
と
い
ス
や
う
な
奇
抜

な
話
な
ど
が
あ
つ
た
。
然
し
船
形
山
が
昔
は
五
所
山
参
詣

と
稗
し
て
繁
昌
し
た
の
は
事
賓
で
あ
る
ら
し
い
ｏ
又
七
ツ

森
は
薬
師
如
家
を
祀
つ
て
あ
る
の
で
、
年
に

一
同
七
ツ
駈

け
と
稀
し
、
笹
倉
を
第

一
番
に
七
ツ
の
峯
七
日

一
杯
に
登

う
ま
は
る
風
省
が
今
で
も
あ
る
さ
う
だ
。
中
々
七
ツ
を

一

日
に
哉
は
る
に
は
骨
が
折
れ
る
と
い
ふ
事
で
あ
つ
た
。
乙

ん
な
話
を
聞
い
て
居
た
の
で
、其
日
も
出
螢
は
後
れ
た
が
、

笹
倉
を
登
つ
て
根
ノ
白
石
ま
で
行
く
事
は
出
来
た
。
笹
倉

(337)
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山
は
七
ツ
森
の
最
高
峯
で
、
此
丈
特
に
西
南
に
離
れ
て
ゐ

る
。
道
は
相
営
に
よ
く
付
け
て
あ
る
。
頂
上
近
く
に
立
派

な
杉
木
立
が
績
い
て
、
英

一
番
高
み
に
は

一
寸
大
き
な
も

堂
が
あ
る
。
風
が
張
い
か
ら
建
物
の
篤
に
は
林
も
い
ゝ
だ

ら
，
が
、
眺
望
は
か
ら
き
じ
無
い
。
あ
て
が
外
れ
た
の
で

ろ
く
ノ
ヽ
休
み
も
せ
ず
、
別
の
道
を
下
り
て
．
落
葉
の
上

で
錐
詰
の

パ
イ
ン
ア
ッ
プ
／
を
貧
つ
た
。
乙
れ
か
ら
根
ノ

白
石
ま
で
は
丘
陵
が
こ
み
あ
つ
て
ゐ
て
、
歩
い
て
も
楡
快

だ
。
鳥
も
澤
山
居
る
様
で
あ
つ
た
。
根
ノ
白
石
で

一
泊
し

て
翌
日
は
泉
岳
に
登
る
つ
も
う
で
あ
つ
た
が
、
宵
か
ら
白

い
物
が
降
り
出
し
て
歌
ま
な
い
の
で
、
あ
く
る
日
は
雲
達

磨
に
な
つ
て
仙
皇
に
帰
つ
た
。

三
　
泉
岳

何
と
い
つ
て
も
仙
皇

か
ら
見
え
る
山
の
内

で

は
泉
岳

（南
泉
岳
）が

一
番
限
に
つ
き
や
す
く
、
従
つ
て
最
も
ポ
ピ

言
フ
ー
で
あ
る
。
標
高

一
一
七
二
米
。
や
は
多
高
い
方
で

は
な
い
が
、
國
境
か
ら
直
角
に
涙
出
し
て
ゐ
る
船
形
火
山

群
の
最
東
端
を
占
め
て
ゐ
る
丈
に
、
海
と
山
と
合
は
せ
た

眺
望
は
中
々
い
ゝ
。
山
頂
に
は
三
吉
耐
祗
が
祀
つ
て
あ
つ

タ
ケ

サ
ン
　
　
　
　
　
　
　
‘
　

　

　

‐

‐

て
麓
の
人
民
に
は
岳
山
と
し
て
奪
敬
さ
れ
て
ゐ
る
。
筒
泉

岳
は
仙
菫
に
と
つ
て
は
経
済
開
係
の
深
い
牧
場
や
薪
炭
業

の
馬
に
、
道
は
可
成
維
横
に
開
け
て
、
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
方

ヂ
ヤ
ウ
キ

面
か
ら
登
攀
し
得
る
便
が
あ
る
。
唯
大
倉
川
即
定
義
方
面

か
ら
の
登
路
は
無
い
様
で
、
其
丈
森
林
も
残
っ
て
居
や
ラ

と
思
は
れ
る
が
、
終
に
探
る
機
會
は
無
か
っ
た
。
根
ノ
白

石
方
面
は
大
概
木
も
切
う
蓋
さ
れ
て
、
深
林
の
趣
は
北
泉

岳

へ
で
も
行
か
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
が
、
単
に
壮
快
な

眺
望
を
貧
る
馬
の
登
山
に
は
、
誂
向
き
の
山
で
あ
る
。
傾

斜
も
の
ろ
い
し

（
芳
ノ
平
道
な
ど
は
頂
上
ま
で
牛
が
上
る

位
だ
）、危
険
な
虜
も
な
し
、
先
づ
以
て
散
歩
程
度
の
山
か

も
知
れ
な
い
。

丁
度
大
正
四
年
の
秋
が
酎
の
頃
に
な
つ
て
、
新
雪
を
装

う
た
國
境
の
般
形
山
か
ら
東
に
連
る

一
脈
が
、
國
見
峠
の

上
に
鮮
か
に
現
れ
て
来
た
。
其

一
端
に
あ
る
泉
岳
は
仙
皇

に
最
近
い
丈
に
、
裾
も
大
き
く
、
紅
葉
の
色
も
奥
床
し
く

見
え
る
。
そ
れ
で
い
ょ
ノ
ヽ
十
月
の
中
旬
に
比
地
方
で
私

に
は
最
初
の
山
族
が
始
め
ら
れ
た
。

仙
皇
市
の
北
か
ら
荒
窓
温
泉
、丸
田
澤
池
を
経
て
、
元
七

北
田
に
出
る
と
、
泉
岳
は
不
田
の
向
ふ
に

一
き
は
大
き
く

高
く
立
派
に
答
え
て
、
山
頂
か
ら
芳
ノ
平
の
裾
ま
で
な
だ

六
四
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ら
か
な
傾
斜
と
、東
側
山
腹
の
制
れ
た
様
な
急
壁
と
、椀
の

様
な
黒
鼻
山
が
殊
に
面
白
く
眺
め
ら
れ
る
。
午
後
の
四
時

頃
根
ノ
白
石
中
ノ
茶
屋
と
い
ふ
宿
屋
に
着
い
て
、
中
山
峠

か
ら
正
道
を
通
つ
て
来
た
人
達
と

一
所
に
な
る
。
宿
に
は

髪
の
白
い
婆
さ
ん
が
ゐ
て
、
色
々
と
山
の
話
を
し
て
呉
れ

る
。
昔
は
岳
に
熊
が
澤
山
ゐ
て
里
を
荒
し
ま
は
つ
た
と
い

ふ
様
な
乙
と
も
語
ら
れ
る
。
あ
く
る
日
ど
や
ノ
ヽ
と
仕
度

を
し
て
六
時
頃
宿
を
出
た
。
天
氣
は
日
本
晴
で
此
な
ら
眺

望
は
い
ハ
な
と
思
ふ
と
、
足
の
進
み
も
ち
の
が
と
早
い
。

一
里
許
で
屏
風
岳

（
二
九

一
）
を
後
に
見
て
上
ノ
原
に
出

る
。
左

へ
行
く
と
芳
ノ
李
道
に
な
る
が
、
私
達
は
奮
登
山

道
か
ら
登
る
つ
も
う
で

右
の
道
を
進
む
。
十
町
許
で
棚

田
に
離
れ
て
裾
野
の
小
隆
起
を
瓜
先
上
う

に
上

つ
て
行

く
。
雑
木
は
も
う
黄
ば
ん
だ
の
や
赤
く
な
つ
た
の
や
が
あ

ら
か
た
落
葉
し
て
ゐ
る
。

一
つ
の
坂
を
越
え
る
と
だ

ら

ノ
ヽ
と
下
う
葬
尊
つ
て
、
牧
場
の
小
屋
が
私
達
の
眼
の
前

に
現
れ
る
。
蘭

山
が
泉
岳
と
相
封

し

て
、
其
間
を
火
口

瀬
の
朴
澤
川
が
落
ち
乙
ん
で
流
れ
る
。
之
か
ら
山
頂
ま
で

約

一
里
，
七
八
百
米
の
上
う
だ
。
小
屋
か
ら
左
に
岳
の
方

に
向
つ
て
怪
し
げ
な
小
征
を
辿
る
と
、
カ
ヤ
が
績

い
た
う
、

涸
池
の
傍
へ
出
た
う
し
て
、
直
き
に
泉
岳
の
東
側
の
急
壁

の
下
に
出
る
。
左
上
に
見
え
る
芳
ノ
季
の
最
も
上
の
段
に

近
い
尾
根
通
り
を
体
み
ノ
ヽ
登
る
。
泉
岳
は
五
月
か
ら
十

月
↓
へで
牛
の
放
牧
を
し
て
ゐ
る
位
で
、
本
の
あ
る
所
は
少

い
が
、
夫
で
も
か
う
し
た
急
な
山
腹
に
は
大
き
な
ミ
ゾ
ナ

ラ
の
林
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
鐵
鎖
を
備

へ
て
あ
る
程
道
は

急
で
さ
う
馬
鹿
に
は
出
木
な
い
。
此
上
う
が
四
百
米
も
績

い
て
、
少
し
傾
斜
が
鈍
つ
た
な
と
思
ふ
と
、
尾
根
の
形
は

な
く
な
つ
て
し
ま
つ
て
、
山
の
額
に
出
る
。
少
し
右
に
廻

つ
て
無
晴
に
駈
け
上
る
と
、
頂
上
の
心
堂
が
五
段
返
し
の

か
ら
く
う
の
様
に
段
々
と
せ
う
上
っ
て
家
た
。
丁
度
十

一

時
頃
だ
か
ら
枯
草
の
上
に
腰
を
下
ろ
し
て
中
食
に
す
る
。

山
頂
は
東
西
に
長
く
丸
み
を
帯
び
て
ゐ
る
。
安
山
岩
の
破

片
の
間
に
僅
か
な
灌
木
が
高
さ
二
尺
に
も
満
た
ず
妙
に
ひ

ね
く
れ
て
生
へ
て
ゐ
る
な
ど

一
寸
高
い
山
の
趣
が
あ
る
。

松
島
は
勿
論
手
に
取
る
如
く
見
え
、
根
ノ
白
石
か
ら
、
中

山
峠
．
仙
皇
ま
で
は
つ
き
り
見
え
る
。
振
り
返
つ
て
國
境

の
方
を
眺
め
る
と
、　
一
鞍
部
を
隔
て
ヽ
北
泉
岳
の
黒
い
頭

が
峙
ち
、
夏
に
西
に
三
峰
の
ふ
く
ら
ん
だ
頂
上
が
見
え
、

ウ

ン
ロ
シ
ラ
ヒ
ゲ

ャ

マ

其
左
に
は
後
白
髪
山
が
尤
大
な
山
腱
を
横

へ
て
ゐ
る
。
そ

続 三 第 年 四 十 第 岳 山
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雑
　
　
録
　
　
○
仙
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附
近
の
山
々

れ
か
ら
左
、
寒
風
山
、
北
面
白
山
、
大
東
岳
マ
ニ
日
峠
の

あ
た
り
、
雁
戸
山

・、
蔵
王
、
屏
風
の
諸
山
は
皆
美
し
い
白

雪
を
被
つ
て
、
さ
な
が
ら
小
ア
／
プ
ス
の
観
が
あ
る
。
三

峰
の
左
に
は
笏
前
の
月
山
が
銀
白
に
光
つ
て
見
え
た
。
下

山
は
芳
ノ
不
道
を
取
り
、
お
堂
か
ら
直
に
南
側
の
岩
石
の

間
を
下
う
て
、
上
る
時
左
に
見
た
段
の
上
に
出
る
。
向
ふ

に
小
さ
い
池
が
水
を
湛
え
て
ゐ
る
。
夫
か
ら
は
業
な
下
り

で
、
か
や
の
上
を
滑
つ
た
う
、
森
に
入
つ
た
り
し
て
裾
野

の
芳
ノ
手
に
下
つ
て
行
く
、
黒
鼻
山
は
北
泉
岳
か
ら
延
び

た
平
な
尾
根
に
績

い
て
、
い
か
に
も
歩
き
よ
さ
さ
う
な
虎

だ
。
芳
ノ
手
を
通
う
過
ぎ
て
登
う
道
に
合
し
、
根
ノ
白
石

に
掃
る
と
、
赤
い
柿
が
山
盛
に
な
つ
て
一
行
を
待
つ
ご
ゐ

た
。此

が
第

一
回
の
登
山
で
あ
．
つ
た
が
、
釜
年
の
秋
に
今
度

は
裏
道
か
ら
登
つ
て
見
や
う
と
、
天
幕
を
持
つ
て
三
四
人

で
出
か
け
る
。
先
づ
例
の
牧
場
の
小
屋
附
近
で
野
螢

ビ
し

て
、
次
の
日
は
午
前
七
時
頃
、
天
幕
を
残
し
た
裁
ゝ
朴
澤

川
の
谷
に
下
う
て
、
蘭
山

（七
六

一
米
）
の
鼻
を
過
ぎ
、

小
澤
の
合
流
鮎
か
ら
左

へ
入
つ
て
裁
も
な
く
、
た
る
ん
だ

尾
根
の
上
に
上
つ
て
行
く
。
此
邊
も
樹
木
は
至

つ
て
少

く
、
傾
斜
二
十
度
許
の
草
生
で
あ
る
。
折
し
も
天
氣
は
悪

く
な
つ
て
ぼ
つ
ノ
ヽ
降
う
出
し
て
家
た
が
、
北
泉
岳
か
ら

タ
ガ
ラ
森
、
高
倉
山
、
蘭
山
と
績
く
山
の
斜
面
は
多
く
の

間
葉
樹
が
具
紅
に
染
つ
て
夫
が
熊
笹
の
青
い
色
と
反
映
し

て
い
か
に
も
美
し
い
。
尾
根
の
形
は
す
ぐ
に
失
せ
て
道
は

一
寸
し
た
高
原
に
出
る
。
朴
澤
川
の
谷
は
其
向
に
深
く
隠

に
て
山
の
色
も
何
だ
か
奥
深
く
な
つ
て
家
る
。
泉
岳
は
南

方
に
急
斜
面
を
見
せ
、
行
手
に
は
北
泉
岳
の
黒
い
姿
が
霧

に
け
ぶ
る
。
少
し
西

へ
進
む
と
牧
場
の
利
が
あ
つ
て
、
夫

を
越
え
る
と
熊
笹
の
間
に
綺
麗
な
水
が
・さ
ら
ノ
ヘ
と
流
れ

て
ゐ
る
。
流
の
奥
は
も
う
北
泉
岳
泉
岳
の
鞍
部
に
近
い
所

で
、

一
軒
の
大
き
な
炭
燒
小
屋
が
現
れ
る
。
此
庭
で
道
は

な
く
な
つ
た
が
、
具
直
ぐ
に
ヤ
プ
の
中
を
か
き
分
け
て
、

急
次
山
側
を
二
十
分
も
上
る
と
不
意
に
明
く
な
つ
て
、
鞍

部
の
小
隆
起
の
南
へ
出
る
。
夫
か
ら
草
本
帯
の
様
な
工
合

に
な
つ
て
ゐ
る
裸
の
石
乙
ろ
道
を
束
に
上
つ
て
、
頂
上
り

も
堂
に
出
た
。
何
し
ろ
冷
い
雨
が
降
つ
て
ゐ
て
は
眺
望
も

何
も
あ
つ
た
も
の
で
は
な
い
、
そ
乙
で
又
動
き
出
し
て
芳

ノ
平
道
か
ら
遠
峻
は
り
に
天
幕
に
戻
る
。
丁
度
午
後
二
時

頃
だ
つ
た
が
、
出
が
け
に
足
を
傷
め
て
残
つ
た

一
人
が
曖

六
六
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続 三 第 年 四 十 第 岳 山

か
さ
う
な
飯
と
汁
と
を
用
意
し
て
待
つ
て
ゐ
た
。
食
事
が

す
ん
で
か
ら
其
日
は
根
ノ
白
石
ま
で
行
つ
て
泊
う
、
笙
日

天
幕
は
馬
方
に
頼
ん
で
仙
皇
に
蹄
つ
た
。
始
め
て
裏
山
を

探
つ
た
も
の
だ
か
、
思
つ
た
通
り
此
方
は
ま
だ
ひ
ど
く
荒

さ
れ
て
ゐ
な
い
で
、
殊
に
朴
澤
川
の
谷
か
ら
北
西
に
か
け

て
は
い
ゝ
所
が
あ
る
と
思
つ
た
。

叉
紀
元
節
の
日
に
ス
キ
ー
登
山
を
し
た
事
も
あ
る
。
根

ノ
自
石
に

一
泊
の
後
、
几
二
里
許
は
歩
い
て
、
夫
か
ら
ス

キ
ー
を
足
に
つ
け
た
、
後
滑
う
し
な
い
様
に
荒
細
を
窓
き

つ
け
て
を
く
。
此
日
は
可
成
気
温
が
高
く
、
頂
上
で
も
撮

氏
零
度
以
上
で
あ
つ
た
位
だ
か
ら
、
芳
ノ
不
の
綬
傾
斜
は

溶
け
た
雪
が
ス
キ
ー
に
粘
多
付
い
て
重
く
て
困
つ
た
。
途

中
で
小
屋
が
見
つ
か
つ
た
の
で

一
体
し
て
中
食
す
る
。
夫

か
ら
黒
鼻
山
の
屋
根
と
の
間
に
あ
る
澤
の
右
側
を
上
う
詰

め
る
。
急
な
所
は
電
光
形
に
上
つ
て
行
く
か
ら
時
間
つ
ぶ

し
だ
。
泉
岳
の
南
の
急
斜
面
は
雪
も
少
く
、
二
つ
岩
石
が

裸
出
し
て
ゐ
る
の
で
、
澤
の
源
頭
の
シ
ラ
カ
バ
、
カ
ツ
ラ
、

ブ
ナ
な
ど
の
林
中
を
上
つ
て
、
鞍
部
近
く
か
ら
ヌ
キ
ー
を

ｎ
い
で
、岩
石
の
間
を
ひ
た
上
う
に
上
つ
た
。
頂
上
着
が
丁

度
午
後
四
時
頃
で
、
上
う
に
八
時
間
（中
食
後
約

一
時
間
）

維
　
　
録
　
　
○
仙
菫
附
近
の
山
々

を
要
し
た
わ
け
に
な
る
。
基
も
曇
つ
て
家
て
、
北
泉
岳
の

方
で
は
黒
木
の
林
が
ご
ラ
ノ
ヽ
鳴
つ
て
ゐ
る
。
萬

一
吹
雪

に
で
も
な
つ
た
ら
、
危
険
だ
か
ら
急
い
で
元
の
林
の
中
に

下
う
て
、
ス
キ
ー
を
つ
け
て
滑
り
出
す
。
夕
方
で
あ
る
か

ら
雪
が
再
び
凍
つ
て
中
々
と
唆
ら
な
い
。
下
う
は
早
い
も

の
で
、途
中
例
の
小
屋
で
又
食
事
で

一
時
間
程
費
し
た
が
、

麓
ま
で
三
時
間
位
で
下
う
て
し
ま
つ
た
。
尤
も
小
屋
か
ら

以
下
は
と
つ
ぷ
り
日
が
暮
れ
て
ヽ
上
う
の
ス
キ
ー
の
跡
を

さ
が
す
に
可
成
骨
を
折
つ
た
。

前
述
の
通
う
此
方
面
で
山
ら
し
い
族
を
し
よ
う
と
す
る

に
は
、
裏
山
裁
は

，
を
す
る
に
限
る
。
北
泉
岳
は
ま
だ
探

ら
れ
て
ゐ
な
い
し
、
叉
そ
の
裏
の
桑
沼
附
近
も
依
然
と
し

て
吾
々
の
間
に
は
秘
密
に
な
つ
て
ゐ
た
。
そ
乙
で
四
月
の

終
二
人
連
れ
で
復
も
や
根
ノ
白
石
に
出
懸
け
た
．
其
日
は

筒
も
進
ん
で
桑
沼
の
友
燒
の
部
落
に
泊
ら
う
と
い
ふ
計
書

で
、
案
内
者
に
米
を
背
負
は
し
て
泉
岳
の
裾
野
を
迪
つ
て

行
く
。
牧
場
の
小
屋
か
ら
朴
澤
川
の
縁
に
下
う
て
、
裏
山

道
と
離
れ
筒
も
川
べ
う
と
っ
い
て
行
く
。
此
邊
の
谷
の
景

色
が

一
寸
い
ゝ
。
川
が
三
分
す
る
虎
か
ら
其
間
の
尾
根
を

上
つ
て
行
く
。
樹
木
は
大
抵
開
葉
樹
で
、
折
々
モ
ミ
や
ツ

六
七
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維
　
　
録
　
　
○
仙
奎
附
近
の
山
々

六
〈

ガ
の
青
い
枝
が
出
て
ゐ
る
。
本
の
下
は

一
面
に
大
き
な
イ

ハ
ウ
チ
ハ
の
群
生
で
、
之
な
ら
探
つ
て
も
絶
滅
す
る
事
は

あ
る
ま
い
と
、
安
心
し
て
探
集
罐
に
詰
め
込
ん
だ
。

一
体

し
て
振
り
返
る
と
松
島
湾
は
島
影
帆
影
淡
く
、
其
左
に
は

北
上
山
脈
の
低
い
山
が
草
色
の
柔
い
肌
を
示
し
て
、
大
浪

の
様
に
連
つ
て
ゐ
る
。
道
は
や
が
て
小
さ
い
山
を
右
に
牛

周
し
て
、
村
界
か
ら
だ
ら
ノ
ヽ
下
う
に
な
る
。
其
庭
は
も

う
桑
沼
の
手
の
領
域
で
、
東
北
地
方
に
固
有
な
ブ
ナ
の
深

林
は
、
ま
だ
根
元
に
澤
山
の
残
雪
を
見
せ
て
、

一
面
に
展

開
す
る
。
吉
岡
の
傍
を
流
れ
る
吉
田
川
の
水
源
は
、
此
峠

の
す
ぐ
下
に

一
つ
の
澤
と
な
つ
て
現
れ
る
。
澤
は
勿
論
雲

で
埋
つ
て
、
向
側
の
岸
に
は
美
事
な
雪
堤
が
あ
る
。
之
か

ら
敷
丁
進
む
と
又

一
つ
の
澤
に
出
て

（
下
の
方
で
前
の
者

と
合
す
る
）
、夫
を
越
え
る
と
、其
庭
が
今
夜
の
宿
泊
地
、炭

燒
小
屋
の
小
部
落
で
あ
つ
た
。
此
庭
は

一
帯
に
不
地
に
な

つ
て
ゐ
て
澤
の
ゆ
る
い
流
の
中
に
は
夢
の
様
に
白
い
ミ
ゾ

バ
セ
ク
の
花
が
幾
つ
も
険
い
て
わ
る
。
慾
張
つ
て
根
を
掘

ら
う
と
手
を
突
込
ん
で
見
た
が
、
雪
溶
け
の
水
の
冷
さ
に

閉
口
し
て
止
め
て
し
ま
つ
た
。
日
暮
な
の
で
桑
沼
行
は
明

日
に
延
し
て
、
一
軒
の
小
屋
に
案
内
を
乞
ふ
た
。
「
湯
に
入

れ
」
と
い
ふ
か
ら
シ
ヤ
ツ
を
脱
い
で
、野
天
の
風
呂
桶
に
ク

か
る
。
頭
は
夕
風
に
冷
え
て
思
切
フ９
寒
い
。
ぢ
や
ぶ
ノ
ヽ
湯

ン
浴
び
な
が
ら
、
北
泉
岳
や
ブ
ナ
の
森
林
を
見
て
あ
る
の

は
痛
快
だ
。
か
う
い
ふ
趣
は
其
後
大
黒
鍍
山
で
も
、
仁
田

河
内
岳
の
伐
探
組
の
小
屋
で
も
味
は
つ
た
が
、
時
候
の
故

で
あ
つ
た
か
、
桑
沼
の
不
の
野
天
風
呂
が
最
も
深
い
印
象

を
残
し
て
ゐ
る
。
海
抜
八
百
米
も
あ
る
庭
に
ホ
て
，
然
も

春
先
の
事
と
て
、　
一
枚
の
毛
布
に
二
人
宗
て
は
、
寒
く
て

十
分
に
眠
れ
な
か
つ
た
。
笙
朝
十
町
許
の
間
ブ
ナ
、
カ
ツ

ラ
ー
カ
ン
バ
の
類
の
林

の
中
を
歩
い
て
桑
沼
を
見

に
行

く
。
此
邊
は

一
帯
に
傾
斜
が
緩
か
で
、
歩
い
て
わ
て
も
至

極
呑
氣
だ
。
夏
の
間
乙
ん
な
庭
で
天
幕
生
活
を
し
て
ゐ
た

ら
い
ゝ
な
と
思
つ
た
が
、
さ
て
夏
に
な
る
と
人
間
と
い
ふ

奴
は
、
各
の
間
恐
れ
て
近
づ
き
も
し
な
か
っ
た
三
千
米
の

高
山
の
懐
に
飛
び
込
み
た
く
な
る
か
ら
、
あ
て
に
な
つ
た

も
の
で
は
な
い
。
桑
沼
は
小
倉
氏
に
援
る
と
爆
裂
人
口
趾

で
あ
る
と
い
ふ
。
長
さ
六
町
許
幅

一
二
町
の
小
さ
い
湖
だ

が
、
水
は
具
青
で
周
囲
が
静
か
な
深
林
で
あ
る
だ
け
に
、

「
森
に
包
ま
れ
た
湖
」
と
い
ス
に
ふ
さ
は
し
い
所
で
あ
る
。

二
人
は
メ
１
／
ヘ
ン
の
生
れ
る
南
獨
逸
の
フ
／
ド
を
想
像
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し
た
う
し
た
。
策
て
此
邊
は
猿
の
澤
山
棲
ん
で
ゐ
る
虎
だ

と
聞
い
て
ゐ
た
が
、
小
屋
の
人
の
話
に
よ
る
と
其
は
秋
に

見
る
事
で
、
し
か
も
話
程
で
は
な
い
ら
し
い
ｏ
猿
は
兎
に

角
秋
の
頃
家
て
見
る
も

一
興
で
あ
ら
う
ｏ
桑
沼
か
ら
先
ヘ

進
ん
で
眺
望
を
得
や
う
と
思
つ
た
が
、
行
つ
て
も
ノ
ヽ
雪

と
裸
の
林
と
で
飽
き
て
し
ま
つ
た
か
ら
、
僅
か
に
蛇
ケ
岳

の
績
き
の
花
染
山
と
前
船
形
山
の

一
部
ら
し
い
の
を
見
た

丈
で
満
足
し
て
小
屋
に
戻
つ
た
。
此
日
は
北
泉
岳
に
登
つ

て
大
澤
村
の
方
の
裾
合
谷
に
下
う
る
積
う
で

あ

つ
た
が

ミ
ゾ
バ
セ
ツ
其
他
の
探
集
品
が
重
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
の

で
、
お
と
な
し
く
同
じ
道
を
戻
る
事
に
し
た
。
朴
澤
川
に

下
う
て
か
ら
は
牧
場
の
方
へ
行
か
な
い
で
、
谷
に
つ
い
て

下
多
、
瀧
な
ど
を
見
物
し
て
朴
澤
に
出
る
。
夫
か
ら
根
ノ

白
石
を
経
て
、
中
山
峠
は
星
光
の
中
に
越
え
た
。

四
　
船
形
連
山

船
形
山
の
一
郡
は
蔵
王
山
を
別
と
し
て
、
陸
物
の
國
境

を
栗
駒
山
に
到
る
迄
の
内
最
も
興
味
深
い
庭
で
あ
る
。
此

邊
の
地
質
研
究
は
震
災
豫
防
調
査
會
の
小
倉
勉
氏
が
螢
表

さ
れ
た
し
、
又
古
い
植
物
學
雑
誌
を
見
る
と
船
形
山
植
物

目
録
も
あ
つ
て
、
全
山
の
様
子
も
大
膿
知
る
事
が
出
家
る
。

維
　
　
録
　
　
○
仙
菫
附
近
の
山
々

此
山
塊
の
大
部
分
は
常
に
仙
墓
市
か
ら
直
接
望
み
得
る
の

で
、
従
つ
て
何
時
か
は
擁
う
た
い
と
思
つ
て
ゐ
た
し
、
又

計
豊
を
立
た
事
も
再
三
に
止
ま
ら
な
か
つ
た
が
、
天
候
や

其
他
の
事
情
に
制
せ
ら
れ
て
、
終
に
泉
岳
の
他
は

一
指
を

。も
染
む
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。

上
述
の
次
第
で
あ
る
か
ら
整
に
は
軍
に
聞
き
得
た
事
柄
だ

け
を
ざ
つ
と
紹
介
す
る
に
と
ゞ
め
て
置
く
。

此
連
山
は

一
の
火
山
脈
で
あ
つ
て
、
荒
耐
山
の
北
部
か

ら
始
ま
う
、
陸
物
の
國
境
上
を
東
南
に
走
つ
て
、
主
峯
船

形
山
と
な
う
、
之
よ
う
略
ヒ
東
南
東
の
方
向
に
延
び
て
泉

岳
に
連
る

一
群
を
成
し
て
ゐ
る
。
船
形
山
か
ら
東
は
宮
域

縣
内
に
属
し
、
黒
川
郡
と
宮
城
郡
と
を
境
し
て
ゐ
る
。
船

形
山
の
南
西
に
楠
峯
ｔ
仙
皇
カ
ゴ
、
自
髪
山
等
が
あ
り
、

夫
か
ら
方
向
を
西
に
韓
じ
て
山
形
縣
に
入
る
山
脈
は
、
船

形
火
山
群
と
は
地
質
時
代
を
異
に
す
る
と
い
ふ
。
然
し
私

は
例
に
よ
つ
て

フ

ナ

主
　
峯
　
船

北
方
面
　
書
オ

黒
便
宜
上
此
等
を

一
纏
め
に
し
て
置
く
。

形

山
（
一
名
五
所
山
）
　

一
五
〇
〇
米

耐

山
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
〇
米

森
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
三
米

東
方
面
　
前
船
形
山

三
二
一
二
米

六
ん

競 三 第 年 四 十 第 岳 山
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維
　
　
録
　
　
（〕
仙
璽
附
近
の
山
々

蛇

ケ

岳

三

峰

山
（
一
名
坊
主
山
）

ウ

シ

ロ
シ
ラ

ヒ
ダ
ャ

マ

後
白
髪
山

約

一
四
〇
〇
米

一
四

一
八
米

一
四
二
三
米

一
二
五
三
米

二

七
二
米

一
二

一
一
米

約

一
二
六
〇
米

二
八
四
米

二
〇
〇
米

二
七
六
米

二
二
七
米

〇

一
六
米

街
ほ
白
髪
申
か
。「
南
は
寒
風
山

（
一
一
一
七
米
）
を
経

て
開
山
峠

約ヽ
六
六
〇
米
）
の
低
所
に
達
す
る
。

此
等
は
陸
測
五
萬
の
地
形
国
に
依
た
も
の
で
、
果
し
て

其
名
稀
が
正
営
で
あ
る
か
否
か
は
未
だ
断
言
出
来
な
い
。

般
形
山
は
正
機
で
あ
ら
う
、
五
所
山
と
い
ス
の
は
寧
ろ
耐

祀
の
名
で
あ
る
、
船
岳
と
い
ス
の
も
別
稗
と
し
て
考
へ
得

る
が
、
通
稗
は
船
形
山
又
は
五
所
山
で
あ
る
。
山
麓
で
は

五
所
山
の
方
が
通
う
が
い
ゝ
。

此
内
船
形
山
に
優
松
の
あ
る
事
は
確
賞
で
、
丁
度
千
四

百
米
位
か
ら
植
物
帯
が
憂
て
ホ
る
と
椴
定
し
て
、
蛇
ケ
岳

三
峰
、
白
髪
山
等
が
案
外
に
高
山
的
な
状
態
を
有
し
て
ゐ

る
か
も
知
れ
な
い
。
残
雪
は
七
月
始
め
迄
可
成
あ
る
様
に

見
え
る
。

般
形
山
は
山
形
縣
の
北
村
山
郡
か
ら
登

る
本
道
が
あ

る
。
所
謂
五
所
山
道
と
稗
し
て
、
宮
城
縣
内
の
登
路
よ
ヶ

は
ず
つ
と
い
ゝ
様
だ
。
仙
墓
か
ら
行
く
と
す
れ
ば
、吉
岡
町

か
ら
入
つ
て
荒
川
を
上
る
か
、
又
は
色
臓
村
か
ら
保
野
川

と
上
る
の
で
あ
る
。
乙
の
二
道
が
合
す
る
所
は
湯
谷
地
と

い
つ
て
、
之
か
ら
小
火
口
湖
鏡
ケ
池
と
右
に
し
て
山
頂
に

ヂ
ヤ
ウ
ギ

達
す
る
。
宮
城
郡
大
澤
村
の
定
義
鍍
泉
（定
義
如
家
の
参
詣

人
が
相
営
に
あ
る
庭
で
あ
る
。
定
義
と
は
源
定
義
が
螢
心

入
道
し
て
定
義
と
改
め
、
此
地
を
開
い
た
の
だ
と
い
ふ
。

前
に
書
く
の
を
忘
れ
た
か
ら
補
足
し
て
置
く
が
、
泉
岳
も

義
経
の
臣
泉
三
郎
が
擦
つ
た
庭
だ
と
い
ふ
。
ど
っ
ち
も
人

の
日
か
ら
聞
い
た
事
で
あ
る
）
か
ら
大
倉
川
を
湖
っ
て
國

境
に
出
て
、
山
形
方
面
の
道
と
合
す
る
者
も
あ
る
が
、
此

は
最
も
荒
盾
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。
根
ノ
白
石
か
ら
は
北
泉

岳
を
経
て
郡
界
の
切
開
を
惇
て
行
け
ば
行
か
れ
る
と
の
事

北

泉

岳

泉

　

岳

両
方
面
　
楠
　
　
峰

仙
皇
カ
ゴ

シ
ラ
ヒ
グ

白

髪

山

最
上
カ
ゴ

柴

倉

山

黒

伏

山

，シキ
甑

　

岳

泉
岳
火
山

約

七
〇
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だ
。
然
じ
ヤ
ブ
は
ひ
ど
い
と
思
ふ
。
寧
ろ
仙
墓
か
ら
は
定

義
道
を
取
ス
か
、
又
は
根
ノ
白
石
か
ら
桑
沼
の
林
道
を
越

え
て
荒
川
に
出
て
登
る
が
得
策
で
あ
ら
う
。
筒
此
他
山
形

縣
村
山
郡
の
常
艦
村
か
ら
谷
を
湖
め
、
仙
秦
カ
ゴ
の
側
に

出
て
本
道
と
合
す
る
道
が
あ
る
。
此
道
は
谷
添
び
で
、
瀧

な
ど
も
見
て
行
か
れ
る
か
ら
頗
る
而
自
か
ら

，
。

省
ほ
秋
の
紅
業
で
あ
る
と
か
、
猿
の
話
で
あ
る
と
か
、

カ
ゴ
と
い
ス
面
白
い
山
の
事
だ
と
か
、
話
せ
ば
色
々
あ
る

が
、
要
す
る
に
此
等
は
又
聞
き
で
、
い
は
ゞ
憶
説
に
類
す

る
ヽ
の
だ
か
ら
止
め
に
し
て
を
く
。
唯

一
つ
断
て
置
き
た

ｒ
の
は
、
蔵
王
山
塊
の
明
い
雄
大
な
趣
に
比
し
、
此
連
山

は
妙
に
奥
深
い
秘
密
の
あ
り
さ
う
に
見
え
る
事
で
、
た
と

へ
雪
が
積
ん
で
近
く
見
え
て
も
。
何
か
し
ら
遠
い
ノ
ヽ
他

國
の
山
で
あ
る
様
な
氣
が
す
る
。
其
馳
で
は
甚
だ
秩
父
的

な
山
で
あ
る
）゙
日
本
風
景
論
に
擦
る
と
船
形
山
も
荒
脚
山

も
、
共
に
仙
壺
市
の
北
方
に
望
み
得
る
様
に
書
い
て
あ
る

が
、
責
際
の
と
こ
ろ
荒
耐
山
は
金
然
見
え
な
い
し
、
般
形

山
も
大
部
分
は
隠
さ
れ
て
、
僅
か
に
山

‘
頂
と
思
は
れ
る
自

い
輝
が
各
か
ら
春
に
か
け
て
、
三
峰
山
と
後
白
髪
山
と
の

間
に
折
々
現
れ
る
に
適
ぎ
な
い
。
仙
一量
か
ら
見
て
最
も
偉

大
に
見
え
る
の
は
後
白
髪
山
で
、
山
腹
の
深
い
森
林
は
容

易
に
純
白
に
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
右
に
見
え
る
三
峰
山

は
数
條
の
雪
漢
を
か
け
て
、
晩
春
の
頃
の
美
し
き
は
賞
讃

せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
ｏ
夫
か
ら
山
稜
は
ヾ
つ
と
低
下
し

て
最
後
に
黒
絲
威
し
の
北
泉
岳
と
な
わ
、
泉
岳
の
肩
越
し

に
眠
れ
る
都
を
院
ま
へ
て
ゐ
る
。
（
日
本
山
嶽
志
八
四
頁

及
五

一
人
頁
参
照
）

五
　
作
並
温
泉
と
開
山
峠

仙
墓
か
ら
山
形
縣
へ
鍮
え
る
國
境
山
脈
の
峠
に
は
、
開

山
峠
、
二
日
峠
、笹
谷
峠
の
三
者
が
あ
る
。

一
度
は
斯
い
ふ

峠
道
を
通
つ
て
向
側
に
出
て
見
な
い
と
山
の
様
子
は
ほ
ん

と
に
分
ら
な
い
ｏ
私
は
笹
谷
峠
は
全
然
知
ら
ず
、
二
日
峠

も
此
方
側
の

一
部
分
し
か
知
ら
な
い
か
ら
、
僅
か
に
開
山

峠
越
の
み
を
以
て
山
を
語
る
の
は
甚
だ
大
脂
な
話
で
あ
る

が
、
元
々
こ
の

一
文
は
こ
ん
な
所
も
日
本
の
國
内
に
あ
る

と
い
ス
事
を
御
知
ら
せ
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
か

ら
、
餘
う
深
く
咎
め
な
い
で
戴
き
た
い
じ

或
年
の
十

一
月
の
年
ば
に
寮
の
遠
足
に
加
つ
て
作
並
街

道
を
山
に
向
つ
た
。

′仙
一量
市
水
道
の
水
源
な
る
廣
瀬
川
を

湖
る
の
で
あ
る
が
、
生
愴
道
は
河
岸
か
ら
離
れ
て
ゐ
て
、

(345)
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維
　
　
録
　
　
○
仙
璽
附
近
の
山
々

慶
瀬
村
川
崎
附
近
迄
は
谷
の
景
色
も
見
ら
れ
な
い
。
唯
松

林
や
桑
畑
の
中
を
通
つ
た
う
し
て
時
に
船
形
連
山
、
蔵
王

ガ

ン
ド
　
　
　
　
　
　
　
ア
プ

マ

山
動
Ｆ
雁
戸
山
、
大
東
岳
等
を
眺
め
な
が
ら
行
く
。
川
崎

で
新
川
に
分
れ
て
か
ら
漸
く
川
の
上
流
ら
し
く
な
つ
て
来

る
。
並
木
と
い
ス
所
で
右
手
に
鎌
倉
出

（
五
二
〇
米
）
の

急
な
小
山
容
を
仰
ぐ
。
此
も
太
白
山
と
同
様
に
曰
く
の
あ

る
山
だ
。
夫
か
ら
段
々
森
林
が
多
く
な
つ
て
、
雅
て
作
並

温
泉
に
着
く
。
此
温
泉
は
仙
皇
か
ら

六
里
許
西
北
に
常

う
、
交
通
の
便
は
悪
い
が
湯
が
き
く
と
い
ス
の
で
よ
く
人

の
末
る
所
で
あ
る
。
四
邊
に
大
し
て
高
い
山
も

。
な
い
し
、

谷
も
小
さ
い
か
ら
、
取
り
立
て
ヽ
い
ふ
程
の
景
色

は
な

い
。
け
れ
ど
も
昔
か
ら
、旅
人
に
知
ら
れ
た
所
で
あ
る
し
、

又
宿
の
者
も
無
愛
想
乍
ら
決
し
て
貧
る
や
う
な
こ
と
は
な

い
か
ら
、
静
か
な
気
持
で

一
泊
し
や
う
と
い
ふ
に
は
先
づ

い
ヽ
所
で
あ
る
。
秋
保
温
泉
の
何
と
な
く
土

ツ
臭

い
の

や
、
デ
カ
タ
ン
的
な
鳴
子
の
温
泉
に
比
し
て
、
ど
れ
丈
我

黛
に
は
好
ま
し
い
か
知
れ
な
い
。
面
白
い
の
は
湯
に
通
ふ

事
で
、
先
づ
室
か
ら
出
て
段
々
を
下
う
て
、
更
に
廊
下
の

段
々
を
二
三
町
■
下
る
、
さ
う
す
る
と
急
に
曖
か
さ
う
な

湯
氣
が
濠
々
と
川
床
の
浴
槽
か
ら
湧
い
て
来
る
。
湯
に
ひ

た
っ
て
川
の
流
を
見
な
が
ら
水
上
に
浮
く
楓
の
一
葉
を
想

像
す
る
。
い
つ
も
の
事
な
が
ら
温
泉
は
悪
く
な

い
と
思

ふ
。
然
し
悪
い
の
は
例
の
長
廊
下
の
上
う
で
、
秋
も
少
し

晩
く
な
る
と
掃
う
に
は
す
つ
か
り
温
も
う
が
さ
め
て
し
ま

つ
て
、
ま
た
湯
の
方
へ
駈
け
下
う
る
と
云
ス

こ
と

に
な

る
。
全
く
か
う
も
家
と
温
泉
と
が
離
れ
て
ゐ
て
、
然
も
全

然
廊
下
績
き
で
あ
る
様
な
虎
は
つ
い
を
見
た
事
も
な
い
。

あ
く
る
日
寮
の
人
々
に
別
れ
て
五
六
人
で
宿

を
立

つ

た
。
開
山
峠
の
道
は

一
間
幅
の
大
道
路
で
、
終
始
廣
瀬
川

の
上
流
に
添
ふ
て
ゐ
る
。
眺
望
は
峠
附
近
が
指
呼
さ
る
ゝ

の
み
で
高
い
山
は
見
え
な
い
。
坂
下
す
で

一
里
竿
許
は
殆

ど
不
ら
で
、
其
か
ら

一
度
本
道
は
右
に
大
迂
同
を
し
て
眼

の
上
の
峠
に
向
つ
て
わ
る
。
作
並
温
泉
は
至
つ
て
面
白
い

所
で
あ
つ
た
が
、
開
山
峠
は
期
待
に
背
い
た
平

凡
な
峠

だ
。
然
し
木
な
い
よ
う
は
い
ヽ
と
思
ひ
乍
ら
頂
上
に
近
付

く
と
、
忽
ち
具
闇
な
ト
ン
ネ
／
に
入
つ
て
、
つ
ま
う
國
境

の
ラ
イ
ン
で
な
く
セ
ク
シ
ヨ
ン
を
通
過
し
て
、
山
形
縣
に

出
て
し
ま
ふ
０
ト
ン
ネ
／
の
長
さ
は
三
町
位
あ
つ
た
と
思

ふ
。
峰
に
上
つ
て
も
大
し
た
眺
望
は
得
ら
れ
さ
う
も
な
い

か
ら
ず
ん
ノ
ヽ
下
う
て
し
ま
ふ
。
二
人
丈
は
頑
張
つ
て
葛

七
二
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具
器
を
持
つ
て
八
〇
二
米
の

一
隆
起
に
上
つ
て
行
く
。
峠

道
は
筆
ろ
山
形
縣
の
方
が
面
白
い
ｏ

・
正
面
に
月
山
の
雄
大

な
姿
を
見
て
行
か
れ
る
。
責
に
赤
に
染
つ
た
木
の
葉
も
っ

乙
の
側
の
方
が
豊
富
だ
。
道
の
傾
斜
は
自
韓
車
で
も
走
れ

る
位
だ
か
ら
、
誰
も
体
瑣
う
と
い
ス
者
も
な
く
、
直
に
開

山
に
家
て
し
ま
ふ
ｏ
惟
か
開
山
か
ら

一
里
年
も
手
前
で
あ

っ
た
か
、
澤
の
岐
れ
道
に
左
五
所
山
道
な
ど
と
書
い
た
棒

杭
が
立
っ
て
ゐ
た
。
此
で
見
て
も
山
形
人
の
方
が
山
に
封

す
る
奪
敬
の
念
が
強
い
様
に
思
ス
。
叉
此
間
に

一
寸
美
事

な
瀑
布
が

一
つ
あ
つ
て
、
木
蔭
か
ら
眺
め
る
氣
持
も
悪
く

は
な
い
。
開
山
か
ら
原
宿
．
夫
か
ら
赤
松
の
林
の
中
を

一

直
線
に
耐
町
に
出
て
停
車
場
に
入
つ
た
。
北
東
に
千
十
五

コ
シ
キ

米
の
甑
岳
が
急
崚
な
山
容
を
饗
立
さ
せ
て
ゐ
る

（
一
瞳
山

形
方
面
か
ら
見
た
國
鏡
山
脈
の
側
面
は
、
仙
皇
方
面
か
ら

望
む
ょ
う
も
多
角
的
だ
）
、新
荘
ま
で
奥
笏
線
、
夫
か
ら
陸

物
線
を
ま
は
つ
て
青
葉
城
下
に
戻
つ
た
。

六
　
大
東
岳

開
山
峠
か
ら
笹
谷
峠
迄
の
間
は
、
二
日
峠
と
そ
れ
に
附

馬
し
て
ゐ
る
盤
紳
山
の
他
に
有
名
な
る
も
の
は
な
い
。
此

盤
耐
山
は
ノヾ
ン
ズ
と
訛
つ
て
螢
音
さ
れ
る
、
バ
ン
ズ
山
と

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山

雑
　
　
鉄
　
　
○
仙
奎
附
近
の
山
々

い
つ
て
特
別
に

一
つ
の
山
腱
を
示
す
の
か
、
或
は
盤
耐
岩

（
後
述
）
の
あ
る
山
と
い
ふ
概
念
に
過
ぎ
な
い
の
か
は
、
後

日
の
研
究
に
待
つ
と
し
て
、
二
日
峠
の
奇
勝
は
、
山
形
縣

下
の
山
ノ
寺
の
背
景
と
し
て
其
地
方
の
人
口
に
胎
大
し
た

所
で
あ
る
。

北
か
ら
始
め
て
面
白
山
（
一
二
六
四
米
）
一
〇
四
四
米
の

無
名
峰
、南
面
白
山
（
一
二
二
五
米
）、國
境
か
ら
少
し
南
に

外
れ
て
大
東
岳
（
一
三
六
六
米
）
、國
境
上
の
小
東
岳
（
一
一

三
〇
米
）、
一
三
二
七
米
の
一
峰
、
二
日
峠
、　
一
二
四
℃
妹

及

一
三
四
四
米
の

一
峰
、
其
東
方
に
國
境
を
離
れ
て
耐
室

岳
（
一
三
五
三
米
）
、
績
い
て
國
境
上
に

一
一
四
六
米
の

一

サ

′
ヤ

峰
を
起
し
、
低
下
し
て
笹
谷
峠

（九
〇
六
米
）
の
鞍
部
と

な
つ
て
わ
る
。
此
等
を
俄
に

一
群
と
し
て
取
扱
ふ
と
、
標

高
乙
そ
最
高
が
千
三
百
六
十
米
餘
で
甚
だ
心
細
い
次
第

で
あ
る
が
、
地
形
国
に
見
ら
れ
る
通

，

一
帯
の
山
勢
は
頗

る
急
で
、
然
も
小
隆
起
に
富
み
、
旦
山
稜
線
の
彎
曲
屈
折

甚
し
い
鮎
に
於
て
は
、
船
形
山
群
蔵
王
山
塊
に
も
見
ら
れ

な
い
、
又
東
北
地
方
を
通
じ
て

一
寸
な
い
や
う
な
趣
が
あ

る
。
春
の
年
頃
に
演
管
で
名
取
川
の
河
口
に
行
つ
た
こ
と

が
あ
る
。
夜
が
明
け
て
見
る
と
國
境
の
連
山
は
、
残
雪
美

お
三

(347)
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し
く
朝
日
に
輝
い
て
、屏
風
の
様
に
立
列
ん
で
わ
る
、其
時

切
う
立
つ
た
屏
風
岳
よ
う
も
、鯨
の
様
な
熊
野
岳
よ
り
も
、

又

「
北
に
あ
た
り
て
雪
白
き
山
あ
う
問
へ
ば
」
と
で
も
い

い
た
い
船
形
山
よ
う
も
面
白
く
見
た
の
は
、
恰
か
も
山
の

精
霊
の
舞
踏
す
る
が
如
力
惟
奇
な
形
容
を
呈
し
た
此

一
回

で
あ
つ
た
。
中
に
も
大
東
岳
は
峨
々
た
る
バ
ン
ズ
山
（？
）

の
右
に
蛤
入
道
の
様
な
大
頭
を
振
う
立
て
て
、
正
に

一
群

の
書
頭
取
の
様
に
見
え
た

の

は
快

哉
を
禁
じ
得
な
か
つ

た
（．
泉
岳
で
見
た
時
も
亦
此
山
が
最
も
眼
に
つ
い
た
。
営

時
闘
境
の
山
々
の
名
を

一
々
知
つ
て
ゐ
る
人
郡
無
か
つ
た

の
で
、
私
は
よ
く
市
外
の
丘
陵
に
出
か
け
て
行
つ
て
、
地

日
と
磁
石
と
山
と
を
脱
め
っ
乙
し
て
は
、
段
々
に
指
名
し

て
行
つ
た
。
大
東
岳
と
い
ふ
山
が
確
定
し
、
筒
此
山
が
愛

宕
山
か
ら
見
え
る
事
も
分
つ
た
時
は
、
先
づ
第
二
に
は
乙

の
山
に
足
跡
を
印
し
た
い
と
い
ふ
希
望
が
燃
え
た
。

面
白
山
は
仙
皇
市
外
の
一壼
ノ
原
か
ら
よ
く
見
え
る
が
、

恐
し
く
多
角
的
な
、
此
邊
火
山
の
多
い
所
に
は
珍
し
い
山

容
で
あ
る
。
此
山
は
山
ノ
寺
の
奥
ノ
院
と
俗
に
唱

へ
て
、

山
ノ
寺
方
面
か
ら
獲
る
道
が
あ
る
さ
う
で
あ
る
。
頂
上
に

は
何
か
権
現
様
を
祀
つ
て
あ
る
と
い
ふ
。
面
白
山
の
北
に

は
フ
ッ
ク
ラ
山
と

い
ふ
九
百
米
程
度
の
山
が
あ
る
筈
で
あ

る
。
川
崎
固
幅
を
見
る
と
、
面
白
山
の
南
方

一
〇
四
四
米

の
峰
の
北
肩
を
山
形
縣
か
ら
里
道
が
通
じ
て
、
高
倉
山
に

連
な
る
尾
根
の
九
二
五
米
の
北
方
で
清
え
て
ゐ
る
が
、
恐

ら
く
此
は
高
倉
山
の
鍍
山
に
通
ず
る
道
で
あ
ら
う
。

二
日
峠
は
名
取
郡
か
ら
山
ノ
寺

へ
越
え
る
本
道
で
あ
る

が
、
備
此
他
に
大
東
岳
麓
の
オ
ナ
メ
澤
を
湖
っ
て
、
小
東

岳
の
南
方
を
通
過
す
る
道
と
、
二
日
峠
の
途
中
か
ら
瀬
原

山

（
一
一
人
二
米
）
の
方
へ
哉
は
つ
て
、
高
澤
を
経
て
山

ノ
寺
か
ら

一
里
許
下
に
出
る
道
と
が
あ
る
。
尤
も
此
等
の

側
道
が
よ
く
つ
い
て
ゐ
る
か
ど
う
か
は
疑
間
で
、
二
日
峠

附
近
で
道
を
誤
つ
て
死
ん
だ
と
か
助
け
ら
れ
た
と
か
い
ふ

話
は
よ
く
耳
に
す
る
。
此
邊
の
地
形
は
複
雑
し
て
ゐ
る
か

ら
、
不
馴
な
者
に
は

一
寸
面
倒
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
ノヾ
ン
ズ

岩
の
正
鎧
は
明
か
で
な
い
が
、
秋
保
村
野
尻
の
猟
師
の
話

に
よ
つ
て
制
断
す
る
と
、
二
日
峠
本
道
の
北
側

一
〇
八
六

米
の
獨
立
標
高
鮎
か
ら
、
約
二
十
町
許
東
方
に
績
い
て
ゐ

る
断
崖
の
標
が

「
盤
・岬
山
の
岩
」
で
あ
る
。
筒
オ
ナ
メ
澤

の
北
側
に
も
ナ
ラ
イ
バ
ン
ズ
岩
と
い
ふ
の
が
あ
つ
て
、
ナ

ラ
イ
は
西
風
だ
と
解
す
る
と
、
何
に
当
し
て
西
方
な
の
だ
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琥 三 第 年 四 十 第 岳 山

か

一
寸
分
ら
な
い
。
友
人
の
話
に
よ
る
と
二
日
峠
の
西
方

面
に
も
バ
ン
ズ
岩
と
い
ス
の
が
あ
つ
た
と
い
ス
。
要
す
る

に
二
日
峠
附
近
の
山
は
、
東
西
雨
面
と
も
斯
う
い
ス
種
類

の
岩
壁
が
到
る
庭
に
あ
つ
て
、
何
と
か
名
を
付
け
て
見
た

い
も
の
と
思
へ
る
。

二
日
峠
か
ら
南
方
に

一
二
四
〇
米
の
一
峰
を
経
て

一
三

四
四
米
の
比
較
的
高
い
山

が
あ

る
。
其
東
方
の
耐
室
岳

（
一
三
五
三
）
よ
う
低
い
が
、
山
頂
が
苗
場
山
の
や
う
に
高

原
と
な
し
て
ゐ
る
の
が
面
白
い
。
陸
測
五
萬
の
山
形
固
幅

に
は
山
名
を
記
入
し
て
な
い
が
、
古
い
分
縣
地
固

（
明
治

三
十
七
年
版
）
を
見
る
と
、
笹
谷
峠
と
蔵
王
火
山
の
地
蔵

岳
と
の
間
に
草
日
山
と
い
ふ
名
を
記
し
て

（
此
は
先
づ
雁

戸
山
に
営
る
）
、笹
谷
峠
二
日
峠
の
間
郡
界
の
庭
に
耐
仙
岳

と
い
ス
の
を
置
い
て
あ
る
。
郡
界
は
陸
測
五
萬
分

一
日
と

比
較
し
て
、
耐
仙
岳
と
い
ス
の
が
先
づ

一
三
四
四
米
の
山

に
相
常
す
る
が
，

一
方
日
本
山
嶽
志
を
引

用

し

て
見
る

と
、
「
耐
仙
嶽
（
別
稀
篠
谷
嶺
）、陸
前
國
柴
田
郡
笏
前
國
南

村
山
郡
に
跨
る
、
柴
田
郡
川
崎
村
大
字
今
宿
よ
う
二
里
に

し
て
其
山
頂
に
達
す
、
標
高
三
千
百
六
十
四
尺
。

左
鞘
嶺
奥
笏
之
界
ゝ
西
北
望
月
山
、
山
映
有
雪
。
　
．
　

細
井
　
平
洲

雑
　
　
録
　
　
○
仙
菫
附
近
の
山
々

朗
穿
左
靭
嶺
頭
螢
一　
指
羅
西
東
奥
笏
分
　
疑
見
月
山
陰
麓
雪
　
秋
陽
曝
出

素
羅
柑
。

左
鞘
山
中
、
有
価
人
瀑
、
其
傍
架
大
石
梁
、
蓋
鬼
工
耐
造
也
、　
雨
不
見
。

同
　
　
　
人

仙
人
峡
上
雨
蒼
荘
　
難
踏
雲
根
問
鬼
梁
　
我
有
文
肇
耀
幽
僻
　
山
露
何
事

情
風
光
」

是
に
接
る
と
篠
谷
嶺
は
笹
谷
峠
に
通
じ
。
今
宿
か
ら
峠

の
頂
上
迄
は
約
三
里
あ
多
、
標
高
三
千
百
六
十
四
尺
と
い

ふ
の
ヽ
笹
谷
峠
奮
道
の
頂
上
、
有
耶
無
耶
開
の
附
近
大
凡

九
百
四
十
米
に
略

一
致
す
る
。
筒
叉
細
井
李
洲
は
此
奮
道

を
通
つ
て
此
詩
ケ
詠
じ
た
も、
の
と
思
は
れ
る
。
何
れ
に
せ

よ
、
私
は

一
三
四
四
米
の
山
名
を
断
定
す
る
に
足
る
程
の

證
擦
は
持
つ
て
ゐ
な
い
、
後
日
の
調
査
で
明
か
に
し
た
い

と
思
ふ
。

兎
に
角
笹
谷
峠
と
通
っ
て
見
る
の
も

一
興
で
あ
ら

，
０

一
三
四
四
米
の
峯
か
ら
南
は

一
一
四
六
米
の
峯
を
経
て
笹

谷
峠
と
な
う
、
そ
れ
か
ら
小
さ
い
然
じ
美
し
い
雁
戸
山
の

稲
野
と
な
つ
て
二
三
の
高
峯
を
堀
起
す
る
。
最
高
黙
は

一

四
八
四
米
六
で
、
此
等
の
山
は
寧
ろ
ピ
ー
ク
と
い
ス
に
メ、

さ
は
し
い
急
崚
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
見
せ
て
ゐ
る
。
威
王

山
よ
う
も
美
し
い
ル
思
つ
た
の
が
此
山
で
あ
つ
た
。
登
る

七
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行 職 月 七 年 九 正 大

雑
　
　
録
　
　
○
仙
憂
附
近
の
山
々

道
は
確
か
で
は
な
い
が
開
澤
、
賓
澤
、
川
崎
の
諸
村
か
ら

小
径
が
峯
迄
つ
い
て
ゐ
る
ら
し
い
。
雁
戸
山
と
蔵
王
山
の

間
の
低
所
は
、
此
邊
の
山
に
は
珍
し
い
片
航
岩
の
層
が
露

出
し
て
ゐ
て
、
蔵
王
山
か
ら
の
縦
走
に
興
味
を
唆
ら
れ
た

も
の
で
あ
つ
た
が
、
終
に
目
的
と
果
さ
な
か
つ
た
。

五
月
中
旬
仙
皇
で
は
鈴
蘭
が
険
き
、
杜
鵠
が
そ
ろ
ノ
ヽ

林
中
を
飛
び
ま
は
る
頃
、
長
町
か
ら
馬
車
鐵
道
に
乗
つ
て

名
取
川
を
上
流
に
向
ス
。
太
白
山
の
下
を
ト
ン
ネ
／
で
通

ｈ
抜
け
、
生
出
村
の
水
田
を
キ
用
す
る
と
名
取
川
に
添
ふ

や
う
に
な
る
。
雨
岸
が
高
い
の
で
景
色
は
悪
く
な
い
。
瓶

ケ
森
の
下
を
通
る
途
中
首
を
出
し
て
見
る
と
、
行
手
に
春

霞
の
中
か
ら
持
長
あ
る
大
東
岳
の
山
容
が
限
に
入
る
。
其

左
に
は
バ
ン
ズ
岩
附
近
の
千
米
内
外
の
山
が
銑
い
角
を
表

は
し
て
見
え
る
。
大
東
岳
を
遠
望
し
て
不
思
議
と
思
ム
の

は
、
新
雪
の
後
と
か
晩
春
雪
の
少
な
く
な
つ
た
頃
に
は
も

き
つ
と
山
腹
に

一
直
線
に
水
手
の
雲
の
條
が
現
は
れ
る
乙

と
だ
。
馬
車
は
湯
元
の
手
前
で
終
駐
と
な
る
。
迎
ひ
に
家

た
宿
の
番
頭
に
荷
物
を
托
し
て
覗
橋
を
渡
る
。
此
庭
は
川

が

一
寸
狭
く
な
つ
て
、
雨
岸
に
所
謂
奇
岩
怪
石
が
峙
ち
、

水
は
奔
滞
碧
流
を
な
し
て
、
紺
見
る
に
足
る
も

の
が
あ

る
。
此
か
ら
敷
丁
上
つ
て
湯
元
温
泉
の
佐
勘
と
い
ス
に
立

ち
寄
り
、　
一
洛
後
朝
食
を
済
ま
し
て
、
釣
橋
を
渡
つ
て
封

岸
の
二
日
街
道
に
出
で
、
長
袋
、
馬
場
な
ど
云
ふ
所
を
過

ぎ
、
三
里
許
で
名
取
川
の
右
岸
に
移
る
（
此
手
前
の
芋
峠
と

白
澤
峠

〔俄
稗
〕
と
の
間
に
戸
耐
山

〔五
〇
五
米
〕
と
い

ふ
実
つ
た
小
山
が
見
え
る
、
此
も
例
の
ウ
ド
ガ
森
式
だ
）。

今
迄
は
田
や
畑
が
多
か
つ
た
せ
い
か
道
も
李
凡
で
あ
つ
た

が
、此
橋
か
ら
先
は
や
つ
と
山
に
入
つ
て
行
く
氣
が
す
る
。

一
寸
火
山
の
裾
野
の
様
な
所
を
通
る
と
、
瀧
原
と
い
ふ
部

落
に
な
て
道
は
二
つ
に
分
れ
る
。
右
に
行
く
と
封
岸
の
森

安
に
到
る
の
で
、
不
動
瀑
の
瀑
壺
を
探
る
つ
も
う
な
ら
此

道
を
行
つ
て
、
橋
か
ら
川
原
に
下
う
て
岩
壁
に
添
う
て
上

る
が
よ
い
。
其
頃
の
私
は
谷
の
趣
味
と
い
ふ
よ
り
寧
ろ
ピ

ー
タ
ハ
ン
タ
ー
で
あ
つ
た
か
ら
、
別
に
岩
壁
と
水
と
い
ふ

も
の
に
興
を
な
か
れ
な
い
で
、
街
道
を
進
ん
で
不
動
堂
の

背
後
の
ャ
プ
を
崖
端
迄
出
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
瀑
は
高

さ
五
六
丈
も
あ
つ
た
と
思
ふ
。
中
々
立
派
な
景
色
で
川
の

両
岸
の
岩
壁
も
深
い
谷
を
思
は
せ
る
様
な
趣
が
あ
つ
た
。

再
び
道
に
戻
つ
て
先
へ
進
む
と
南
方
の
鷹
ノ
巣
山

か
ら
延

び
た
山
足
が
急
に
迫
つ
て
、
谷
の
風
景
を

一
段
と

よ
く

七
六
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し
て
見
せ
る
。
そ
の
山
足
を
Ｖ
字
形
に
廻
つ
て
高
原
状
の

庭

へ
出
る
と
、
向
ス
に
野
尻
の
部
落
が
淋
し
く
旅
人
を
迎

へ
て
呉
れ
る
。
見
す
ば
ら
し
い
宿
屋
に
草
軽
を
緻
い
で
ヽ
其

晩
は
佐
藤
某
と
い
ス
老
猟
師
を
呼
ん
で
も
ら
ふ
。
営
人
は

明
日
婚
濃
の
伸
人
を
す
る
と
い
ス
の
で
、
其
息
が
案
内
す

る
事
に
定
つ
た
が
、
馳
走
し
て
や
つ
た
ク
ヰ
ス
キ
ー
を
珍

し
さ
う
に
飲
ん
で
、ぼ
つ
ノ
ヽ
山
の
話
を
し
て
呉
れ
る
。其

話
に
よ
る
と
、
此
邊
の
山
歩
き
は
三
月
が
最
も
ょ
い
、
今

頃
か
ら
は
ヤ
プ
が
茂
つ
て
、
遠
い
所
へ
一
気
に
登
る
山
に

は
困
難
で
あ
る
と
い
ふ
。
成
程
商
賣
柄
の
言
草
だ
と
思
つ

た
。
筒
ほ
雪
の
中
で
夜
螢
す
る
方
法
等
も
教

へ
て
呉
れ

た
。
大
東
岳

へ
は
ヨ
ナ
メ
澤
又
は
ア
ラ
ド
川
の
ス
ス
ジ
澤

と
い
ム
の
を
上
つ
て
行
か
れ
る
と
い
ス
。

次
の
日
も
矢
張
天
氣
は
い
ヽ
の
で
、
勇
み
立
つ
て
野
尻

を
出
凝
す
る
。
十
町
も
行
か
な
い
内
に
名
取
川
を
左
岸
に

渡
る
。
も
う
大
東
岳
の
頂
上
は
其
胸
に
隠

れ

て
見

え
な

い
。
右
の
方
の
支
流
が
ア
ラ
ド
川
で
あ
る
が
、
此
方
が
川

の
様
子
も
美
事
で
あ
る
様
に
思
つ
た
。
本
流
の
左
岸
を
峠

道
に
従
つ
て
上
る
と
、
又
十
数
町
で
本
小
屋
に
達
す
る
。
樵
．

夫
の
道
は
コ
ナ
メ
澤
に
入
つ
て
行
く
「
澤
の
入
口
に
シ
ラ

ネ
ア
フ
ヒ
が
澤
山
唆
い
て
居
た
が
ハ
案
内
の
少
年
は
ヤ
マ

ボ
タ
ン
だ
と
教

へ
て
呉
れ
た
。
ヨ
ナ
メ
澤
を
十
五
六
町
湖

つ
て
右
側
の
極
く

小
さ
い
タ
デ
シ
澤
と
い
ふ
の
を
上
つ

て
尾
根
に
出
る
。
道
は
殆
ど
無
い
と
い
つ
て
も
い
ゝ
位
微

か
に
笹
が
く
れ
に
上
つ
て
行
く
。
左
手
に
は
オ
ナ
メ
澤
の

谷
が
見
え
る
、
あ
れ
が
ナ
ラ
イ
バ
ン
ズ
の
岩
だ
と
教
へ
て

呉
れ
た
が
、
昨
日
教

へ
て
も
ら
つ
た
の
と
は
方
向
が
反
封

で
あ
っ
た
。

一
〇
二
三
米
の
隆
起
を
越
え
て
復
た
上
う
と

な
る
。
本
は
色
々
生
へ
て
ゐ
た
が
、
主
と
し
て
開
葉
樹
で

ま
だ
新
芽
も
ふ
か
な
い
内
は
山
も
明
る
い
、
花
は
マ
ン
サ

ク
、
コ
プ
シ
、
シ
ヤ
ク
ナ
グ
の
曹
な
ど
で
、下
草
に
は
セ
ン

ボ
ン
ヤ
リ
、
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
ン
等
の
外
に
イ
ハ
ツ
チ
ハ
の

桃
色
の
花
排
が
い
か
に
も
い
ぢ
ら
し
い
。
再
び
熊
笹
の
間

に
入
つ
て
び
し
ノ
ヽ
は
ね
る
の
を
踏
み
の
け
て
や
つ
と
大

ダ
／
ミ
の

一
端

へ
辿
り
上
つ
た
。
最
初
大
東
岳
に
注
意
し

て
地
形
固
を
見
た
時
、
山
頂
附
近
の
コ
ン
．ト

ー
″
・ラ
イ

ン
が
大
分
離
れ
て
ゐ
る
の
が
面
白
く
思
つ
た
が
、
家
て
見

る
と
高
度
の
低
い
悲
し
さ
に
は
、
色
々
の
本
殊
に
カ
ン
バ

の
類
が

一
面
に
茂
つ
て
ゐ
て
、
歩
行
が
夏
に
捗
ら
な
い
ｏ

其
虎
で
夕
／
ミ
の
縁
を
雪
を
踏
ん
で
廻
つ
て
、
三
角
駄
に

山岳第十四年第三上児
口
了
）

雑
　
　
録
　
　
○
仙
憂
附
近
の
山
々
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行 螢 月 七 年 九 正 大

雑
　
　
錐
　
　
○
仙
菫
附
近
の
山
々

近
づ
か
う
と
し
た
が
、
灌
木
の
林
叢
は
盆
≧
激
し
く
邪
魔

を
す
る
の
で
、
辛
う
じ
て
敷
歩
を
進
み
得
た
に
過
ぎ
緻
ｏ

と
う
ノ
ヽ
意
氣
地
な
く
も
最
高
駐
は
放
椰
し
て
雪
の
上
に

坐
つ
て
し
唆
つ
た
。
山
上
の
夕
″
ミ
は
南
東
に
傾
斜
し
て

ゐ
る
か
ら
無
論
山
形
方
面
は
見
え
な
い
ｃ
蔵
王
山
と
雁
戸

山
、
耐
室
岳
の
あ
た
う
も
途
中
木
立

の
間
に
見
た

切
う

で
、
今
は
て
ん
で
分
ら
緻
〕́
仕
方
が
な
い
か
ら
雪
を
肴
に

し
て
ウ
ヰ
ス
キ
ー
を
飲
み
な
が
ら
泉
岳
の
方
を
眺
め
る
。

此
虎
か
ら
船
形
山
の

一
群
が
ど
う
い
ふ
風
に
見
え
た
か

は
、
う
つ
か
り
し
て
何
も
書
い
て
置
か
な
か
つ
た
の
で
忘

れ
て
し
ま
つ
た
。
下
山
も
大
膿
上
り
の
道
ヒ
辿
つ
て
再
び

野
尻
に
下
る
と
午
後
の
三
時
で
あ
る
。
急
い
で
湯
元
温
泉

に
掃
う
て

一
泊
す
る
。
丁
度
作
並
温
泉
か
ら
高
倉
山
を
探

つ
て
乙
ゝ
に
家
た
友
人
二
人
と

一
所
に
な
つ
て
、
俗
客
に

負
け
ず
大
に
騒
ぐ
。
次
の
日
他
の
二
人
は
大
白
山
に
ま
は

つ
た
が
、
大
東
岳
の
ヤ
プ
で
ひ
ど
く
苦
し
め
ら
れ
た
揚
句

な
の
で
、
も
う
歩
く
の
は
い
や
に
な
〔
た
か
ら
、
又
馬
車

で
帰
仙
し
て
し
ま
つ
た
。

七
　
蔵
王
山

ザ

　

ワ
ウ
サ
ン

蔵
王
山
は
屡
々
本
誌
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
讀
者

は
既
に
御
承
知
の
筈
で
あ

る
。
私
共
は
蔵
王
山

の
主
峯

わ
ツタ
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
エ‘マ
ヘ
・

刈
田
岳
、
熊
野
岳
と
共
に
．
南
方
の
屏
風
岳
、
御
前
岳
、

後
鳥
帽
子
岳
、
及
杉
ケ
峯
な
ど
を
も
同
じ
グ
″
―
プ
に
入

れ
て
、
南
蔵
王
、
北
蔵
王
等
と
呼
ん
で
ゐ
た
が
、
乙
れ
も

勿
論
便
宜
上
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
断
つ
て
置
き
た
い
。
此

山
塊
は
標
高
千
八
百
米
に
違
す
る
も
の
三
座
、
千
七
百
米

の
者
三
座
、
千
六
百
米
の
者
ｔ
亦
三
座
を
敷

へ
る
程
あ
つ

て
、
規
模
も
相
営
に
大
き
い
か
ら
、
東
北
地
方
旅
行
に
際

し
て
登
山
計
書
の
中
に
入
れ
て
も
悪
く
は
な
い
と
思
ふ
。

此
山
の
大
性
の
記
事
は
嘗
て
三
高
山
岳
會
か
ら
「
蔵
王
山
」

と
題
し
て
本
誌
に
掲
出
し
た
か
ら
、
今
は
局
部
的
の
話
に

止
め
て
置
く
乙
と
に
す
る
。

一
般
此
等
の
山
は
其
特
長
と
し
て
極
め
て
小
局
部
を
除

い
て
は
、
山
勢
が
な
だ
ら
か
で
、
二
っ
賽
の
積
と
い
ふ́
や

う
な
廣
い
高
原
が
山
腹
に
開
け
て
ゐ
る
篤
に
非
常
に
長
閑

な
気
持
が
す
る
。
其
他
火
口
湖
の
御
釜
．
濁
川
の
断
崖
、

澄
川
の
瀑
布
等
が
あ
り
、
後
鳥
帽
子
岳
、
杉
ケ
峯
、
屏
風

山
背
の
密
林
や
、
御
前
岳
の
裾
野
な
ど
、
風
景
の
理
化
に

乏
―
′く
な
い
。
然
も
至
極
登
り
易
い
山
な
の
だ
か
ら
、
謂

は
ゞ
吾
々
が
所
有
す
る
天
然
公
園
と
等
し
い
も

の
で

あ

七
〈
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る
。
乙
う
い
ふ
山
地
で
仙
皇
三
中
の
教
員
生
徒
十
数
名
が

昨
年
の
秋
惨
死
し
た
の
は
不
思
議
と
い
へ
ば
そ
れ
迄
で
あ

る
が
、
其
原
因
は
要
す
る
に
矢
張
山
に
封
す
る
準
備
智
識

の
足
う
な
か
つ
た

一
事
に
帰
す
る
こ
と
を
得
る
と
思
ふ
。

初
め
て
此
山
群
に
足
を
階
入
れ
た
の
は
、
大
正
四
年
の

秋
で
あ
つ
た
。
友
と
二
人
で
自
石
迄
汽
車
に
乗
つ
て
、
其

虎
か
ら
御
前
岳
の
麓
の
軍
馬
補
充
部
出
張
所
迄
行
き
、
附

近
の
友
燒
小
屋
に
泊
め
て
貰
ひ
、
次
の
日
裾
野
を
上
つ
て

賽
ノ
積
に
出
た
。
ま
だ
山
の
中
腹
で
千
米
を
僅
か
越
し
た

許
だ
が
、
イ
ハ
カ
ガ
ミ
、

イ
ブ
キ
ジ
ャ
カ
ウ
サ
ウ
其
他
の

高
山
植
物
の
霜
枯
れ
た
葉
を
見
た
時
、
僅
に
千
米
餘
の
所

に
こ
れ
ら
の
植
物
が
あ
る
の
か
と
大
に
驚
嘆
し
た
ｏ
そ
し

て
傾
斜
三
十
度
の
山
の
胸
を
上
つ
て
御
前
岳
の
頂
上
に
立

つ
た
。屏
風
岳
は
北
に
営
つ
て
大
き
な
山
背
を
展
開
す
る
。

ア
イ
ハ
ギ
の
峯
か
ら
南
屏
風
に
上
る
と
、
シ
ラ
ベ
や

ハ
ヒ

マ
ツ
の
香
多
、
ガ
ン
カ
ウ
ラ
ン
、
コ
ケ

モ
モ
の
費
な
ど

で
、
唯
も
う
嬉
し
さ
の
餘
り
所
々
飛
び
廻
つ
た
末
、
熊
の

様
に
寝
そ
べ
つ
て
し
哉
つ
た
ｏ
次
の
年
の
春
に
は
五
人
連

れ
で
鎌
先
温
泉
に
行
き
、
次
の
日
御
前
岳
か
ら
火
口
壁
を

樺
つ
て
南
屏
風
、
北
屏
風
、
水
引
入
道
と
縦
走
し
た
ｃ
其

雑
　
　
録
　
　
○
仙
憂
附
近
の
山
々

時
の
紀
行
は
本
誌
に
載
せ
て
あ
る
。

其
年
の
秋
の
初
に
叉
御
前
岳
に
遊
び
、
略
こ
此
邊
も
見

蓋
し
た
の
で
、
今
度
は
北
威
王
に
出
か
け
た
。
秋
季
皇
霊

祭
の
頃
で
あ
つ
た
ら
う
、
北
白
河
で
汽
車
を
下
う
て
宮
か

ら
永
野
に
出
で
、
西
に
向
つ
て
青
航
山

（
此
山
は
二
重
火

山
で
あ
つ
て
、
七
九
九
米
九
の
峯
に
は
質
の
神
が
祀
つ
て

あ
る
、
正
月
の
初
積
雪
を
踏
ん
で
富
か
ら
上
つ
た
事
が
あ

る
、最
高
識
大
森
は
約
八
二
〇
米
。
）
の
麓
を
廻
つ
て
行
く
。

此
附
近
は
梨
を
栽
培
し
て
わ
る
所
が
多
く
、
赤
坊
の
頭
程

の
も
の
が

一
個
二
餞
許
で
あ
つ
た
。
夫
を
買
つ
て
食
べ
な

が
ら
歩
く
。

鶏
揮
徹
道
は
其
年
の
春
か
ら
軽
便
鐵
道
と
な

つ
て
、
永
野
遠
刈
田
間
を

一
日
四
同
位
住
復
す
る
。
遠
刈

田
の
温
泉
場
は
用
も
無
い
の
で
通
多
抜
け
て
、
落
葉
松
の

林
を
左
の
細
征

へ
入
る
と
松
川
を
渡
っ
て
、
之
か
ら
が
上

う
と
な
る
。
左
の
方
に
後
鳥
帽
子
岳
が
実
つ
て
、
山
腹
以

上
は
針
葉
樹
で
具
黒
だ
が
、
裾
野
は
草
が

一
面
に
生

へ
て

各
は
い
ヽ
ス
キ
ー
の
場
所
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
ｃ
此
虎

は
七
日
原
と
唱
へ
て
仙
憂
の
早
川
氏
の
牧
場
に
な
つ
て
ゐ

る
。
刈
田
岳
の
登
山
道
は
、
松
川
の
支
流
澄
川
濁
川
の
間

の
尾
根
を
だ
ら
ん
ヽ
上
つ
て
行
く
の
で
、
雅
て
草
生
の
丘

続 三 第 年 四 十 第 岳 山
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行 螢 月 七 年 九 正 大

雑
　
　
鉄
　
　
○
仙
菫
附
近

の
山
々

か
ら
ミ
ゾ
ナ
ラ
の
美
事
な
森
林
に
入
う
、
急
に
深
山
の
気

が
身
に
泌
Ｕ
様
に
な
る
。
青
根
温
泉
へ
下
る
道
と
別
れ
て

三
町
程
進
め
ば
ち
堂
と
小
屋
が
あ
つ
て
山
の
番
人
に
馨
を

か
け
ら
れ
る
。
此
虎
で
登
山
料
を
金
拾
餞
宛
取
ら
れ
る
さ

う
で
あ
る
が
、
私
は
要
求
さ
れ
な
か
つ
た
。
小
屋
の
前
に

「高
山
植
物
探
集
セ
禁
ず
」
と
書
い
た
小
林
Ｅ
の
札
が
立

つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
ら
筒
も
ヽ
ゾ
ナ
ラ
の
深
林
を
上
る
こ

と
十
町
許
の
庭
に
汚
い
茶
店
が
あ
る
、
直
ぐ
先
は
澄
川
の

不
動
の
の
瀧
で
、
高
さ
は
六
七
丈
も
或
は
其
以
上
も
あ
ら

う
か
、雨
側
が
甚
し
く
急
で
可
な
ヶ
立
派
な
谷
に
見
え
る
。

不
動
ノ
茶
屋
か
ら
十
町
も
進
じ
と
そ
ろ
ノ
ヽ
木
立
が
疎
ら

に
、
然
も
妙
に
ひ
ね
ぐ
れ
て
来
て
、
俄
か
に
高
山
に
上
つ

て
家
た
感
が
す
る
ｏ
も
う
日
は
暮
れ
て
し
■
つ
た
の
で
此

庭
か
ら
新
開
温
泉
ま
で
末
知
の
道
は
覺
東
な
い
、
丁
度
山

番
の
小
屋
が
あ
つ
た
か
ら

（
地
蔵
瀧
の
下
方
）
是
れ
幸
ひ

と
泊
う
乙
ん
で
し
ま
つ
た
。

釜
朝
未
明
に
小
屋
を
出
て
、
灌
木
帯
を
突
切
る
と
も
う

前
面
は
度
大
な
賽
ノ
積
で
、
南
は
後
鳥
帽
子
、
北
屏
瓜
、

杉
ケ
峯
、
北
は
雁
戸
山
遠
く
は
船
形
山
の

一
群
が
手
に
取

る
如
く
近
く
見
え
る
。
二
二
四
六
米
の
三
角
駐
の
岩
上
で

一
体
し
て
、
刈
田
、
五
色
、熊
野
の
諸
岳
を
仰
ぐ
。
山
の
傾

斜
は
極
く
綬
や
か
な
の
だ
か
ら
、
養
ノ
積
か
ら
見
る
岳
の

姿
も
何
庭
と
な
く
の
ん
び
り
し
て
ゐ
る
。
私
ど
も
は
眼
の

痛
ぐ
な
る
様
な
銑
い
峯
頭
や
、
書
な
ほ
晴
き
密
林
幽
谷
と

い
ふ
よ
う
も
、
一廣
く
の
び
や
か
な
火
山
の
ア
ク
ト
ラ
イ
ン

に
親
し
み
易
い
や
う
に
思
ふ
。
三
角
識
か
ら
朝
日
に
照
ら

さ
れ
な
が
ら
右
の
道
を
辿
り
、
コ
メ
パ
ツ
ガ
デ
ク
ラ
や
ミ

ネ
ズ
フ
ク
の
大
株
を
踏
ん
で

行
く
之
．
約
十
町
で
道
は

下
る
様
に
な
る
。
新
開
温
泉
迄
約

一
丁
と
し

て
あ

る
か

ら
、
ど
ん
ι
ヽ
下

つ
て
行
く
と
濁
川
の
谷
曖
で
は
中
々

遠
い
。
具
貧
の
所
五
六
町
も
下
つ
て
橋
を
渡

つ
て
，温
泉

宿
の
方

へ
上
つ
て
行
く
と
、
物
好
き
に
も
宿
の
下
の
段
に

入
角
の
大
天
幕
を
張
つ
た

一
行
が
食
事

の

仕
度
中
で

あ

る
ｏ
待
つ
間
の
暇
つ
ぶ
し
に
湯
に
入
う
に
行
ぐ
と
硫
化
水

素
の
臭
で
む
つ
と
す
る
。
新
開
温
泉
は
態
野
岳
の
直
下
海

抜
千
百
六
十
米
の
庭
に
あ
つ
て
一
寸
風
憂
う
の
温
泉
だ
。

青
根
温
泉
は
湯
は
上
高
地
温
泉
の
様
に
綺
麗
だ
と
い
ふ
が

此
庭
よ
う
は
低
い
。
嵐
氣
肌
を
要
ふ
て
忽
ち
に
し
て
俗
塵

を
去
る
と
い
ム
の
が
、
高
所
に
あ
る
温
泉
の
特
徴
で
あ
ら

う
。
然
し
惜
し
い
事
に
は
温
泉
宿
が
天
下

一
と
自
稀
す
る

〈
〇
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琥 三 第 年 四 十 第 岳 山

丈
け
に
、
盛
場
の
時
に
来
た
ら
全
く
う
ん
ざ
う
す
る
こ
と

請
合
ひ
だ
。
五
色
岳
の
左
下
に
営
つ
て
不
蹄
瀧
が
あ
る
。

朝
食
が
済
Ｕ
と
十
五
六
人
が

一
群

と
な

つ
て
名
琥
峰

（
一
四
九

一
米
）
の
西
南
に
出
る
小
征
を
上
つ
た
。
山
の
鼻

一
つ
越
し
て
バ
イ
ケ
イ
サ
ク
の
に
よ
き
ノ
ヽ
生
へ
た
小
さ

い
澤
と
渡
つ
て
山
腹
に
か
ゝ
る
と
、　
一
帯
に
灌
木
の
多
い

間
に
ち
よ
い
ノ
ヽ

コ
メ
ッ
ガ
、
シ
ラ
ベ
、
ト
ド
マ
ツ
の
類
が

あ
つ
て
、
凡
千
四
百
米
位
の
庭
に
ホ
て
始
め
て
優
松
が
現

れ
る
。
山
腹
で
は
あ
ら
他
に
も
本
の
多
い
篤
に
、幹
も
曲
ら

ず
五
尺
許
の
高
さ
に
す
っ
く
と

立
つ
て
わ
る
。
ｔ
．う
尾
根

の
上
も
近
い
。
上
り
切
る
と
名
琥
峯
の
方
に
も
山
形
縣
の

東
澤
村
の
谷
の
方
に
も
路
が
通
じ
て
ゐ
る
。
私
達
は
左

ヘ

（
西
南

へ
）
た
る
ん
だ
尾
根
の
上
を
通
つ
て
熊
野
岳
に
近
づ

く
。
此
方
か
ら
見
る
と
熊
野
岳
は
赤
茶
け
た
山
艦
を
鯨
の

様
に
の
さ
ば
ら
し
て
わ
る
。
道
は

丁
度
針
ノ
本
の
蓮
華
岳

の
様
な
庭
で
、

ハ
ヒ
マ
ツ
は
餘
多
見
な

い
が
、
所
々
に
ミ

ネ
ズ
フ
ク
、
ガ
ン
カ
ウ
ラ
ン
、
シ

，
タ
マ
ノ
キ
、
ク
ロ
マ

メ
ノ
キ
、
ツ
ガ
デ
ク
ラ
及
其
他
の
禾
林
り
草
の
類
第
が
句

ノ
ヽ
の
斜
面
を
覆
ひ
、
時
に
は
そ
の
礫
政
じ
夕
の
原
土

ち

中
に
大
き
な
コ
マ
ク
サ
を
見
た
。
信
州
産
の
物
と
違
つ
て

雑
　
　
録
　
　
〇
仙
憂
附
近
の
山
々

ど
っ
ち
か
と
言
へ
ば
寒
地
植
物
の
形
態
で
あ
る
。
（此

コ
マ

ク
サ
も
元
は
蔵
王
山
の
名
物
で
あ
つ
た
が
今
は
殆
ど
絶
滅

し
か
か
つ
て
わ
る
）。
コ
マ
ク
サ
の
斜
面
か
ら

一
寸
急
に
な

つ
て
熔
岩
の
間
を
通
つ
て
頂
上
に
出
る
ご
山
頂
は
東
西
に

長
く
可
な
ら
廣
い
。
東
端
に
熊
野
耐
祗
が
あ
少
、
西
端
に

は
三
角
鮎
と
石
小
屋
が
あ
る
。
石
小
屋
と
い
ス
て
も
四
方

五
尺
許
う
の
高
さ
に
石
を
積
み
重
ね
た
も
の
で
屋
根
は
な

い
。
眺
望
は
素
派
ら
し
い
も
の
だ
・．
仙
皇
附
近
で
は
第

一

等
で
あ
ら
う
ｏ
前
面
に
は
月
山
、
朝
日
岳
、
鳥
海
山
が
見

え
る
。
飯
豊
山
は
吾
妻
火
山
群
の
一
際
奥
に
横
は
つ
て
ゐ

る
。
鳥
海
山
も
月
山
も
い
ヽ
が
、飯
豊
の
雄
大
、大
朝
日
の

実
銑
が
美
事
で
あ
っ
た
、
両
方
と
も
山
腹
に
可
成
長
い
雲

漢
が
見
え
た
。
今
は
九
月
の
末
だ
か
ら
春
か
ら
夏
に
か
け

て
は
ど
ん
な
に
美
し
い
雲
か
と
想
像
さ
れ
る
。
眼
を
韓
じ

て
北
方
を
見
る
と
、
雁
戸
山
の
崚
峰
は
此
虎
か
ら
見
る
と

重
り
合
つ
て
、
そ
の
右
左
う
に
丸
み
の
あ
る
し
か
ち
急
な

國
境
の
山
が
幾
つ
も
ノ
ヽ
見
え
る
。

一
寸
南
ア
／
プ
ス
の

連
う
方
に
似
て
居
る
と
思
つ
た
。
東
面
は
勿
論
海
が
見
え

る
。
私
達
は
几

一
時
間
許
は
静
か
な
山
の
姿
、
湧
き
上
る

雲
の
運
動
を
眺
め
て
ぼ
ん
や
う
し
て
ゐ
た
。〈

一
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行 螢 月 七 年 九 五 大

雑
　
　
録
　
　
○
仙
菫
附
近
の
山
々

〈
ニ

千
八
百
四
十
米
の
熊
野
岳
を
辞
し
て
、
刈
田
岳
迄
馬
の

背
と
稗
す
る
人
口
壁
を
樽
つ
た
。

一
面
の
焼
石
で
、
生
ヘ

て
ゐ
る
草
は
抵
抗
力
の
張
い
禾
本
渉
草
の
群
落
に
過
ぎ
な

い
。
向
ス
に
中
央
火
口
丘
の
五
色
岳
が
硫
黄
に
曝
さ
れ
た

友
白
色
の
峰
頭
を
樫
げ
て
頑
張
つ
て
ゐ
る
。
す
る
と
忽
ち

足
下
に
御
釜
火
口
湖
の
深
い
青
黄
色
い
園
形
の
水
が
現
れ

た
。
湖
の
縁
は
馬
の
背
か
ら
百
二
三
十
米
低
下
し
て
ゐ
る

が
、
水
面
は
其
よ
う
も
ま
だ
敷
十
米
下
つ
て
ゐ
る
様
で
あ

る
パ
尤
も
去
年
九
月
に
噴
人
の
徴
候
を
標
へ
ら
れ
た
頃
に

は
温
れ
出
さ
う
と
す
る
位
に
増
水
し
た
さ
う
で
あ
る
。
五

色
沼
の
異
名
も
あ
つ
て
水
色
は
其
時
々
に
憂
つ
て
一
定
し

な
い
、
私
も

一
度
は
泥
の
様
に
黄
く
濁
つ
た
の
を
見
、
又

次
に
は
未
家
派
の
色
彩
の
様
に
強
烈
な
色
の
取
多
合
は
せ

を
碧
藍
の
湖
と
赤
白
い
岩
峰
の
間
に
認

め
た
事
が
あ
つ

た
）。御
釜
へ
は
新
聞
温
泉
か
ら
濁
川
を
湖
つ
て
行

か
れ

る
。
五
色
岳
の
南
に
は
今
は
巌
坑
と
な
つ
た
硫
黄
探
掘
所

が
あ
る
。
刈
田
岳

ヘ
ホ
て
御
宮
の
中
で
書
飯
を
食
つ
て
、

又
眺
望
を
恣
に
し
て
か
ら
直
接
養
ノ
積
に
下
う
た
り
此
が

宮
城
縣
方
面
の
本
道
で
あ
る
。
下
り
は
早
い
。
忽
ち
遠
刈

田
へ
下
う
て
、
其
庭
か
ら
軽
便
鐵
道
を
利
用
し
、
永
野
か

ら
又
歩
い
て
北
白
河
の
停
車
場
に
入
つ
た
。

翌
年
の
五
月
中
旬
、
今
度
は
御
前
岳
か
ら
始
め
て
蔵
王

レ
・縦
走
し
、
更
に
雁
戸
山
を
経
て
笹
谷
峠
か
ら
疑
間
の

一

三
四
四
米
の
峰
及
耐
室
岳
あ
た
り
迄
探
つ
て
見
る
積
う
で

叉
も
鎌
先
温
泉
に
行
つ
た
。
其
日
は
案
内
者
を
雇
ス
に
費

し
、
翌
日
友
人
と
二
人
で
軍
馬
補
充
部
出
張
所
に
出
で
、

案
内
者
ル
落
ち
合
つ
て
鳥
居
前
に
上
つ
た
。
雪
は
去
年
よ

う
も
多
く
、
可
な
う
低
い
所
に
も
残
つ
て
居
た
。
賽
／
積

の
下
か
ら
西
へ
入
つ
て
ブ
ナ
の
谷
の
向
側
に
天
幕
を
張
つ

た
。
笙
朝
も
う

一
人
の
案
内
の
家
る
の
を
待
つ
て
い
つ
も

の
道
を
御
前
岳
に
上
る
。
荷
が
な
い
の
で
雲
漢
へ
わ
ざ
わ

ざ
出
て
見
た
う
、
高
山
植
物
の
花
を
求
め
た
り
す
る
。
頂

上
に
着
い
た
の
が
彼
是
れ
正
午
で
、
夫
か
ら
南
屏
風
を
通

つ
て
北
屏
風
へ
行
く
と
も
う
午
後
三
時
近
く
で
あ
つ
た
。

此
邊
は
既
知
の
道
で
あ
る
。

北
屏
風
の
三
角
駐
か
ら
筒
暫
ら
く
雪
堤
上
を
北
に
進
ん

で
、
向
ふ
の
斜
面
の
見

へ
出
す
所
か
ら
西
北
に
向
つ
て
屏

風
山
背
の
な
だ
ら
か
な
傾
斜
を
下
う
て
行
く
。

一
帯
に
針

葉
樹
が
生

へ
て
ゐ
て
、
雪
が
な
け
れ
ば
東
北
固
有
の
ヤ
ブ

で
到
底
歩
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
今
で
も
服
が
枝
に
ひ
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つ
か
か
つ
た
り
、
腰
ま
で
雪
に
落
ち
た
り
し
て
容
易
に
捗

ら
な
い
。
然
し
間
も
な
く
鞍
部
に
下
り
て
見
る
と
、熊
野
岳

か
ら
賽
ノ
積
あ
た
り
が
か
す
ん
で
見
え
る
。

杉
ケ
峰
は
具

黒
に
そ
し
て
具
白
に
、
つ
裁
う
黒
本
と
残
雪
ば
か
う
の
山

艦
を
見
せ
る
。
峰
の
南
面
に
は
ち
よ
い
ノ
ヽ
夏
な
ら
ば
池

か
温
漁
地
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
虎
が
あ
る
。
其
下
の
方

に
大
沼
と
い
ふ
池
が
あ
る
さ
う
だ
。
歩
行
も
餘
う
早
く
な

い
の
で
眼
の
前
の
大
雪
田
を
路
ん
で
几
二
十
分
許
う
し
て

杉
ケ
峰
の
三
角
黙

（
一
七
四
五
米
）
に
達
し
た
。
山
頂
は

之
か
ら
北
方
に
か
け
て
ハ
ヒ
マ
ツ
も
多
く
ゴ
柔
か
さ
う
な

草
地
も
あ
つ
て

（今
は
雪
だ
ら
け
だ
が
）

一
寸
感
じ
の
い

い
所
だ
。
國
勇
山
脈
の
舟
引
山
の
直
ぐ
下
迄
山
足
が
延
び

て
行
つ
て
、
其
庭
に
深
い
横
川
の
谷
を
成
し
て
ゐ
る
。
其

内
に
雨
が
降
わ
出
し
て
木
た
の
で
、
北
方
に
切
開
を
樽
つ

た
。
行
く
ノ
ヽ
泊
れ
さ
う
な
庭
を
物
色
し
た
が
、
何
分

一

面
の
残
雲
で
あ
る
か
ら
、
平
ち
で
雪
の
な
い
温
つ
て
ゐ
な

い
庭
と
い
つ
て
は
何
虎
に
も
な
い
。
や
つ
と
大
き
な
コ
メ

ツ
ガ
の
下
に
天
幕
を
張
る
に
足
る
廣
さ
の
笹
葉
が
見
え
た

か
ら
、
尾
根
の
殆
ど
貧
上
で
風
も
可
成
張
い
が
泊
る
事
に

し
た
。
先
づ
木
を
切
る
人
を
た
く
、
雪
を
と
か
す
ｏ
尾
根

の
縁
の
優
松
の
精
か
ら
友
色
の
霧
が
舞
ひ
こ
ん
で
家
る
。

冷
い
雨
が
ば
ら
ノ
ヽ
と
天
幕
を
た
ゝ
く
。
飯
の
後
で
は
少

し
で
も
曖
を
取
ら
う
と
葛
湯
を
作
つ
て
十
分
に
食
べ
、
震

へ
な
が
ら
夜
を
明
か
し
た
。

翌
朝
に
な
つ
て
見
た
が
依
然
と
し
て
塞
は
霧
れ
な
い
。

霧
が
ひ
ゅ
？
／
ヽ
と
吹
き
つ
け
て
天
幕
が
ば
た
た
ヽ
鳴
る
。

然
し
滞
在
も
馬
鹿
ら
し
い
か
ら
、
支
度
を
し
て
雪
の
上
を

眼
の
前
の
一
峰
に
向
つ
た
）
昨
日
切
開
が
よ
く
つ
い
て
ゐ

た
事
を
考
へ
る
と
、
時
々
植
本
と
り
に
で
も
刈
田
岳
の
方

か
ら
な
る
者
が
あ
る
の
だ
ら
う
ｏ
霧
の
中
か
ら
ち
よ
い
ち

ょ
い
刈
田
岳
南
面
の
針
葉
樹
に
お
ほ
は
れ
た
山
腹
を
見
て

方
向
を
確
か
め
る
。
や
が
て
下
う
に
な
つ
て
一
五
四
五
米

の
峠
道
に
出
た
。
道
は
勿
論
白
鎧
々
た
る
有
様
で
殆
ど
分

ら
な
い
。
案
内
も
此
邊
は
知
ら
な
い
の
で
地
形
国
と
磁
石

を
使
う
に
澄
川
上
流
の
北
側
を
だ
ら
／
ヽ
と
下
う

て
ゆ

く
。
此
邊
の
森
林
は
中
々
美
事
で
、
晴
れ
て
ゐ
た
ら
も
つ

と
い
ゝ
慮
じ
が
し
た
ら
う
と
思
ふ
。
雲
は
途
切
れ
も
な
く

績
い
て
、
所
々
に
紅
い
雲
も
見
え
る
、
此
は
管
に
入
れ
て

持
ち
帰
つ
て
願
微
鏡
で
の
ぞ
い
て
見
た
。
極
地
に
見
る
紅

雪
藻
の
一
種
が
見
え
る
、
携
帯
の
方
法
が
不
充
分
で
あ
つ

雑
　
　
録
　
　
○
仙
憂
附
近
の
山
々

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山

〈
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行 套 月 七 年 九 正 大

雑
　
　
録
　
　
○
焼
山
よ
り
丹
澤
山
塊
縦
走

た
か
ら
、
大
抵
の
細
胞
は
分
裂
し
た
り
破
壊
し
た
う
し
て

ゐ
て
、
完
全
な
者
は
無
か
つ
た
。
そ
れ
で
つ
い
形
性
を
描

き
も
し
な
い
で
其
儘
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
は
遺
減
で
あ

る
パ
但
標
品
は
三
高
生
物
學
教
室
に
置
い
て
あ
る
筈
で
あ

る
。
）森
林
帯
を
無
闇
に
歩
い
て
行
く
と
、
や
が
て
高
度
の

下
つ
て
来
た
篤
か
段
々
霧
も
は
れ
て
家
て
、
大
分
遠
く
ま

で
見
え
る
。
澄
川
の
支
流
を
渡
つ
て
行
く
と
ま
も
な
く
硫

黄
精
錬
所
の
建
物
が
見
え
る
ｃ
又

一
つ
澤
を
渡
つ
て
近
づ

く
と
二
三
の
坑
夫
が
親
切
に
も
中
へ
入
れ
て
異
れ
た
ｃ
然

し
乙
ん
な
庭
で
、
ぼ
ん
や
う
し
て
ゐ
る
の
建
つ
ま
ら
な
い

か
ら
、
や
が
て
道
を
偉
つ
て
、
地
蔵
瀧
の
上
の
雲
漢
を
横

切
つ
て
、
本
道
か
ら
峨
々
温
泉

へ
下
つ
た
。
同
じ
學
校
の

者
が
二
三
人
末
て
ゐ
て
偶
然
の
出
會
に
大
彙
喜
ん
で
呉
れ

た
。
未
だ
三
時
頃
で
あ
っ
た
か
ら
ゆ
つ
く
り
湯
に
つ
か
つ

た
う
し
て
遊
ん
だ
。
温
泉
は
濁
川
の
河
原
の
傍
に
あ
つ
て

も
、
谷
の
景
色
は
先
づ
平
几
た
る
と
免
れ
な
い
。
宿
は
木

賃
客
が
多
い
か
ら
長
居
す
る
所
で
は
な
い
。

笙
日
は
晴
に
た
の
で
刈
田
、
熊
野
か
ら
雁
戸
山
の
方
ヘ

行
か
う
と

４・′た
が
、
案
内
の

一
人
が
冷
え
て
腹
を
痛
め
た

と
い
ス
の
で
、
残
念
乍
ら
縦
走
を
中
止
し
て
案
内
者
二
人

を
蹄
し
た
。
　
¨
そ
れ
で
腹
癒
せ
に
落
ち
あ
つ
た
友
人
と

一
所

に
雪
上
を
刈
田
岳
に
上
つ
て
お
と
な
し
く
引
返
し
、
其
日

の
内
に
仙
墓
に
婦
つ
た
。
刈
田
岳
の
頂
上
か
ら
見
下
ろ
し

た
御
釜
の
水
の
色
、
頂
上
の
も
堂
の
外
の
柱
に
横
さ
ま
に

生
長
し
た
長
さ

一
尺
に
も
及
ぶ
氷
柱
の
牙
の
様
な
形
は
、

共
に
鮮
明
な
る
印
象
を
残
し
た
。
此
族
が
在
仙
三
年
間
の

最
後
の
も
の
で
あ
る
。
（
大
正
八
年
十

一
月
三
十
日
稿

沼
井
鐵
太
郎
）

○
焼
山
よ
り
丹
澤
山
塊
縦
走

秋
も
大
分
更
け
た
十

一
月
の
末
、
偶
然
に
も
丹
澤
行
の

話
が
持
ち
上
つ
た
の
で
、
豫
て
よ
う
此
の
山
塊
に
憧
憬
を

持
つ
た
自
分
は
、
雀
躍
し
て
賛
成
し
た
。

・

念
話
し
は
決
ま
つ
た
が
、
其
れ
に
は
條
件
が
附
い
て
居

た
。
其
れ
は
、
土
曜
日
の
午
後
か
ら
出
螢
し
て
、
笙

一
日

で
縦
走
を
終
つ
た
上
、
蹄
京
し
て
仕
舞
ふ
と
云
ふ
事
だ
。

扱
ど
の
方
面
か
ら
が
よ
い
か
と
、
種
々
探
つ
て
見
た
所

ど
う
も
焼
山
か
ら
か
ゝ
る
事
が
、　
一
番
よ
い
と
云
ふ
事
を

聞
い
た
。
又
縦
走
と
云
ふ
意
義
か
ら
も
、
此
の
方
面
か
ら

が
適
営
の
様
に
、
思
は
れ
た
の
で
終
に
此
の
方
面
か
ら
決

〈
四
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行
す
る
事
に
し
た
ｏ

時
は
大
正
八
年
十

一
月
二
十

一
日
、
午
後
二
時
三
十
分

獲
の
列
車
で
新
宿
瞬
を
た
つ
た

一
行
四
人
は
、
典
瀬
へ
山

時
四
十
分
に
着
い
た
。
す
ぐ
町
端
づ
れ
の
茶
店
で
、
先
づ

腹
の
ポ
に
御
世
鮮
を
使
つ
て
か
ら
、
青
野
原
村
の
長
野
ヘ

向
つ
た
。
相
模
川
の
釣
橋
を
渡
る
頃
に
は
、
も
う
提
灯
が

入
用
に
な
つ
て
き
た
。
丁
度
鼠
坂
の
手
前
で
、
道
志
村
の

青
年
で
目
下
東
京
に
末
て
居
る
と
云
ス
人
と
道
連
れ
に
な

つ
た
の
で
、
早
速
道
志
を
抜
け
る
道
を
聞
い
て
み
た
。
道

志
を
通
る
と
こ
約
年
里
以
上
近
く
な
る
さ
う
だ
が
、
青
山

村
小
澤
へ
渡
る
所
の
侵
橋
（道
志
川
）が
、
少
し
雨
で
も
降

る
と
培
水
の
篤
め
、
す
ぐ
流
れ
て
仕
舞
ふ
。
其
れ
が
無
け

れ
ば
更
に
本
道
へ
戻
つ
て
木
な
け
れ
ば
な
ら

，
ｏ
す
る
と

反
て
十
五
六
丁
位
遠
く
な
る
と
云
ふ
事
だ
。
其
れ
で
其
の

椴
橋
の
有
無
を
道
端
の
家
で
、
再
三
聞
い
て
み
た
が
、
皆

不
得
要
領
の
返
事
な
の
で
、
思
ひ
切
つ
て
本
街
道
を
行
く

事
に
し
た
。
別
れ
る
時
に
、
で
は
道
志
橋
を
渡
つ
た
ら
、

水
道
路
を
通
う
な
さ
い
、
餘
程
近
く
な
る
と
教
へ
て
↑
れ

た
。
其
れ
は
横
濱
水
道
の
貯
水
池
が
あ
る
の
で
、
其
の
材

料
を
運
搬
す
る
ト
ロ
の
専
用
道
路
で
あ
る
さ
う
だ
。
道
志

橋
を
渡
つ
て
、
す
ぐ
左
側
の
家
で
尋
ね
る
と
、
其
の
家
の

横
に
あ
る
細
道
を
行
け
と
云
ふ
の
で
、
街
道
に
分
れ
て
少

し
登
る
と
果
し
て
ト
ロ
の
線
路
が
あ
る
。
其
れ
に
つ
い
て

十
四
五
丁
位
も
行
っ
た
か
と
思
ふ
と
、
妙
な
門
の
中
に
入

っ
て
廣
々
し
た
所

へ
出
て
仕
舞
つ
た
。
路
が
な
い
、
向
ふ

を
見
る
と
燈
火
が
見
え
る
の
で
、
兎
に
角
行
つ
て
聞
く
事

に
し
た
。
其
所
は
水
道
の
事
務
所
の
様
な
所
で
あ
つ
た
の

で
早
速
路
を
聞
い
て
見
る
と
、
や
あ
此
の
先
の
池
の
縁
が

崩
れ
て
居
る
か
ら
落
ち
る
か
も
知
れ
な
い
、
な
ん
て
嚇
か

し
て
計
う
居
る
。
少
し
く
辟
易
し
て
居
る
と
、
細
君
が
傍

か
ら
、あ
な
た

一
所
に
行
つ
て
教
へ
て
御
あ
げ
な
さ
い
な
、

と
助
け
舟
に
出
た
。
ｔ
あ
助
か
っ
た
と
思
ひ
な
が
ら
、
亭

主
の
後
に
階
い
て
行
く
。
今
度
は
丸
で
縦
覧
に
来
た
格
で

其
所
い
ら
を
歩
い
た
「
数
へ
ら
れ
た
坂
を
登
う
切
る
と
、

す
ぐ
本
道
へ
出
る
事
が
出
来
た
。
も
う
多
分

一
本
道
だ
ら

う
か
ら
間
違
ふ
乙
と
も
あ
る
ま
い
と
思
つ
て
安
心
し
て
急

い
だ
。
少
し
行
つ
て
か
ら
又
聞
い
て
見
る
と
皆
戸
締
う
の

し
て
あ
る
中
か
ら
、
梶
野
へ
行
つ
て
路
が
分
れ
る
と
云
ふ

事
を
教
へ
て
く
れ
る
ｃ

飽
子
も
過
ぎ
前
戸
を
通
つ
た
。
具
暗
闇
の
中
を
無
我
夢
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中
で
歩
く
。
暫
く
行
つ
て
か
ら
或
る
家
の
傍
で
、
大
群
あ

げ
て
聞
く
と
西
の
道
を
行
く
だ
と
教
へ
て
く
れ
た
。
叉
裏

の
方
だ
と
も
云
つ
た
が
、
ど
つ
ち
が
西
だ
か
裏
だ
か
更
に

分
ら
な
い
、
困
つ
て
居
る
と
出
て
家
て
教

へ
て
く
れ
た
り

此
所
が
梶
だ
さ
う
だ
、
危
い
所
で
路
を
間
違

へ
る
所
で
あ

つ
た
。
直
行
す
れ
ば
鳥
屋
へ
行
つ
て
仕
舞
ふ
。
其
の
分
れ

か
ら
少
し
行
つ
て
小
さ
な
澤
を

一
つ
越
す
と
、
も
う
青
野

原
の
原
に
木
た
の
此
所
に
は
泉
屋
と
云
ふ
宿
屋
が
あ
る
が

笙
日
の
張
行
に
備

へ
る
篤
め
に
長
野
迄
行
き
た
い
と
思
つ

て
、
村
の
青
年
に
聞
い
て
見
る
と
、
長
野
に
も
泊
る
家
は

あ
る
と
云
ふ
の
で
、
長
野
へ
行
く
事
に
し
た
ｏ

丁
度
其
の
夜
は
長
野
に
浪
花
節
が
木
て
居
る
と
云
ふ
の

で
、
村
中
大
騒
ぎ
、
漸
く
泊
め
る
と
云
ふ
家
を
探
し
営
て

ヽ
行
つ
て
見
る
と
普
通
の
農
家
の
様
だ
、
門
に
立
つ
て
い

く
ら
ど
な
つ
て
も
更
に
返
事
が
な
い
、
戸
が
開
く
の
で
首

を
突
う
込
ん
て
見
る
と
、
何
ん
だ
か
人
が
大
分
寝
て
居
る

様
だ
が
、
死
ん
で
居
る
の
か
活
き
て
居
る
の
か

一
向
動
き

も
し
な
い
。
仕
様
が
な
い
の
で
、
隣
の
家
で
聞
い
て
見
る

と
、
や
は
り
其
の
家
だ
と
云
ス
の
で
、困
つ
て
仕
舞
つ
た
。

或
は
其
所
の
人
も
浪
花
節
を
聞
き
に
で
も
行
つ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
つ
た
の
で
、　
一
行
の
内
二
人
見
に
行
つ
て
も

ら
つ
た
、
後
の
二
人
で
其
れ
を
待
つ
て
居
る
と
、
向
か
ら

村
の
娘
子
が
二
人
や
つ
て
家
た
の
で
、
早
速
聞
い
て
み
た

が
、
同
じ
様
な
事
を
云
つ
て
居
る
か
ら
、
で
は
君
の
家
に

頼
た
い
等
と
笑
談
を
云
つ
て
居
る
所
に
、
提
灯
を
持
つ
た

一
人
の
女
が
坂
を
上
つ
て
木
た
。
あ
れ
が
此
所
の
家
の
も

ば
さ
ん
だ
と
云
ふ
の
で
、
直
に
一
夜
の
宿
う
を
頼
Ｕ
と
餘

う
好
い
返
事
を
し
な
い
で
、
も
じ
ノ
ヽ
や
つ
て
居
る
、
何

ん
だ
か
断
り
た
い
様
だ
、
大
に
形
勢
不
穏
だ
、
さ
う
な
る

と
此
方
も

一
生
懸
命
だ
、
布
国
が
な
け
れ
ば
四
人

一
所
で

も
苦
し
う
な
い
、
飯
も
我
々
が
持
つ
て
居
る
か
ら
等
と
ひ

た
す
ら
懇
願
し
た
。
す
る
と
漸
く
不
性
不
性
に
承
知
し
て

く
れ
た
。
其
れ
で
は
、
乙
つ
ち
に
来
な
さ
い
と
云
ふ
の
で

後
に
階
つ
て
行
く
と
、
丁
度
此
時
偵
察
に
行
つ
た
二
人
が

其
の
家
の
老
婆
を
引
張
っ
て
蹄
つ
て
来
た
。

中
に
入
る
と
す
ぐ

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
を
ろ
し
て
今
度

は
三
人
で
村
人
の
業
し
み
を
見
に
出
掛
け
た
。
・

行
つ
て
見
る
と
普
通
の
農
家
で
、
全
部
戸
を
締
め
切
つ

て

一
枚
丈
明
け
て
あ
る
、
其
所
が
急
造
の
入
口
だ
、
其
れ

に
木
戸
番
が
居
て
、
其
の
昔
浅
草
あ
た
り
で
使
つ
て
居
た

(36CI)



様
な
木
製
の
本
戸
札
を
買
つ
て
居
る
、
大
枚
十
五
錢
奮
螢

し
Ｌ
入
つ
て
見
た
。

異
様
な
風
艦
の
三
人
を
村
人
は
驚
い
た
様
な
顔
付
き
を

し
て
見
て
居
た
、
正
面
の
所
に
怪
し
げ
な
テ
ー
ブ
／
を
前

に
控
へ
て
妙
な
奇
聾
を
強
し
て
居
る
奴
が
居
る
Ｄ
村
人
の

云
ス
に
は
、
こ
れ
が
中
々
え
ら
い
先
生
な
の
だ
さ
う
だ
ｏ

几
そ
十
分
程
聴
い
て
居
る
と
、
も
う
た
ま
ら
な
く
な
つ
て

家
た
の
で
失
敬
し
や
う
と
す
る
と
、
Ь
め
え
様
等
惜
し
い

乙
つ
た
、
こ
れ
か
ら
後
に
大
先
生
が
出
る
だ
と
云
つ
て
く

れ
た
が
、
も
う
辟
易
し
て
退
却
す
る
事
に
し
た
。

宿
に
蹄
る
と
ｔ
残
つ
て
居
つ
た
Ｍ
氏
が
、　
一
人
の
髯
の

あ
る
男
と
燒
の
縁
て
、
頻
う
に
話
し
を
し
て
居
つ
た
が
、

吾
々
の
蹄
つ
た
の
を
見
て
、
ど

′ヽで
し
た
と
云
ス
か
ら
、

や
ど
う
も
驚
い
た
、
と
て
も
御
話
し
に
な
ら
ん
、
第

一
、

名
等
は
聞
い
た
事
も
な
い
、
な
ん
て
云
つ
て
居
た
ら
、
傍

に
居
た
男
、
こ
そ
こ
そ
向
ス
に
行
つ
て
寝
て
仕
舞
つ
た
ｏ

後
で
Ｍ
氏
の
曰
く
、
彼
れ
が
座
長
だ
よ
、
に
は
少
な
か
ら

ず
面
く
ら
つ
た
。

翌
朝
は
早
い
の
で
、
寝
よ
う
と
す
る
と
、
宿
の
お
か
み

さ
ん
が
、
ま
あ
待
ち
な
せ
へ
、
何
か
曖
い
も
の
を
喰
は
せ

る
だ
か
ら
、
と
云
ひ
な
が
ら
、
裏
の
納
家
に
行
つ
て
、
八

つ
頭
を
二
三
十
計
う
持
つ
て
き
た
、
其
れ
を
鷲
の
上
に
釣

る
し
た
鍋
の
中
に
入
れ
て
、
醤
油
で
う
で
ヽ
く
れ
た
、
其

の
美
味
な
事
、
と
て
も
讐
へ
様
が
な
い
、
忽
ち
二
拾
程
季

ら
げ
て
仕
舞
つ
た
、
そ
れ
で
大
分
腹
の
皮
が
突
張
つ
た
の

で
睡
く
な
つ
て
来
た
。
其
れ
で
も
煎
併
布
圏
を
二
組
融
通

し
て
く
れ
た
の
で
、
二
人
づ
ゝ
寝
る
こ
と
に
し
た
ｎ
其
の

煎
併
布
図
た
る
や
、
賞
に
驚
い
た
、
何
し
ろ
燥
氣
て
居
る

上
に
、
す
て
き
な
光
澤
が
あ
る
の
だ
、
頭
の
上
で
は
便
所

の
戸
が
が
た
ん
が
た
ん
音
が
し
て
居
る
。
何
し
て
も
廣
い

一
室
丈
な
の
だ
か
ら
、浪
花
節
だ
ら
う
が
何
ん
だ
ら
う
が
、

皆
雑
居
で
、
中
々
風
流
だ
、
其
れ
で
も
明
日
は
暗
い
中
に

出
螢
す
る
の
だ
か
ら
、
ま
あ
仕
合
せ
だ
と
思
ひ
な
が
ら
眠

う
に
就
い
た
。

例
の
浪
花
節
が
、
は
ね
た
と
見
え
て
、
座
長
が
婦
つ
て

来
て
、
彼
れ
の
細
君
と
何
か
、
ご
ち
や
ご
ち
や
云
つ
て
居

る
の
で
、
目
が
覺
め
た
。
時
計
を
見
る
と
二
時
だ
、
も
う

そ
ろ
そ
ろ
準
備
し
や
う
と
思
つ
て
、
起
き
出
し
て
燎
の
側

に
行
つ
た
。

座
長
先
生
中
々
談
し
が
上
手
で
、
旅
藝
人
の
ロ
ー
マ
ン
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ス
を
話
し
出
し
た
。
つ
い
面
白
い
の
で
耳
を
す
ま
し
て
居

る
と
、
突
然
表
か
ら
御
客
様
を
案
内
し
て
来
た
と
云
ひ
な

が
ら
門
弟
が
入
つ
て
家
た
、
其
の
客
人
を
見
る
と
吾
々
の

一
行
に
加
は
る
可
き
筈
の
Ｔ
氏
で
あ
つ
た
、
氏
は
僅
五
分

違
ひ
で
汽
車
に
乗
う
遅
れ
た
の
だ
さ
う
だ
、
其
鯛
で
、
次

の
午
後
六
時
で
家
ら
れ
た
の
で
、
典
瀬
へ
は
八
時
に
着
い

た
が
、
途
中
旅
商
人
に
道
案
内
を
頼
ん
だ
篤
、
篠
原
ケ
通

う
、
反
て
道
を
間
違

へ
て
、
非
常
に
困
難
し
て
、
漸
く
迪

り
つ
い
た
の
た
さ
う
だ
。
兎
に
角
少
し
で
も
寝
な
け
れ
ば

い
か
ん
と
云
ス
の
で
、
濡
れ
た
服
を
脱
が
せ
て
、
末
だ
吾

々
の
曖
み
の
残
つ
て
居
る
床
の
中
に
、
も
ぐ
り
込
ま
せ
た

こ
れ
が
篤
に
出
螢
時
間
を

一
時
間
延
長
し
て
、
午
前
四
時

と
し
た
。
此
虎
の
主
人
は
中
々
深
切
な
人
で
、
吾
々
の
馬

め
に
、
熱
い
味
噌
汁
を
造
へ
て
く
れ
た
、
殊
に
優
待
し
た

せ
い
か
、
田
作
を
澤
山
入
れ
ら
れ
た
に
は
、
却
て
閉
口
で

あ
つ
た
。

驚
い
た
の
は
此
所
の
宿
餞
の
餘
う
に
安
い
事
で
あ
る
、

此
の
物
債
の
高
い
の
に
、
五
人
で
壼
園
だ
、
間
違
ひ
で
は

な
い
か
と
思
つ
て
聞
い
て
見
た
ら
、
や
は
う
ど
う
で
あ
つ

た
。
唯
残
念
な
事
は
其
所
の
家
の
名
を
聞
き
落
し
た
事
だ

餘
♭
氣
の
毒
な
の
で
五
十
錢
茶
代
を
は
づ
ん
だ
。

午
前
四
時
出
機
、
宿
の
主
人
が
好
意
で
途
中
ま
で
毬
つ

て
く
れ
る
。
念
年
末
の
宿
望
が
達
せ
ら
れ
る
日
が
家
た
。

風
は
寒
い
が
天
氣
は
甚
だ
よ
い
。
頭
の
上
に
は
無
数
の
星

が
恰
も
我
等
の
首
途
を
祀
す
る
か
の
様
に
輝
い
て
居
る
。

鎮
守
の
森
の
様
な
所
レ
・右
に
見
て
、
道
は
左

ヘ
カ
ー
プ

す
る
、
両
野
へ
行
く
道
と
分
れ
て
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
上
多

に
な
つ
て
く
る
、
三
つ
目
の
分
れ
を
過
ぎ
る
と
、
宿
の
主

人
は
御
大
事
に
と
言
を
残
し
て
、
暗
の
中
に
姿
ケ
一清
し
た

念
焼
山
に
か
ゝ
る
の
だ
な
と
思
ふ
と
、
楡
快
で
た
ま
ら
な

か
つ
た
。
徐
ろ
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
、
八
百
米
突
附
近

迄
登
つ
て

一
体
み
す
る
。

燒
山
の
頭
は
未
だ
ボ
ン
ヤ
リ
と
し
て
、
唯
銀
砂
子
の
様

な
星
の
群
が
我
物
顔
に
輝
い
て
居
る
。
北
方
の
遠
い
塞
に

ぼ
う
つ
と
人
の
映
ず
る
は
、
八
王
子
あ
た
う
か
。

焼
山
の
最
高
駐
を
右
に
見
て
尾
根
に
か
ゝ
る
、
漸
く
其

頃
東
の
塞
は
、
美
し
い
淡
紅
色
の
ぼ
か
し
を
置
い
た
様
に

な
つ
て
き
た
，
其
の
色
が
少
し
づ
ゝ
褪
せ
て
き

た
と
思

ふ
と
、
も
う
太
陽
は
彼
方
の
山
の
端
か
ら
徐
々
に
顔
を
出

し
た
り
丁
度
吾
々
を
應
援
す
る
様
に
。
五
時
三
十
分
。
尾

〈
′、
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根
に
は
、
防
火
線
に
ほ
ゞ
並
行
し
て
、
立
派
な
道
が
あ
る

入
力
車
で
も
通
り
さ
う
な
好
い
路
だ
。

気
持
ち
の
好
い
冷
た
い
塞
氣
を
吸
ひ
な
が
ら
盆
々
急
い

だ
　
有
不
糖
の
様
な
霜
柱
を
、
ざ
く
ざ
く
と
音
を
さ
し
て

踏
み
つ
け
て
行
く
と
、
指
の
先
が
針
で
さ
ゝ
れ
る
様
に
ち

く
ち
く
痛
い
、
其
れ
を
緩
和
す
る
篤
に
、
念
足
の
運
動
を

猛
烈
に
や
る
。

始
め
は
、
雨
側
と
ヽ
眺
望
が
出
家
る
が
、
少
し
行
く
と

尾
根
の
東
側
を
、
か
ら
ん
で
行
く
の
で
、
専
ら
鳥
屋
方
面

を
見
を
ろ
し
な
が
ら
行
く
。

此
邊
か
ら
見
た
蛭
ケ
岳
は
丸
で
茶
褐
色
の
兜
の
様
だ
。

路
の
右
側
に
、
土
を
掘
つ
て
其
の
上
に
屋
根
を
喜
い
た
小

屋
が
あ
つ
た
。
是
れ
は
炭
焼
が
山
仕
事
に
家
た
途
中
で
風

雨
に
あ
つ
た
時
の
避
難
所
で
あ
る
さ
う
だ
。

千
三
百
七
十
三
米
突
の
地
黙
を
右
に
見
る
頃
、
蛭
の
頭

に
薄
い
雲
が
掛
つ
た
。

其
所
を
過
ぎ
て
叉
屋
根
の
上
へ
出
る
と
、
西
北
の
方
面

に
南
ア
／
プ
ス
連
峰
の
自
雲
の
衣
を
著
け
て
。
斜
に
日
に

当
し
た
る
勇
姿
に
接
し
た
。
賓
に
見
事
だ
。

何
し
ろ
非
常
に
寒
い
の
で
無
暗
に
足
ケ
動
か
す
。
其
の

雑
　
　
鉄
　
　
〇
燒
山
よ
り
丹
澤
山
塊
縦
走

篤
に
青
根
か
ら
登
つ
て
く
る
路
を
見
落
し
て
仕
舞
つ
た
。

千
三
百
三
十
五
米
突
の
地
黙
の
横
を
か
ら
ん
で
少
し
行

く
と
、
小
さ
々
森
の
中
に
入
る
。
餘
あ
寒
い
の
で
、

一
っ

焚
火
を
し
や
う
と
、
枯
枝
を
集
め
て
家
て
火
を
附
け
て
み

た
が
派
つ
て
居
る
せ
い
か
ど
う
し
て
も
つ
か
な
い
で
、
マ

ツ
チ
計
う
損
を
し
て
居
る
、
蒻
つ
て
居
る
所
へ
丁
度
炭
燒

が
三
人
や
つ
て
家
た
。
其
れ
が
吾
々
を
見
て
氣
の
毒
と
で

も
思
つ
た
の
か
、
自
分
が
更
に
枯
枝
を
集
め
て
家
て
、
忽

ち
焚
き
附
け
て
く
れ
た
。
其
れ
を
吾
々
が
、
い
ゝ
気
に
な

つ
て
曖
つ
て
居
る
中
に
、も
う
友
燒
は
、
さ
つ
さ
と
行
つ
て

仕
舞
つ
た
し
其
所
で
東
京
か
ら
用
意
し
て
行
つ
た
排
営
を

出
し
て
簡
単
な
第
二
同
目
の
朝
飯
を
済
し
て
出
獲
す
る
。

森
を
出
る
と
度
々
し
た
原
の
様
な
所
へ
か
ゝ
る
、
此
所

を
、
ヒ
メ
ツ
ギ
と
云
ム
の
だ
さ
う
だ
、
此
所
か
ら
見
る
と

直
接
蛭
に
取
つ
附
け
さ
う
に
見
え
る
。

此
の
原
ケ
通
り
過
ぎ
る
と
急
に
右
手
に
下
う
に
な
つ
て

妙
に
迂
廻
し
て
行
く
。
何
だ
か
方
向
の
違
ふ
方
へ
向
つ
て

居
る
様
な
氣
が
す
る
路
だ
の少
し
行
く
と
又
右
へ
か
ら
む
ｏ

今
度
は
綾
勾
配
の
よ
う
に
な
つ
て
、
少
し
く
不
ら
な
場
所

へ
出
る
。
此
所
に
少
さ
な
毀
れ
た
小
屋
が
あ
つ
た
。
其
所

〈
九
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行 螢 月 七 年 九 正 大

雑
　
　
録
　
　
○
燒
山
よ
り
丹
澤
山
塊
縦
走

ル
〇

か
ら
五
六
丁
行
く
と
道
が
二
つ
に
分
れ
て
居
る
。
右
へ
行

つ
て
見
た
ら
谷
へ
降
う
さ
う
な

の
で
引
返
し
て
左
を
取

る
。
小
さ
な
隆
起
を
越
え
る
と
、
炭
燒
小
屋
が
見
え
た
の

で
道
を
聞
か
う
と
思
つ
て
其
の
方
向
へ
向
ふ
と
、
突
然
頭

の
上
で
お
め
ゑ
様
等
ど
乙
へ
行
く
だ
と
云
ふ
聾
が
聞
え
た

の
で
見
上
げ
る
と

一
人
の
友
燒
が
木
を
切
つ
て
居
る
の

で
、
早
速
上
つ
て
行
つ
て
道
を
尋
ね
る
と
、
未
だ
蛭
迄
に

は
二
つ
分
れ
が
あ
る
か
ら
、
始
め
の
方
は
右
へ
三
度
目
は

左
へ
行
け
と
教
へ
て
く
れ
た
。

其
所
か
ら
又

一
つ
の
突
起
を
越
し
て
蛭
の
根

へ
取
つ
附

か
う
と
す
る
と
、
突
然
大
音
響
を
耳
に
し
た
。
驚
い
て
其

の
方
向
を
見
る
と
、　
一
人
の
友
燒
が
今
大
木
を
切
う
倒
し

た
所
で
あ
つ
た
。
近
づ
い
て
道
を
聞
く
、
す
る
と
す
∈
此

の
上
が
蛭
だ
と
云
ス
の
で
、　
一
同
喜
び
勇
ん
で
駆
け
登
つ

て
仕
舞
つ
た
。
九
時
。

此
の
邊
は
大
分
ひ
ど
い
密
林
で
は
あ
る
が
、
皆
闇
葉
樹

（主
と
し
て
枷
）で
あ
る
の
で
、
落
葉
季
節
に
行
け
ば
、
少

し
も
困
難
を
感
じ
な
い
。

蛭
の
三
角
駐
の
少
し
手
前
で
煙
草
入
れ
を
拾
つ
た
、
多

分
炭
焼
の
で
あ
ら
う
と
思
つ
て
、
三
角
標
石
の
上
に
乗
せ

て
置
い
た
。
此
所
の
標
石
は
、
地
上
に

一
尺
五
寸
位
抜
け

出
し
て
居
る
か
ら
ゝ
す
ぐ
目
に
附
く
。

一
同
が
休
憩
し
て
居
る
暇
に
、
三
角
駐
よ
う
南

へ
走
つ

て
居
る
道
を
行
つ
て
見
る
と
も
意
外
に
も
立
派
な
眺
望
の

あ
る
所
へ
出
た
、
自
分
は
蛭
の
頂
上
に
は
眺
望
が
無
い
と

云
ふ
事
を
聞
い
た
事
が
あ
る
の
で
、
非
常
に
悦
ん
だ
。
直

に
大
聾
揚
げ
て
一
同
を
呼
ん
だ
。
玄
倉
の
谷
を
目
の
下
に

見
て
、遠
く
富
士
、足
柄
連
山
を
、
あ
か
ず
眺
め
た
。
足
元

を
見
る
と
、
少
さ
な
石
の
薬
師
如
末

（
其
の
時
は
単
に
地

蔵
算
が
あ
る
位
に
思
つ
て
様
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後

に
武
田
先
生
に
御
伺
ひ
し
た
ら
薬
師
様
だ
さ
う
で
す
）
が

二
つ
並
ん
で
居
る
ｃ
其
れ
で
薬
師
岳
と
云
ス
の
で
あ
ら

，
ｏ

一
度
三
角
駐
の
所
迄
戻
つ
て
更
に
、
東

へ
向
つ
て
走
つ

て
居
る
尾
根
通
し
の
道
を
下
つ
て
丹
澤

へ
向
ふ
。
も
う
此

所
へ
家
れ
ば
迷
ふ
事
は
絶
封
に
な
い
、
そ
ろ
そ
ろ
名
物
の

笹
が
腰
の
あ
た
う
を
没
し
て
く
る
。
下
う
切
る
と
、　
一
寸

奇
抜
な
岩
に
取
り
附
く
、之
れ
が
鬼
が
岩
で
あ
る
さ
う
だ
。

秋
も
大
分
更
け
た
せ
い
か
、
丹
澤
で

一
番
い
や
な
鬼
葡
も

，
に
其
の
哀
れ
な
残
骸
を
留
め
て
居
る
の
み
で
あ
つ
た
の

は
幸
ひ
で
あ
つ
た
。
其
所
か
ら
少
さ
な
瘤
を

一
つ
飛
び
越
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す
と
、
地
固
に

一
六
〇
四
米
突
と
記
し
て
あ
る
突
起
に
出

た
。雨

の
多

い
此
の
山
彙
と
し
て
は
、
賞
に
稀
に
見
る
晴
天

と
な
つ
た
、
室
に
は

一
駐
の
雲
も
な

い
、
絶
好
の
縦
走
日

和
だ
。

玄
倉
川
方
面
を
見
る
と
、
玲
瀧
た
る
白
雪
の
衣
を
著
け

た
富
士
、
大
理
名
で
刻
ん
だ
美
人
の
如
き
南
ア
／
プ
メ
、

鏡
の
様
に
光
つ
て
居
る
山
中
湖
、
怪
獣
の
眠
ま
る
に
似
た

大
群
山
、
気
を
ふ
せ
た
様
な
箱
根
足
柄
の
山
々
、
友
燒
の

煙
う
と
間
違

へ
た
大
涌
谷
と
、
殆
ど
應
接
に
暇
が
な
い
、

餘
り
の
美
親
に
、
唯
焼
惚
と
し
て
見
と
れ
た
、
今
更
に
耐

の
御
技
の
巧
み
な
の
に
驚
い
た
ｃ

此
所
を
少
し
下
つ
て
更
に

一
寸
上
る
所
に
崩
れ
て
砂
礫

の
出
て
居
る
場
所
が
あ
る
、
此
所
に
冷
羊
の
足
跡
が
あ
つ

た
。其

所
を
登
る
と
東
南
に
向
つ
て
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
を

篤
し
た
芽
戸
を
下
る
。
此
の
原
の

一
部
に
不
動
明
王
が
安

置
し
て
あ
る
さ
う
だ
、
依
つ
て
不
動
の
峯
と
云
ス
名
は
此

の
二
つ
の
峯
を
組
稗
し
て
云
ム
の
か
、
或
は
後
者
を
指
し

た
も
の
か
。

鳥
屋
村
、
早
戸
川
方
面
か
ら
登
つ
て
く
る
道
が
あ
る
が

之
れ
は
地
国
に
記
し
て
あ
る
位
置
と
は
違
ス
様
だ
。（
後
日

研
究
し
ま
す
）

更
に
隆
起
を

一
つ
片
付
け
る
と
、
恐
ろ
し
い
急
勾
配
を

笹
に
つ
か
ま
つ
て
登
る
。
此
の
邊
は
中
々
悪
場
だ
。
喘
ぎ

喘
ぎ
登
も
切
る
と
、
丸
で
公
園
の
様
な
威
じ
の
す
る
所
ヘ

出
た
。
此
の
不
を
行
つ
て
一
寸
登
る
と
、
も
う
丹
澤
の
絶

頂
だ
。
十
二
時
。

此
所
は

一
面
の
茅
戸
で
、
か
な
う
廣
々
し
て
居
る
。
眺

望
は
東
南
の
み
の
様
だ
、
塔
岳
等
な
ど
は
丸
で
握
手
が
出

来
さ
′う
に
近
く
見
へ
る
。
此
所
で
大
失
敗
を
演
じ
た
、
其

れ
は
三
角
標
石
を
見
出
せ
な
か
つ
た
事
で
あ
る
。
充
分
周

到
に
探
が
し
て
み
た
が
駄
日
で
あ
つ
た
。
之
作
も
確
か
に

地
国
の
記
琥
の
あ
る
場
所
と
は
違
熱
様
に
思
は
れ
る
。

豊
飯
を
済
し
て
十
二
時
三
十
分
出
獲
。
之
れ
か
ら
の
道

は
今
迄
の
よ
う
も
比
較
的
よ
い
。
其
の
代
う
に
笹
が
盆
々

深
く
な
る
、
先
に
行
く
者
の
姿
が
更
に
見
へ
な
い
。
其
れ

に
倒
木
が
非
常
に
あ
つ
て
、
勢
ひ
よ
く
飛
ん
で
行
く
と
忽

ち
向
距
を
は
ら
は
れ
て
、
見
事
に
投
げ
飛
ば
さ
れ
る
ｏ
下

♭
を
急
ぐ
せ
い
か
、
や
ヽ
も
す
る
と
笹
の
上
に
乗
つ
て
滑

維
　
　
録
　
　
○
燒
山
よ
り
丹
澤
山
塊
縦
走

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山

力
一
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行 獲 月 七 年 九 正 大

雑
　
　
錐
　
　
○
燒
山
よ
り
丹
澤
山
塊
縦
走

走
が
始
ま
る
、
さ
う
云
ふ
時
は
笹
を
雨
手
で
掴
ん
で
、
ブ

ソ
ー
キ
と
な
す
、
費
に
痛
快
だ
。

忽
ち

一
面
の
茅
戸
で
、
軟
か
な
威
じ
の
す
る
所
に
出
る

此
所
を
龍
の
馬
場
と
云
ス
さ
う
だ
。
五
分
休
憩
。

更
に
鞍
部
を

一
っ
過
ぎ
て
登
る
と
少
し
く
森
林
ら
し
い

所
に
な
る
。
此
所
に
笹
と
杉
皮
で
造
つ
た
小
屋
が
あ
つ
た
、

多
分
駒
鳥
捕
う
の
小
屋
で
あ
ら

，
。
之
れ
か
ら
先
は
非
常

に
業
な
の
で
、　
一
足
飛
び
に
塔
の
頭
に
押
し
上
つ
て
仕
舞

つ
た
。
午
後
二
時
。

小
さ
な
石
の
祠
が
あ
つ
て
其
の
廻
う
に
地
蔵
様
が
立
つ

て
居
た
じ
此
所
の
眺
望
の
好
い
事
は
勿
論
で
あ
る
。

屈
曲
し
た
海
岸
線
に
滑
ふ
て
小
田
原
、
具
鶴
鼻
、
盆
石

の
如
き
江
の
島
、
青
毛
布
を
敷
い
た
様
な
開
東
平
野
の

一

部
、
自
布
の
如
く
見
ゆ
る
は
馬
入
川
だ
ら
う
ｏ

休
憩
し
て
居
る
内
に
、
孫
佛
岩
を
見
て
乙
よ
う
と
思
つ

て
二
三
人
で
出
掛
る
。
坂
を
下
う
始
め
る
と
中
々
急
傾
斜

だ
。
段
々
降
つ
て
行
く
内
に
、
誰
だ
か
又
之
れ
を
登
る
の

か
な
あ
な
ん
て
蒻
一音
を
吹
く
者
が
あ
る
。
追
々
軟
派
が
ふ

え
て
、
と
う
と
う
引
返
す
事
に
な
つ
て
仕
舞
つ
た
。

も
う
秦
野
平
野
に
降
る
の
だ
と
云
ふ
の
で
、
有
る
だ
け

カ
ニ

の
食
物
を
平
ら
げ
て
し
ま
ふ
、
下
り
は
尾
根
通
し
で
直
接

大
倉
に
下
る
豫
定
で
あ
つ
た
所
、
ど
う
云
ス
は
づ
み
か
東

へ
走
つ
て
居
る
尾
根
へ
立
派
な
切
ウ
明
け
が
あ
る
の
に
釣

う
込
ま
れ
て
仕
舞
つ
た
。

頂
上
か
ら
十
二
三
丁
位
も
家
た
か
と
思
ス
と
、
右
手
に

少
さ
な
地
蔵
箪
が
あ
る
（
一
三
四

一
米
突
）其
所
を
過
ぎ
る

と
、
大
分
下
う
に
な
つ
て
き
て
、
仝
然
方
角
の
違
ふ
方
ヘ

尾
根
が
う
ね
つ
て
居
る
。
之
れ
は
大
癖
だ
兎
に
角

一
度
戻

つ
て
更
に
道
を
探
が
さ
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
云
ふ
の
で
、

前
の
地
蔵
奪
の
所
迄
戻
る
と
、
其
所
か
ら
南

へ
向
つ
て
微

か
に
下
る
道
の
痕
跡
が
あ
る
の
を
螢
見
し
た
。
其
れ
を
下

つ
て
行
く
と

一
面
の
茅
戸
で
急
傾
斜
だ
か
ら
、
滑
る
事
彩

し
い
、
正
面
か
ら
は
盛
ん
に
照
う
附
け
ら
る
ゝ
の
で
汗
と

冷
汗
と
が
混
合
し
て
出
て
く
る
。

一
二
一
〇
米
突
附
近
か

ら
右
に
出
た
尾
根
を
下
る
と
、
傾
斜
は
盆
々
烈
し
く
な
っ

た
の
で
滑
走
と
尻
餅
と
の
競
争
が
始
ま
る
。
下
の
方
に
流

れ
が
見
え
る
の
で
、
早
く
降
つ
て
思
ス
様
水
が
飲
み
た
い

と
云
ふ
慾
望
も
手
俸
つ
た
せ
い
か
大
分
は
か
取
つ
て
、
水

無
川
上
流
の
合
流
駐
へ
下
う
著
い
た
の
が
丁
度
四
時
で
あ

つ
た
。
此
所
で
今
日
始
め
て
水
を
鱈
腹
飲
ん
だ
。
二
十
分
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続 三 第 年 四 十 第 岳 山

休
憩
。

流
れ
に
附
い
て
行
く
と
戸
川
の
諏
訪
丸
へ
出
た
。
本
道

の
尾
根
を
下
ら
ず
に
、
谷
に
入
つ
た
篤
に
約
三
十
分
餘
損

を
し
た
の
で
、
其
れ
を
取
り
返
さ
う
と
、
平
野
に
出
で
か

ら
は
出
家
る
だ
け
飛
ば
し
た
。
戸
川
ヶ
・通
る
頃
に
は
、
も

う
顔
も
見
え
ｎ
位
に
晴
く
な
つ
て
き
た
が
、
提
灯
も
贈
さ

ず
急
い
だ
、
時
間
が
貴
重
だ
か
ら
。

長
い
秦
野
の
町
を
通
り
抜
け
て
、
軽
便
鐵
道
の
停
車
場

へ
着
い
た
の
が
丁
度
午
後
六
時
で
あ
つ
た
。
三
十
分
休
憩

し
て
六
時
三
十
分
残
の
列
車
に
乗
多
、
二
宮
で
乗
替

へ
て

午
後
十
時
に
東
京
へ
婦
つ
た
。

参
照
地
固
。
（
三
高
分
）

上
野
原
、
中
野
村
、
牧
野
村
、
蛭
ケ
岳
、
塔
ケ

岳
。
（
五
高
分
）
上
野
原
、
松
田
惣
領
。

費
し
た
る
時
間
。

第

一
日
、
典
瀬
登
、
午
後
五
時
。
長
野
着
、
八
時
。

第
二
日
、
長
野
獲
、
午
後
四
時
の
焼
山
、
五
時
三
十
分
。
蛭
岳
着
。九
酔
。

同
所
萎
、
九
時
三
十
分
。
丹
澤
着
、
十
二
時
。
同
所
姿
、
十
二
時
三
十
分
ｏ

塔
岳
着
、
二
時
ｏ
同
所
壼
、
二
時
二
十
五
分
。
秦
野
停
車
場
着
、
六
時
。

大
瞳
に
於
て
時
期
と
天
候
さ
へ
好
け
れ
ば
、
此
の
行
程

は
、
決
し
て
困
難
で
は
な
い
。

時
期
は
、
四
五
月
か
十
、
十

一
月
が
よ
い
。

雑
　
　
録
　
　
○
含
津
駒
ケ
岳

宿
屋
は
青
野
原
の
原
に
泉
屋
と
云
ふ
比
較
的
よ
さ
そ
う

な
旅
館
が
あ
る
が
、
笙
日
十
四
町
餘
分
に
歩
か
ね
ば
な
ら

漁
。
長
野
の
宿
ウ
は
機
な
い
け
れ
ど

も
中
々
興
味
が
深

い
。
唯
其
宿
屋
の
名
を
逸
し
て
仕
舞
つ
た
の
は
残
念
で
あ

る
が
、
村
で
聞
け
ば
、
す
ぐ
知
れ
る
。
（
松
本
書
二
）

○
含
津
駒
ク
岳

「
好
き
な
山
は
？
」
と
訊
ね
ら
れ
た
ら
、
無
雑
作
に
「
含
津

駒
」
と
答

へ
る
だ
ら

，
。
何
故
か
と
間
は
れ
ゝ
ば
、
仕
方

が
な
い
、
唯
だ

「
好
き
だ
か
ら
。
い
ヽ
山
だ
か
ら
」
と
し

か
他
に
言
ふ
可
き
道
は
な
い
。「
何
故
山
登
う
す
る
の
か
」

と
き
か
れ
て
、
営
惑
す
る
や
う
に
。
自
分
の
貧
し
い
山
族

の
中
で
、
あ
の
山
程
豊
か
な
雪
の
量
を
有
つ
て
ゐ
た
も
の

は
な
い
。
六
月
末
、
日
本
ア
″
プ
ス
で
は
雪
漢
が
大
き
い

位
の
時
、
我
が
含
津
駒
は
雲
の
衣
に
く
る
ま
つ
て
静
か
に

ま
ど
ろ
む
で
ゐ
る
。
あ
や
し
げ
な
登
山
者
に
騒
が
れ
る
幸

扁
と
虚
榮
と
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
の
見
給
へ
。
あ
の
雪

の
白
さ
と
、
轟
々
と
し
て
緯
耳
え
て
ゐ
る
針
葉
樹
の
黒
さ
と

を
、
山
話
で
も
す
る
夜
は
、
よ
く
あ
の
山
を
懐
し
が
つ
た

が
―
―
今
で
も
さ
う
だ
が
―
―
登
つ
た
の
は
も
う
大
分
奮

九
二
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行 螢 月 七 年 九 正 大

維
　
　
録
　
　
○
會
津
駒
ケ
岳

力
四

た
の
は
も
う
大
分
日
が
高
く
な
つ
て
ゐ
た
。
八
時
頃
で
あ

つ
た
。
見
え
も
し
な
い
赤
城
の
山
を
振
う
返
つ
た
う
し
て

桑
畑
の
中
を
戸
倉

へ
向
ふ
。
獨
”
歩
く
物
憂
さ
に
耐

へ
策

ね
て
、
炭
燒
の
駄
馬
と
道
件

れ

に
な

う
、
鈴
の
音
と

一

緒
に
雲
に
埋
も
れ
た
頃
の
尾
瀬
の
話
を
聞
く
。
蝉
が
鳴
き

出
し
た
り
、
白
い
雲
が
湧
き
上
つ
た
り
、
暑
い
事
は
何
庭

で
も
同
じ
だ
。
白
い
瀬
を
見
せ
て
る
川
原
を
大
迂
同
し
た

の
が
千
鳥
新
田
と
い
ふ
所
。
追
付
か
れ
た
旅
商
人
の
爺
さ

ん
に

「
中
學
校
か
ね
、
高
崎
の
」
と
き
か
れ
る
。
帽
子
の

自
線
を
見
た
爺
さ
ん
に
は
中
學
と
し
か
思
へ
な
か
つ
た
ら

う
Ｑ
ど
う
せ
高
等
學
稜
だ
と
話
し
た
つ
て
剣
る
も
ん
で
な

し
、高
等
小
學
と
誤
ら
れ
て

一
々
訂
正
す
る
の
も
、も
う
歩

く
の
が
少
々
い
や
に
な
う
か
け
た
頃
な
の
で
面
倒
臭
い
し

す
る
か
ら

「
大
學
だ
よ
」
と
答

へ
て
や
る
と
、
急
に
元
氣

に
な
つ
て

「
署
學
か
ね
」
と
反
問
し
て
く
る
。
仕
方
が
な

い
「
法
律
さ
」
と
も
う

一
篇
答
へ
る
と
民
法
か
刑
法
か
と

家
る
。
萬
屋
に
な
る
積
だ
か
ら
獣
つ
て
仕
舞
つ
た
ら
、
も

う
夫
き
り
何
と
も
云
は
な
か
つ
た
。
沈
獣
は
金
な
う
だ
。

正
午
迄
に
戸
倉
へ
着
き
さ
う
も
な
い
。
須
賀
川
の
村
落

に
辿
う
つ
い
て
、
追
付
い
た
友
人
と
渇
３
切
つ
た
咽
を
潤

く
な
つ
て
、
朧
氣
な
印
象
の
み
残
さ
れ
て
ゐ
る
が
時
々
葛

具
を
出
し
て
は
、
じ
つ
と
見
入
る
こ
と
さ
へ
あ
る
。
秘
め

ら
れ
た
山
と
し
て
永
遠
に
残
し
て
お
き
度
い
。
所
が
武
田

幹
事
か
ら
御
熱
心
な
御
督
促
が
あ
つ
た
の
で
、
止
む
な
く

尾
瀬
や
、
魃
や
平
ケ
岳
の
記
事
が
「
山
岳
」
に
載
つ
て
ゐ
る

の
で
、
唆
あ
そ
の
附
録
の
註
に
で
も
と
、
吾
な
が
ら
危
い

筆
を
と
る
こ
と
に
な
つ
た
ｏ
「
駒
」
に
し
て
心
あ
る
な
ら
ば

自
分
の
愚
さ
を
笑
つ
て
ゐ
や
う
。

自
分
が
駒
の
頂
上
の
三
角
櫓
に
上
つ
た
の
は
、
大
正
七

年
の
六
月
下
旬
、
第

一
高
等
學
校
旅
行
部
の
旅
行
班
の
一

員
と
し
て
同
勢
二
十
三
人
と
倶
に
、
赤
城
か
ら
尾
瀬
、
駒

か
ら
日
光
の
山
々
に
遊
ん
だ
時
の
事
で

・
あ
る
。
旬
日
に
亘

る
旅
程
を
書
い
て
み
る
と
、
大
騰
次
の
や
う
。

第

一
日
　
東
京
‐
水
沼
―
赤
城
山
大
洞
。
第
二
日
　
黒
檜
山
―
追
貝
。

一鴇
′．一〓
一夢

・
迫
員
―
戸
倉
―
尾
瀬
沼
眸
長
蔵
小
舎
。
第
四
日
　
魅
岳
登
山
―

檜
枝
岐
。
第
五
日
　
含
津
駒
ケ
岳
登
山
ｏ
第
六
日
　
精
枝
岐
―
引
馬
峠
―

川
俣
温
泉
。
第
七
日
　
川
俣
―
西
澤
金
山
―
金
田
峠
―
日
光
湯
元
．
第
八

日
　
白
根
山
登
山
。
第
九
日
　
湯
元
―
志
津
―
男
沐
山
―
中
寓
祠
ｏ
第
十

日
　
日
光
―
東
京
。

一

皆
が
獲
足
し
て
か
ら
、
や
つ
と
追
員
の
淀
屋
を
出
螢
じ
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ふ
し
た
う
、
駄
菓
子
を
十
餞
買
つ
た
ら
袋
に

一
杯
あ
つ
た

り
し
て
る
中
に
、
ね
Ｕ
く
な
つ
て
家
る
。
三
人
し
て
出
掛

け
る
。
先
頭
の
連
中
は
戸
倉
に
で
も
着
い
た
か
。
鎌
田
で

日
光

へ
行
く
道
と
岐
れ
る
時
湯
元
の
温
泉
が
急
に
懐
か
し

く
な
つ
て
、乱
雲
が
動
い
て
ゐ
る
金
精
の
連
山
を
眺
め
た
。

道
は
川
を
越
し
た
。
危
い
橋
が
グ
ラ
ノ
ヽ

と
揺
ね
る
。

山
は
道
に
追
う
、
道
は
山
に
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
川
は
崖

の
下
を
奔
下
し
て
家
る
っ
大
田
、
越
本
、
中
里
等
い
ふ
村

落
を
通
る
。
赤
松
が
見
え
出
し
、
路
の
四
ッ
角
に

「
會
津

若
松
へ
何
里
」
と
い
ふ
か
す
か
な
文
字
の
標
本
が
立
つ
て

ゐ
る
。
「
も
う
戸
倉
は
ぢ
き
だ
」
と
Ｙ
は
喜
ん
で
新
し
く

「
藤
原
」
の
国
幅
を
取
り
出
し
て
見
る
。

戸
倉
は
深
線
に
包
ま
れ
た
片
品
の
漢
谷
の
上
に
あ
る
。

ど
う
や
ら
十
二
時
に
着
い
た
の宿
屋
で
排
営
を
ひ
ろ
げ
る
。

澤
庵
漬
の
う
ま
い
奴
を
出
し
て
く
れ
る
。
茶
の
香
も
し
な

い
程
土
瓶
に
何
度
も
湯
を
注
ぐ
の
で
あ
さ
れ
て
ゐ
た
、′「
檜

枝
岐
ま
で
人
家
が
な
い
の
だ
」
と
呟
く
者
や

「
夕
方
迄
に

行
け
ば
い
ゝ
ん
だ
か
ら
」
な
ん
て
蒻
音
を
云
ふ
者
も
あ
る
。

若
葉
か
ら
青
葉
に
移
ら
う
と
し
て
ゐ
る
落
葉
喬
木
の
欝

蒼
と
し
た
茂
み
の
中
に
か
く
れ
て
、
片
品
川
は
只
だ
涼
々

の
言
レ
・た
て
ヽ
ゐ
る
。
無
念
無
想
、
元
氣
づ
い
た
雨
脚
に

力
を
入
れ
て
、
陽
光
の
洩
れ
る
林
の
中
を
迪
る
。
鶯
が
嗜

く
。
戸
倉
澤
を
過
ぎ
て
暫
く
す
る
と
草
原
の
緩
傾
斜
と
な

つ
て
、
利
根
水
電
の
制
札
が
建
て
ら
れ
て
あ
る
。
高
山
植

物
（
此
の
邊
に
も
あ
る
ら
し
い
）
を
探
取
す
る
も
の
は
層
出

づ
べ
し
、
さ
も
な
け
れ
ば
不
忠
の
国
民
だ
な
ん
て
事
が
書

い
て
あ
る
。
限
に
入
つ
た

一
草
を
と
る
に
も
、
何
虎
に
あ

る
か
剣
ら
な
い
水
電
の
會
祀
（多
分
前
橋
な
ん
だ
ら
う
）迄

婦
つ
て
許
可
を
得
な
け
れ
ば
、
忠
良
な
る
人
民
で
な
く
な

る
ら
し
い
ｏ
大
い
に
敬
意
を
表
し
て
、
フ
ン
モ
コ
ウ

一
本

折
ら
な
い
。
草
い
さ
れ
で
息
が
詰
う
さ
う
に
な
る
。
茶
褐

色
の
蝶
が
馬
糞
に
群
つ
て
′ヾ
ツ
と
蠅
の
や
う
に
舞
上
る
。

楢
の
古
木
の
下
に
山
ノ
耐
の
小
祠
が
寂
し
い
。
荷
鞍
山
と

四
郎
嶽
と
の
裾
を
道
は
走
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
尾
名
澤
を
渡

つ
て
か
ら
、袴
腰
の
山
容
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
に
見
え
出
す
。

熊
笹
が
ま
し
て
く
る
。
中
學
に
ゐ
た
頃
地
理
の
時
間
に
縣

道
だ
の
國
道
だ
の
と
説
明
と
き
い
た
も
の
だ
が
、
今
ま
の

あ
た
う
見
る
縣
道
は
、幅
二
尺
位
の
水
の
流
ね
る
道
だ
。
乙

う
い
ふ
所
で
賃
物
教
育
と
す
る
と
非
常
に
数
果
が
あ
る
。

澤
に
か
け
ら
れ
た
土
橋
は
雪
の
篤
め
に
落
ち
て
仕
舞
ひ
、

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山

雑
　
　
鉄
　
　
○
含
津
駒
ケ
岳

九
二

(369)



行 稜 月 七 年 九 正 大

維
　
　
録
　
　
○
會
津
駒
ケ
岳

根
曲
笹
を
掻
き
分
け
る
苦
痛
を
害
め
さ
せ
ら
れ
る
事
頻
う

で
あ
る
。
片
品
川
も
此
虎
迄
家
る
と
全
く
哀
だ
。
辛
う
じ

一

て
我
等
の
咽
を
瀑
す
に
足
う
る
位
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

舟
ケ
原
策
山
の
履
趾
に
着
い
て
、
や
つ
と
登
う
路
と
な

一

る
。
針
葉
樹
が
見
え
出
し
て
家
る
。
三
平
峠

´
尾
瀬
峠
）

一

に
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
之
を
登
う
切
れ
ば
尾
瀬
沼
と
魅

一

岳
と
が
見
え
る
の
だ
と
い
ふ
希
望
が
、
ど
ん
な
に
自
分
の

一

心
を
嬉
ば
せ
て
く
れ
た
事
だ
ら
ラ
。
歩
調
は
自
然
と
早
く

な
つ
て
く
る
の
も
正
直
過
ぎ
る
。
併
し
た
つ
た
獨
う
で
歩

く
の
が
妙
に
物
足
ら
ぬ
の
で
、
試
み
に
「
オ
ー
イ
」
と
呼
ん

で
み
た
が
何
の
答
も
な
い
。
反
響
さ

へ
し
な
い
。
只
だ
し

ん
と
し
た
嵐
氣
が
澱
ん
だ
儘
、
夕
暮
を
待
つ
て
わ
る
ば
か

う
。
日
も
か
げ
つ
て
、
あ
た
り
は
冷
え
て
家
た
。
急
に
寂

し
さ
に
耐
へ
な
い
様
に
な
る
。
峠
は
だ
だ
つ
ぴ
ろ
く
て
、

一
面
の
笹
で
何
時
と
は
な
し
に
沼
の
方
へ
下
つ
て
ゆ
く
。

豫
期
し
た
峠
か
ら
の
壮
槻
は
得
ら
れ
な
か
つ
た
。
降
つ
て

ゐ
る
道
は
雲
に
埋
も
れ
、
具
黒
な
針
葉
樹
の
間
か
ら
尾
瀬

の
湖
光
が
ち
ら
ｒ
ヽ
す
る
。
長
い
問
雪
に
い
ぢ
め
ら
れ
た

峰
櫻
が
幻
の
様
な
花
を
開
い
て
自
分
を
迎
へ
て
く
れ
る
。

白
い
縞
の
入
つ
た
魅
岳
が
折
か
ら
の
夕
の
光
に
輝
い
て
山

容
を
水
に
涌
し
て
み
る
。
此
の
山
と
此
の
水
と
、
自
分
が

積
年
憧
憬
し
た
山
で
あ
う
、
水
で
あ
る
ｃ
今
、
久
懸
の
尾

瀬
の
耐
苑
に

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
ん
と
し
て
暫
く
は
遼
巡

し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
此
の
静
け
さ
と
、
奪
さ
と

に
獣
薦
を
捧
げ
て
再
び
眼
を
開
く
と
．
几
て
の
物
は
紺
龍

色
に
彩
ら
れ
て
微
風
に
動
く
水
は
漣
流
と
し
て
ゐ
る
。
端

正
な
魃
は
粛
然
と
し
て
、
此
の
神
秘
境
と
支
配
し
て
自
然

の
布
置
を
調
和
せ
し
め
て
あ
る
。
五
月
雨
の
後
の
沼
は
培

水
し
て
湖
眸
に
つ
け
ら
れ
た
道
は
、
湖
水
の

一
部
分
と
な

つ
て
仕
舞
つ
た
の
で
、
止
む
な
く
丈
な
す
根
曲
笹
を
分
け
、

栂
の
枝
に
帽
子
と
と
ら
れ
な
が
ら
歩
く
。
小
波
が
ひ
た
ひ

た
と
う
つ
湖
眸
の
温
漁
地
に
は
水
芭
蕉
の
自
花
が
素
れ
て

黄
色
い
花
粉
が
金
粉
の
様
に
漂
ふ
て
あ
る
。
紅
と
紫
と
り

シ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
ウ
バ
カ
マ
が
猿
猥
草
と
共
に
険
き
誇
つ
て
る

の
を
踏
み
付
け
て
行
く
惨
酷
を
敢
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
つ
た
。

ま
だ
木
の
香
の
抜
け
な
い
長
蔵
小
屋
に
辿
り
着
い
て
、

澁
茶
を
す
ゝ
う
な
が
ら
炎
を
あ
げ
て
燃
え
る
粗
柔
を
見
詰

め
長
蔵
老
人
と
話
を
し
た
の
は
間
も
な
く
で
あ
つ
た
。
時

計
の
針
は
六
時
に
近
か
つ
た
。
九
里
か
そ
乙
ら
の
道
程
に

力
六
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随
分
時
間
の
か
ヽ
つ
た
も
ん
だ
。
早
い
人
達
は
三
時
頃
に

着
い
た
と
い
ふ
。
風
呂
か
ら
出
る
と
も
う
夕
闇
で
洋
燈
が

つ
い
て
、
カ
ー
ボ
ナ
イ
ズ
し
た
鮒
の
フ
ラ
イ
の
英
で
馴
か

悲
観
な
夕
食
に
な
る
。
う
す
ら
寒
い
の
で
ま
た
療
邊
に
集

つ
て
雑
談
を
交
へ
る
。
長
蔵
老
人
頗
る
元
氣
が
な
い
。
乙

つ
ち
か
ら
訊
ね
な
け
れ
ば
何
と
も
云
は
な
い
で
考
へ
込
ん

で
ゐ
る
。
寝
床
の
中
で
茶
と
の
ん
だ
と
云
つ
て
叱
か
ら
れ

た
話
は
ま
る
で
虚
言
の
や
う
だ
。
尾
瀬
沼
に
館
を
放
つ
た

の
で
夫
が
末
年
は
食

へ
る
迄
に
な
る
と
云
つ
て
ゐ
た
。
だ

が
あ
の
冷
た
さ
で
果
し
て
成
育
し
て
行
く
も
ん
だ
ら
う
か

果
し
て
成
功
し
た
ら
ば
炭
だ
か
魚
だ
か
判
断
に
苦
し
む
フ

ラ
イ
を
た
べ
る
苦
痛
も
な
く
な
つ
て
、
我
々
に
は
ど
ん
な

に
都
合
が
い
ゝ
か
し
れ
な
い
。
末
年
末
な
い
不
幸
を
卿
つ

て
も
見
度
か
つ
た
。

小
合
は
沼
尻
川
の
落
日
か
ら
現
在
の
所
へ
移
さ
れ
て
、

今
は
堂
々
た
る

一
軒
の
家
屋
で
あ
る
。
轟
も
あ
れ
ば
湯
殿

も
あ
る
。
床
に
は
軸
が
か
け
て
あ
る
。
之
を
小
合
と
い
ス

は
営
ら
な
い
ｏ
位
置
は
殆
ど
國
境
―
―
沼
田
街
道
と
交
叉

し
た
―
―
の
所
で
直
ち
に
沼
に
臨
ん
で
わ
る
。
其
虎
か
ら

は
魅
を
眺
め
ら
れ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。

雑
　
　
録
　
　
○
會
津
駒
ケ
岳

〓

「
雨
だ
よ
」
と
誰
か
ゞ
云
ふ
。
今
日
は
魅
へ
登
る
日
な
ん

だ
。
霧
は
隙
き
間
を
洩
れ
て
く
る
。
ナ
ン
カ
エ
ア
と
熊
谷

岬
の
花
が
滴
を
帯
び
て
う
な
だ
れ
て
ゐ
る
。
山
も
見
え
な

け
れ
ば
湖
も
煙
つ
て
、

一
時
間
や
そ
乙
ら
で
上
み
さ
う
に

も
な
い
。
然
じ
折
角
乙
ゝ
迄
や
つ
て
き
て
み
す
ノ
ヽ
檜
枝

岐

へ
も
出
ら
れ
た
義
理
で
な
い
の
で
、
同
志
を
募
っ
て
雨

の
隧
登
山
を
や
る
こ
と
に
し
た
。
成
否
の
程
は
疑
は
れ
る
。

雨
を
つ
い
て
外
へ
出
る
。
千
六
百
米
の
高
原
は
雨
の
篤

に
念
々
幽
遂
を
極
め
て
流
鶯
の
谷
渡
う
も
叉
別
な
趣
が
あ

る
。
大
江
川
を
挟
ん
で
温
漁
地
が
廣
々
と
展
開
さ
れ
て
ゐ

る
。
此
庭
に
も
例
の
水
芭
蕉
と
猿
猥
草
と
シ
ヤ
ク
ジ
ヤ
ウ

バ
カ
マ
と
が
満
開
し
て
ゐ
る
。
夫
に
渉
草
科
、禾
本
科
の
植

物
が
交
つ
て
水
を
含
Ｕ
で
、丸
で
海
綿
の
や
う
。
足
袋
の
中

が
ぐ
し
や
／
ヽ
し
て
気
持
の
悪
い
事
彩
し
い
。
若
葉
し
た

丘
の
中
に
は
薄
桃
色
の
櫻
が
険
い
て
何
と
も
云
へ
な
い
軟

い
威
じ
が
し
て
、之
で
雨
さ
へ
晴
れ
て
、魅
に
登
れ
た
ら
と

考
へ
る
。
大
江
川
を
渡
つ
て
沼
田
街
道
と
岐
れ
る
微
か
な

征
を
見
出
し
て
欝
蒼
と
し
た
丘
を
目
が
け
て
横
切
る
。
湖

は
鈍
銀
色
の
光
を
投
げ
て
僅
か
に
其

一
部
分
し
か
見
え
な

九
七

(:〕71)
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沼
を
見
て
、
再
び
下
る
こ
と
に
す
る
。
療
に
さ
わ
る
こ
と

つ
た
ら
な
い
。
ぼ
ん
や
う
し
て
小
合
へ
婦
つ
て
く
る
。
時

に
午
後
二
時
。

四
時
に
な
つ
て
雨
も
兎
に
角
止
み
、
洋
服
も
乾
い
た
の

で
後
髪
を
引
か
る
ヽ
思
ひ
で
尾
瀬
を
去
つ
た
。
隧
は
雲
間

に
姿
を
見
せ
て
自
分
等
と
い送
つ
て
く
れ
た
の
も
頗
る
皮
肉

だ
じ大
江
川
に
滑
ス
て
沼
山
峠
へ
。
郭
公
が
何
庭
か
ら
と
な

く
哺
い
て
ゐ
る
。
だ
ら
だ
ら
と
登
る
と
峠
で
、自
分
は
最
後

の
一
瞥
を
此
の
静
寂
の
世
界
に
興
へ
て
晴
い
林
の
中
を
檜

枝
岐
さ
し
て
ひ
た
走
う
に
下
る
。
こ
の
峠
道
で
族
人
が
五

月
末
に
熊
に
噛
哉
れ
た
話
が
あ
る
の
で
何
だ
か
氣
味
が
悪

い
。
ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
と
ド
ウ
ダ
ン
の
花
が
限
に
つ
く
の幾

度
か
渡
つ
た
澤
は
阿
賀
川

へ
つ
づ
く
の
だ
と
思
ふ
と
随
分

山
奥
な
威
が
す
る
。
貧
蒻
な
茶
畑
が
見
え
出
し
た
ら
赤
法

華
と
か
麒
麟
手
と
か
云
ふ
部
落
で
あ
つ
た
。
何
氣
な
く
振

返
つ
た
ら
夕
陽
を
受
げ
て
赤
褐
色
に
な
つ
た
魅
の
山
容
が

眼
に
映
じ
た
。
夫
は
回
頂
の
山
で

一
面
に
残
雲
で
赤
城
あ

た
り
で
見
ら
れ
る
富
士
形
の
実
峰
で
は
な
か
つ
た
。
夜
に

な
う
か
け
た
の
で
周
章
て
ヽ
歩
き
出
し
て
檜
枝
岐
の
燈
火

を
見
た
頃
は
既
に
八
時
に
近
か
つ
た
。宿
は
丸
屋
と
い
ふ
。

い
。
地
国
に
つ
け
ら
れ
た
道
を
迪
る
と
や
が
て
丘
っ
丘
に
は

樅
や
栂
に
交
つ
て
山
毛
欅
の
薄
維
が
夏
の
す
だ
浅
い
の
を

語
夕
、蔽
い
か
ぶ
さ
る
許
ら
に
熊
笹
が
茂
り
合
ひ
、
ト
グ
の

あ
る
枯
草
に
苦
し
め
ら
れ
る
。
雪
の
篤
に
道
が
割
ら
な
く

な
つ
た
り
、
突
然
湖
邊
で
清
え
た
う
し
て
道
を
探
す
の
に

無
駄
な
時
を
費
す
。
氷
の
様
な
沼
を
渡
つ
た
こ
と
も
あ
つ

た
ｃ
突
然
笹
が
ガ
サ
ん
ヽ
と
揺
れ
た
の
で
び
つ
く
り
し
て

立
停
つ
た
が
、何
物
だ
か
剣
ら
な
い
（
獣
で
あ
る
に
違
ひ
な

い
が
、熊
で
あ
る
か
ど
う
か
。
辛
う
じ
て
魃
の
雲
漢
を
仰
ぐ

乙
と
の
出
来
る
、
元
長
蔵
小
合
の
あ
つ
た
原
に
出
た
（「
高

山
植
物
探
集
巌
禁
」
の
標
本
が
雨
に
濡
れ
て
ゐ
る
。
小
合

か
ら
此
虎
迄
二
時
間
も
か
ヽ
つ
た
の
で
、
魅

へ
登
ら
う
か

ど
う
し
よ
う
か
と
評
議
し
た
が
、
硬
派
の
連
中
二
三
人
と

決
行
す
る
こ
と
ヽ
な
る
。
直
に
澤
を
攀
ぢ
る
。
雪
と
笹
で

困
難
す
る
こ
と

一
卜
通
う
で
な
い
。
雲
が
ま
と
ふ
た
山
最

を
目
的
に
し
て
む
や
み
に
登
つ
て
み
た
が
全
身
す
つ
か
う

濡
れ
て
し
ま
つ
て
寒
氣
が
迫
る
の
で
、
我
々
頂
上
派
も
と

う
ノ
ヽ
断
念
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
つ
た
ｏ
十
二
時
近

く
な
つ
て
ま
だ
針
葉
樹
の
中
だ
し
、
排
営
も
持
つ
て
木
な

い
、前
途
も
不
明
な
の
で
、少
し
く
雲
の
薄
く
な
つ
た
尾
瀬

t t572)



岩
魚
の
膳
が
運
ば
に
て
塞
腹
を
満
た
し
た
。
基
に
は

一
面

の
星
。
駒
の
登
山
が
有
望
だ
。

〓

今
日
は
揃
っ
て
駒
へ
登
る
こ
と
に
す
る
。
ど
う
せ
年
日

仕
事
と
い
ス
の
で
ゆ
つ
く
う
す
る
。
つ
れ
な
く
て
も
よ
い

の
だ
が
丸
屋
の
息
子
を
案
内
に
頼
ん
で
耕
営
を
腰
に
し
て

八
時
十
分
に
出
掛
け
る
。
昨
日
に
比
べ
て
猛
烈
な
上
天
氣

だ
ぞ
ろ
／
ヽ
二
十
四
人
も
並
ん
で
行
く
の
だ
か
ら
伸
々
盛

ん
な
も
の
だ
。
沼
田
街
道
を
少
し
し
て
か
ら
大
津
岐
峠
か

ら
出
る
澤
を
渡
つ
て
左
に
折
れ
て
山
へ
入
る
。
す
ぐ
登
多

路
に
な
る
。
よ
く
あ
る
木
の
茂
つ
た
道
で
展
望
は
更
に
な

く
何
の
奇
も
な
い
。
段
々
と
汗
が
額
に
に
じ
ん
で
く
る
と
、

皆
の
間
隔
が
大
き
く
な
る
。
向
側
の
端
山
が

一
歩
毎
に
低

く
な
つ
て
基
の
色
が
そ
の
青
さ
を
増
し
て
ゆ
く
の
が
楽
し

み
に
な
る
。
時
々
落
葉
の
上
で
憩
ふ
て
窓
３
熊
―

熊
狩

の
方
法
―
―
の
事
を
聞
く
。
毎
年
大
分
獲
れ
る
さ
う
な
。

林
の
中
で
は
白
い
脚
悶
の
類
の
花
が
あ
る
の
み
で
、
鳥
も

鳴
か
な
け
れ
ば
、槍
も
動
か
な
い
。
草
軽
に
も
さ
へ
ら
れ
た

土
が
さ
ら
／
ヽ
と
崩
れ
る
ば
か
う
。
皆
ん
な
は
殆
ど

一
語

も
話
さ
な
い
。
針
葉
樹
が
多
く
な
る
と
頭
上
を
歴
し
て
ゐ

た
厚
い
線
居
が
薄
ら
い
で
陽
光
が
洩
れ
る
。
幽
霧
草
が
山

毛
欅
や
槍
の
落
葉
の
間
か
ら
銀
色
の
花
を
出
し
て
ゐ
る
。

千
六
百
米
突
の
標
高
あ
た
り
に
な
る
と
林
相
は
全
く

一
憂

し
て
、
具
黒
な
針
葉
樹
と
な
つ
て
、
曲
多
く
ね
つ
た
自
樺

が
所
々
に
見
え
る
。
夫
と
共
に
残
雪
の
領
域
が
援
が
つ
て

土
の
姿
が
清
さ
れ
て
ゆ
く
。
登
路
は
す
つ
か
り
雪
に
埋
も

れ
て
仕
舞
ひ
、
い
ゝ
加
減
見
営
を
つ
け
て
登
る
よ
う
仕
方

が
な
い
。
唆
ば
ら
に
な
つ
た
樹
の
間
か
ら
右
手
に
駒
の
峯

績
き
の
雪
の
山
、
左
手
に
は
大
津
岐
峠
の
本
と
雲
と
、
夫

を
越
え
て
魅
の
豪
宕
な
山
容
を
見
ら
れ
る
。
日
光
が
張
烈

に
反
射
す
る
の
で
眼
が
ぎ
ら
′
ヽ
し
て
く
る
。
雪
の
上
を

無
性
に
歩
き
廻
る
。
日
本
ア
／
プ
ス
の
雲
漢
と
は
違
つ
て

山
の
肌
が
雪
で
出
木
て
居
夕
、
雪
を
破
つ
て
栂
だ
の
樅
だ

の
が
饗
え
て
ゐ
る
の
だ
。
石
崎
さ
ん
の
カ
シ
ミ
ヤ
の
篤
具

を
想
起
さ
せ
る
。
雲
漢
な
る
も
の
ゝ
銑
さ
が
な
く
て
自
分

は
好
き
だ
。
黒
砂
糖
を
貰
つ
て
雪
と

一
緒
に
頬
張
る
と
馬

鹿
に
う
ま
い
。
道
草
を
食
つ
て
ゐ
た
う
、
篤
具
を
撮
つ
た

り
し
て
ゐ
る
と
取
残
さ
れ
て
し
ま
ふ
。
急
げ
ぱ
雪
だ
か
ら

つ
る
ノ
ヽ
辻
る
。
も
う
具
白
な
雲
ば
か
う
で
尾
根
ら
し
い

所
を
行
く
の
だ
。
駒
の
頂
上
が
指
さ
ゝ
れ
る
と
木
は
な
く

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山
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な
る
。
あ
つ
て
も
曲
り
く
ね
つ
た
奴
ば
か
り
だ
。
雪
の
上

を
三
々
五
々
蟻
の
様
に
登
る
皆
の
姿
を
後
か
ら
見
て
ゐ
る

と
面
白
く
な
つ
て
く
る
。
格
が
は
つ
き
う
と
園
い
頂
上
に

立
つ
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
。
地
日
で
見
れ
ば
小
さ
な
池
が

澤
山
あ
る
ら
し
い
が
、
ま
だ
若
芽
も
出
さ
な
い
岩
鏡
や
岩

高
蘭
や

ッ
ガ
ザ
ク
ラ
が
所
々
に
あ
る
だ
け
で
山
に
は
瑣
だ

ま
だ
夏
は
訪
れ
な
い
。
百
花
爛
漫
と
し
て
舞
を
競
ス
御
花

畠
の
美
し
さ
は
望
政
れ
ぬ
代
う
、
仲
々
得
ら
れ
な
い
各
の

粧
の
山
を
見
る
事
が
出
来
た
。

駈
け
る
様
に
し
て
頂
上
に
着
く
。
十

一
時
だ
。
一
等
三
角

鮎
と
完
全
な
櫓
が
あ
る
。
自
分
は
櫓
の
上
に
座
つ
て
山
頂

の
大
槻
を
恣
ま
ゝ
に
す
る
ｏ
何
と
云
つ
て
も
登
山
に
は
快

晴
が
嬉
し
い
。
今
日
だ
つ
て
此
の
晴
れ
渡
つ
た
塞
が
あ
る

篤
に
銀
光
を
放
射
す
る
岩
越
上
州
の
連
峯
を
眺
望
し
得
ら

れ
る
の
だ
。
剰

へ
格
が
伐
り
倒
さ
れ
ず
に
残
つ
て
ゐ
る
の

で
絶
頂
涙
た
る
者
喜
ば
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
だ
。
双
眼
鏡

な
ど
を
借
り
て
ゐ
ら
れ
な
い
で
、

一
と
わ
た
う
三
百
六
十

度
を
見
渡
す
。
最
初
に
日
に
付
く
の
は
隧
で
あ
る
こ
と
勿

論
で
あ
る
。
峯
頭
が
二
つ
に
分
か
れ
代
靖
色
の
股
に
雪
の

斑
が
入
つ
て
、
近
い
だ
け
に
鋳
然
群
を
抜
い
て
饗
立
し
て

ゐ
る
。
至
佛
山
（
三
二
二
八
米
）景
鶴
山
（
二
〇
〇

一
米
）大

白
澤
山
（
一
九
四
二
米
）赤
倉
岳
（
一
九
五
九
米
）
不
岳

（
二

一
四
〇
米
）荒
澤
岳
（
一
九
六
九
米
）
な
ど
が
具
白
に
な
つ

て
ず
ら
う
と
雄
ん
で
ゐ
る
。
只
見
川
の
漢
谷
が
深
く
狭
ら

れ
て
複
雑
し
た
山
の
波
を
作
つ
て
、
磁
石
と
五
萬
分
の
地

国
で
は
山
名
さ
へ
確
か
と
郊
る
の
に
苦
し
Ｕ
。
魚
沼
駒
か

ら
兎
岳
（
一
九
二
六
米
）
の
連
障
は
果
し
て
見
え
た
か
否
か

疑
は
し
い
が
見
え
な
け
れ
ば
な
ら
ｎ
筈
で
あ
ら

，
。
案
内

は
殆
ど
山
名
を
知
ら
な
か
つ
た
。
‘あ
そ
乙
銀
山
平
で
す

一

と
云
は
れ
た
所
は
欝
蒼
と
し
た
森
林
に
包
ま
れ
た
漢
谷
で

あ
つ
た
。
越
後
の
山
々
に
引
か
へ
て
奥
州
の
山
は
距
離
も

遠
い
の
で
、
静謁
が
か
ゝ
つ
て
剣
然
し
な
い
が
磐
梯
山
や
飯

豊
山
ら
し
い
の
は
概
望
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
日
光
火
山

群
は
年
ば
晴
雲
に
蔽
は
に
て
日
光
白
根
山
と
男
般
と
を
指

す
こ
と
が
出
来
た
。
赤
城
や
武
箪
は
駄
日
だ
つ
た
が
、案
内

は
，呂
士
山
が
此
の
兄
営
に
出
る
筈
だ
と
赤
城
の
方
角
を
示

し
て
ゐ
た
。
駒
か
亀
北
に
涙
生
し
て
ゐ
る
中
門
岳
は
べ
つ

た
り
雪
で
塗
う
潰
さ
に
て
針
葉
樹
が
僅
か
許
う
黒
い
色
を

示
し
て
ゐ
る
。
比
類
稀
な
展
望
と
雪
と
に
疲
れ
て
、
格
の

上
で
塊
ま
つ
て
切
ウ
鳥
賊
の
排
営
を
開
く
。
吹
き
上
る
風

一
〇
〇
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は
冷
い
の
に
何
時
の
ま
に
か
晴
れ
た
基
に
雲
が
ひ
ろ
が
つ

て
木
て
陽
光
も
心
細
く
な
る
。「
夕
立
が
末
や
し
な
い
か
」

と
氣
づ
か
は
れ
る
の
で
二
時
下
山
す
る
こ
と
に
す
る
。
頂

上
に
丁
度
三
時
間
ゐ
た
こ
と
に
な
る
。
鈍
い
傾
斜
を
有
つ

て
ゐ
る
駒
つ
ピ
ー
ク
を
あ
ち
乙
ち
歩
き
廻
つ
て
見
た
か
つ

た
が

一
行
は
既
に
雪
の
上
を
辻
り
始
め
た
し
、
雨
に
で
も

ぬ
れ
て
道
が
剣
か
ら
な
く
な
つ
た
う
す
る
と
少
々
悲
親
な

の
で
、
哉
た
末
る
こ
と
も
あ
ら
う
か
と
懐
し
味
の
多
い
駒

に
別
を
告
げ
る
。
下
う
る
と
な
れ
ば
わ
け
は
な
い
、
ず
る

ノ
ヽ

一
直
線
に
滑
る
だ
け
だ
。
い
ゝ
加
減
に
駈
け
出
す
の

で
時
々
飛
ん
で
も
な
い
所

へ
出
て
餘
計
な
損
と
し
た
う
す

る
。
雲
が
な
く
な
つ
て
山
道
に
な
る
と
ム
ツ
ト
基
氣
が
暑

く
な
る
υ
出
鱈
目
を
や
つ
た
の
で
膝
の
開
節
が
痛
く
な
つ

た
の
で
そ
ろ
／
ヽ
下
つ
て
檜
枝
岐
へ
縮
つ
た
の
が
三
時
二

十
分
で
あ
つ
た
。
紅
色
の
芍
葉
に
黒
鳳
蝶
が
舞
つ
て
ゐ
て

ま
だ
日
は
高
い
。

丁
風
呂
あ
び
て
横
に
な
る
と
身
艦
が
二

十
位
伸
び
る
様
な
氣
が
す
る
。

檜
枝
岐
の
村
は
い
ゝ
。
随
分
不
自
由
な
邊
部
な
山
村
の

や
う
な
話
で
あ
つ
た
が
、
宿
屋
な
ん
か
決
し
て
そ
ん
な
乙

と
は
な
い
。
食
物
だ
つ
て
相
営
だ
し
、
座
敷
だ
つ
て
度
い

脱 三 第 年 四 十 第 岳 山

雑
　
　
鉄
　
　
○
含
津
駒
ケ
岳

し
、
菓
子
だ
つ
て
あ
る
。
追
員
あ
た
う
の
か
さ
ノ
ヽ
の
菓

子
よ
う
か

一
枚
四
餞
の
大
き
駄
菓
子
の
方
が
自
分
は
逢
か

に
好
き
だ
。
甘
い
物
に
渇
し
て
ゐ
た
自
分
選
は
や
た
ら
に

享
楽
す
る
。
晩
に
は
特
別
の
御
馳
走
の
春
夢
が
出
る
。
色

は
黒
い
が
馬
鹿
に
う
哉
い
。
あ
さ
れ
る
程
も
か
は
多
す
る

者
も
あ
る
。
槍
枝
岐

へ
家
た
ら
是
非
味
は
つ
て
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。

浴
衣
が
け
で
夕
方
外
へ
出
て
見
る
。
檜
枝
岐
川
で
糸
を

垂
れ
て
ゐ
る
若
ｔ
あ
る
。
二
三
尾
釣
れ
た
ら
し
い
。
校
長

さ
ん
だ
と
い
ふ
人
―
―
例
の
雪
袴
を
は
い
て
ゐ
る
―
―
と

立
話
し
す
る
。
純
朴
な
氣
分
が
嬉
し
か
つ
た
。
村
人
が
貨

幣
を
使
ふ
の
は
正
月
と
盆
の
三
度
し
か
な
い
と
言
つ
て
ゐ

た
、
日
常
は
皆
物
々
交
換
だ
さ
う
だ
。
よ
′く

乙
ん
な
山
奥

に
入
り
込
ん
で
生
活
し
て
ゐ
る
と
思
ほ
れ
る
ｃ
ぶ
ら
／
ヽ

し
て
ゐ
る
と
芍
葉
が
到
庭
に
目
に
つ
く
。
白
い
士
蔵
の
壁

に
東
京
市
電
気
局
の
車
掌
運
韓
手
募
集
の
ビ
ラ
が
貼
つ
て

あ
つ
た
。
此
庭
ま
で
手
を
伸
ば
し
て
ゐ
る
の
に
は
少
々
驚

か
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
が
、
か
う
し
て
段
々
い
ま
は
し
い

都
會
の
風
が
入
つ
て
来
る
こ
と
で
あ
ら
う
ｏ
岩
越
國
境
の

山
々
が
自
然
の
裁
ゝ
の
状
態
を
績
け
て
ゆ
く
こ
と
の
出
来

一
〇
一
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行 獲 月 七 年 九 正 大

雑
　
　
録
　
　
○
岩
菅
山
に
開
す
る
一
二
件

員
）
よ
う
左
の
書
面
を
寄
せ
ら
れ
た

，
。
私
信
な
れ
ど
も

山
に
開
し
参
考
と
な
る
部
分
を
左
に
掲
ぐ
。

『
山
岳
第
十
三
年
第
三
琥
四
頁
貴
著
岩
菅
山
に
開
す
る
記

事
中

「
攀
路
あ
ら
、
魚
野
川
の
上
流
字
ア
ラ
イ
タ
云
々
」

の
項
に
就
き
御
疑
間
の
由
、
魚
野
川
に
は
字
ア
ラ
イ
タ
を

構
す
る
地
名
無
之
．
右
は
震
災
豫
防
調
査
含
報
告
中
、
著

者
の
誤
解
か
、
又
は
誤
植
に
て
岩
菅
山
登
山
に
は
梯
子
澤

よ
う
す
る
の
一
路
の
み
に
て
候
。
字
ア
ラ
イ
タ
と
稀
す
る

は
雑
魚
川
上
流
上
條
せ
ぎ
（
平
稽
せ
ぎ
）
の
水
揚
口
地
方
の

構
に
て
御
座
候
ｃ
以
前
は
岩
菅
登
山
に
は
せ
ぎ
偉
へ
に
雑

魚
川
に
出
で
（
あ
ら
い
た
）後
雑
魚
川
を
下
う
梯
子
澤
よ
う

登
山
せ
し
も
の
ゝ
如
く
考
へ
ら
れ
候
。
筒
十
頁
上
州
方
面

の
登
路
に
就
き
魚
野
川
を
湖
ウ
十
六
澤

（
三
角
鮎

一
五
七

五
・四
の
上
の
澤
）よ
う
す
る
も
の
は
俗
に
裏
岩
菅
と
稗
す

る
地
に
至
る
も
の
に
て
は
無
之
、
五
萬
分
の
一
日
烏
帽
子

岳
三
角
測
駐
二
二
三
〇
・四
に
出
で
峯
樽
へ
に
裏
岩
菅
、表

岩
菅
に
至
る
も
の
に
て
御
座
候
。
此
邊
に
は
高
山
植
物
豊

富
に
て
殊
に
信
濃
小
櫻
、
Ｕ
じ
と
う
す
み
れ
等
多
く
候
。
」

其
後
四
月
十
日
附
の
書
信
に
は
次
の
一
節
あ
り
。

『
本
年
は
赤
石
、
志
賀
、
横
手
方
面
探
険
旅
行
致
し
度
、

る
の
は
今
後
何
年
の
こ
と
だ
ら
う
か
ｏ
幸
に
し
て
交
通
の

便
が
悪
い
篤
に
、
信
州
と
違
つ
て
、
流
行
性
登
山
熱
病
忠

者
が
ま
だ
絶
封
に
来
な
い
の
で
、
営
分
は
吾
等
の
欲
望
を

満
し
て
く
れ
る
。
汚
さ
れ
ｎ
山
が
年
毎
に
著
し
く
減
つ
て

ゆ
く
の
が
な
げ
か
は
し
い
。

駒
は
本
営
に
い
ゝ
山
だ
。
拙
い
筆
で
は
ど
う
す
る
こ
と

も
な
ら
な
い
。
尾
瀬
の
と
共
に
篤
具
で
想
像
し
て
下
さ
い
。

具
面
目
に
山
を
愛
好
せ
ら
る
ヽ
人
に
此
の
あ
た
り
の
山
々

を
推
奨
し
た
い
。
そ
し
て
永
遠
に
秘
め
ら
れ
た
る
世
界
と

し
て
残
し
て
ほ
し
い
と
思
ふ
。

若
し
訪
れ
る
人
が
あ
る
な
ら
ば
残
雪
の
多
い
六
月
を
選

ば
れ
る
こ
と
を
ヽ
す
ゝ
め
す
る
。
雪
と
針
葉
樹
と
の
景
色

は
特
異
な
趣
を
呈
す
る
か
ら
。

翌
日
は
快
晴
に
乗
じ
て
引
馬
峠
を
越
え
て
栗
山
の
川
俣

温
泉

へ
出
た
ｏ
峠
の
附
近
で
雪
に
輝
く
駒
の
連
暉
を
眺
め

る
こ
と
が
出
来
た
。
更
に
奥
自
根
の
頂
上
で
最
後
の
告
別

を
し
て
暑
い
東
京

へ
蹄
っ
て
家
た
。
（戸
澤
英

一
）

○
岩
菅
山
に
開
す
る

一
二
件

信
州
下
高
井
郡
不
岡
村
の
友
人
海
谷
貫

一
氏

（
本
會
々

一
〇
二
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計
劃
中
に
て
御
座
候
の
筒
先
般
御
報
申
候
、
岩
菅
登
山
口

ア
ラ
イ
タ
な
る
地
名
に
就
き
営
地
人
の
説
併
せ
て
私
の
考

を
中
上
候
。
営
地
人
は

一
般
に
一
枚
岩
の
庭
を
水
の
流
る

ヽ
邊
を
ア
ラ
イ
タ
と
申
居
候
。
し
か
し
岩
菅
登
山
口
上
流

平
稽
せ
ぎ
揚
日
邊
の
み
軍
稀
せ
ら
れ
其
他
の
地
方
に
於
て

は
聞
き
申
さ
ず
候
ｃ
平
程
せ
ぎ
は
元
下
高
井
郡
平
岡
村
新

井
部
落
に
て
田
用
水
に
せ
ん
と
て
堀
り
た
る
も
の
に
て
其

後
管
理
出
来
得
ず
。
平
稽
村
上
條
部
落
に
千
二
百
五
十
日

に
て
譲
渡
せ
る
も
の
に
て
御
座
候
。
乙
れ
よ
う
考
へ
て
も

と
新
井
田
用
水
路
の
下
三
字
と
省
略
し
て
新
井
田

（
ア
ラ

イ
タ
）
と
な
曖
う
た

る
も

の
に
て
は
無
之
哉
と
考
居
う

候
。』ア

ラ
イ
タ
と
は

一
枚
岩
の
庭
を
水
の
流
る
ゝ
を
指
し
て

云
ふ
と
は
昨
年
岩
菅
番
山
の
際
、
案
内
の
角
さ
ん
よ
う
武

田
博
士
と
共
に
聞
き
た
る
庭
な
う
。
梯
子
澤
に
は
此
の
如

き
場
所
屡
あ
り
。
海
谷
氏
の
新
井
田
も
一
説
な
る
べ
し
ｏ

兎
に
角
従
家
の
岩
菅
登
路
は
難
魚
川
の
格
子
澤
に
限
ら
る

ゝ
乙
と
は
先
づ
疑
な
き
も
の
ヽ
如
し
。

不
稽
村
山
岳
會
に
て
は
東
館
ヒ
経
て
尾
根
通
し
に
岩
菅

の
登
路
を
開
き
代
鳥
帽
子
、
笠
法
師
よ
う
切
明
に
至
る
通

路
を
造
―
市
場
登
山
に
便
利
な
ら

し
む
る
計
劃
あ

う
と

か
。
然
ら
ば
平
稽
温
泉
地
は
叉
登
山
出
獲
地
と
し
て
頗
る

便
宜
の
地
鷺
と
な
る
に
至
る
べ
し
。
唯
そ
れ
に
就
て
恐
る

べ
き
は
俗
悪
登
山
客
の
殺
到
し
末
る
こ
と
な
り
。
此
地
方

の
如
き
登
山
容
易
に
し
て
然
か
も
山
岳
の
勝
に
富
み
省
温

泉
豊
富
な
る
地
は
搭
家
餘
う
に
開
け
過
ぎ
極
端
に
俗
化
す

る
虞
あ
う
。
少
く
も
山
上
は
断
じ
て
俗
化
せ
し
め
た
く
な

き
も
の
な
り
。

卒
稽
の
名
産
だ
と
が
云
ふ
下
ら
ぬ
白
箸
の
製
作
の
篤
に

雑
魚
川
方
面
よ
う
年
々
切
う
出
さ
る
ゝ
木
材
は
中
々
少
な

か
ら

，
様
な
う
。
岩
菅
山
下
の
愛
す
べ
き
難
谷
も
之
が
篤

に
残
害
せ
ら
る
ゝ
乙
と
今
後
盆
甚
し
か
ら
ん
。
之
に
封
し

相
営
の
制
裁
を
カーー
ス
こ
と
必
要
な
ら
ん
。
（
辻
本
）

○

登

山

案

内

者

回

奈
川
口
登
山
案
内
者
組
合
規
約
（摘
抄
）

第

一
條
　
本
組
合

ハ
奈
川
口
登
出
案
内
者
組
合
卜
稀
ス
。

第
二
條
　
本
組
合

ハ
奈
川
ロ
ニ
於
ケ
／
信
濃
山
岳
含
員
、

同
登
山
案
内
者
及
ピ
張
カ
フ
以
テ
組
織
ス
。

雑
　
　
鉄
　
　
登
山
案
内
者

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山
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行 獲 月 七 年 九 正 大

雑
　
　
録
　
　
登
山
案
内
者

第
三
條
　
本
組
合

ハ
山
岳
ノ
保
護
並
二
是
等

二
開
ス
″
一

切
ノ
研
究
調
査
登
山
案
内
人
ノ
養
成
、
善
良
す
″
氣
風

ノ
涌
養

フ
以
ノ́
一
般
養
山
者
ノ
利
便
フ
国
″
フ
ロ
的
ト

ス

。

第
四
條
　
組
合
加
入
者

ハ
専
ラ
山
岳
ノ
保
護
フ
念
ト
ン
、

登
山
者
ノ
案
内
、
荷
物
負
措
、
其
他
登
山
者
ノ
需
メ
ニ

應
ジ
一
切
ノ
勢
務
フ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
。

第
五
條
　
組
合
事
務
所
フ
西
筑
摩
郡
奈
川
村
字
紳
谷
肛
奥

原
卯
市
方
二
置
ク
。

別
二
登
山
相
談
所
フ
中
央
線
藪
原
瞬
二
設
ク
、
又
通
信

部
フ
奈
川
郵
便
局
二
世
青
、
以
ノ́
一
般
登
山
者
ノ
便
ブ

国
／
。

第
九
條
　
組
合
加
入
者

ハ
他
ノ
登
山
地
ヨ
ソ
招
致
サ
ン
タ

″
場
合

ハ
、
主
任
ノ
認
諾
フ
経
ズ
ン
テ
之
二
應
ズ
″
コ

ト
フ
得
ズ
。

第
十
條
　
登
山
客
ヨ
リ
案
内
人
及
張
カ
ノ
需
メ
ア
／
ト
キ

ハ
主
任

ハ
臨
機
之
フ
撲
揮
指
名
ス
／
モ
ノ
ト
メ
。

第
十
四
條
　
案
内
人
及
張
カ
ノ
荷
物
ノ
負
担
重
量
ハ
通
例

六
貫
匁
内
外
ト
メ
。

但
シ
時
宜
二
依
り
此
ノ
限

ニ
ア
ラ
ズ
。

第
十
五
慨
　
主
務
案
内
ノ
任
フ
受
ケ
タ
″
者

ハ
其
組
ノ
先

達
ト
シ
他
ノ
張
カ

ハ
先
達
ノ
指
揮

二
従
ヒ
、
互
二
同
僚

ノ
徳
義
フ
重
ン
ズ
″
毛
ノ
ト
ス
。

第
十
六
條
　
賃
金

ハ
毎
年
登
山
期
ノ
初
メ
之
フ
協
定
ス
、

加
入
者

ハ
之
フ
固
ク
守
り
、
登
山
客
二
封
シ
約
束
以
外

ノ
要
求
フ
篤
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。

山
中
生
活

二
必
要
ナ
″
資
料

ハ
雇
傭
セ
″
登
山
客
ノ
負

措
ト
メ
。

下
山
ン
テ
任
務
終
了
ノ
ト
キ
其
ノ
解
備
地
ヨ
ソ
帰
宅
ス

″
道
程
年
日
フ
費
ス
ト
キ
ハ
相
営
ノ
蹄
途
旅
費
又
ハ
日

営
フ
申
シ
受
ク
／
モ
ノ
ト
ス
Ｃ

大
正
八
年
六
月
　
奈
川
口
登
山
案
内
者
組
合

案
内
者
組
合
事
務
所
　
主
任
　
奥

原
　
卯

市

登
山
相
談
所
中
央
線
藪
原
　
湯

川
　
寛

雄

登
山
相
談
所
奈
川
村
黒
川
渡
　
清
　
水
　
　
元

○
山
岳
固
書
批
評

産畑
山

嶽

め

ぐ

り石

上

録

之

助
著

大
正
八
年
六
月
螢
行
、
三
五
剣
四
百
十
頁
、
定
値
帝
園

一
〇
四

(1378)



続 三 第 年 四 十 第 岳 山

式
拾
錢
、
表
紙
は
布
製
の
軟
質
で
、
金
色
の
基
に
槍
ケ
岳

ら
し
き
実
峰
の
雲
表
に
饗
え
た
る
を
印
刷
し
、
如
何
に
も

登
山
携
帯
に
便
利
そ
う
な
書
物
な
う
。

倍
て
内
容
を
見
る
と
、
先
づ
窓
頭
に
は

「
富
士
川
の
富

士
」
以
下
、
可
也
不
鮮
明
な
同
版
が
四
枚
あ
る
。
序
文
に

接
る
と

「
本
書
慰
我
國
の
山
嶽
を
跛
渉
せ
ん
と
す
る
も
の

ゝ
篤
め
に
羅
針
盤
と
し
て
編
纂
せ
る
も
の
」
に
て

「
出
家

得
る
限
う
丁
寧
に
し
て
親
切
に
而
し
て
杜
撰
な
か
ら
ん
乙

と
を
期
せ
る
」
の
み
な
ら
ず
、「
山
嶺
の
人
と
な
り
、
漢
谷

を
過
ぎ
剣
崖
を
攀
ぢ
、
名
勝
を
探
う
奮
蹟
を
訪
ひ
、
高
山

植
物
を
探
集
す
る
等
居
な
が
ら
に
し
て
愉
快
に
登
山
よ
う

得
る
線
て
の
智
識
を
得
し
め
ん
乙
と
に
努
め
」
た
由
で
あ

る
Э
次
に
目
次
を
見
る
と
、
富
士
山
、
日
本
ア
／
プ
ス
よ

う
始
ま
つ
て
北
海
道
、
四
國
、
九
州
は
勿
論
、
墓
彎
、
朝

鮮
に
至
る
哉
で
、
六
十

一
の
山
岳
を
記
し
而
し
て
そ
の
日

本
ア
″
プ
ス
中
に
は
更
に
二
十
七
座
の
山
名
が
記
載
せ
ら

れ
省
窓
末
に
は

「
登
山
者
の
注
意
す
べ
き
要
件
」
と
云
ふ

一
項
が
附
加
さ
れ
て
あ
る
。

我
邦
に
あ
る
無
歎
の
山
岳
中
よ
り
苓
國
に
亘
つ
て
比
較

的
少
数
を
撰
び
出
す
と
云
ふ
こ
と
は
随
分
六
ケ
敷
い
仕
事

で
は
あ
る
が
、
著
者
は
何
を
標
準
と
し
て
本
書
の
山
と
撰

べ
る
も
の
な
る
か
、
勿
論
序
文
に
あ
る

「
著
者
の
賞
地
踏

破
」
と
か
云
ふ
こ
と
が
、
主
要
の
根
援
で
あ
る
か
も
知
れ

緻
が
、
左
程
で
ヽ
な
き
山
の
記
述
さ
れ
て
あ
る
に
引
き
換

へ
、
著
名
の
も
の
が
省
略
さ
れ
て
あ
る
の
は
何
故
か
と
思

は
せ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
内
地
で
は
富
士
に
亜
ぐ
甲
斐
白
峰

の
連
山
、
東
北
の
雄
鎮
飯
豊
山
等
が
省
略
さ
れ
た
如
き
は

そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
目
次
中
に
第
三
白
根
山
、第
三
六

白
根
山
と
自
根
山
が
二
つ
あ
る
（草
津
白
根
は
別
に
あ
り
）

軌
れ

一
つ
は
、
て
つ
き
う
甲
斐
の
自
峰
で
あ
ら
う
と
先
づ

其
頁
を
繰
つ
て
見
る
と
、
是
は
し
た
う
、
二
つ
共
に
日
光

白
根
で
、
然
か
も
其
記
事
が
互
に

一
致
し
て
ゐ
な
い
黙
が

あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
階
分
乱
暴
無
責
任
と
驚
か
ざ
る
を
得

な
い
。

本
文
の
中
、
最
初
の
富
士
山
五
十
頁
は
御
免
を
蒙
つ
て

第
二
日
本
ア
ル
プ
ス
か
ら
虎
々
讀
ん
で
見
る
。
色
々
珍
じ

い
こ
と
が
澤
山
あ
る
。
兎
に
角
自
分
の
知
つ
て
わ
る
範
園

に
就
て
云
へ
ば
、
間
違
の
無

い
の
は
先
づ
餘
り
無
い
と
云

ふ
様
な
次
第
だ
か
ら
、
一
々
そ
れ
を
此
庭
に
書
く
こ
と
の

出
来
ｎ
は
残
念
で
ぁ
る
。
左
に

一
二
を
紹
介
す
る
に
止
め

雑
　
　
鉄
　
　
○
山
岳
固
書
批
評

一
〇
五
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行 獲 月 七 年 九 正 大

雑
　
　
録
　
　
○
山
岳
固
書
批
評

や
う
。

「
日
本
北
ア
″
プ
ス
は
飛
騨
の
御
嶽
、
乗
鞍
嶽
、穂
高
山
、

槍
ケ
嶽
、
常
念
嶽
、
大
天
丼
ケ
嶽
、
自
馬
嶽
と
云
ふ
七
座

の

一
萬
尺
以
上
の
名
山
を
有
し
、
又
殆
ん
ど
其
高
度
に
迫

つ
ば

ヽ

れ
る
燕
嶽
ｓ
笠
ケ
嶽
、
五
六
嶽
、
鷲
筋
山
、
剣
嶽
等
を
列

ね
、
最
北
に
は
立
山
を
控
げ
て
日
本
海
に
没
し
て
居
る
」

（
五
二
頁

。ヽ

叉
東
駒
ケ
嶽
の
項
に
は

「
頂
上
に
近
く
に
従
つ
て
石
友

し
ろ
ぐ
づ
れ
だ
け

岩
の
た
め
白
色
に
見
え
る
、
故
に
自
崩
山
と
云
ふ
」
（
一
二

四
頁
）
と
あ
る
。
立
派
な
地
固
に
記
さ
れ
て
あ
る
標
高
を

無
祀
し
た
り
、
山
の
位
置
や
、
岩
石
や
を
取
換
へ
た
う
す

る
著
者
の
手
腕
に
敬
服
す
る
の
外
は
な
い
。

本
書
の
地
名
の
振
俄
名
は
又
頗
る
乱
暴
極
ま
る
も
の
で

燕
嶽
を

「
つ
ば
め
だ
け
」
、針
木
峠
を
「
は
り
き
た
う
げ
」と

せ
る
如
き
は
上
々
の
方
で
、
雄
山
を

「
を
ざ
ん
」
、別
山
を

「
わ
け
や
唆
」
、高
速
を

「
か
う
ゑ
ん
Ｌ
三
峰
川
を

「
み
つ

み
ね
が
は
」
、赤
石
を

「
あ
か
し
」
、岩
魚
上
の
小
屋
と

「
が

ん
ぎ
よ
ど
め
の
乙
や
」
、本
澤
温
泉
を

「
も
と
ざ
は
と
ん
せ

ん
」
と
せ
る
な
ど

一
々
列
基
す
る
に
暇
が
な
い
。
其
他
本

文
中
に
挿
入
し
て
あ
る
地
固
は
不
鮮
明
で
役
に
立
ち
そ
う

も
な
い
。
そ
れ
か
ら
奇
妙
に
思
は
れ
る
の
は
本
書
の
表
紙

に
は
石
上
録
之
助
著
と
あ
る
に
本
文
の
始
を
見
る
と
廣
恵

吉
久
雄
と
云
ふ
人
と
の
共
著
に
な
つ
て
ゐ
る
。
何
故
表
紙

に
此
人
の
名
を
略
し
た
の
か
理
由
が
分
ら
な
い
。

山
の
こ
と
を
詳
し
く
知
ら
其
記
事
を
正
し
く
書
く
と
云

ふ
乙
と
は
貧
に
至
難
の
業
で
到
底
快
駐
無
し
に
出
来
る
も

の
で
な
い
こ
と
は
自
分
も
良
く
知
つ
て
ゐ
る
。
殊
に
本
書

の
著
者
石
上
氏
は

「
酪
魅
海
濱
め
ぐ

う
」
と

云
ふ
書
物

を
著
さ
れ

て
ゐ
る
位
で
あ

る
か
ら
、
山
海
双
方
の
オ
ー

ソ
リ
チ
イ
で
其
忙
し
さ
も
思
ひ
や
ら
れ
る
課
で
、
本
書
の

非
難
を
す
る
の
は
或
は
無
理
な
註
文
か
も
知
れ
ぬ
が
、
之

を
要
す
る
に
本
書
は
著
者
が
序
文
に
記
さ
れ
た
の
と
は
反

封
に
杜
撰
そ
の
も
の
を
賞
現
し
た
際
物
書
物
と
云
ふ
の
外

な
き
を
遺
憾
と
す
る
。
然
じ
我
邦
全
般
に
互
つ
て
主
要
な

山
岳
の
案
内
を
簡
単
明
瞭
に
記
述
し
た
書
物
は
末
だ
出
版

さ
れ
た
こ
と
が
無
い
か
ら
、
他
日
著
者
が
誠
心
を
以
て
本

書
の
訂
正
改
版
を
行
つ
た
な
ら
或
は
有
用
な
書
物
と
な
る

こ
と
が
出
家
る
で
あ
ら
う
。
自
分
は
最
後
に
之
を
著
者
に

向
つ
て
切
望
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（辻
　
本
）

一
〇
六
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○
今
年
は
岳
に
雪
が
少
な
い

種
蒔
爺
が
出
た

季
地
の
積
雲
多

い
の
に
引
替
て
、
爺
ヶ
嶽
の
方
面
項
上
は
、　
本
年
は
積
雪

が
少
い
と
見
え
る
。　
ア
ル
プ
ス
の
積
雪
幾
十
丈
と
云
ふ
漢
谷
を
踏
ん
で
調
査

す
る
事
の
出
来
な
い
の
が
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
が
、　
老
農
の
話
に
よ
る
と
、
嶽

の
雪
は
少
い
と
見
え
る
ｃ

爺
ケ
嶽
の
項
上
東
南
に
面
せ
る
懸
崖
や
は
い
松
で

形
を
な
し
て
、　
大
町
池
田
よ
り
眺
望
す
れ
ば
丁
度
五
月
初
め
種
蒔
爺
の
様
に

見
え
る
、　
此
の
爺
の
形
が
例
年
な
れ
ば
彼
岸
後
に
少
し
計
り
形
を
顧
は
じ
初

め
、
次
第
に
形
を
作
り
て
八
十
八
夜
頃
に
種
蒔
爺
の
形
と
な
り
て
、
此
の
平
の

農
民
は
此
形
を
見
て
、苗
代
を
作
り
種
蒔
を
し
て
来
た
。
本
年
は
去
る
十
日
に

其
の
形
が
大
に
現
は
れ
た
の
を
見
る
と
、　
山
上
は
横
雪
が
少
い
と
見
へ
ろ
。

手
地
大
町
附
近
は
稀
に
見
る
積
雪
で
、
今
に
積
る
雪
が
多
く
、
例
年
彼
岸
に

な
る
と
大
原
か
の
こ
と
唱

へ
、
大
町
の
西
北
約

一
里
の
大
原
部
落
の
積
雪
が

彼
岸
に
彼
庭
此
庭
に
散
在
し
て
居
る
時
が
、　
並
ｎ通
の
年
と
し
て
居
る
に
引
替

へ
、
本
年
は
池
田
地
方
の
暖
い
土
地
が
彼
岸
に
彼
鷹
此
庭
に
あ
る
、　
雪
は
翌

年
の
兆
と
云
ふ
て
居
る
が
、　
本
年
の
雪
解
け
の
遅
れ
居
る
に
は
農
作
物
は
ど

う
で
あ
る
か
と
心
配
し
て
老
農
が
物
語
り
た
り
。
（大
正
九
年
二
月
十
七
日
信

濃
毎
日
新
聞
）

○
焼

山

噴

煙

雑

幸風

新
潟
縣
西
頸
城
郡
上
早
川
村
地
籍
よ
り
長
野
縣
に
跨
り
、　
元
噴
火
山
な
り

と
爾
せ
ら
る
ゝ
焼
山
は
、　
近
木
時
々
曜
火
す
る
と
の
説
あ
り
し
庭
、
去
月
三

十
一
日
午
後

一
時
頃
絶
項
の
南
方
よ
り
自
煙
濠
々
と
立
ち
登
り
居
る
を

同
村

人
が
一
同
に
認
め
た
り
と
の
こ
と
な
る
が
、　
同
山
は
約
二
十
年
以
前
に
も
噴

煙
せ
し
こ
と
あ
り
と
、　
右
の
談
を
変
し
て
西
澤
長
野
側
候
所
長
を
訪
ふ
。
越

後
の
西
頸
城
郡
の
燒
山
と
云
ふ
は
、　
本
縣
に
跨
つ
た
山
で
は
な
く
て
越
後
の

山
で
す
、

能
生
の
南
妙
高
山
の
一
寸
西
か
ら
東
に
営
る
所
に
在
る
却
々
高
い

山
で
、
二
千
二
百
米
突
許
あ
る
が
、
本
縣
か
ら
は
見
え
な
い
。

今
か
ら
二
十

年
前
に
噴
火
し
た
か
何
う
か
知
ら
ぬ
が
、　
六
十
八
年
前
即
ち
嘉
永
五
年
に
は

崚
火
し
た
。

併
し
熔
岩
を
噴
き
出
す
の
泥
流
を
押
出
す
の
と
云
ふ
こ
と
は
な

く
、　
噴
火
口
が
盛
に
出
来
て
頻
り
に
硫
黄
を
噴
き
出
し
た
。
山
麓
に
危
害
を

典

へ
る
や
う
こ
と
は
な
く
、
却
て
利
益
を
興

へ
た
）
硫
黄
が
盛
に
出
た
も
の

だ
か
ら

・
、
硫
黄
の
探
取
が
六
十
簡
所
も
出
来
て
、　
四
十
高
貫
か
ら
の
硫
資
を

取
つ
た
、
妙
高
山
火
山
群
の
中
ぞ
も
最
も
新
し
い
噴
火
山
で
、　
今
で
も
筒
ほ

活
動
期
中
に
在
り
、
休
火
山
と
な
つ
て
は
居
ら
ぬ
故
に
、　
噴
火
せ
ぬ
と
も
限

ら
な
い
が
、

爆
獲
す
れ
ば
長
野
測
候
財
の
微
動
計
に
現
れ
る
筈
で
あ
ら
う
と

思
ふ
ｏ
併
し
微
動
計
を
調
べ
て
見
て
も
何
も
現
れ
て
居
な
い
。

今
度
も
水
蒸

氣
位
は
噴
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

微
動
計
に
感
ぜ
ぬ
程
度
の
も
の
で
あ
つ

た
か
も
知
れ
な
い
と
語
つ
た
。

（大
正
九
年
二
月
六
日
信
機
毎
日
新
聞
）

○
高
瀬
川
の
水
色
憂
ず

北
安
曇
郡
の
南
部
を
貫
流
す
る
高
瀬
川
は
、　
三
十
日
午
前
十
時
頃
よ
り
薄

藍
色
と
化
し
、　
三
十
一
日
は
一
層
其
濃
度
を
増
し
た
る
が
、
原
因
は
不
明
に

し
て
、　
土
地
の
人
の
言
に
依
れ
ば
、
大
町
を
き
る
高
澱
川
の
上
流
十
数
里
の

号虎 三 第 年 四 十 第 岳 山

維
　
　
報
　
　
○
今
年
は
岳
に
雪
が
少
な
い
○
燒
山
噴
煙
○
高
瀬
川
の
水
色
憂
ず
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維
　
　
報
　
　
○
白
骨
温
泉
震
災
○
有
明
日
及
奈
川
日
の
人
夫
賃
と
物
質
○
登
高
行
○
含
員
通
信

一
〇
〈

行 螢 月 七 年 九 正 大

地
難
に
あ
る
湯
叉
、　
水
叉
附
近
の
営
時
噴
出
し
つ
ヽ
あ
る
湯
釜
が
、
一
時
に

多
量
の
湯
を
噴
出
し
た
る
結
果
、　
附
近
の
湯
花
を
押
し
流
し
た
る
に
あ
ら
ず

や
と
云
ふ
も
の
あ
る
も
、　
何
様
同
地
は
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
麓
一に
て
、
日
下

積
雲
丈
餘
に
達
す
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、　
調
査
の
途
も
立
た
ず
、
之
れ
が
篤
め

同
河
川
を
用
水
と
し
て
使
用
し
つ
ヽ
あ
る
下
流
大
町
常
磐
、　
松
川
の
各
町
村

は
何
れ
も
困
却
し
つ
ヽ
あ
り
、
而
し
て
湯
叉
．
水
叉
の
湯
釜
は
有
名
な
る
霰

石
を
産
す
る
た
な
り
と
ｏ
（
大
正
九
年
二
月
二
日
信
濃
毎
日
新
聞
）

○
白
骨
温
泉
震
災

十
八
九
雨
日
に
亘
る
地
震
の
震
源
地
は
、

南
安
曇
郡
自
骨
温
泉
よ
り
紹
核

に
か
け
て
の
も
の
ら
し
く
、
積
雪
に
て
詳
細
は
不
明
な
れ
ど
、　
博
ふ
る
庭
に

よ
れ
ば
、　
自
骨
温
泉
場
の
震
動
は
甚
し
く
、
温
泉
の
出
日
も
崩
れ
た
る
由
に

て
、
其
他
白
骨
紹
核
間
の
崖
道
崩
理
せ
り
と
云
ふ
。
（
大
正
九
年
五
月
二
十
一

日
信
濃
毎
日
新
聞
）

○
有
明
日
及
奈
川
日
の
人
夫
賃
と
物
債

同
地
所
在
の
登
山
案
内
若
組
合
事
務
所
よ
り
の
通
信
に
依
れ
ば
、　
今
年
の

人
夫
賃
及
物
債
は
左
の
如
し
。

右
品
引
日
ｃ

人
夫
料
先
進
勢
回
、
人
夫
式
周
九
拾
銭
′
米

一
升
五
拾
銭
。
味

嗜
百
匁
拾
銭
ｏ
草
軽

一
足
上
拾
参
四
銭
、
並
拾
錢
ｃ
牛
鏡
（大
）五
拾
銭
ｏ

三
救
底
甲
掛

一
足
壼
園
八
拾
銭
。
縫
節
百
匁
壼
回
五
拾
錢
。
氷
豆
腐
十
連

七
拾
銭
ｃ
一臓
耐
漬
（
上
）四
十
七
八
銭

・
干
鱗
百
匁
二
拾
銭
っ
蛾
燭

一
本

一

銭
五
厘
。
マ
ツ
チ
一
色
拾
式
銀
。（
大
正
九
年
六
月
十

一
日
）

六
否
川
日
。ヽ
　
一
、
案
内
人
夫
賃

一
日
金
基
園
レヽ
但
食
料
は
雇
備
客
の
負
指
と

す
。
其
他
は

一
切
中
受
け
ず
。

一
、
登
山
路
の
便
に
よ
り
．
藪
原
停
車
場

よ
り
営
所

（
耐
谷
匠
）
迄
及
営
所
よ
り
野
夢
叉
は
大
野
川
匠
迄
の
案
内
賃

は
、　
一
日
金
式
回
と
す
。

一
、
荷
物
負
措
重
量
は
五
貫
目

（規
約
に
は
六

貫
目
内
外
と
あ
り
）
と
し
、
よ
り
以
上
は
一
貫
目
を
増
す
毎
に
拾
錢
づ
ヽ
中

受
く
の

一
、
宿
泊
料
蓋
食
附

一
日
金
登
目
五
拾
銭
。
来

一
升
六
拾
五
銭
。

草
軽

一
足
九
錢
。
・英
産

一
枚
三
拾
五
銭
。
味
嗜
百
匁
拾
三
錢
。
警
油

一
合

拾
銭
。
牛
鍵

一
個
四
拾
五
銭
。
海
苔
鍵

一
個
三
拾
二
銭
バ
大
正
九
年
二
月

二
十
二
日
）

○
登
　
高
　
行

慶
慮
義
塾
山
岳
部
に
て
は
、　
雑
誌
「
登
高
行
」
第
二
年
を
六
月
二
十
日
に
残

行
し
、
慶
く
同
好
の
士
に
須
布
す
る
山
也
じ

内
容
は
論
説
に
柳
田
國
男
氏
の

績
武
蔵
野
雑
話
、　
別
所
梅
之
助
氏
の
山
の
し
づ
く
其
他
あ
り
、
紀
行
に
飯
翌

山
朝
日
岳
（奥
笏
）
北
海
道
の．
山
地
旅
行
。
白
馬
岳
ス
キ
ー
登
山
．
朝
鮮
金
剛

山
等
の
記
文
あ
り
Ｄ
数
多
の
篤
」典
版
を
添
ふ
ｏ

賞
費
金
壼
回
還
料
金
四
錢
な

り
と
い
ふ
０

０
會
員
通
信

△
弁
啓
こ
去
る
五
月

一
日
及
二
日
に
亘
り
左
の
旅
行
を
致
し
ま
し
た
。

朝
七

時
牛
横
濱
騨
奎
の
汽
車
に
乗
り
山
北
で
下
り
、　
河
内
川
を
湖
つ
て
中
川
村
上

ノ
原
よ
り
城
ケ
尾
峠
を
越
え
て
、
道
志
川
の
上
流
に
下
り
、道
志
村
宇
板
橋

ヘ

宿
泊
致
し
ま
し
た
（
翌
日
案
内
を
頼
ん
で
御
正
餞
山
へ
登
山
し
、
尾
根
を
縦
走

し
て
山
伏
峠

へ
出
で
，
平
野
村

へ
下
り
、　
山
中
湖
畔
よ
り
三
國
峠
を
越
え
て

小
山
へ
出
で
、
汽
車
で
婦
濱
致
し
ま
し
た
、御
正
饉
山
は
近
年
横
濱
市
が
水
道
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の
水
源
地
で
あ
る
震
に
山
林
を
買
載
し
た
の
で
、

微
か
乍
ら
切
分
を
付
け
ま

し
た
か
ら
、
自
井
平
か
ら
其
れ
を
迪
つ
て
項
上
迄
業
に
上
れ
ま
す
。

尾
根
に

も
切
分
が
あ
つ
て
山
伏
峠
ま
で
出
ら
れ
ま
す
。

項
上
附
近
は
プ
ナ
の
林
で
、

春
の
篤
か
草
も
生
へ
ず
誠
に
縦
走
が
業
で
御
座
い
ま
し
た
が
、　
山
伏
峠
の
近

く
は
可
成
の
藪
が
あ
り
ま
し
た
。

然
し
此
の
方
面
も
大
分
炭
燒
が
入
り
込
ん

で
居
り
ま
す
か
ら
よ
い
道
を
つ
け
る
と
思
ひ
ま
す
。
（大
正
九
年
五
月
四
日
宮

川
久
雄
）

△
昨
春
中
村
清
太
郎
君
と
北
都
留
の
大
室
山
（地
日
の
推
現
山
）
に
先
鞭
を
つ

け
て
以
来
大
分
同
山
が
流
行
の
様
子
に
候

ヽ
ど

未
だ
最
高
識
以
西
を
探
れ
る

人
な
き
趣
に
つ
き
含
員
松
本
善
二
松
井
幹
雄
の
雨
君
を
唆
か
し

叉
霧
の
旅
會

の
幹
部
三
名
の
同
行

γ゙
得
て
断
行
政
し
候
。

四
月
十
日
夜
終
列
車
に
て
飯
田

町
騨
を
姿
し
笠
朝
二
時
猿
橋
着
。

岩
殿
の
村
を
通
過
し
て
葛
野
川
を
渡
り
月

光
に
輝
く
岩
殿
山
及
百
蔵
山
の
美
を
賞
し
乍
ら

例
の
飽
き
′
ヽ
す
る
道
を
佐

野
峠
に
向
ひ
候
。
矢
笏
橋
を
だ
り
て
瀬
戸
に
Ｅ
る
頃
よ
り
目
指
す
山
脈
を
眼

前
に
仰
ぎ
鋸
歯
と
言
は
ん
よ
り
は
塞
ろ
虎
鋏
と
形
容
す
べ
き

大
小
の
山
峰
に

成
嚇
さ
れ
つ
ゝ
五
時
牛
頃
峠
の
麓
に
到
著
、
朝
食
後

一
氣
に
五
百
餘
米
を
西

原
峠
の
項
に
上
り
つ
き
（
七
時
十
五
分
）此
庭
に
大
休
憩
。

或
は
大
書
薩
連
嶺

の
ス
ケ
ツ
チ
に
或
は
三
頭
雲
取
方
面
の
撮
影
に
一
行
中
々
多
忙
。

然
し
忙
中

閑
を
利
用
し
て
砂
風
呂
的
機
臥
睡
眠
ケ
一試
む
る
向
も
あ
り
。
　
八
時
四
十
五
分

出
豪
東
南
に
向
ひ
て
ス
ヽ
キ
と
コ
ナ
ラ
の
山
背
を
辿
り

一
一
六
六
来
の
峰
附

近
に
到
る
頃
西
に
姥
子
の
岩
峰
を
明
に
望
み
得
候
。
大
寺
山
（
一
二
二
〇
米
）を

越
え
そ
の
南
の
鞍
部
に
て
第
二
同
の
休
憩
。

此
庭
に
大
寺
澤
よ
り
西
原
の
尾

名
手
澤
に
越
ゆ
る
乗
越
路
あ
り
。

此
庭
よ
り
南
に
登
り
て
一
二
六
〇
来
の
尖

峰
に
上
り
つ
き
急
に
東
南
に
下
り
て
復
小
尖
峰
に
上
る
。
ヒ
カ
ゲ
ツ
ヽ
ジ
の
蔭

に
コ
イ
ハ
カ
ヾ
ミ
の
紅
葉
美
し
Э

夏
に
小
尖
峰
を
越
ゆ
れ
ば
尾
名
手
よ
り
駒

宮
に
通
ず
る
馬
道
あ
り
次
の
峰
頭
は
此
連
脈
の
最
難
に
し
て
一
二
八
〇
米

を

算
し
そ
れ
よ
り
精
不
坦
な
る
尾
根
路
を
諄
ひ
て
左
側
の
小
突
桑
に
上
れ
ば

一

二
六
八
米
の
測
羅
あ
り
。

是
迄
の
敬
峰
悉
く
肺
生
澤
の
セ
リ
に
鉾
立
す
る
も

の
に
て
臓
生
山
の
爾
は
貧
に
之
に
命
ぜ
ら
る
可
き
も
の
と
考
へ
候

然
る
を
地

質
調
査
所
の
地
形
固
に
は
大
室
山
に
此
名
を
配
し
た
る
は

大
な
る
見
営
違
ひ

と
存
じ
申
し
候
。

茄
生
山
よ
り
大
室
権
現
の
祠
迄
は
道
路
も
よ
く
山
脊
も
激

し
き
起
伏
無
之
候
ヽ
ど
木
蔭
と
水
な
き
に
は
一
行

一
方
な
ら
ず

閉
日
し
辛
く

の
思
ひ
だ
て
耐
祠
に
達
し
た
る
は
雫
時
以
後
と
覺
え
候
ｃ

降
路
は
例
に
よ
り

て
扇
山
に
向
ひ
て
南
に
下
り

此
庭
に
水
・グ
得
て
蘇
生
の
思
を
な
し
鞍
部
迄
駈

下
り
て
小
憩
、　
そ
れ
よ
り
扇
山
に
上
り
其
東
北
面
よ
り
項
上
に
達
し
糧
食
全

部
を
平
ら
げ
記
念
撮
影
の
後
鳥
澤
に
下
り
て
解
散
。

小
生
は
鳥
澤
に
一
泊
翌

日
ア
ナ
シ
峠
を
無
上
野
に
越
え
そ
れ
よ
リ

オ
ホ
ダ
ミ
峠
を
越
え
て
言
雌
に
出

で
朝
日
川
に
沿
ひ
て
井
倉
に
達
し
古
川
減
に
て
縣
道
に
出
で

大
菩
薩
連
嶺
の

雨
端
を
正
面
に
仰
ぎ
な
が
ら
大
月
に
下
り
終
列
車
に
て
蹄
京
致
し
候
。

繭
日

共
快
時
に
て
篤
員
に
は
好
都
合
な
り
し
も

小
西
に
て
求
め
候
ア
イ
ル
ム
は
大

部
分
感
光
し
居
た
る
品
な
り
し
篤
め
辛
と
雨
三
本
無
事
な
り
し
丈
け
に
て
あ

と
は
悉
く
物
に
な
ら
ず
歌
憾
至
極
に
候
（武
田
久
吉
）

△
拝
啓
。
小
生
去
る
二
月
十
一
日
友
人
と
二
人
に
て
、　
江
田
島
能
美
島
の
山

脈
を
踏
破
致
し
候
。
午
前
七
時
牛
江
田
鳥
小
用
に
着
し
、
直
に
坂
路
に
か
か

り
て
古
鷲
山
脈
の
第

一
峯
に
達
す
、暁
よ
り
降
雪
あ
り
眺
塁
よ
か
ら
ず
ｏ
古
鷲

の
連
峯
は
樹
木
（
大
部
分
は
松
）倭
小
に
し
て
巨
岩
多
し
。

津
久
茂
に
下
り
瀬

戸
を
渡
り
て
高
田
に
着
き
、
東
能
美
山
脈
を
縦
走
最
高
峯
高
田
山
に
至
る
（
肥

土
に
し
て
樹
多
し
）

こ
の
山
脈
に
併
行
せ
る
一
山
脈
西
に
あ
り
て
、
そ
の
間

琥 三 第 年 四 十 第 岳 山

雑
　
　
報
　
　
○
會
員
通
信

一
〇
カ
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行 獲 月 七 年 九 正 大

維
　
　
報
　
　
○
命
員
通
信

一　
一　
〇

て
逮
本
の
珍
客
を
欺
待
す
る
の
法
を
如
ら
ず
少
か
ら
ず
驚
き
た
る
も
賞
は
鍍

山
師
と
見
誤
ら
れ
た
る
と
知
り
て
は
苦
笑
の
外
な
く
候
。

金
山
鍍
泉
に
て
休

憩
中
天
稽
晴
る
ヽ
の
微
あ
り
乃
ち
荷
の
大
部
を
残
し
窮
風
器
糧
食
等
の
か
を

背
に
し
て
金
場
本
澤
を
湖
り
候
。

然
る
に
霧
街
ほ
深
か
り
し
鴛
め
澤

一
つ
見

譲
ま
り
中
右
澤
を
前
右
澤
と
思
ひ
込
み
た
る
篤
め
終
に
本
流
一資
源
地
に
上
リ

ィ

シ

ヅ

ミ
一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‘

．

‐

つ
き
中
村
本
澤
の
源
流
石
積
と
接
す
る
大
岩
壁
に
逢
著
し
て
驚
愕
す
る
と

一

と
方
な
ら
ず
加
ふ
る
に
濃
霧
尾
根
の
上
部
を
蔵
ひ
て
行
手

一
向
に
見
極
め
つ

か
ず
猛
進
す
る
の
危
瞼
を
慮
り
て
引
返
す
。

今
度
は
中
右
澤
を
上
り
つ
め
賑

岡
と
七
保
と
の
村
界
に
出
で
奈
良
子
川
の
一
支
流
小
澤
に
下
り
つ
き

そ
れ
に

滑
ひ
て
姥
子
山
の
中
腹
迄
上
り
た
れ
ど
等
し
く
濃
霧
の
筋
め
に
退
却
往
路
を

プ
ラ
′
ヽ
奥
山
に
辿
り
著
き
た
る
頃
よ
り

雲
薄
ら
ぎ
て
日
光
さ
へ
漏
る
ヽ
景

気
に
勇
氣

一
倍
し
た
れ
ど
炭
焼
に
翌
日
の
雨
天
を
豫
百
さ
れ
て
復
も
中
ば
悲

親
し
つ
ヽ
大
月
に
出
で
汽
車
に
て
初
狩
に
赴
き
て
宿
泊
。
　
二
十
日
豫
言
は
見

事
外
れ
て
快
晴
じ
六
時
宿
を
出
で
柱
川
を
渡
り
て
藤
澤
に
入
り
藤
澤
ｌｌｌ
の
一

支
流
大
澤
を
湖
り
て
瀧
子
山
の
東
南
腹
に
上
り
つ
き
左
右
の
眺
望
を
貧
り
つ

ヽ
九
時
項
上
著
。

白
峰
三
山
よ
り
荒
川
蝙
幅
あ
た
り
ま
で
雲
間
に
顔
を
出
し

た
る
は
有
難
け
れ
ど
山
麓
を
走
る
汽
車
の
畑
を
見
れ
ば
落
賄
せ
ぎ
る
を
得
ず

候
。
面
白
き
山
に
は
あ
れ
ど
深
山
の
氣
に
乏
し
き
は
地
勢
上
止
み
難
き
儀
か

と
存
じ
申
し
候
。
山
上
の
大
理
を
檀
に
す
る
こ
と
時
餘
。
山
脊
を
北
に
下
り

一簸
を
推
し
分
け
て
大
谷
ケ
丸
に
達
す
時
に
正
午
。

前
日
と
異
り
て
一
滴
の
水

さ
へ
な
き
に
は
甚
し
く
困
却
し
た
れ
ど
澤
に
下
る
の
勇
氣
も
な
き
ま
ヽ
日
除

の
下
に
横
臥
す
る
と
時
餘
軽
か
ら
ぬ
荷
を
背
負
ひ
直
し
て
山
陵
を
北
に
諄
ひ

有
名
な
る
天
下
石
を
見
姥
子
の
岩
峰
を
下
臓
し
黒
岳
山
と
腹
招
と
を
仰
ぎ
つ

ヽ
米
背
負
（
一
七
五

一
米
）
に
達
し
候
。

此
時
雷
雲
柳
澤
峠
の
邊
に
起
り
て
見

(384:)

が
可
成
り
深
き
漢
谷
と
な
り
居
り
、　
十
数
年
前
ま
で
は
猪
、
鹿
等
多
く
棲
息

せ
り
と
の
こ
と
な
り
。

雲
止
み
限
界
請
展
け
西
方
厳
島
阿
多
由
島
、
黒
棘
島

等
を
下
微
ｃ

沖
浦
に
下
り
、
人
の
瀬
よ
り
小
用
に
戻
り
需
呉
パ
呉
に
て
鳥
生

鶴
吉
）

△
十
五
日
夜
支
笏
湖
畔
に
一
泊
、　
十
六
日
朝
七
時
細
雨
中
を
舟
便
に
て
モ
ラ

ツ
プ
に
上
陸
、

昨
年
登
り
じ
ク
チ
ヤ
ウ
ン
ツ
カ
ナ
イ
よ
り
種
前
山
東
峯
に
攀

ぢ
、
人
口
原
の
南
部
を
牛
周
し
て
西
峰
に
登
り
覺
生
空
澤
に
下
り
、　
大
時
錦

多
布
騨
着
、
需
苦
致
し
ま
し
た
。
同
行
六
人
第
四
同
目
の
登
山
で
す
ｏ

山
上

に
は
著
し
い
異
状
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、　
人
口
の
ド
ー
ム
の
南
に
横
走

し
て
居
る
裂
溝
が
（
大
正
五
年
五
月
小
爆
獲
の
際
生
成
）
昨
年
に
比
し
て
幅
に

於
て
約
二
倍
に
な
り
六
ｏ
七
間
に
迄
崩
れ
接
が
つ
た
こ
と
で
し
た
ｃ
山
上
は
春

未
だ
漢
く
、
養
雪
識
在
し
、　
岩
間
コ
メ
パ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
の
小
自
花
を
見
る
丈

で
し
た
が
、

中
腹
以
下
の
新
縁
と
満
開
の
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
の
モ
ザ
イ
タ

は
忘
れ
得
な
い
印
象
で
あ
り
ま
し
た
。
（
大
正
九
年
五
月
十
七
日
苫
小
牧
に
て

竹
内
亮
）

△
昨
夏
中
途
迄
上
り
て
失
敗
し
て
以
来
私
に
適
営
な
る
登
路
を
求
め
て
名
春

恢
復
を
計
ら
ん
と
企
て
居
た
る
瀧
子
山
は
去
る
四
月
中
旬
山
の
含
の
有
志
の

先
鞭
に
て
大
盤
の
様
子
も
わ
か
り
候
へ
ば

五
月
十
八
日
松
本
善
二
君
の
同
行

を
得
て
雨
を
犯
し
て
終
列
車
に
て
出
稜
。　
十
九
日
味
爽
車
中
よ
り
天
を
窺
ふ

に
陰
雲
滞
々
と
し
て
快
晴
の
見
込
み
な
き
篤
め
豫
定
を
発
夏
し

大
月
に
下
車

し
て
桂
川
を
北
岸
に
渡
り
漉
利
川
に
汁
ひ
て
金
山
鍍
泉
に
向
ひ
候
ｃ

幸
降
雨

は
な
か
り
し
も
濃
霧
激
し
く
し
て
水
満
樹
精
よ
り
滴
下
す
る
と
い
ふ
有
様
放

景
色
を
賞
す
る
餘
硲
も
な
け
れ
ど
例
に
よ
つ
て
油
を
賣
り
つ
ゝ
七
時
頃
鍍
泉

に
到
着
。

旅
舎
二
屋
あ
る
も
共
に
汚
械
な
る
が
上
に
土
民
甚
し
く
無
愛
想
に
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る
′
ヽ
大
書
薩
岳
を
包
み
辮
に
小
金
澤
山
を
も
呑
ま
ん
ず
勢
に
急
違
出
癸
し

て
大
倉
高
丸
（
一
七
八
一
米
）
に
到
り
て
小
憩
、　
幸
雷
雲
牧
り
た
れ
は
撮
影
の

後
水
品
薙
を
俯
臓
し
つ
ゝ
湯
の
澤
峠
に
下
り
大
水
澤
と
南
澤
と
の
間
の
尾
根

を
辿
り
て
焼
山
に
下
り
先
年
厄
介
に
な
り
し
農
家
に
宿
泊
し
て
豫
想
外
の
欺

待
を
受
け
五
月
下
旬
里
に
は
珍
ら
し
き
拒
薩
に
入
り
乍
ら

山
ウ
ド
や
蕨
を
食

ひ
匙
茶
の
願
漬
に
舌
鼓
を
打
ち
候
。　
二
十
一
ロ
ホ
ト
ト
ギ
ス
や
ウ
グ
ヒ
ス
に

呼
び
覺
さ
れ
冷
た
き
澤
水
に
洗
面
し
て
吾
に
か
へ
り
六
時
四
十
五
分
出
資
し

て
焼
山
川
の
上
流
赤
山
澤
を
洲
り
湯
ノ
澤
峠
の
北
面
に
取
つ
き

終
に
九
時
茶

日
の
項
に
到
著
し
て
小
憩
。

時
に
雲
霧
征
木
し
て
南
方
の
眺
望
意
の
如
く
な

ら
ず
只
折
々
雲
問
よ
り
大
倉
の
連
山
と
左
に
吹
切
の
山
脈
を
望
む
の
み
。

茶

日
の
項
上
よ
り
曾
遊
の
路
を
黒
岳
山
項
に
辿
る
。

今
回
は
草
木
の
枝
葉
未
だ

繁
ら
ぎ
る
篤
め
瓶
過
容
易
に
し
て
九
時
二
十
五
分
黒
岳
山
項

一
等
三
角
轟
に

到
達
し
夏
に
休
憩
す
。

黒
岳
山
よ
り
豫
て
の
懸
案
た
る
大
峠
に
下
り
て
腹
招

登
山
を
遂
行
せ
ん
と
小
径
を
物
色
し
て
先
づ
東
北
に
下
る
。

針
葉
樹
林
中
倒

本
多
く
し
て
多
少
の
困
難
あ
り
し
も
幸
に
人
跡
あ
り
し
を
以
て
通
過
不
可
能

に
は
無
之
候
。

然
し
途
中
大
倒
木
域
あ
り
て
一
時
人
跡
絶
え
た
る
地
鶏
あ
れ

ど
南
面
を
求
む
れ
ば
終
に
笹
原
に
出
づ
る
を
以
て
大
困
難
な
く
や
が
て
小
突

起
を
越
ゆ
れ
ば
甚
開
潤
な
る
尾
根
に
出
で
候
じ　
カ
ラ
マ
ツ
や
ア
セ
ビ
の
新
縁

美
し
き
尾
根
を
東
に
下
り
て

人
跡
稀
な
る
大
峠
に
達
し
た
る
は
十

一
時
牛
。

是
程
花
蓼
た
る
峠
道
は
餘
り
多
か
ら
ぬ
様
に
候
。

正
午
出
残
し
て
腹
招
に
向

ふ
初
め
数
十
間
の
間
は
茅
戸
に
て
西
に
黒
岳
山
及
茶
臼
赤
屋
を
望
む
も

や
が

て
針
葉
樹
林
に
入
れ
ば
眺
望
少
な
く
加
之
濃
霧
往
々
起
り
て
暗
憔
た
る
光
景

を
塁
し
候
も
倒
木
な
く
折
々
岩
石
な
ど
露
出
し
て
極
め
て
心
地
よ
き
上
り
に

て
零
時
五
十
分
山
項
に
著
。

山
項
の
東
南
面
は
茅
戸
に
て
眺
望
よ
き
筈
な
る

維
　
　
報
　
　
○
會
員
通
信

一
〓

も
例
の
霧
の
篤
に
数
間
の
先
を
排
ず
る
能
は
ず
甚
だ
遺
憾
な
り
Ｌ
も

近
く
再

遊
の
企
霊
あ
れ
ば
敢
て
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
。
　
一
時
十
五
分
項
上
を
辞
じ
山
稜

を
東
南
に
下
る
事

一
障
間
許
に
し
て
姥
子
山
項
に
到
達
）
例
の
巨
岩
に
上
り

東
面
の
小
饗
起
上
に
安
置
せ
る
姥
子
祗
に
額
き
て
無
恙
の
登
山
を
謝
し
て
後

大
休
憩
。
濃
霧
は
依
然
と
し
て
眺
塁
な
き
は
遺
憾
な
り
し
も
炎
天
に
隆
露
さ

れ
ぎ
る
は
鉄
を
償
ふ
に
堪
え
た
る
も
の
に
候
。
下
山
は

金
山
に
出
づ
る
が
捷

路
な
れ
ど
も
奈
良
子
川
の
漢
谷
を
探
る
の
意
堅
か
り
じ
鴛
め
後
者
に
決
し
東

に
引
く
急
な
尾
根
を
下
り
候
∪
此
尾
根
は
藪
深
く
■
つ
ボ
ウ
ダ
ラ
甚
多
し
て

不
少
困
難
致
し
候
其
記
念
と
し
て

ボ
ウ
ダ
ラ
尾
根
の
新
構
を
上
る
事
と
致
し

候

へ
共
何
と
か
本
名
あ
る
べ
し
と
思
惟
致
し
候
。
固
上
に
て
一
見
す
る
時
は

饉
々
牛
時
間
内
外
に
て
下
り
得
べ
し
と
思
は
る
ヽ
も
費
際

一
時
間
牛
を
費
し

て
四
時
牛
澤
に
著
く
、
小
憩
十
五
分
の
後
奈
良
子
澤
に
滑
ひ
て
下
リ

シ
ロ
パ

タ
附
近
よ
り
豪
雨
に
逢
ひ
雨
に
畑
る
新
縁
を
賞
し
つ
ヽ

三
階
谷
の
奇
漢
に
驚

き
サ
ン
セ
ウ
谷
を
渡
り
て
矢
竹
に
出
づ
る
頃
よ
り
下
界
の
俗
臭
に
躍
迫
さ
れ

殊
に
此
映
谷
住
民
の
人
間
離
れ
せ
る
に
喫
驚
し
つ
ゝ
林
に
達
し
て
休
憩
し
夏

に
勇
を
奮
つ
て
夜
路
を
猿
橋
迄
辿
り
つ
き
た
る
は

九
時
五
十
五
分
に
て
候
ひ

し
。
十
二
日
夜
木
の
雨
収
つ
て
一
天
拭
ふ
が
如
し
。
八
時
牛
旅
宿
を
獲
し
プ
ラ

′
ヽ
遊
び
芳
々
百
職
に
登
り
候
山
項
迄

一
時
間
牛
請
に
て
充
分
。
項
上
よ
り

連
日
通
過
の
山
峰
を
望
み
て
快
哉
を
叫
び
最
后
の
フ
イ
ル
ム
一
本
に
四
周
の

景
）ゲ・牧
め
て
後
東
北
に
下
リ
コ
タ
ラ
山
長
尾
山
の
長
さ
山
脊
を
鮮
ひ
て
扇
山

へ
西
面
よ
り
攀
ぢ
上
リ
サ
ユ
リ
ノ
澤
を
鳥
澤
に
下
り
夕
刻
の
汽
車
に
て
掃
京

致
し
候
。
今
度
も
篤
員
に
は
先
づ
差
支
少
き
天
氣
に
候
ひ
し
も
現
像
夕
・市
ケ

谷
見
附
内
の
東
京
富
員
學
院
と
か
中
す
へ
頼
み
候
篤
七
本
の
フ
イ
ル
ム
大
抵

は
滅
茶
ノ
ヽ
に
さ
れ
て
了
ひ
候
に
は
重
ね
′
ヽ
落
騰
致
し
候
）
（
武
田
久
吉
）

(385° )
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合
臼　
　
報
　
　
○
国
性
の
入
含
だ
闘
す
る
規
定
○
含
員
車
の
引
換
に
就
て
○
含
費
沸
込
み
に
就
て

〓

ニ

○
園
鎧
の
人
含
に
開
す
る
規
定

従
来
學
校
、
固
書
館
、
寺
院
、
含
祀
、
協
含
又
は
類
似

の
回
鎧
が
本
會
に
入
含
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
其
代
表

者
を
定
め
規
定
の
通
う
含
員
三
名
の
紹
介
を
以
て
申
込
む

こ
と
と
し
、
幹
事
會
に
於
て
適
営
と
認
め
た
る
場
合
に
は

入
命
を
許
可
す
る
例
な
る
が
、
右
は
勿
論
園
鐙
代
表
者
た

る
個
人
を
入
會
せ
し
む
る
に
は
非
ず
し
て
、
国
般
其
者
の

入
含
を
認
Ｕ
る
も
、
事
務
取
扱
の
都
合
上
代
表
者
名
義
を

以
て
含
員
と
同
等
の
資
格
ヶ
・生
ず
る
諄
な
れ
ば
ｔ
名
簿
上

に
夫
々
代
表
者
の
肩
書
を
附
し
て

一
般
の
個
人
會
員
と
Ｅ

別
し
置
け
多
。
さ
れ
ば
圏
艦
代
表
者
は
幹
事
選
奉
に
際
し

て
選
基
櫂
を
有
す
る
も
被
選
基
権
無
之
も
の
と
す
。
又
代

表
者
の
更
迭
を
見
た
る
場
合
に
は
直
に
新
奮
代
表
者
の
連

署
を
以
て
手
数
料
金
式
園
を
添
へ
、
其
旨
本
會
に
層
出
づ

る
こ
と
を
要
す
。
若
し
本
含
に
於
て
新
代
表
者
を
不
沌
営

と
認
む
る
時
は
、
幹
事
會
の
決
議
を
経
て
其
固
鎧
の
含
員

籍
を
制
除
す
る
こ
と
あ
る
可
し
。
代
表
者
に
貸
典
し
あ
る

會
員
章
は
代
表
者
憂
夏
に
際
し
て
は
、
新
代
表
者
に
於
て

受
縫
く
可
３
も
の
と
し
、
代
表
者
憂
更
層
に
添
へ
て
含
員

章
借
用
者
名
義
憂
更
届
（
用
紙
年
紙
大
）を
差
出
す
を
要
す

る
こ
と
と
す
。
省
圏
性
代
表
者
に
貸
興
し
あ
る
會
員
章
は

代
表
者
以
外
の
侃
用
を
許
さ
ゞ
る
も
の
と
す
。
叉
代
表
者

更
迭
と
共
に
奮
代
表
者
は
其
資
格
を
失
ふ
も
の
に
し
て
、

若
し
其
後
個
人
と
し
て
含
員
た
る
こ
と
を
欲
す
る
時
は
夏

に
規
則
に
従
ひ
て
入
會
を
申
込
む
こ
と
を
要
す
。

○
會
員
章
の
引
換
に
就
て

本
會
新
命
員
章
及
び
其
引
換
に
開
し
て
は
、
先
に

『
山

岳
』
第
十
四
年

一
琥

一
三
〇
頁
以
下
及
び
第
二
統

一
二
五

頁
以
下
に
記
し
あ
れ
ど
、
未
だ
引
換
の
手
績
を
了
せ
ら
れ

ざ
る
會
員
あ
３
。
右
は
至
急
夫
々
手
績
を
履
行
せ
ら
れ
ざ

る
に
於
て
は
、
そ
の
櫂
利
を
喪
失
す
る
に
至
る
や
も
計
う

難
き
に
つ
き
。
至
急
引
換
又
は
保
留
の
請
求
あ
ら
ん
乙
と

を
望
む
。

○
含
費
排
込
み
に
就
て

儘「EE

報
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徒
前
含
費
其
他
の
金
員
排
込
に
際
し
て
振
替
貯
金
に
由

る
時
は
毎
同
口
座
手
数
料
の
附
加
を
乞
ひ
た
り
し
が
、
今

回
振
替
貯
金
規
則
改
正
の
結
果
其
必
要
を
見
ざ
る
に
至
れ

る
を
以
て
、
自
今
沸
込
金
額
以
外
何
等
の
附
加
金
を
要
せ

ざ
る
も
の
と
す
。
筒
含
費
は
各
年
度
の
初
に
於
て
前
納
す

可
き
規
定
な
る
に
不
係
、
本
年
度
分
未
納
の
含
員
あ
り
ｏ

此
際
至
急
排
込
ま
れ
ざ
る
に
於
て
は
、
次
琥
雑
誌

（
大
正

九
年
度
分
）
の
機
選
を
停
止
し
、
二
つ
會
則
第
十
八
條
を

適
用
す
る
に
至
る
可
き
を
以
て
、
其
旨
御
了
承
あ
ら
ん
乙

と
を
乞
ふ
。○

第
八
回
小
集
含
記
事

大
正
九
年
四
月
四
日
麹
町
Ｅ
清
水
谷
皆
香
園
に
於
て
高

頭
幹
事
司
含
者
と
し
て
開
含
、
席
上
新
著
の
雑
誌
展
覧
の

後
左
の
講
演
あ
り
、
辻
村
理
學
士
病
気
の
篤
め
臨
機
に
梅

澤
、
松
本
、
武
田
三
氏
の
談
話
あ
り
、
夕
刻
散
會
し
た
多

木
會
者
左
の
如
し
。

松
井
　
幹
雄

　

乾

喜
　
六

今
村
巳
之
助
　
　
松
本
　
善
二

辻
本
　
満
丸
　
　
郷
郁
　
二
郎

堀

絶
　
雄

近
藤

茂
吉

井
染

道
夫

鈴
木
　
盆
三

高
田
　
達
也

内
藤
　
安
城

伊
藤
　
新
三
　
　
宮

本
　
葦
　
　
梅
澤
　
親
光
　
　
高
頭
仁
兵
衛

田
部
　
重
治
　
　
武
田
　
久
吉
　
　
木
暮
理
太
郎
　
　
他
に
含
員
以

外
の
来
會
者
二
名
。

一
、
牛
ケ
岳
の
は
な
し
　
　
　
高
頭
仁
兵
衛
氏

快
晴
の
日
、
余
が
小
門
に
立
て
ば
、
前
面
即
ち
東
南
方

に
営
う
、
田
畑
河
川
村
落
な
ど

一
里
許
の
距
離
を
隔
て
ゝ

約
六
七
百
米
突
の
低
山
、
高
津
屋
、
鋸
、
鞍
掛
、
金
倉
等

の
婉
奥
起
伏
し
、
更
に
其
後
方
に
、
白
山
、
粟
ケ
岳
、
守

門
岳
、
駒
ケ
岳

・
、
中
ノ
岳
、
八
海
山
、
牛
ケ
岳
等
の
千
二

三
百
米
突
よ
り
、
二
千
米
突
以
上
の
山
岳
が
、
七
月
中
旬

ま
で
猶
ほ
残
雪
を
有
し
て
響
立
す
る
を
見
る
、
而
し
て
其

最
雄
偉
な
る
も
の
ヶ
牛
ケ
岳
と
な
す
、
大
正
七
年
七
月
、

余
此
山
に
登
れ
夕
、
今
其
概
略
を
談
れ
ば
、
余
が
宅
よ
う

約
竿
里
な
る
新
泰
迎
寺
停
車
場
よ
う
、
魚
沼
鐵
道
の
一
番

下
に
乗
じ
、
終
鮎
の
小
千
谷
町
よ
う
馬
車
に
て
六
日
町
に

至
り
、
そ
れ
よ
う
徒
歩
二
里
餘
に
し
て
、
清
水
の
寒
村
に

達
す
、
旅
合
な
け
れ
ば
、
小
學
校
の
分
校
か
、
他
の
民
家

に
依
頼
し
て
宿
泊
す
べ
し
、
元
末
牛
ケ
岳
と
は
、
富
士
山

御
岳
、
浅
間
山
等
の
如
く
、

一
個
の
獨
立
せ
る
大
山
岳
に

あ
ら
ず
し
て
、
牛
ケ
岳
、
割
引
山
、
悠
機
山
を
主
と
せ
る

含
　
　
報
　
　
○
第
八
日
小
集
含
記
事

,売 三 第 年 四 十 第 岳 山

一　
一
三
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行 獲 月 七 年 九 正 大

含
　
　
報
　
　
○
第
八
同
小
集
含
記
事

一　
一
四

群
峰
の
一
塊
を
、
小
出
邊
よ
う
以
北
の
人
々
が
、
命
名
せ

る
も
の
ゝ
如
く
な
る
を
以
て
、
清
水
よ
り
単
に
牛
ケ
岳
の

み
に
登
る
能
は
ざ
る
に
似
た
り
、
余
は
八
時
頃
出
稜
し
、

東
方
の
梯
子
田
に
添
へ
る
山
腱
を
辿
り
、
行
く
こ
と
三
十

分
許
に
し
て
雪
漢
を
見
る
、
夫
よ
う
漢
水
を
横
ぎ
り
、
又

は
雑
木
林
の
尾
根
に
入
り
、
又
は
雪
漢
を
登
う
、
最
後
に

笹
藪
を
分
け
て
攀
づ
れ
ば
、
小
平
坦
地
に
達
す
、
是
を
割

引
山
の
絶
頂
と
な
す
、
陸
地
測
量
部
の
標
石
あ
り
、
標
高

一
九
三
〇
米
、
時
間
は
三
時
を
過
ぎ
た
る
如
く
記
憶
す
。

晴
天
な
ら
ば
絶
好
の
展
望
皇
な
ら
ん
も
、
雲
深
く
し
て
時

々
雲
間
に
大
残
雪
を
見
る
の
み
、
二
時
間
餘
を
山
最
に
費

し
て
、
雲
の
晴
る
ゝ
を
待
ち
た
れ
ど
も
、
密
雲
績
出
し
て

小
雨
と
な
り
た
れ
ば
、
牛
ケ
岳
と
な
機
山
の
鞍
部
に

。て
、

二
三
の
小
池
と
樹
木
あ
る
所
に
下
う
て
、
夜
螢
せ

，
。
墾

日
八
時
過
ぎ
に
な
機
山
に
登
る
。
樹
木
殆
ん
ど
無
き
柴
山

に
て
、
自
由
小
櫻
白
山

一
夏
な
ど
飢
螢
せ
り
、
程
な
く
し

て
牛
ケ
岳
の
絶
最
に
達
せ
う
、
窓
機
山
頂
よ
う
牛
ケ
岳
ま

で
は
、
平
地
を
行
く
が
如
く
、
順
る
容
易
な
う
、
夜
螢
地

よ
う

一
時
間
許
を
要
す
、
是
日
天
氣
晴
霧
、
中
越
地
方
の

名
山
の
鎧
々
た
る
残
雪
を
見
る
、
殊
に
割
引
山
の
山
側
は

純
白
な
る
敷
葉
の
大
色
紙
大
短
冊
を
乱
帖
し
た
る
が
如
く

高
潔
清
麗
讐
ふ
る
に
物
な
し
、
漢
間
の
噴
煙
、
上
毛
の
諸

山
、
妙
高
火
打
の
連
峰
な
ど
鮮
に
見
え
、
所
謂
日
本
ア
／

プ
ス
は
、
雲
を
突
い
て
山
頂
の
み
を
露
し
て
、
最
後
の
背

景
ヒ
な
せ
り
、
下
路
は
、
夜
螢
地
よ
う
、
割
引
山
に
行
か

ず
し
て
、
直
に
清
水
に
下
れ

，
。
牛
ケ
岳
は
標
高

一
九
六

一
米
の
高
山
な
れ
ど
も
、
清
水
を
早
稜
す
れ
ば
、
割
引
山

に
廻
り
て
も
、

一
日
に
て
容
易
に
上
下
し
得
べ
し
、
此
地

方
の
残
雪
の
美
擬
は
、
日
本
全
國
中
、
飯
豊
山
≧
除
き
て

は
、
他
に
伯
仲
す
る
も
の
な
し
、
何
れ
再
遊
の
上
、
案
内

記
を
雑
誌
に
載
す
る
考
へ
な
り
。
清
水
峠
は
、
明
治
の
初

年
に
Ｅ
額
の
資
金
を
費
し
て
開
盤
せ
ら
れ
た
れ
ど
、
今

は
康
道
と
な
う
て
、
茶
店
な
く
ゝ
且
つ
六
七
月
頃
は
、
残

雪
道
を
横
ぎ
う
て
、
通
行
危
険
な
る
乙
た
多
し
。
嶺
上
に

は
セ
リ
ハ
ン
ホ
ガ
マ
多
く
生
ず
。
八
海
山
、
中
ノ
岳
、
駒

ケ
岳
の
記
事
は
、
「
山
岳
」
第

一
年
第
三
琥
に
、
大
手
晟
氏

の
記
文
あ
り
、
就
い
て
見
ら
れ
た
し
。
（
談
話
の
大
要
同
氏

執
筆
）

二
ｌ
雷
　
雑
　
話
　
　
　
　
　
梅
　
澤
　
親
　
光
氏

梅
澤
氏
は
昨
年
夏
富
士
山
上
に
於
て
岩
石
、
杖
、
指
頭

(3881)



琥 第 年 四 十 第 岳 山

合

報

大
正
九
年
四
月
四
日

紡
町
謳
浙
水
谷
皆
香
園
に
於
て
幹

等
よ
り

放
軍
の
起
り

た
る
宜
験
談
を
試
み
砲
衆
の
心
膀
を

寒
か
ら
し
め
ら
れ
た
り 。

――- 、
丹
濶
山
縦
走
談

松

本

善

二
氏

詳
細
は
本
琥
所
載
同
氏
執
筆
の
記
事
を
見
ら
る
可
し。

四 、
丹
澤
山
塊一
般
の
は
な
し

武
田

久
吉
氏

従
来
丹
涵
山
塊
と
言
へ
ば
樅
し
て
塔
ノ
岳 、
丹
澤
山 、

毘
虞
ヶ
岳
を
連
ね
る
山
脈
以
外
に
出
て
ざ
り
し
が 、
是
は

該
111
塊
の
一
部
に
過
ぎ
ず
し
て 、
加
古
坂
以
東
駿
甲
相
界

の
三
國
山
に
到
る
部
分
を
初
め
と
し 、
是
よ
り
相
駿
摂
を

走
る
低
8
山
脈
と 、
甲
相
境
に
婚
る
深
山
と
更
に
大
群
山

ょ
b

毘
虚
ヶ
岳
に
述
な
る
山
脈
及
其
間
の
鞍
部
犬
越
路
よ

り 、
塔
ノ
岳
以
東
大
山
に
連
な
る
山
脈
並
に
大
山
の
北
部

よ
り

佛
呆
山 、
経
ヶ
岳 、
鷹
取
山
に
到
る
低
性
の
山
岳 、

さ
て
は
志
田
山（＝―
培
峠） 、
城
山
等
の
古
戦
場
を
紹
介
＄

れ 、
且
つ
是
等
の
1
間
を
流
る
ヽ

世
附
川 、
中
川 、
玄
介

川 、
諸
窪
澤 、
稗
ノ
川 、
早
戸
川 、
布
川
等
に
つ
合
て
其

大
略
を
談
り 、
同
Ill
塊
の
探
勝
を
勧
め
ら

れ
た
り。

〇
會
務
報
告

〇
令
務
報
告
0
令
且
名
流の
訂
正
及
追
加

l-
―
 

〇
會
員
名
節
の
訂
正
及
追
加

田
部 、
栢
澤゜

事
會
を
開
き
第
十
三
同
大
會
講
演
を
中
村
消
二 、
藤
原
咲

平
の
雨
博
士
に
依
頼
す
る
こ
と
に
決
定 、
又
地
方
委
員
瀾

託
に
脳
す
る
件
を
協
談
す。
尚
別
項
記
載
の
合
員
十
名
の

入
會
許
可
決
定
3

盆3
席
幹
車）
木
暮 、
高
頭 、
武
田 、

前
琥
に
附
録
と
し
て
含
員
全
部
に
頒
ち
た
る
名
蒋
に
は

不
少
誤
植
有
之
た
る
と 、
右
印
行
後
移
靭
叉
は
改
名
を
通

知
苫
れ
た
る
會
員
あ
b

た
れ
ば 、
次
に
訂
正
の
箇
所
を
掲

ぐ
る
こ
と
ヽ

せ
り。

山
下
町
七―

M

I

,

W .
M .
 Strnchan
 &
 C.i .

(389)



行 登 月 七 年 九 正 大

合

報

〇
令
且
名
締
の
訂
正
及
追

加

―
―
六

(390) 



琥 第 年 四 十 第 岳 山

地
學
雑
誌

歴
史
地
理

今＂

報

0
退
合
者
0
死
亡
〇
含
庇
削
除
0
無
効
合
且
卒
香
猿
0
交
換
及
び
寄
煎
蘭
苔
0
本
貫
規
則
抜
卒

―
―
七

第
三
百
七
十
六 、
七 、
八
批

第一二
十
王
巻
四 、
五 、
六
破

0
交
換
及
び
寄
賄
圃
書

第
五
條

本
合^

合
長
ヲ

猥
ヵ
ズ
幹
事
森
千
名
ヲ
匠
キ 、

哩
セ
シ
ム

第
六
條

本
台

盆加―ー
評
砒
且
チ
置
キ
重
嬰
ナ
ル
台
務

ご参
典
七
シ
ム

第
十
條

本
台
々
且
ヲ

gIJ
チ
テ
正
合
員
及
ピ
名
咎
合
員
ト
ス 、

名
答
令
且^

＊
合
幹
事
ノ
推
砲i―ー
ヨ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十一
條

正
令
且
ク
ラ
ン
ト

欲
ス
ル
者
＾
合
n-―ー
名
ノ
紹
介
ヲ
以
テ
住
所

姓
名
年
齢
＆
ピ
戟
棠
ヲ
記
ン
ク
ル
中
込
咽
9

事
務
所ーー
送
附
ス
ペ
シ 、

但

2・
シ
紹
介
者
ノ
一
人
＾
評
紐
且
ク
ル
ラ
要ス 、
（
入
令
申
込
用
紙
＾
事
務
所ニ

傭
付
ケ
ア
リ）

銘
十
二
條

入
令
ノ
許
否
ハ
幹
事
合
ノ
決
議ニ
ョ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
三
條

入
合
許
可
ノ

通
知二
接
ン
ク
ル
者
ハ
入
合
金
五
回――
合
費
ヲ
添

ヘ
掃
込
マ
ル
可
ン

第
十
四
條

正
會
且
＾
會
費
年
金
黍
闘
ヲ
前
納
ス
可
キ
モ
ノ
ト
ス（
以
下
陥）

一
切
ノ
合
務
ヲ
虚

第
二
條

本
令^

IJI
岳―ー
賜
ス
ル
研
究
ヲ
ナ
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
條

本令＂^

第
二
條
ノ
主
旨ーー
基
キ
機
関
雑
踪
「
山
岳」
ヲ
夜
行
ス 、

又
時
宜ニ
ョ
9

BIJ一一
臨
時
又
＾
定
時
ノ
出
版
物
ヲ
授
刊
ス
ル
n
ト
ア
ル
可

シ

0
本
貪
規
則
抜
落
（
大
正
八
年
六
月
改
正）

第
八
年
第一――
披

み
づ
ゑ
t
1

百
八
十
二 、――- 、
四
戟

京
棉
帝
國
大
學一
梵

自
大
正
八
年
至
大
正
九
年

地
質
糾
究
所
報
告

梯
七
十
六
披

（
ほ
文
儲
内
は
天
文
附
録
に
掲
戚
せ
9)

ツ
ー
リ
ス
ト

(391)



含
一　
　
報
　
　
○
投
稿
規
定

現
任
幹
事

（七
名
）

木
暮
理
太
郎
　
中
村
清
太
郎
　
高
野
鷹
蔵
　
高
頭
仁
兵
高
　
武
田
久
吉

田
部
重
治
　
梅
澤
親
光

評

議

員

（十
四
名
）

城
敗
馬
（在
朝
鮮
）

小
島
久
太
（在
桑
港
）

近
藤
茂
吉
　
三
枝
守
博

辻
本
滞
丸
　
辻
村
伊
助
（
在
瑞
西
）

山
川
獣
及
ビ
現
任
幹
事
七
名

○
投
稿
規
定

一
、
會
員
は
勿
論
會
員
以
外
の
何
人
も
投
稿
随
意
の
こ
と

一
、
用
紙
は
大
饉
牛
紙
大
叉
は
牛
紙
牛
枚
大
、
天
地
左
右
を
あ
け
、　
毎
紙
片

面
の
み
に
字
饉
明
瞭
に
認
め
、　
各
行
二
十
二
字
詰
と
し
、
毎
紙
同

一
行

数
の
こ
と

一
、
ヽ
ｏ
「
」
（
）

等
は
各

一
字
割
宛
と
し
行
を
更
む
る
時
は

一
字
下
げ
の

こ

と

一
、
地
名
に
は
片
恨
名
を
振
り
、

漢
字
不
明
に
し
て
宛
字
を
な
す
時
は
其
旨

を
括
弧
内
に
明
記
す
可
き
こ
と

一
、
原
稿
は
必
ず
左
記
宛
て
途
附
の
こ
と

東
京
市
本
郷
匠
駒
込
蓬
泰
町
三
十
一
木
暮
方
「山
岳
」編
輯
所

筒
編
輯
に
開
す
る
用
件
は
纏
て
前
記
宛
御
照
會
の
こ
と
、　
殊
に
挿
日
富
員

等
の
あ
る
原
稿
は
其
の
調
製
方
印
刷
方
に
つ
き

一
應
御
相
談
あ
ら
ば
幸
な

り
、
叉
原
稿
は

一
切
返
戻
せ
ず
。

第
十
回
小
集
會
豫
告

末
ら
ん
九

月

十

二

日

（
第
二
日
曜
日
）
午
后

一
時
よ

う
麹
町
Ｅ
清
水
谷
皆
香
園

（
電
九
段
八
三
八
）
に
於
て
木

暮
幹
事
司
會
者
と
し
て
開
會
す
可
し
。
営
日
講
演
左
の
如

し
ｏ

大

菩

薩

連

嶺

　

武

田

久

吉
氏

利
根
川
水
源
地
旅
行
談
　
　
　
木

暮

理

太

郎
氏

會
員
外
の
末
會
者
は
含
員
の
紹
介
を
要
す
。

一　
一　
ハ

行 稜 月 七 年 九 正 大

(3921)



大 大

正 正

九

年

七

月

十

七

日

印

刷

九

年

七

月

二

十

日

奎

行

〔定

債

金

壼

園
〕

新

潟

縣

三

島

郡

深

才

村

深

澤

職
行
条
編
輯
者

　

高

頭

仁

兵

衛

東
京
市
紳
田
Ｅ
美
土
代
町
二
丁
目

一
番
地

者
　

　

島

　
　
　

連

　

太
　
郎

東
京
市
耐
田
Ｅ
美
土
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lllhe inOll11)ol's jll al.Te■ les aro l・ efluesteci t()selld tileir subSciptiol■

ft)r the cu∵ rent J「 ear n,t tlleil・  earliest con■―
ollience。  三1.s providecl fOr

in tlle Clul)Rllle13 tlle`ミ n■ 11為l Sllbscriptioll, of■
ア
el1 3, is pavable

in aごlvallce on the ls・ L of Jれ lllliFry in e:ヽ3h I'eare  'rhOSe VヽhO are
in arre■ 1・s are lvれ rne(rl that ll19v 、アill ]■ot receive tlle next nllB〔 lber

of the(l〕 llll)JOurnら 1を LIld tlkbt it、 vill lead to explllsion fronl tlle Club◆

IEEユj13ERS EXPELLED.

コ}Irs.G.E.Benhaln.             P.I][島 gen.

T:HE JAPANESE PART OF TIHE JOURNAL。

The rだinCip・l al'tiCleS in the Ja・ PlLneSe l)art Of t10 Current
nllml)er are:一一          ハ

1:lhe NoTLiler]ュ FOf_)し Of odttttal■ arasan,tlle SOurce Of the Yoshi―
■oga、va,By Mr.Ko Miy〔 tゝa.

「T'he 
‐
Vallev of the i[【 urok)e il■ “上utllll〕 n. bv LIr. II. IIiTose.

■■bOllt lleteOr010gical Phen01nOna ill Elevれ :ね)d lt()giOns, By:D)r.

S.Fu■ wara.
LEountains in the lN ighbourhood of Sendf=Li, By LIro T.:N・ulnai.

0)ur ILidge― wこblking on the Tanzaw2L コLnge via Yakesaι
By Mre Zo MatsulnotO。

Komagatake in Aidzu,By LIFo E.Tozれ wa.

PLATES I'N TIHE JAPANESE PART。
Facing Pagc.                           ハ

(299)Ushiishigahara 01■ the summit Of Odaigaharayanm.
Nakanotaki Fall in the saIIle lnonlltぁ in◆

LIaSaktahara O:】 the SuⅡ ll・2it Of the San10 n10untain・

「
rom the late Mr.KimOb's``YOshino Gurnp6。 ''

(330)View of the cratOr i・Om theねp of Kattadako.
()inaё dake in May,viewod hom By6bu.
BIidzuhikinytd6 viewed fronn Sainokれ・

w・ara,OInaёdake.

All By]√ r.J.IIada.

(354)Hinchigattke hom KOmagatake in Aidzu.
Hiuchig」九ke,Otsumatat6ge,and Keidzurusan(?)缶 om tho

saIIle linountain, buL still higller up.

Part of]【 olnagatake ibonl hali、 vay up the salne lnountain.
All by llr. LI. Vヽ・atallabo。

"



10 TEE EIGETiE ORDlNARY】 IEE′rING,

Alpina,23.Jah暉。,Nr.2.          Zむ ich,1920.
cllub `:、 lpino ltali3.。 , IRivista niensil。 , 、ア。l.

XXXVIII,Num。 12,Volo XXXIX,Nulu.
1-2-3.                       TorinO,1919-'20。

Bolletino della Sezione F10relllina del Co Ao I.,

″`olo XI, Nunュ 。 1, 2-3.                  亜urel■ze, 1920。

Revue Alpine,Vol.XXIo No。 1.      Lyon,1920。
Echo des Alps,56me.Ann.,No,3-4.     Genave,1920。

=‐

elTe d'ズ生lgerie, 1le. ノ牡nn., INo. 4-6。          Alger, 1920。

Tho follo、 ving publications have been presented tO the Club
Library:―一

T。 ■Io C.Guido ofヽVhite llounhims(Boston,
1917.)                    By Se IInamura,Esq.

John Ban……I》eaks, Passos, aolid (}laciers

(London,1859).              By Rev.ヽV.ヽVeston.
John ■Iuir。一―The MOuntains of California

(New Y∝ k,1894).              Do。
G。  lL Bro・ wne一―Ice―Caves Of _France and

Switzerland(London,1865).           Do.
F. I「 . Iloget一―Ski― ]Runs in the I:覆 gh Alps

(Lon“n,1913)。              DO。
Catalo〔事le of Books ill the:Library of the

Alpine Club(London,1899).            Do.
Bell Goat―一Inaka.VOl.IXIIo        By II.E.I)ぁ unt,Esq.
Siora Club Bulletin,Volo X,No.3(San

Francisco,1918)           By Co A.IIdtin,Esq.
Appalachia,Vol.XIV,Nos.1,3,4(BOstOn,

1916,一'19).                   Do。

THE EIGHTH ORD「 ⅣARY MEETING。
The Eighth Ordinaury nleeting w・ as held ttt tho Kaoik6eL

Shil■ idZudani,Iζ 6jレnachi― ku,T6ky6,on A.p五 1 4th・  1920, presided
by Mre Ne Takat6.The f0110wing lecttares wore Jven:一 ‐

_

On UShigatako ......。 ..。 .................IIr.N.Takat6。
A.bout the iElectric :Discharges occl■ lTed on Mt◆

Fuji...。 。._.........  _..........。 .Profo C.Ume‰ wa.
Ascent of the Tanzalva.■Iountains......。 ■Iro Z.■Iatsumoto。
About the I)eaks and strealELS in the

Tanzaowa lG[rOup.。 。__..e... ..。 .。 ...I)ro I:I. Takec]a.
Nineteen lnelnbers and tlⅣ o guests、 verO presente
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CLUB LIBRARY.

had never beおre been attempted Or aCCOmメ iShed by any Clil・ lbOrS,

but``all's well that ends¬ 口』n."

shOrdy after tlle :Bell(G‐ oa=t hacl got back to I(obe via the
Fujikawa Rapids and the Tokaido line be Юceived a letねr from

the Haiilnete C10at,th0 0pening lilleS Of WhiChヽ Vere:一 一

``亜
lirst of all l should likc to thank you for teachil〕 g lne the

wavs Of the ■101lntain Goat.''
]But this is a case アヽhere the slloo was on tlle Other foot, as

all the tlla,nks duO、 、「ere frOIIn`the lBo G. lor if ever a lllan ``Played

tho game'' in tho way of looking after a SiCk 00mrade thO II巧 i―

mete・ Goat Fiり ed it on``Tho Kaigane of Shirane― san。 "

CL{IB I,IBBABY.

The following publications havo beeu ad.decl to the Club
Library since April L920: -
A:lpine Club of Canada, Constttution and ilttst

Of■Ielnbers, 1920。

Bulletin of the Amoricain Galno Protectivo
AssOciattOn,V01.IX,NOs.1&2。

A.II■orican IIusoum Journal,  Vol. :XVIII,
Nos。  2-8.

Natural IIistory, ヽ
ア
ol XIX, iNOs。  1.二 6, 

‐
Vol.

XX,No.1.
lJOuntaineer Bul10tin,VIL X,INos.1-6.
Plいai10 Club Bullettn,NOs.94-96.
Trail and Timtbenine,NOs.18-20.
Coloraclo ■Iountain Club, I」 ocal Vヽalks and

Short Outings, 1920.
Field and iFOFeSt, Nov.― 一‐1)ec., 1919, Jan.一 ―

Feb.,1920,IIare――Apr,1920。
Field al■d Forest Club,Year B00k,1920。
■lid一iPaci■c ■Iagazine; V01。 XIiX, ]ヽ Os. 5-6.

Bむd―Lore,Vd.:XXII,NO.2。
C010rado Chautauqua:Bunetin,・ Volo VIII,No.

S, 
¬
7ol. IIX, Nos. 4-5.

Sienia Club Bullenin,Volo Xr,No。 1.

Alpine Journal,Volo XXXIII,No.22o.
Geographcal JoumaL V01。 LV,Nos.3-5。
Scottish■Iountaineering Club Journal, V・ ol。

XV,No。 89.
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Sidlley, 1920。

New YOrik, 1920:

Ne.¬「 York, 1919。

Ne・研・】rOrik,1919-'20

Selattle, 1920。

C,1五cagO, 1920.
II)enver, 192().

II)onver, 1920。

BOstOn,1910-'20。
]BOstOn, 1920。

I:IOn01ulu, 1920。

Ne、v YOrk, 1920.

]BOulder, 1920。

SanFranciscO,1920。
London,1920。
]London, 1920.

]Eldinburgh, 1920。



8 SCRA】二BI″ES IN TEE SOUT:EERN JAPANESE ALPS.

Started Or early the f0110下 ing luOrning Witll anOther tO おtCh
assistance and tl,y ancl secure solllo l・ ice.  This 、vas the.Bell(3oatls
initial expげience of ``mollntaill sickness,'' 1)ut it appeared that
the eflbcts Of l,areled ail. on tlle body hacl.littlo to dO 、vith ilis
case,thougll two ol the llsual symptoms,viz:一 一lassitude amounting
tO an utter illcapacity for the sliglltost exertion al■ d inabilit)'to
oat Or drink were very nluch in evidcnce.  再ヽアhat llit hin■ harder
than anything else 、アas the fact that he 、vas keeping the party
back。  llc)、 vever七o、vards ovening tho 、veather began to clear, 2bnd
the t｀VO gOFiki caluo bacl【 [ocれmp witll aがentiful supメy of rice

accolnpanied by tlle threO Fukaza、va brothers and ono of the
Sllinlidzu cl[bn, a1l of Al五yasu-lnurao  A_s they appeared one by
one tllrough thO tllick lnist a great 、veight、vas lifted oig tlle nlinds

of the party Of``Inarooned'' I110untaineerso The II.Ge s」 d he
he、、「 、vhat ship―、vrecked sai10rs felt likO 、vhen they ・werO being
saved by an oceall liner after being out on tho opOn sea on a raft
lor severa!l days。   1lllle advent Of the rescuO party lnust have had
a benolcial eibct on the B.G. as next l■ lornねg he was able tO
get up and drink s()ine tea.  」生lthO' vely ``grogg}' On his Pins''
and Still Sulbriug frOn■  diZZineS h0 1nanaged tO Inake a StaFt aFIn
in arln with七、‐o of tho FukazとL、vas, and after half an hOur Or sO
he got back llis ``1■ ountain― legs,'' and 、vas able to proceed、 vithout

assistance.

The going、vas lna,de compamtively easy by thp g∝ iH chOp―
ping[b patil througl■ the lloavy jungle.Tho speed at which these
lnen traVelled Over thO rough descent TVaS SOmething lnarvellous,
and、「hen the stroarl■  、vhich 、ve 、vero fol10、ving had to be crossed
tihis occuri13g at several places t、 v0 0f tllem 、vOuld 、vatde illto tl10
、アater and hold a log across the tops Of lal・ ge boulders, across
whicll the``lame duck"would.be carefully pi10樋 do At ll AelI.
、7e reれched tile iKlittta、va ancl a halt 、vas called for tifttn and a
lnuch lleeded rest.  Illhe sun lnade a very 、velcon■e appearance,
the tent and everytlling beiing spread out to dlyo  lt 、アas in this
storm which was llow cOmp10樋 ly OvOr that threO students froln
the lmperial University in TOkyO,and a teacher 10st their l市 es
on a. I1lountain called IIafu frOna starvatiOn and exposuro. [「 he
Kitagれ、、「れ :、t this sbpping place、 vas rushng through a canyon of
enOrlnOuS FOCkS vヽith deafening nOiSe, and On the far Sid0 0f the
strea,Ill the bank 、rent up in a pieco of vertical rock for over a

hun(lred feeto  ShoIヽ [ly after leaving this pOint and after a steep
descent tlle A.ra― kれ、va itself、 vas reached.  ■ハroln noヽv oll the valley

broadened ollt, ancl thO gOおュg bec01ne コinuch easier.  Th0 1ull■ ber
calinP at Aisashi was reached at 4 P.L正 .after a hard day of lll
Lours.

Tlle descencting of I【 aigane to the .A_raka、 va, I venture to state,

36



SCRAIIBLES IN TEE SOUTEERN JAPANESE ALPS. 7

bLnCe Of SOIne I■■agnitude WaS in prOgress, but luckily we vヽero O:n
the right side of the I■Ountain as far as the 、vind was concerned.
(Dn the ridge itself it l■ust llnove been r〔 Lgingヽwith the fOrce of a
typhoOno  110r this reason 、アe had to abandon our Original pro―
gral田.nle of travelsing tllo ridges Of Shirane and taking zヽ inOtake
and Nodori on the way do¬ アn lЮ Naradれ and Nishiya・ma Onsen.
A goriki lvas sent up to the landslido for the rope、 vhich had
been hanging Out dl五 ght.`As l10 1lad ね cOme dOwn throngh
the haimatsu s01■ O delay took place before ・w・e cOuld make a start
おr10wer КgiOns.ヽve then started On what was practically a
voytЪge of discOvery,in Other、 vOrds、 ve had tO drOp dO・ Tvn the mOuntain
side`掟 )thoン生ra― kawa in a beo lino Or as t110 crO、 v ■ies, trusting
to luck t(〕 get out of、 アhat appeared tO bO 、vhat is knO、 vn as a
very tight comer.  In shoOts Of pOu五 ng rain 、ve passed the creep_
ing pine belt to long bamb00 grass 、vhich latter w‐ e fOund very
dippry gOing indeed.ThO radiett Was eXCeedhgly steep,but
S01ne StunteCl oal【  and alder trees can■ O in very useful as their
branCheS gave us solnething t()hold on to at tin■ es.  A_fter a
vel・y trying and difncult descent of some four hours 、ve struck a
Snlall t五butary of the .Ara― kawa rapidly bOing sw0110n by tho
torronts Of rain. The caITiors stOpped at this pOint,an.d litれ fre
tO bOil SOIne 五ce..This ire was the undoing of the Ben Goat.
After a good substantial meal, being、 vet through to the skin, ho
went to the llo b warm himser,but unbrtunately som。 。f the
tl:五ck green smOke gOt up his n01涎 )and ``gassed'' hil■ e  ThOre is
no doubt that ho n■lst have been in excel10nt physicd cOnditton
tO have clilnbed Kaigane in bad weatller, and the fact tlltLt he
had just eaten a goOd ti価、n shOwed that there could not have been
lnuch、 vrOng、vith lim. IIOwOver he reeled a・wav 豊うom the STo
as if he l■ ad been hit with a dub, cOInplaining of gid(liness
and inabihり tO Sta・ ld Or W』ko ⅡiS eyos immediately becanЮ
teribly ЫoodshOt,and Overythng he looked at seemed t0 1)e the
C01°ur Of CrimSOn・ The Wh010 mOuntttn SidO appeared tO be Sが n―

nmg round and round like an enOrmous Catherine WVheel.  In
fact tO put the matter in Юlain ・words he was ``dO、 vn and
°utノ' ■he plaCO WhOЮ  thiS happened WaS nOメ aCe おr a
Camp being on a bare iridgo or strip Of rOck like an island Ⅵ7ith

a ragillg tiOITont on each side。  1玉owever as he could nOt gO a
yard,theFe WaS nOthing br it but tO pitCh the bnt and get him
into d=y c10thes and between the blankets.Here he lay br
practically fOr forty― bur 110urs withOut mO宙 ng or being ablo to
eat. The rest of the party spent an aコ ぃdous ume huddledねge_
ther under a large rOck mOЮ especi』 ly as food was running
ShOrt・  HOヽVeVer On0 0f Our gOriki kne・ W・ Of a 10geメ ng―CalnP further
dowχl on the iKitaga、 va, a tributary Of the .Ara― kawa, and ho
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6 SCRAnIBLES IN THE SOUTHERN JAPANESE ALPS.

Tllis VヽaS piling Ossa on iPelion with a v飢 ヨeと J`nce as the

wind was freshe.Ling and the rain falling in earneξ I.  Bllt as it

turned out he was quite right,in other words by no lneans a hhe
prOphet。

The′ peak Of K轟 gane a■ er a sti∬ climb was£ ndly scded at

3。 101P.M.  The ol田 icial height of this nlounttrin as given on the

c)rdnance ll■aps is 3192.4 nlotres, or 10,473.9 f七 .  The iB. G。 's

aneroid barOneter lnadO by NegЮ tti & Zanlbra ho・ w・ever reglstered

ll,100 fte,so it、 vill tllus bo seen the 、veather VヽaS relnarkably bad,

and evellytlil〕 g pointed to its getting vヽorse。  IN"o Vie、vs except

thoso of the rock 、valls on tlle ridge itself COuld bo Obtained.

v。lily and truly our luck appeared tO be dead Out.  .A_ll haste、
V`a3S nladO tO reaCh th° pr° p°Sed Campin2つ la(° ab°ut a lnil° further

OD, and 1500 fto belo、 v on the south sido.

Crossing a dangerous strip of 、vet rocks one of the Calrriers

fell and■ o■od over three tilnes.  His heavv load consistin2 0f tbo

cauvtt tent now thOroughly Юdden、 by the rain proVed a Verittblo

Ыessing in disguise, as the weight kopt hmむ om rolling any

ful・ ther。  ノinother turn Or t、 vo and he ・w'ould haVe rolled over the

edge, and undoubtedly passed illto the next world as the inclino
was so steep nothing could llave stopped hinl dropping several
hundredおeto This waS a place where the rope ShOuld have been
Out。  1:lhe rocks were vOry、 vet and shppery and great caution ha,d

b be exerci∞ do lt waS Cert五nly a c器o Of Clilnbing undげ di盤―

clllties.  Then Calne a cheCk. Tho n■ ist becainle thicker tllan ever,

and tllo guido stopped where thc ridge forked, one branCll going
S. E. amd the other Se Wo as恥アe did not knoWヽ Vhich one to take.

Fo■tunatdy afk)r a disconЮ lato kind Of wait lor a,few lninutes

the nlist litted sufnciently for the guide to pick up his bea五 ngS,

after、vhich・we took the 10fthを Lnd ridge dO｀ Vn Wl五Ch・WO prOCeeded

、rith much care as there・ was considerablo danger of a bad fall.

wos。。n reached the pOint、 vherO wO turned 6∬ for the Camが ng

place,and dropped dOWn some 1000 ft.ba。 1田go bdt Of Creeping

がne0 0n the Way dOWn We hadね haVe the Кpe°ut the h°lp

negotiate a Steep landshde, the haimatsu on each side ln_al(ing thO
alternative descent extre]田 lely slovr and dil■ culto  The tent was

pitclled with someセ。ublo as no nat gェ。und could be found.

(」

'ooking waS a laboriOus process over a Spirit l.amp, the campfiro givi■g out lnore smoke than anything e13)。   Tho guide and
the calコ [■ors must have spont a wretched ゴght huddled round it.

コ[eavy rain fen au night, and Strea.ELS Of Water ran underneath
the tent.

At the l静st streak Of dawn the next day everyone was Jad
k)get afoot;but it was St■ l raining hard With the wind blowing
in sharp gusts.It was very O宙 dent thtt an atmosphericd distur―
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0

and kinecl a ducIく _deel・ llean・ the pっ 。1, alla tllat after gralll()clling

the carcase he 、vasllecl it in the 、1・atel・ , alld tllell tllrew tlle viscera
into the nliddle Of tl10 1〕 lerO itselfe  c)01ltIヽ 札■▼ t(p all eIP3‐ t〔澁ion
the dragon 、アas so illcellsod l)y tllis illsulti七 o his I」れres ot iPeDれ teS

tllat l10 turned On a typh00n 、vhic′h raged for several da卜 ‐
・`・  1「 lle

heavy ralllfall acconlpanyillg thO stOrlll caused the lvater ill t1lo
river tO rise tO Rl■  extraorclinary degree; :bllCl V`llell tlle hullter,

、vho had 、vaited l)atielltlv oll the bれ nk of the strealn fOr a
co〕■sider[Lblo tilne 、vaitillg for tlle 、veather to clear, tried t()crOss
he 、vas 、vashed a、 vav and dro、 vnede  So9 1lo 、vas n10 shilual.''

Tlhe l■ora1 0f this story cれ n therefore be plain15ア  Seen. ・It
does nOt p:ty L0 0壼bnd t110 susceptiblity Of a drag011.

AftOr~26tting above the tree zone a thick belt Of s01)1)illg wOt
bal〕11)oo f尊 :Lss had to bo、vaded througll. lEveryolle got exceeclingly
、vet.  110~Inako nlatters、アorse a cloud of buyO― 乏L sma111、 )rO、vll■y
vヽith an obnoxious bite― ―bOre do、vn on us, alnd lnれ de things very
unpleasant for tho foreigl. contingent. Thes(〕 nios seelil t()1)e
VeFV partial tO ・White SkinS.  HOヽ VeVer VヽO pllShed On in t,1le rttin
and lniSt hOping fOr better luCk higher llp ・`  PaSSillg thT011811 the
creeping pine cOuntry Ⅵ7e reacl〕 ed t`he nlain ltidge()f Kaigane, tl10
altitudO Where WO joined it being eStil11れ tod at 9200 ft.A c01d
wind was lЮw b10wing in ltful gusts which nlade climbing at
Such れ height anytl]ing l)ut pleasant.  The l・idge itself cOl〕 sists of
a series of rOck、 valls 、vith sharp drOps in places of several 111lndred
feete  Vヽe therefOre in vie、 v Of t110 slipIX)Ty stれ te of the rOcks had
to take extra care il1 0rder to p:´ event accidents。  Vヽhilst stopping
fOr an ippuku near thO peれ k itself a Jal)anese clinlb01・  ■vitll twO
CarderS 1001ned Out Of tlle lniSt, とLnd PiSSOd uS 01l theirヽ、アa)ア do、vn
to the NOro―kawa and Ashiyれ su.

A_li胡肛o furし ller aloll(::the ridge the eLrthlノ reinallls Of a dead
Vヽildcat in quitO an advancod stage Of(10oo11lpЭ siti()n 、vel.e fOund
by tho guido。   lrhe:Bell G()れ七 、vho 、vas close l〕Ollincl hilu l10ticed
that he stopped stlddenlv, and alter exalnining the )'alna― neko
carefully l■ is itce turlled ashell gll・ :Lyo  Then the rest Of the party
Calne up alld he explained that this stLnle gOriki llad seel■  tho
SaI・ne dead Cat eXaCtly in the Sameが aCO ten d:Lys previously.
lIIhO H. G. 、v110 speaks the verllacular even botte′ r than コnany
natives thon■selves reinarked that after all it wを しs110t such a strλ lヽ30
thing to happen seeing that defunct felines cOuld l:lot´ lvalk, ■y,

or run after they hRd 10st their ninё  lives, 、vhicll this Olle appl口 ,―

ently had donee``Oh!!''s五 d the gllide,``call't they? I myself
thre、v this cat dO、vn the sid0 0f tho lnountain th0 0ther cl′ ly, and
he fell a lollg 、vay, very long 、ray indeed, alld no、 、「 lle is l)ack
here again.  I tell yOu l dO nOt like the lo01【  Of it at a111.  It
lllealls very bad luck indeed。 ''
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4 SCRAIIBLES IN TEE SOUTEERN JAPANESE ALPS,

an五〇us to supploment the commissariat department witll a snpply
Ol frosh fisho  Tlle Noro‐ kれ、va……一tlle s10、、ア r1111ぃ ing l・ivelD-llere―

al)()llts is reIDutocl to be 、vell stoc](ed 、‐itll il、'ana`, a delic101ls

pink―■oslled kind of sa,1lnon― tr()ute So tlle ordeID 、vellt 011t:一―̀`1■

day ()fl''  Clilnl)ing in bacl lveaυ tller is not very pleasant, and Rs
the IDeak Of I(aigane lay a R00d llin0 110ul.S ,Lヽ V2by and al〕 OVe t110
canlp. 、ve did tlle right thillg by la)■ ng ``doggo'' for tlle day.

Sれd tO relate nOt[L single nSII Calne tO the baSketS, altll()' tl10
anjers ■shed warily for severd 1lours.Ths``bれ d jOss''was
partly accounted for by the fact that duling thO recellt llyllbai Or
rainy seAsoI〕 , れ fresllet lュれd practically cleared tho NOFO― kaヽ 'ヽa Of

everything 、vith£ns in it; and seeing tllat tho 、vater itself in

this PRrticular strealn is remarkably slo、 v lnovillg the i、■na pre―

ferred tO relnain in t110 10、 7er re2tches lvhere tlle river is kl10、 vin

れs thO Ha:ya― ka、アa一t1lo fast running river一 ―after tile con■ uelico of

the :Nbro― ka、va and the `Araka、 va.  It drizzle.d 、vith rain all thれ t

day and a tI五 ck lnist hung Over the valley lil【 O a 、アet l〕lanket.

The follo、 ving nlorning after a pouring 、vet night the、 veatller

cleared, ancl an early start 、vas inade sool■  after six o'clock.
要
｀
leecy 、「hite clouds、vere ■。aung overllead beneath a blue sky。

]巳vel・vthing Dointed to a further sDel1 0f£ ne 、veathero  The lleight
above sea level at our calup on・ tlle N()ro― ka、va registerec1 5600 ft.

B010re reaChing th0 0kとしnlba gOrge VヽheFe the rOute――VerV litt10

sOlnblanc0 0f a pat11 0r track__leaves the river bank 、ve llad tO
cross the streanl three tir1les.  1lor sOnle hundred feet、 ve had a
steep cllIIlb on rocI【 s up the ()kan■ ba gorgeo  I:Jnfortunately tlle
]巨れjilnete Goat―一another breign l■ elnber Of the party― 一julnメng
fr0111 0ne l:brge bOulder tO anOther slippecl and fell cuttilig the
forefingpr of il■ is right lland badly ()n [b sllttrp stono.  1王 o、vever 1lo

being solne、vllat Of a phi10sOpher t00k tlle lnatter very calniy
thollgh it 11■ ust hivo been exceediDgly painfulo  FrOnl the rc)(lks、 ve
lk)ok故 )[L steep spur of the n■ Oulltain sidO, and clilnbed tl=Ougll
tlle ttees tO れ deserted 、v00d_cutter's llut.  IIeight at this point
6000 ft.  1lhe 、veather nOw began tO turn fOr the bad.  1list
canlo down over the ll■ ountai]■  tOps and it 、vOuld havo been a
vヽise plan to have returned to the rivel・ .  IIo、vever 、ve pusllecl on
after a 10ng ippuku 、vith the cariers 、デondering、vhatヽve had done
to o豊bnd the I)ragon of ]Kaigane。

Tllis is tllo B.G。 's varsion of the legend as it appearocl in lnaka:一 一

``:日 ialf、 vay up to the top of tho lnountain froln the Noro― kawa
near t1lo track usadly taken by clilnbers tllere is a lal・ ge tarll in

thO fOreSt ・WhiCh iS thO lair Of an enOrn10uS IⅨこiFin Or dragO11 0f
a pa.rticularly revengeful nature.  The unsophisticated natives living
l■eれr the lllountain thOrOughly believe in th0 0xistence Of this
demOn Of tlle air, and it is t01d Of a certaoin hunter 、vhO s110t
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Tlle greれtest interest in our proposed expedition tO Kaigane appeared
to be shown, and a guide and sonle carl■ ers 'w・ere Obtained f()r us
vヽith very little delay.  The Shinlidzu― lya in thosO days had nOt
bee1l openede  TherO being nO hOtels in any of the follr hal1llets
―:Furuyaslliki, KOzori, OzOri and Kutsuzawa_、vhicll go to nlako up
the l1lountain villago of Ashiyasu― Inura,、ve toOk refuge in the hOusO
of an old rOsident 、vhere evel・y [Ъttention 、vas sho、 vn uso  lt lllust
be recorded tllat yOur re[bl inaka‐ InOnO fOr cOurtesy and plain
unalbcted hOspitality is very h:、 rd t()beat.  IPhe]master of the
house 、vas considel・ably over the a1loted span of thTee scOre years
a1ld ten, but at the salno tilne it nlust be statOd tllat ‐wO fOund
hi11l as lively as the proverbial cricket.  Ⅱe tolcl us that his
fanlily had lived in that houso for lnany generatiOns bOfOTc hinl,
and that he hinlself had nladO Inost Of l■ is n10110y by selling £ne
pleces of 、vood for coilings and toko― no―n]a frOn■ the forests Of

Shirano to 1lokyo tilnber nlerchants。
The next morning with a velvety blue sky Overhead wO climbed

the TsuetatO― tOge whilst the hOt sunbealns beat lnercilessly on our
backs. It、vas、五tll sOnle relief that a halt was called fOr by the
sido of a moss‐ covered、 vooden shline near the 10p fOr a se(Ю nd
breakfast at 9.30 メL.LIo  The barolneter here lneasured 6000 ft.
01■  tho other side of tho prth sOimlo few y『 ds dO、vn the steep
side of the slope aI1longst tlle tllees thero is a beautiful spring of
Clear lnOuntain Watero The tOp Of the tOge itS61f WaS reaChed at
10。30 A.LI.just lve houFS hOm the Village.From here wO
obtained a lne view of the three peaks Of ShiranO, and 2b little
further on up tho path wo turned and saw tho lnajestic cone of
Fuji―San tOwe五 ng abOvO the bOthillso These w010 twO magェ d£cOnt
nlountain picturc)s, and 、vin・worth the energy, tilne, alld exig〕ns。 .

The descent to the Noro― kawa wtt ex缶omely rough,the t=・ ack
petering out in many places.  Ill one it ran thrOugh .a plantatiOn
Of raSpberry CaneS,・ nuCh bamb00 junde, nulnerOuS rOtten 10gS,
and shppery moss― covёЮd Юcks and sbnes made thO gOing hirly
hard.  On a descent Of this sOrt the n10tto n■ ust be ``Festilla
lento''―-llasten slowly.  The river was reaclЮ d at 6:P。 1圧. and
aS Our Campingが aCe br thO night一 .Sん

1'γαSα
"α

―llο―JSλ
`190yα

…一lれy abOut
a lnile upstreanl 、ve lnac10 g00d tilne up thO banks fOrding the
river t、 viceo  Rain began to fall 、vbich interlered solne、 vhat 、1,ith
C00king thO dinner, but there Wtt an enOrmOuS Supメ y Of dISift

、vood, so a very large canlp£ ro 、vas soOn burning and crackling
、vith clleerful e£ bcte  ThO next day n0 0■ o appealed tO be ptttcu―
larly 2、nxiOus tO prOceed On accOunt Of the 、、,eat110r, as rain 'was

falling in a steady dlizzle; and lnOreOver the carriers had had a
very llard day the day belore。

Then again some ``偽 ll∝mon''in the pttty were extromoly
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Xhigane―sane"   Another account entitlod ``On the Ridges of
Shirano'' appeared l:、 st su11■ n■er in the Japan _:Ldvertiser, 311(1
Rev. マ7. H。 ■I. vヽaltOn, 17hO VヽaS aCC01■panied on thiS OCCaSiOn
by the Rev.ヽ V。 :Ho Elwin,and another keen breign mOuntぶ neer
ilom唖lokyO.  In thO publication kno、

vn as ``I■aka'' アヽ
01。 Ve tllero

wim beお und a響為pl■ic sketch by tho EditOr一 the“ Bell Goat"一 of
his clilnbing of 玉litadakO, and as tho writer Of tllese lines was
、vith hiln On the men■ Orab10 trek, Of 、vhich he has many vivid
recollecttOns, he can not do better than put down here anOther
version of theヽ story as setおrth by the Bo G.in llis interesting
naITative.

0)ur party had conlo down to:Kiofu froln the NOFth haVing
climbed Ariake― san,TsubakurOdakO, and OtenjЭ froln Nakabusa
(3)nsono  Making a co1 0f thO IIOuntain Of Heaven 、アe had 、valked
do(wn tho picturesquo va1loy of the A.dzusagattva tO the faluOus
Onsen of Kialni Kochi,wherO we had a deliciOus(sic)rest of two
days being fed by n■ine host lik0 1ghting cOcks On fresh trout,
apricots and iXlirin beer.  It 、vas during Out sttty there that owo
saw]Kamonjiお r th0 1ast timO at his llunting bOx On the edge of
Myo― J唯 n―Ike.

■lakelet greon and goldヽ 1・hero tho brown・ Lrout swin■ !!

And KamOnji's hut smOked bLck and sticky:
'Tis the silent tOl[濾 t、v01■lay drink to hiln,
Lovely MyO― jin―ikO!!

Yes,Kal■onil,the most hmOus guidO in the Japanese clilllb―
ing 、vorld, has ever kno・ wn, has gOne tO his last 110Π lte, and Ⅵアo
、viu never see his like a`gain.

AL七 Kofu・w'o put up at the I)an■ o―Kan, but it inust be stated
Vヽe had very ha%y ideas of hOw tO get tO tho f00b Of Shirane_S■ ■。
Wo kno、v vヽe had to get to oA.shiyasu― n■ura, but tho poop10 in the
hotel know nO n10re than 、ve did about the 、vay tO get there.
IIOwOver, 、vith the aid Of a good map and a cOup10 0f intelligont
riCSha lnOn and a baSha 10r the baggagp we duly arived at Arino
about ll .A.LI.on July 26ιλ 1916。 Tho day was a piping llot
One, about as 1lot as any s2blamandOr cOuld 、vish fOr.

Now tho KOfuが ain in the dOg days is a vory good Place
to get aヽ way from, and it is quite true that tho lnOrO I s00 0f
some places the lnoro l like tho Yalm.a, for ``七 oil and danger aro
s、veet to reca11。 ''  In spito of ln01lntaineering being a sport or a
pastin■o― call it what yOu likO_、vhicll dolm.ands and calls for ceaseless
and ullreIIlitting attentiOn 、▼0 、vero all keen tO leave tho sunbaked
plain``fOr hOsh 101ds and pastu■ es now." At Arino quite a large
Vina'ge V`e gOt a diminutiVe paCk hOrSe tO tiak0 0ur inlpedilnent[L`
to.Aslliyasu, at which latter placo 、ve 、vere politely received at
the 10Cれ l pOliCe SttLtion and then guided to the village Yakuba.
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Pα rι IIrr_Fル zα 2クα,2θ グ sソ静α,lc_sα ].

``BLUE DRAGON_FLT."

r「Ⅱ:E system incluttng Sん ″α)2θ is a large section of tho Southern
ム  JapaneSe AdpS.  Tl五 S great】nOulltain 11laSS,nOt tO be COn[uSed

Or c()nlpared rゝith Or spOken Of in the salne breath as the Nikko

Sllirane and the Shiralle of Kusatsu, cln boast of tl■ Too l■o peaks
On its lnain l・idge, 'irlle highest Of these is 10,473・ 9 ft. no、ア

gpnel・ally kno、 vn and marked oll lnaps as =1ltadal(o, but forlnerly
called Kaiganoo The Othtt tw()密 o AinOttkO(10,46304量 。)and
Nodori(9966 ft。

)。
On this last nalned in the lnonth of■ Iれy wllen

the 、vinter snO、vs aFe IIlelting alvay:登 :oln the nlountain t()ps tlleTe

relnaills fOr sOn3e litt10 tilne A sn■ all sno、 v slope close to the crest

in tlle shape of a bird reselllbling を、s、van.  It is by tllis sign

that tlle hrmer living on the aats below on the玉 1。fuメaill knOWS
tllat it,is tinle fOr hinl tO start his ag・ ricultural opolつ ations.  In tho

宙cinit5'Of I【 ofu the cultivatol・ citlls the planting of rice ill the
autullln ``nOh-0嘔 Surll''(tO dO huSbavndl・ y)ViZ`:一 一``nOh''・=huSbandry

“七ori"=biFd, and``Sa,n"=1■■Ount五no From this unexメ ained

pllen01nenOn Of tlle ``s■ o、v bird'' this peak takes its nanle.
Ain()take, very rarely callod・ IN・akanotake,is so― called because it is
situated bet、 veen tllo other t、 vo peaks of the l・allgeo  Thus Sllirane

san is I■ Ore Or less a general term_10r this I〕art Of.thO greをし七―

m()ulltaiII chains tllat dividO the valleys Of thO Fuiikawa and
〔)iga、va; tllis as a 、vhole rather than for tlle threo peaks, alono,
、vhicll lattor aro usually called Sllirane― sanzan, or the threo peaks
of Sllirane.  K〔bigano is a very ancient naⅡ le,and in early Japanese
literature it is 散・equently nlentiOned一―thO literal lneanillg being:一 ―

``the I1lountain Of iKlai.'' A.ccording tO a bOok ontided ``The
Japanese Alps''by Mr.KojiII■ a Usui Kitadake is also known in
literal prOnunciatiOn as ShiraI■ line, and sOInetilnes as Shirane‐ no―

IIondake, the principal IDetbk of Sllirane― ―the liV"llitO ■IOuntain.
IIIhis and sO IIlucll 10r nOInenclatllrO.

That inttepidが oneer tho Rev.ヽ Vれlter Wesbn,it is bdieved,
、vas tlle lTst foreigner tO clinlb I【aigaie, and ho 、vrote a very
full descriltion of his expeditiOn lvhich appeared in the Japan
lVeekly■Iail of Nov。 lsι 1902 under the tit10 0f``ThO Ascent of
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